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南郷村の新井田川流域には数多くの遺跡が分布してい

ます。

この報告書は、八戸平原開拓建設事業（世増ダム建設）

の実施に先立ち、事業地内に所在する南郷村畑内遺跡を

発掘調査した結果をまとめたものです。調壺では、縄文

土器、石器をはじめとして、弥生時代の土器・土製品、

縄文時代の竪穴住居跡やフラスコ状土坑等が検出されま

した。

この度の調査によって、畑内遣跡で生活していた人々

の貴重な資料を得ることができました。

今後、この調査によって得られた成果が、地域杜会の

文化財として広く活用されることを願っております。

おわりに、日頃から埋蔵文化財の保護に対し御理解を

賜っている農林水産省東北農政局八戸平原開拓建設事業

所並びに南郷村、同村教育委員会及び調査の実施及び報

告書の刊行にあたって種々御指導、御協力をいただいた

調査指導員をはじめ、関係各位に対して厚くお礼申し上

げます。

平成11年3月

青森県教育委員会

教育長松森永祐





例言

1本報告書は、平成9年度に実施した南郷村畑内遺跡の発掘調査報告書である。

2本遺跡は、平成4年3月に青森県教育委員会が編集発行した『青森県遺跡地図』に遺跡番号65002

として登録されている。

3本報告書の執筆者は、依頼原稿については文頭に記載し、その他は文末に記してある。

4試料の分析、鑑定については、次の方々に依頼した(順不同、敬称略)。

石器の石質鑑定　八戸市文化財審議委員　松出力

放射性炭素年代測定　学習院大学教授　木越邦彦

出土炭化材の樹種同定　木工舎「ゆい」　高橋利彦

5本書に掲載した地形図(遺跡位置図)は、建設省国土地理院発行の5万分の1の地形図「三戸・

階上岳」を複写したものである。

6挿図の縮尺は、各図ごとにスケールを付してある。なお、写真の縮尺は統一していない。

7調査に至る経過については「畑内Ⅰ」～「畑内Ⅳ」と同様であるので、ここでは省略した。

8遺構・遺物の文・図中での表現は、原則として次の様式・基準によった。

(1)遺構内外堆積土の注記には、「新版標準土色帖」(小山、竹原;1994)を用いた。

(2)遺物には観察表・計測値を付した。計測値の単位は石器類はcm、重量はgである。

(3)図中で使用したスクリーントーンの表示は次のとおりである。

(4)遺物分布図の記号は次のとおりである。　●土器　▲礫・石器

9引用・参考文献については本文末に納めた。

10発掘調杳における出土遺物・実測図・写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調査センターで保管し

ている。

11発掘調査及び本報告書作成にあたって、下記の諸氏から御協力・御助言を得た(順不同、敬称略)

阿部明彦、安部実、飯島伸一、板橋範芳、岩越宏典、奥山一絵、工藤雅樹、児玉大成、木幡成雄、

小谷地肇、佐藤庄一、菅原哲文、須藤隆、仙庭伸久、中村大、新岡巌、花海義人、羽生淳子、

藤聾安正、村木淳、矢島敬之、安田忠市、森淳、高田和徳、久保田滋子、星雅之、津嶋智弘、

稲野裕介、大渡賢一、工藤武、渡部紀、小川淳一、山岸洋一、角張淳一、高木晃、榊剛、

坂口隆、谷口康浩、設楽博巳、阿部芳郎、中村直美
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図1　遺跡位置図
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図2　グリッド配置及び調査範囲図

－2－



第Ⅰ章　調査要項

1　調査目的

八戸平原開拓建設事業(世増ダム建設)の実施に先立ち、当該地区に所在する南郷村畑内遺跡

の埋蔵文化財の発掘調査を行い、その記録保存を図り、地域社会の文化財の活用に資する。

2　発掘調査期間

平成9年5月1日から同年11月14日まで

(当初予定平成9年5月1日から同年10月31日まで)

3　遺跡名及び所在地

畑内遺跡　三戸郡南郷村大字島守字畑内4番地、外

4　調査対象面積

15,000平方メートル

5　調査委託者

東北農政局八戸平原開拓建設事業所

6　調査受託者

青森県教育員会

7　調査担当機関

青森県埋蔵文化財調査センター

8　調査協力機関

南郷村教育委員会、三八教育事務所

9　調査参加者

調査指導員　村越　潔　青森大学教授(考古学)

調査協力員　市澤　輝次郎　南郷村教育委員会教育長

調査員　松山　力　八戸市文化財審議委員(地質学)

　　　　　 上村　四郎　南郷村歴史民俗資料館研究員(考古学)

　　　　　 小林　和彦　八戸市縄文学習館主任主査兼学芸員(動物考古学)

10　調査担当者　青森県埋蔵文化財調査センター

調査第四課　課長　木村　鐵次郎　(現、調査第三課課長)

主事　笹森　一朗　(現、文化財保護主査)

主事　佐々木　雅裕　(現、文化財保護主事)

主事　茅野　嘉雄　(現、文化財保護主事)

調査補助員　柿崎　悟　　柴田　君仁　(平成10年3月退職)

佐藤　公子　　高子　幾子　(平成10年12月退職)

堤　淳子　　上野　寿子(平成11年3月退職)

杉田　幸子(平成11年3月退職)
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第 I章調壺要項

1 調奔目的

八戸平原開拓建設事業（世増ダム建設）の実施に先立ち、当該地区に所在する南郷村畑内遺跡

の埋蔵文化財の発掘調査を行い、その記録保存を図り、地域社会の文化財の活用に資する。

2 発堀調査期側

平成 9年 5月 1Hから同年11月14日まで

（当初予定平成 9年 5月 1日から同年10月31日まで）

3 遺跡名及び所在地

悧内遺跡 □戸郡而郷村大字島守字畑内 4番地、外

4 調査対象面積

15,000平方メートル

5 調査委託者

東北農政局八戸平原開拓建設事業所

6 調査受託者

青森県教育員会

7 調査担当機閃

青森県埋蔵文化財調査センター

8 翡］査協力機関

南郷村教育委員会、三八教育事務所

， 調査参加者

調査指導員 村 越 潔 青森大学教授（ぢ古学）

調査協力員 市澤輝次郎 南郷村教育委員会教育長

調査員 松山カ 八戸市文化財審議委員（地質学）

上 村 四 郎 南郷村歴史民俗資杵館研究員（考古学）

小林相彦 八戸市縄文学習館主任主査兼学芸員（動物考古学）

10 調査担当者 肖森県埋蔵文化財調査センター

調査第 四課課 長 木村鐵次郎 （現、調査第三課課長）

主 事 笹森一朗 （現、文化財保護主査）

主 事 佐々木雅裕 （現、文化財保護主事）

主 事 茅野嘉雄 （現、文化財保護主事）

調査補助員 柿崎 悟 柴田 君仁（平成10年 3月退職）

佐藤公子 高子幾子（平成10年12月退職）

堤 淳子 上 野 寿 子 （ 平 成11年 3月退職）

杉 田 幸 子 （ 平 成11年 3月退職）
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第Ⅱ章　調査の方法と調査の経過

第1節　調査の方法

1　調査区域の設定

畑内遺跡は、平成4年度の発掘調査に伴う範囲確認調査によって、面積が6万6千平方メートルに

のぼる広大な遺跡であることがことが確認された。平成4年度に基準点測量及び水準点測量とともに、

調査区の設定とした遺跡全体に20mのメッシュを地図上に組、遺跡にも南北に3本ほど通しで基準杭

を設置することを測量会社へ委託した。

調査区は座標北を基準に、4×4mを1単位と、東西方向をアルファベット2文字で東から西へA

A、AB、ACというように、また、南北方向を北から南へ算用数字で表し、両者の組合せ(北西隅)

で呼称している。

2　発掘調査

1)グリッド単位で発掘区を拡張する方法を採った。

2)粗掘りは、層位的・段階的に進め、遺構・遺物を確認してから、下層の掘り下げについて判断

した。

3)試掘的に先行して部分的に粗掘りを進め、遺物の出土のみられない地域は一部重機も併用して

粗掘りを行った。

4)土層観察は、各地点ごとに南北方向と東西方向にそれぞれ土層観察用のベルトを設定した。

3　実測図の作成

1)遺構については、4分法・2分法によって土層観察用のベルトを設定し、精査した。

2)遺構の実測図(平面図・断面図)は、住居跡・土坑は縮尺20分の1、屋内炉・屋外炉・土器埋

設遺構は縮尺10分の1を原則として作成した。

3)遺構内出土遺物については、各遺構の実測図と同縮尺を原則とし、必要に応じて分布図・断面

図等を作成した。

4)遺構外出土遺物については、復元可能な土器及び口縁部大破片はレベル・ポイントを記録し、

他は原則として各層ごとに各グリッド単位で一括して取り上げた。

5)調査区の基本土層については、必要に応じて縮尺20分の1の実測図を作成した。

4　写真撮影

1)遺構については、確認状況・土層断面・遺物出土状況・完掘状況等を中心に撮影した。

2)その他必要に応じて、基本層序、遺跡の状況・調査状況についても記録した。

3)使用カメラは35ミリカメラで、フィルムはモノクロームとカラーリバーサル(スライド)の2

種類のフィルムを主に使用した。

－4－

第II章 調在の方法と調在の経過

第 1節調査の方法

1 調査区域の設定

畑内遣跡は、平成 4年度の発掘調企に伴う範囲確認調査によって、面積が 6万 6千平方メートルに

のほる広大な遣跡であることがことが確認された。平成 4 年度に基準点測量及び水~準点測星とともに、

調査区の設定とした遺跡全体にzomのメソシュを地図上に組、遺跡にも南北に 3本はど通しで基準杭

を設置することを測量会社へ委託した。

調査区は座標北を拮準に、 4X 4 mを1単位と、東西方向をアルファベット 2文字で東から西へA

A、AB、ACというように、まだ、向北方向を北から南へ算用数字で表し、両者の組合せ（北西隅）

で呼称している。

2 発掘調査

1) グリノド単位で発掘区を拡張する方法を採った。

2)柑掘りは、層位的・段階的に進め、遺構・遣物を確認してから、下層の掘り下げについて判断

した。

3) 試掘的に先行して部分的に柑掘りを進め、遺物の出士のみられない地域は一部重機も併用して

粗掘りを行った。

4) 土層観察は、各地点ことに南北方向と東西方向にそれぞれ土層観察用のベルトを設定した。

3 実測図の作成

1) 遺構については、 4分法・ 2分法によって上層観察用のベルトを設定し、精査した。

2) 遺構の実測図（平面図・断面図）は、住居跡・土坑は縮尺20分の 1 、屋内炉・屋外炉• 土器埋

設遺構は縮尺10分の 1を原則として作成した。

3) 遺構内出土遺物については、各遺構の実測図と同縮尺を原則とし、必要に応して分布図・断面

図等を作成した。

4) 遺構外出土遺物については、復元可能な土器及びD縁部大破片はレベル・ポイントを記録し、

他は原則として各層ごとに各グリソド単位で一括して取り上げた＾

5)調査区の基本土層については、必要に応じて縮尺20分の 1の実測図を作成した。

4 写真撮影

1)遺構については、確認状況・土層断面・遺物出土状況・完掘状況等を中心に撮影した。

2)その他必要に応じて、基本層序、遺跡の状況・調査状況についても記録した。

3)使用カメラは35ミリカメラで、フィルムはモノクロームとカラーリバーサル（スライド）の 2

種類のフィルムを主に使用した。
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第2節調査の経過

畑内遺跡の発掘調査は、平成 4年度から行われているので、平成 4年度-7年度の調査の概要と平

成9年度の調査経過を以下に述べることにする。

1 平成 4年度概要

平成 4年度の調査期間は 5月6日から11月13日までで、調査日数は 126日であった。検出遺構は竪

穴住居跡16軒（縄文時代前期から中期初頭13軒、弥生時代 3軒）、フラスコ状土坑 115基（縄文時代

前期）、土坑15基、その他集石遺構・屋外炉・土器埋設遺構（縄文時代前期）等である。また、縄文

時代前期後半の捨場が 2箇所検出され、それぞれ東捨場・西捨場と呼称した。出土遺物は段ボール箱

で土器 1,200箱、石器31箱、動物遺存体等25箱にのぼった。遺物の大部分は捨場からの出土で、その

多くは西捨場の出土であり、縄文時代前期円筒下層式である。弥生時代の住居跡は前期砂沢式の時期

に属する。

2 平成 5年度概要

平成 5年度の調査期間は 5月10日から 8月27日までで、調査日数は71日であった。検出遺構は竪穴

住居跡27軒（縄文時代前期から中期26軒、弥生時代 1軒）フラスコ状土坑 110基（縄文時代前期）、

土坑43基である。出土遺物は段ボール箱で土器 396箱、石器30箱、動物遺存体等 7箱である。遺物の

多くは 4年度から継続調査した西捨場からのものである。

3 平成 6年度概要

平成 6年度の調査期間は 9月26日から11月11日までで、調査日数は31日であった。検出遺構は竪穴

住居跡 7軒、フラスコ状土坑 9甚、土坑12基、その他集石遺構・屋外炉である。出土遺物は段ボール

箱で土器80箱、石器 5箱である。

4 平成 7年度概要

平成 7年度の調査期間は 7月3日から11月2日までで、調査日数は 日であった。検出遺構は竪穴

住居跡 2軒（弥生時代前期）、屋外炉・土器埋設遺構などで、円筒下層 a式の捨場と円筒下層 d式の

捨場が新たに検出された。出土遺物は段ボール箱で土器 250箱、石器25箱である。

5 平成 9年度調査経過

平成 9年 5月1日、発掘調査器材を現地に搬入し、調査区内の環境整備を行うとともに、グリッド

設定の杭打ちを行いながら、平成 7年度に検出された円筒下層 a式の捨場から調査を開始した。

5月中旬、遺物の取り上げがほぼ終了すると中振浮石層上面から遺構が検出されはじめ、縄文時代前

期と思われる大型の竪穴住居跡が検出された。同じく平成 7年度に検出された円筒下層d式の捨場の

精査も開始した。捨場からは多量の土器・石器類が出土し、下方の平坦部からは弥生土器が集中して

検出され始めた。
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6月上旬、グリッド付近に南北方向のトレンチを設定し粗掘りを開始した。その結果土石流層を挟

み上層に弥生時代から縄文時代後期にかけての文化層が、下層に縄文時代前・中期の文化層が認めら

れたため、上層の遺構確認に努めることになった。弥生時代の管玉や縄文時代後期と思われる配石遺

構などが検出されたが遺構・遺物量ともそれほど多くはなかった。

7月も引き続き捨場の遺物取り上げと周辺の遺構確認精査に努めた。

8月上旬、砂子遺跡の平成9年度の調査終了に伴い、東側の調査区の掘り下げを開始した。調査区

は斜面崩落土に覆われていたため、重機により粗掘りを行い順次拡幅していった。火山灰の混土層が

耕作土と思われる畠跡が検出された。火山灰は白頭山火山灰か十和田a火山灰と思われ、時代は平安

時代の所産と考えられた。束捨場の南側延長部からは多量の円筒土器・石器とともに埋設土器が検出

されている。平坦部からは竪穴住居跡や土坑が検出され、台地縁辺部からはフラスコ状土坑が検出さ

れ始めた。9月上旬、捨場からの多量の遺物と遺構内の遺物量の多さ、また、かなりの深さのフラス

コ状土坑の精査に時間をとられ調査は遅れがちになった。天候には恵まれたが10月下旬までに検出さ

れた遺構の精査を終了することができず、11月14日まで調査期間を延長して遺構の精査に努めること

となった。11月14日、機材の撤収・遺物の搬出等を行い、平成9年度の調査の全日程を終了した。

(笹森一朗)

－6－

6月上旬、グリソド付近に南北方向のトレンチを設定し粗掘りを開始した。その結果上石流層を挟

み卜層に弥生時代から縄文時代後期にかけての文化層が、下層に縄文時代前・中期の文化層が認めら

れたため、上層の遺構確認に努めることになった。弥生時代の管玉や縄文時代後期と思われる配石遺

構などか検出されたが遣構・遺物量ともそれほど多くはなかったっ

7月も引き読き拾場の遺物取り上げと周辺の遺構確認梢査に努めだc

8月上旬、砂子遣跡の平成 9年度の調査終了に伴い、東側の調査区の掘り下げを開始しだ。調査区

は斜面崩洛土に覆われていたため、重機により粗掘りを行い順次拡幅していっだ。火山灰の混上層が

耕作土と思われる畠跡か検出苔れだ。火山灰は白頭lll火山灰か十租田 a火ill灰と思われ、時代は平安

時代の所産と考えられtこ東捨場の南側延長部からは多量の円筒十器・石器とともに埋設土器が検出

されている(,平坦部からは竪穴住居跡や土坑が検出され、台地橡辺部からはフラスコ状土坑が検出さ

れ始めた。 9月上句、拾場からの多量の遺物と遺構内の遺物量の多さ、まだ、かなりの深さのフラス

コ状上坑の精査に時間をとられ調査は遅れがちになっtこ天候には恵まれたか10月ド旬までに検止さ

れた遺構の情査を終了することがでぎず、 11月14日まで調査期間を廷長して遺構の梢査に努めること

となっだ。 11月14El、機材の撤収・遺物の搬出等を行い、平成 9年度の闊査の全日程を終了した，9

（笹森一朗)
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第Ⅲ章　遺跡の環境

第1節　周辺の遺跡

畑内遺跡は岩手県と青森県の県境にあり、その源を岩手県に発する新井田川の右岸の河岸段丘上に

位置し、周辺には多数の遺跡が存在している。

本遺跡の西側を流れる新井田川の岩手県側の左岸には水吉Ⅵ遺跡、尾根を挟んだ左岸には筋久辺遺

跡、その尾根上の丘陵地には水吉遺跡、対岸の右岸には槻ノ木遺跡・砂子遺跡、尾根上の丘陵地には

四ッ役遺跡が所在する。また、新井田川を下ると松石橋遺跡、野場(5)遺跡といった遺跡が所在し、

八戸平原開拓建設事業関連で発掘調査が実施されている。

岩手県の水吉Ⅵ遺跡は平成3年度から5年度にかけて発掘調査が行われ、縄文時代・奈良時代・及

び中世の集落跡が発見されている。筋久辺遺跡は平成3年度に調査が行われ、多数の土壌や屋外炉が

検出されたが、住居跡は確認されず、キャンプ・サイト的な場所であったと推察される。水吉遺跡は

平成8年度に調査が行われ、縄文時代後・晩期の竪穴住居跡やフラスコ状土坑、溝状土坑などが検出

され、生活の場と狩猟の場であったことが確認されている。槻ノ木遺跡は平成7年度に試掘調査が行

われたが、縄文土器が少数出土しただけで、遺構は検出されなかった。キャンプ・サイト的な遺跡と

推察される。砂子遺跡は、槻ノ木遺跡同様平成7年度に試掘調査が行われ、畠跡が検出されている。

平成9年度に本調査が行われ、中世から近世にかけてと思われる畠跡が広範囲に検出された。引き続

き行われた平成10年度の調査では畠跡の下に平安時代の集落跡が検出され、一段上位の段丘面からは

縄文時代の溝状土坑等が検出されている。四ッ役遺跡は平成6年度に発掘調査が行われ、竪穴住居跡、

屋外炉、埋設土器などが検出され、縄文時代中期から晩期にかけての集落跡であることが判明してい

る。松石橋遺跡においては発掘調査が行われていないが、開田工事により遠賀川系土器が発見された。

野場(5)遺跡は平成4年度に発掘調査が行われている。また、南郷村では東北縦貫自動車道八戸線建

設事業に伴う発掘調査が昭和54・55年度に実施され、右エ門次郎窪、三合山遺跡、石ノ窪(1)・（2)遺跡、

馬場瀬(1)・(2)遺跡が調査されている。

南郷村内の遺跡の分布は村内全体に散在してみられるが、集中の割合を見ると新井田川流域に集中

し、かつ、大規模な遺跡が存在する。近年、新井田川(岩手県側では雪谷川)流域において数多くの

遺跡の発掘調査が行われている。今後これらの遺跡から検出された遺構・遺物を比較・検討すること

によって、新井田川(雪谷川)流域に住んでいた先史時代の人々の交流を含めた生活の実態が明らか

になってくるものと思われる。

(笹森一朗)

－7－

第III章遺跡の環境

第 1節周辺の遺跡

畑内遣跡は岩手県と青森県の県境にあり、その源を岩手県に発する新井田川の右岸の河岸段斤上に

位置し、周辺には多数の遺跡が存在している。

本遺跡の西側を流れる新井田川の岩手県側の左犀には水吉汀遺跡、隅根を挟んだ左岸には筋久辺遺

跡、その尾根上の丘陵地には水吉遺跡、対岸の右岸には槻ノ木遺跡・砂子遺跡、尾根上の丘陵地には

四ツ役遺跡が所在する。また、新井田川を下ると松石橋遺跡、野場 (5)遺跡といった遺跡が所在し、

八戸平原開拓建設事棠関連で発掘調査が実施されている c

岩手県の水吉VI遺跡は平成 3年度から 5年度にかけて発掘調査が行われ、縄文時代・奈良時代・及

び中世の集落跡が発見されている。筋久辺遺跡は平成 3年度に調査が行われ、多数の土塙や屋外炉が

検出されだが、住居跡は確認されず、キャンプ・サイト的な場所であっだと推察される。水吉遺跡は

平成 8年度に調査が行われ、縄文時代後・晩期の竪穴1主届跡やフラスコ状上坑、溝状土坑などが検出

され、生活の場と狩猟の場であったことが確認されている。槻ノ木遺跡は平成 7年度に試掘調査が行

われたか、縄文土器が少数出tしただけで、遺構は検出されなかっ tこキャンプ・サイト的な遺跡と

椎察される。砂子遺跡は、槻ノ木遺跡同様平成 7年度に試掘調査が行われ、畠跡が検出されている。

平成 9年度に本調査が行われ、中世から近世にかけてと息われる畠跡が広範囲に検出されだ。引き続

き行われだ平成10年度の調査ては畠跡の下に平安時代の集落跡か検出され、一段上位の段丘面からは

縄文時代の溝状土坑等が検出されている e 四ツ役遺跡は平成 6年度に発掘調査が行われ、竪穴住居跡、

屋外炉、埋設上器などが検出され、縄文時代中期から晩期にかけての集落跡であることが判咀してい

る0 松石橋遺跡においては発掘調査が行われていないか、開田工事により遠賀JII系土器が発見された。

野場 (5)遺跡は平成 4年度に発掘調査が行われている。また、南郷村ては東北縦貫自動車道八戸線建

設事業に伴う発掘調査か昭和り4・5旦年度に実施され、右ェ門次郎窪、三合山遣跡、石ノ窪 (1)・(2)遣跡、

馬場瀬U)・(2)遺跡が調査されているぐ

南郷村内の遺跡の分布は村内全体に散在してみられるが、集中の割合を見ると新井田川流域に集中

し、かつ、大規模な遺跡か存在するし近年、新井田川（岩手県側では雪谷川）流域において数多くの

遺跡の兌掘調査が行われている。今後これらの遺跡から検出色れた遺構・遺物を比較・検討すること

によって、新井田川（雪谷川）流域に住んでいた先史時代の人々の交流を含めた生活の実態が明らか

になってくるものと思われる。

（笹森一朗）
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第2節　基本土層

遺跡の基本土層については、畑内遺跡Ⅰですでに述べられているが、平成9年度の発掘においてこ

れまで確認されていなかった層位が確認されたことから、改めてここに述べることにする。

平成9年度の調査においては必要に応じて各所で基本土層の観察用の深掘を行った。代表的なもの

が図　である。図3-1は畑内通跡Ⅰに掲載された、平坦面北側の基本土層であり、2はBZ-35付

近の土層堆積図である。この箇所は畑内遺跡Ⅰで調査された平場を南側に拡張した部分であり、概ね

北側と同様の堆積状況が確認できた。3はAZ-45付近の土層堆積図である。基本的な層順や内容は

同様であるが、いくつか違う点があるので以下に詳述する。

第Ⅰ層　黒褐色土10YR22粒径2～5mmの鈍い黄褐色の浮石を中量混入する。近年の耕作土と考え

られ、平場のⅠ層に対応する。

第Ⅱ層　黒褐色土10YR23粒径2mm程度の黄褐色浮石を少量含む。

第Ⅲ層　黒色土10YR1.71粒径2mm程度の黄褐色浮石を少量混入する。また、Ⅲ層とⅣ層との境

あたりには炭灰色(10YR81)浮石が微量に含まれている。概ね平場のⅡ層に対応。

第Ⅳ層　黒褐色土10YR22粒径5mm程度の黄褐色浮石を中量含む。絶文時代後期から弥生・平安

時代までの遺物包含層であり、概ね平場のⅡ層に対応。

第Ⅴ層　暗褐色土10YR33南部浮石・十和田b浮石・八戸火出灰の浮石など様々な時期の浮石を

大量に含んでいる。地質調査員の松山力氏によればこの層は水によって流されてきた土ではないかと

いうことである。厚いところで30～40cmの層厚を持ちながら南方へ続いていく層である。弥生・平

安時代の遺構はこの面から掘り込んでいるものと思われる。

第Ⅵ層　黒褐色土10YR23粒径3mmの明黄褐色浮石を微量混入。全体に砂質の層である。円筒下

d層式の遺物を主に包含する層である。平場のⅢ層に対応

第Ⅶ層　黒褐色土10YR22粒径5から8mmの黄褐色浮石を少量含む。縄文時代前期の遺物包含層で

あり概ね平場のⅢ層に対応する。

第Ⅷ層　中掫浮石層概ね平場のⅣ層に対応する。

第Ⅸ層　黒色土10YR1.71粒径6mm程度の褐色浮石粒を中量混入。しまりのある層である。平場

のⅤ層に対応する。

第Ⅹ層　南部浮石層。平場のⅥ層に対応する。

第ⅩⅠ層　黒褐色土10YR23平場のⅦ層に対応する。

第ⅩⅡ層　鈍い黄褐色土10YR43しまりのある粘土質層である。平場のⅧ層に対応する。

第ⅩⅢ　層褐色土10YR44粘土質土層である。

なお、ⅩⅠ層以下の地層についてと土層全般のことについては改めて地質の調査員である松山力氏

と検討する必要があるため、次回以降の報告で詳述することとする。

(茅野嘉雄)
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第2節基本土層

遺跡の基本土層についてば、畑内遣跡 Iですでに述べられているが、平成 9年度の発掘においてこ

れまで確認されていなかっだ層位が確認されだことから、改めてここに述べることにする。

平成 9年度の調査においては必要に応して各所で基本土層の観察用の深掘を行った。代表的なもの

が図 である。図 3-1は畑内通跡 lに掲載されだ、平坦面北側の基本上層であり、 2はBZ-35付

近の士層堆積図である。この箇所は畑内遺跡 Iで調査された平場を南側に批張した部分であり、概ね

北側と同様の堆積状況が確認できた。 3はAZ-45付近の土圏堆積図であるし基本的な層顛や内容は

同様であるが、いくつか違う点があるので以下に詳迩する。

第I層 黒褐色上10YR2/2粒径2-5mmの鈍い黄褐色の浮石を中量混入する。近年の耕作土と考え

られ、平場の I層に対応する。

第II層 黒褐色土10YR2悶粒径2mm程度の黄褐色浮石を少量含む。

第rn層 黒色上lOYRI.7/ l粒径2mm程度の黄褐色浮石を少量混入するしまた、皿層と N層との境

あたりには炭灰色 (10YR8/1) 浮石が微量に含まれている。概ね平場の II層に対応。

第w層 黒褐色土10YR22 粒径5mm程度の黄褐色浮石を中鼠含む。絶文時代後期から弥生・平安

時代までの遺物包含層であり、概ね平場の II層に対応。

第＼層 暗褐色土10YR3/3南部浮石・十和田 b浮石・八戸火山灰の浮石など様々な時期の浮石を

大旦に含んでいる。地質調査員の松山）J氏によればこの層は水によって流されてぎた士ではないかと

いうことである。厚いところで30-40cmの層厚を持ちながら南方へ続いていく層である。弥生・平

安時代の遺構はこの面から掘り込んでいるものと思われる。

第VI層 黒褐色土10YR2/3粒径3mmの明黄褐色浮石を微量混入。全体に砂質の層である。円筒下

d層式の遺物を主に包含する層である。平場のm層に対応

第Vl1層 黒褐色土10YR2/2粒径5から8mmの黄褐色浮石を少鼠含む0 縄文時代前期の遺物仇含層で

あり概ね平場のm層に対応する。

第VIII層 中搬浮石層 概ね平場のW層に対応するっ

第1X層 黒色土lOYRI.7 /1粒径6mm程度の褐色浮石粒を中量混入c しまりのある層である。平場

のV層に対応する。

第x層 南部浮石層。平場のVI層に対応する。

第XI層 黒褐色土10YR2/3平場のVl1層に対応する。

第XII層 鈍い黄褐色土10YR4/3 しまりのある粘土質層である。平場のVIII層に対応する。

第xm層 褐色土10YR4/4 粘土質土層である。

なお、 XI層以下の地層についてと土層全般のことについては改めて地質の調査員である松山力氏

と検討する必要があるため、次回以降の報告で詳述することとする。

（茅野嘉雄）
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図3　基本土層図
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図3 基本土層図
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第Ⅳ章　検出遺構と出土遺物

本遺跡の発掘調査で検出した遺構は、縄文時代の竪穴住居跡が20軒(第60・61・72号竪穴住居跡は未

精査のため除く)、土坑72基、土器埋設遺構28基、焼土遺構78基、屋外炉2基、集石遺構4基、配石

遺構1基等が検出された。以下、遺構毎に記述する。

第1節　検出遺構と遺構内出土遺物

1竪穴住居跡

第55号竪穴住居跡

[位置]AT～AV-37～39グリッドに位置する。

[確認]第Ⅷ層(中掫浮石層)に黒色・長楕円形の広がりとして確認した。

[重複]北側で第396号土坑と切り合い関係にある。本住居跡の覆土が土坑の覆土を一部切っていたこ

とから本住居跡の方が新しく構築されたものと判断される。また、柱穴の切り合い関係や張り床・炉

のレベル差等から本住居跡は少なくとも2回の建て替えを行ったものと考えられる。その変遷図を図

6に示す。なお、記述の都合により古い方から55a、55b、55c住居跡と呼称することにする

[平面形・規模]55a住居跡は平面形がはっきりしないが、壁柱穴の配置等をみる限り55b住居跡とほ

ぼ同じ様な、概ね小判型を呈していると推測される。長軸は推定で8m40cm、短軸は推定で4m90cm

である。55b住居跡は長軸8m40cm、短軸5m10cmの小判型を呈する。55c住居跡は一番新しい住居

跡であり長軸13m30ｃm・軸6m60cmのやや不整な長楕円形を呈する。

[堆積土]51層に分層された。基本的には55c住居跡の覆土であるが、覆土14層は55c住居跡・15層は

55b住居跡・18層は55a住居跡の貼り床の土である。堆積状況としては自然堆積と人為堆積の両方が

くみ合わさっているようである。9・11層には褐色粘土のブロックが大量に混ざっており、1・8層

には炭化物が混入している。なお遺物は覆土中位層(1・6・8・9・11・13層等)、から主に出土

している。したがってこれらの層は遺物とともに投げ込まれた土であると考えられる。

[壁]55a・b住居跡は住居拡張の際にほとんど失われている。55c住居跡の壁は斜面上方(西側)で最大

約100cm残存し、東側で最大約50cm残存している。ほぼ直角からやや外側に傾くくらいに立ち上がっ

ている。

[床面]土層観察面で3枚の床面が確認できたが、全面にわたって確認することはできなかった。いず

れの床面も粘質土からなる貼り床が構築されている。また、貼床に使用されている土は全面にわたり

一定ではなく場所により違いが見られた。

[炉]3時期あわせて11基確認した。基本的には地床炉であるが、中には炭化物が不整な円形状に集

中している炉も確認(炉3と7)された。炉の配置としては2と5以外はそれぞれの時期の長軸にの

ってくるようである。

[柱穴]55a住居跡は主柱穴が6本、壁柱穴が推定で19本確認されている。55b住居跡は主柱穴が6本、
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第w章検出遺構と出土遣物

本遺跡の発掘調査で検出した遺構は、縄文時代の竪穴住居跡が20車f(第60・61・72号竪穴住居跡は未

精査のため除く）、十坑72基、十．器埋設遺構28基、焼土遺構78基、屋外炉 2桔、集石遺構 4某、配石

遺構 l基等が検出された口以下、遺構毎に記述する c

第 1節検出遺構と遺構内出土遺物

1 竪穴住居跡

第 55号竪穴住居跡

［位置] AT-AV-37-39グリソドに位置する。

［確認］第VIII層（中抑浮石層）に黒色・長楕円形の広がりとして確認した。

［重複］北側で第396号土坑と切り合い関係にある C 本住居跡の覆土が土坑の覆土を一部切っていだこ

とから本住居跡の方か祈しく構築されたものと刊断されるでまだ、柱穴の切り合い間係や張り床・炉

のレベル差等から本住居跡は少なくとも 2回の建て替えを行ったものと考えられる。その変遷図を図

6にホす。なお、記述の都合により古い方から55a、55b、55c住居跡と呼称することにする

［平面形・規模]55a住居跡は平面形がはっぎりしないか、壁柱穴の配置等をみる限り 55b住居跡とほ

ぼ同じ様な、概ね小判型を呈していると推測される。長軸は推定で 8m40cm、短軸は推定で 4m90cm 

である" 55b住居跡は長軸 8m40cm、短軸 5m IOcmの小判型を呈する o 55c住居跡は一番祈しい住居

跡てあり長軸13m30cm・短軸 6m60cmのやや不整な長楕円形を呈する，:,

［堆積土]51層に分層されだ。基本的には55c住居跡の覆土であるが、覆上14層は55c住届跡・ 15層は

55b住居跡・ 18層は55a住居跡の貼り床の土であるじ堆積状況としては自然堆積と人為堆積の両方が

くみ合わさっているようである。 9・11層には褐色粘土のフロ；；クが大量に混ざっており、 1・8国

には炭化物が混入している Q なお遣物は覆土中位屠 (1・6・8・9・11・13層等）、から主に出土

している「~ しだがってこれらの層は遺物とともに投げ込まれだ土てあると考えられる。

［壁]55a・b住居跡は住居抗張の際にほとんど失われている o 55d主居跡の壁は斜面上方（西側）で最大

約100cm残存し、東側で最大約50cm残存している U はば直角からやや外側に傾くくらいに立ち上がっ

ている。

［床面］土層観察面で 3枚の床面が確認できたが、全面にわたって確認することはできなかった。いず

れの床面も粘質土からなる貼り床が構築されている。また、貼床に使用されている土は全面にわたり

一定ではなく場所により違いが見られた。

［炉] 3時期あわせて11基確認した。基本的には地床炉であるが、中には炭化物が不整な円形状に集

中している炉も確認（炉 3と7) された。炉の配置としては 2と5以外はそれぞれの時期の長軸にの

ってくるようである。

［柱穴]55a住居跡は主柱穴が 6本、壁柱穴が推定で19本確認されている。 55b住居跡は主柱穴が 6本、
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壁柱穴が推定で54本確認されている。55a・b住居跡には平面プラン南側の外側に2本の柱穴が伴っ

ている(Pl40・141・143)。性格等は不明であるが、出入り口等の施設である可能性がある。55c住居

跡は主柱穴が11本壁柱穴が推定39本確認されている。なお、各時期の柱穴配置や間隔等は図6に表す。

[施設]上記柱穴以外に55b住居跡の壁柱穴の間をつなぐようにして周溝が確認された。

[出土遺物]平箱で約10箱、破片数にして約500個・重量にして約25kgの遺物が出土した。遺物出土状

況図を図5に示すが、点を取ったものだけの図であり、点を取らずに取り上げた遺物も多数存在する。

それらの点を落とさなかった遺物のほとんどは住居跡をイ～チ区に分割してとりあげた。遺物は主に

ハ・ニ・ホ・へ区より多量に出土し、特にハ区から復元個体がまとまって出土している。また、出土

状況図の、点以外の線で囲まれた範囲は、1個体がそのままつぶれたような状況で出土したため、そ

の範囲を計測したものである。遺物の出土状況としては覆土中位層よりまとまって出土した一群と確

認面付近から出土している上位層の遺物とが、垂直分布において離れたレベルより出土していると読

みとることもできる。しかしながら、ハ区と二区の境界付近において遺物が集中的に廃棄され、かな

りの厚みを持っており、上層遺物との区別が付きにくくなっている。上層の遺物については図中の番

号に丸印を付けておいたが、下層の遺物に比べると量的に劣るので、はっきりとした変異等があるか

どうかは今後E捨て場の遺物整理作業が進めば明らかになると思われる。出土遺物の概要は以下の通

りである。1～64は復元個体と、口縁部破片である。

口縁部に結節回転文を施文するもの。(1～39・43・44)

1～20は胴部にLRを横位から斜位に回転施文し、口唇部には胴部と同様の原体を回転施文している

ものであるが、20は原体が全体にはっきりしない。口縁部文様帯の幅は3を除いておおよそ5～6cm

である。また、底部に文様を有するものは4と9である。4は編み物のようなものの圧痕であり、9

はLRを回転施文している。21は胴部文様帯RLRを横位回転施文している。口縁部は一部失われて

いるものの、おそらく2個一対の波状をなしており、波頂部には爪形の刺突が加えられている。底部

にはLRを回転施文している。22～30は胴部にLRを回転施文し、口唇部に各種工具による刻み・刺

突が加えられるものである。22・28は細長い棒状の工具を斜めに押しつけているものである。24・25・30

はやや太めの円筒形の工具を使用している。23・27・32は口唇部に上方からの刺突が加えられたもの

である。26は板状の工具を断続的に押し引きしている。29は口唇部にLRを回転施文した後に沈線を

引いたものである。

34～39・43・44は口唇部に文様を施文しないものである。35は胴部に網目状撚り糸文が施文されて

いる。38は小型土器である。口縁部に山形の突起を一つ持つ。

口縁部文様帯を持たず、地文を全面に施文しているもの(40～42と45～58)LRを横位回転施文す

るもの(40・42・45・48～55・58)とRLを横位回転施文するもの(41)撚り糸文を施文するもの(56・

57)、無節の縄を横位回転施文したもの(46・47)がある。口唇部には胴部と同様の原体を回転施文

したもの(40～42・45・48・49・56)と、爪のような工具による刻みが加えられるもの(46・47)、

棒状工具による斜めの刻み(52)、沈線を施文するもの(53)がある。口縁部の形態は平縁のものが

多いが、波状を呈するもの(52・53)も見受けられる。

口縁部文様帯に沈線を施文するもの(61～64)

61・63は平行沈線のみであり地文はLRの横位回転施文である。62・63は平行沈線間に鋸歯状の沈
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壁柱穴が推定で54本確認、されている。 55a・b住居跡には平面プラン南側の外側に 2本の柱穴が伴っ

ている (Pl40・141・143)。性格筈は不明であるが、出入り口等の施設である可能性がある。 55c住居

跡は主柱穴が11本際柱穴が推定39本確認されている。なお、各時期の柱穴配置や間隔等は図 6に表すc

［施設］上記柱穴以外に55b住居跡の壁柱穴の間をつなく‘ようにして周溝が確詑された。

［出士遺物］平箱で約10箱、破片数にして約500個・重鼠にして約25向の遺物が出土した。遺物出土状

況図を図 5に示すが、点を取ったものだけの図であり、点を取らずに取り卜け予こ遺物も多数存在する。

それらの点を落とさなかった遺物のほとんどは住居跡をイ～チ区に分割してとりあげた。遺物は上に

ハ・ニ・ホ・ヘ厄より多量に出土し、特にハ区から復元個体かまとまって出土している。また、出土

状況図の、点以外の線で囲まれだ範囲は、 1個体がそのままつぶれだような状況で出土したため、そ

の範囲を計測したものである．）逍物の出土状況としては覆土中位層よりまとまって出士した一•群と確

認面付近から出士している上位層の遺物とが、垂直分布において離れたレベルより出土していると読

みとることもできる。しかしなから、ハ区と二区の境界付近において逍物が集中的に廃棄され、かな

りの厚みを持っており、上層遺物との区別が付きにくくなっている e 上層の遺物については図中の番

号に丸叩を付けておいだが、下層の遣物に比べると量的に劣るので、はっきりとした変異等があるか・

どうかは今後E拾て場の遺物整理作業が進めば明らかになると思われる。出土遺物の概要は以下の通

りである 0 1-64は復元個体と、口縁部破片である。

口縁部に結節回転文を施文するもの。 (1-39・43・44)

1-20は胴部に LRを横位から斜位に同転施文し、口唇部には胴部と同様の原体を回転施文している

ものであるが、 20は原体が全体にはっきりしない。口縁部文様帯の幅は 3を除いておおよそ 5-6 cm 

である。まだ、底部に文様を有するものは 4と9である。 4は編み物のようなものの圧痕であり、 9

はLRを回転施文している。 21は胴部文様帯RLRを横位回転施文している。口緑部は一部失われて

いるものの、おそらく 2個一対の波状をなしており、波頂部には爪形の刺突が加えられている c 底部

には LRを回転施文している。 22-30は胴部に LRを回転施文し、口唇部に各種工具による刻み・刺

突が加えられるものである。22・28は細長い棒状のエ具を斜めに押しつけているものである。24・25・30

はやや太めの円筒形のエ具を使用している(、 23・27・32は口唇部に上方からの刺突が加えられたもの

である。 26は板状のエ具を断続的に押し引きしている。 29は口唇部に LRを匝転施文した後に沈線を

引いだものである c

34-39・43・44は口唇部に文様を施文しないものである 0 35は桐部に網目状撚り糸文が施文されて

いる。 38は小型土器である。口縁部に山形の突起を一つ持つ。

口縁部文様帯を持たず、地文を全面に施文しているもの (40-42と45-58) LRを横位回転施文す

るもの (40・42・45・48-55・58)とRLを横位回転施文するもの (41)撚り糸文を施文するもの (56・

57)、無節の縄を横位回転施文したもの (46・47) がある。口唇部には胴部と同様の原体を回転施文

したもの (40-42・45・48・49・56) と、爪のような工具による刻みが加えられるもの (46・47)、

棒状工具による斜めの刻み (52)、沈線を施文するもの (53)がある。口縁部の形態は平縁のものが

多いが、波状を呈するもの (52・53) も見受けられる。

口縁部文様帯に沈線を施文するもの (61-64)

61・63は平行沈線のみであり地文は LRの横位回転施文である。 62・63は平行沈線間に鋸歯状の沈
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線が施文されているものである。

59は口縁部直下が無文帯であり口唇部には指頭状の工具による刻みが加えられているものである。

60は口縁部直下に単軸絡条体第1類Rを横位回転施文した後に同様の原体の側面を口縁部に押圧して

いる。このような文様を施文する土器は円筒下層ではd式に増加するものであり、a式期にはほとん

ど見られない。

胴部破片と底部付近の破片。(65～111)

65～85・88～103は胴部にLRを横位～斜位に回転施文するものである。65～67は口縁部付近の破

片であり、結節回転文が施文されている。また85・73は口縁部付近の破片ではないが、胴部に結節回

転文が施文されている。特に73は胴部中位、底部付近の2カ所に結節回転文が帯状に施文されている。

102・103はLR横位回転施文後に沈線を施文したものである。100には隆帯が張り付けられ、上下裾

部に沈線が施文されている。また、隆帯上には斜位にLRの側面圧痕が施文されている。底部に文様

があるものは14点あり、そのうちLRを回転施文するものが8点(71・74・78・93・94・95・97)で

あり、編み物等の圧痕が看取されるものが6点(69・70・71・73・96・105)である。89の表面には

縄文施文後に竹管様の工具により放射状に広がる沈線が施文されている。

86・87は底部付近の破片であり、表面には結節回転文が施文されている。86は大型品の可能性がある。

104～109は絡条帯による原体を回転施文したものである。104・105・107は単軸絡条体第1類Rを縦

位に回転施文している。特に105は条間が広い。106は短軸絡条体第1類LRLを斜位に回転施文してい

る。108・109は多軸絡条体を縦位から斜位に回転施文している。110・111は底部の破片である110は

底面に編み物の圧痕があり、底部内面中央部が乳頭状に隆起している。111の底部にはLRが回転施

文されている。なお、底部付近の破片および復元個体には、内外面に炭化物の付着が観られるものが

あったが、その中でも特徴的であるのは底部内面見込み付近のタール状の炭化物である。この炭化物

は底部内面下端から約3～8cmの広さで帯状に付着していることが多く、中には割れ口にもべったり

と付着しているものも見られる。また、底部内面中央部にはほとんど付着しない。このような炭化物

の付着状況は小林正史氏によればシチューのような水面下で焦げ付くような煮込む料理に使われたこ

とが考えられるという。また、容量によって使用法も変化するらしく、大型で深いものには上記のよ

うな炭化物の付き方はあまり見られないことから、山菜類を湯がいたりナッツ類を灰汁抜きするなど

の、ゆでる作業に使われたと考えられている(小林1998)。55号住居跡の土器についても、1・2・

30等の大型品には上記のような炭化物の付き方は見られず、しかも、炭化物の付着は顕著ではない。

土製品・ミニチュア土器(112～116)

112～114は円盤状土製品である。すべて胴部破片の割れ口を擦ることで形状を整えている。112はL

Rを回転施文、113はRLRを回転施文・114はLRを回転施文した後に結節回転文を施文している。

112は無孔・114は有孔である。115は球状土製品である。半分ほど欠失している。表面には沈線によ

り文様が描かれている。116はミニチュァ土器である。破片であるため全体形状はうかがえないが、

波状口縁のようである。文様は施文されていない。

石器(117～)

ブレイク等を含めて57点の出土である。石鏃は12点出土している。内9点が平基・三角形の石鏃であ

る。そのほかは基部がやや丸みを帯びるもの・台形状の基部を持つものがあるが、基本的に無茎の石
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線が施文されているものである。

59は口縁部直下が無文帯であり口唇部には指頭状のエ具による刻みが加えられているものである。

60は口縁部直下に単軸絡条体第 1類Rを横位回転施文した後に同様の原体の側面を口縁部に押圧して

いる。このような文様を施文する土器は円筒下層ては d式に増加するものであり、 a式期にはほとん

ど見られない。

胴部破片と底部付近の破片。 (65-111)

65-85・88-103は胴部に LRを横位～斜位に回転施文するものである065-67は口縁部付近の破

片であり、結節回転文が施文されている。また85・73は口縁部付近の破片ではないが、胴部に結節回

転文が施文されている。特に73は胴部中位、底部付近の 2カ所に結節回転文が帯状に施文されている。

102・103はLR横位回転施文後に沈線を施文したものである0100には隆帯が張り付けられ、上下裾

部に沈線が施文されている。また、陸恰上には斜位に LRの側面圧痕が施文されている。底部に文様

があるものは14点あり、そのうち LRを肛転施文するものが 8点 (71・74・78・93・94・95・97) で

あり、編み物呼の圧痕が看取されるものが 6点 (69・70・71・73・96・105) である。 89の表面には

縄文施文後に竹管様のエ具により放射状に広がる沈線が施文されている。

86・87は底部付近の破片であり、表面には結節回転文が施文されている。86は大型品の可能性がある。

104-109は絡条恰による原体を回転施文したものである。 104・105・107は単軸絡条体第 1頷Rを縦

位に回転施文している0特に105は条間が広いの 106は短軸絡条体第 1類LRLを計位に回転施文してい

る。 108・109は多軸絡条体を縦位から斜位に回転施文している。 110・111は底部の破片である 110は

底面に編み物の圧痕があり、底部内面中央部が孔頭状に隆起している0111の底部には LRが回転施

文されている。なお、底部付近の破片および復元個休には、内外面に炭化物の付着が観られるものが

あっだが、その中でも特徴的であるのは底部内面見込み付近のタール状の炭化物である。この炭化物

は底部内面下端から約3-8 cmの広さで帯状に付着していることが多く、中には割れ口にもべったり

と付着しているものも見られる。また、底部内面中央部にはほとんど付着しない。このような炭化物

の付着状況は小林正史氏によればシチューのような水面下で焦げ付くような煮込む料理に使われたこ

とが考えられるという。まだ、容鼠によって使用法も変化するらしく、大型で深いものには上記のよ

うな炭化物の付合方はあまり見られないことから、山菜類を湯がいたりナソツ類を灰汁抜きするなど

の、ゆでる作業に使われたと考えられている｛小林 1998)055号住居跡の土器についても、 1・2・

30等の大型品には上記のような炭化物の付き方は見られず、しかも、炭化物の付着は頻著ではない。

上製品・ミニチュア土器 (112-116)

112-114は円盤状土製品である。すべて胴部破片の割れ口を擦ることで形状を整えている。 112はL

Rを回転施文、 113はRLRを回転施文・ 114はLRを回転施文した後に結節回転文を施文している。

112は無孔・ 114は有孔である。 115は球状土製品である。半分ほど欠失している。表面には沈線によ

り文様が描かれている。 116はミニチュア土器である。破片であるため全体形状はうかがえないが、

波状口縁のようである。文様は施文されていない。

石器 (117-)

フレイク等を含めて57点の出土である。石鏃は12点出土している。内 9点が平基・三角形の石鏃であ

る。そのほかは基部がやや丸みを帯びるもの・台形状の基部を持つものがあるが、基本的に無茎の石
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鏃である。125は石槍である。平坦な剥離により丁寧に両面調整が施されている。130は石鏃に類する

石器であるが、縁辺の調整加工が急斜であり、器体中央に及んでいないのと、尖頭部の作りが石鏃に

比べて甘い感じがする。131～135は石匙である。131は器体両側縁にやや平坦な調整剥離による刃部

を作出している。なお、裏面には使用によるものと思われる光沢が観察された。123は器体右側縁に

刃こぼれ状の微細剥離が看取された。136～143は器体の一部に連続的な二次調整剥離を施した石器で

ある(不定形剥片石器)。144～147は剥片である。149は石核である。150の右側円には使用に伴うも

のと思われる稜線の摩滅が看取された。151・152はスリ石である。

出土遺物のまとめ

1土器の文様について

本住居跡から出土した土器の文様別の比率は図7-1～4のようになった。なお、掲載した遺物に

ついては遺物数量により比率を出し、掲載外遺物については部位、文様別の重量比を出してみた。ま

ず掲載遺物についてであるが、口縁部については結節回転文を施文するものが65%ともっとも多い。

その次にLRの横位回転が多く17%であり、順に沈線(9%)、単軸絡条体1類(3%)、Lの横位回

転(3%）、無文(1%)、その他と続いていく。口唇部については有文のもの(70%)と無文のもの(30%)

に大きく分けられ、さらに有文のものは縄文を転がすもの(44%)と何らかの施文具により施文され

るもの(26%)との2つに大別できる。次に胴部であるが、LRを横位に回転施文するものが圧倒的

に多く、84%である。以下単軸絡条体1類5%、RL横回転4%、結節回転文3%、複節斜縄文2%

多軸絡条体2%というふうに続いていく。次に底部であるが。底面には大きく有文(40%)と無文(60%)

のものがあり、有文のものは縄文を回転するもの(20%）と、網代のようなものの圧痕(20%)が見

られるものの2つに大別できる。また、図示は出来なかったものの、底部内面に縄文を転がすものも

少数であるが存在している。次に、掲載外土器の重量比を見ると、口緑部は結節回転文が83%ともっ

とも多く、ついでLR横位回転が15%、単軸絡条体1類が2%の順である。胴部はLRの横位回転が

72%ともっとも多く、次いで結節回転文が6%、RL横位回転が1%、複節斜縄文が1%、多軸絡条

体が1%未満、不明が20%となっている。このうち、結節回転文については一部を除き大部分が口縁

部文様帯のものなので、口縁部の結節回転文の比率はもう少しあがることになる。また、結節回転文

の下位に施文されている原体のほとんどはLRの横位回転であるので、胴部破片におけるLRの比率

も上がることになる。

以上本住居跡出土土器の文様について大まかにまとめてみたが、これらの土器は、口縁部に結節回

転文を施文するものが多くその他に地文のみのもの、沈線による文様帯、縄の側面圧痕等を持ってい

る。胴部はLRを横位回転するものが優勢であるが、単軸絡条体1類や多軸絡条体なども見られる。

底部に文様を持つものがある。等の文様的諸特徴を持っている。

2土器の形態について

口縁部から底部まで残存している個体について口径・底径・器高の3つの属性の関係を図7-5に

表した。また、図7-6・7は破片資料について口径、底径を復元し、グラフ化したものである。

これらのグラフからは次のことが読みとれる。底径については10cmをピークとして、8cmから13cm

の間に多く分布している。口径については、14cmをピークとし、20cmあたりまでに集まる傾向が見ら

れるが、10cm未満のものと25cm越えるあたりのものでやや集まる傾向も見られる。次に復元個体につ
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鏃である 0 125は石槍である。平坦な剥離により丁寧に両面調整が施されている。 130は石鏃に類する

石器であるが、縁辺の調整加工が急斜であり、器体中央に及んでいないのと、尖頭部の作りが石鏃に

比べて甘い感しがする。 131-135は石匙である。 131は器体両側緑にやや平坦な調整剥離による刃部

を作出している。なお、裏面には使用によるものと思われる光沢が観察されたC123は器体右側縁に

刃こぼれ状の微細剥離が看取された。 136-143は器休の一部に連続的な二次調整剥離を施した石器で

ある（不定形剥片石器）C'144-147は剥片である 0 149は石核である。 150の右側縁には使用に伴うも

のと思われる稜線の摩滅が看取された。 151・152はスリ石てある。

出上遺物のまとめ

1土器の文様について

本住居跡から出土した上器の文様別の比率は図 7-1-4のようになった。なお、掲載した遣物に

ついては遺物数量により比率を出し、掲載外遺物についてぱ部位、文様別の重量比を出してみた。ま

ず掲載遺物についててあるが、口縁部については結節回転文を施文するものが65%ともっとも多い。

その次に LRの横位回転が多く 17%であり、 /II頁に沈線 (9%)、単軸絡条体 1類 ¥3 %)、 Lの横位回

転 (3%)、無文 (1%)、その他と続いていく，ご口唇部については有文のもの (70%)と無文のもの (30%)

に大きく分けられ、さらに有文のものは縄文を転がすもの (44%)と何らかの施文具により施文され

るもの (26%) との 2つに大別で苔る。次に胴部であるが、 LRを横位に回転施文するものが圧倒的

に多く、 84%である。以下単軸絡条体］類 5%、 RL横回転 4%、結節回転文 3%、複節斜縄文 2%

多軸絡条体 2%というふうに続いていく 0次に底部であるが、底面には大ぎく有文(40%)と無文(60%)

のものがあり、有文のものは縄文を回転するもの (20%) と、網代のようなものの圧痕 (20%) が見

られるものの 2つに大別てぎる。また、図示は出来なかったものの、底部内面に縄文を転がすものも

少数であるが存在している。次に、掲載外土器の重最此を見ると、口縁部は結節回転文が83%ともっ

とも多く、ついて LR横位回転が15%、単軸絡条体 l類が 2%の順てある。胴部は LRの横位回転が

72%ともっとも多く、次いで結節訓転文が 6%、RL横位回転が 1%、複節計縄文が 1%、多軸絡条

体が 1%未満、不咀か20%となっている。このうち、結節回転文については一部を除き大部分が口縁

部文様帯のものなので、口縁部の結節回転文の比率はもう少しあがることになる。まだ、結節回転文

の下位に施文されている原体のほとんどは LRの横位回転であるので、胴部破片における LRの比率

も上がることになる。

以上本住居跡出上土器の文様について大まかにまとめてみだが、これらの土器は、口縁部に結節回

転文を施文するものが多くその他に地文のみのもの、沈線による文様帯、縄の側面圧痕等を持ってい

る。胴部は LRを横位回転するものが優勢であるが、単軸絡条体 1類や多軸絡条体なども見られる。

底部に文様を持つものがある。等の文様的諸特徴を持っている。

2土器の形態について

口縁部から底部まで残存している個体について口径・底径・器高の 3つの属性の関係を図 7-5に

表した。また、図 7-6・7は破片資料について口径、底径を復元し、グラフ化したものである。

これらのグラフからは次のことが読みとれる。底径については10cmをピークとして、 8cmから13cm

の間に多く分布している。口径については、 14cmをピークとし、 20cmあたりまでに集まる傾向が見ら

れるが、 10cm未満のものと25cm越えるあたりのものでやや集まる傾向も見られる。次に復元個体につ
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いてはどうであろうか。5はX軸で器高と口径の関係・Y軸で口径と底径の関係を表している。この

グラフ上には4つのまとまりが想定でき、それらは14～17の様な器形で表されるものである。

共通した特徴としては口径と底径の比が1.5以上になるということである。つまり純粋な円筒形とい

うより、底部から口縁にかけてのラインが、外側に開きながら立ち上がる形態がほとんどであること

がわかる。底部形態については従来からいわれているように底部付近でやや張り出す形や、上げ底ふ

うの形、等が特徴的である。また、底部と胴部の接合部分であるが、底部の上に、胴部パーツが置か

れる様な形で、接合しているものがほとんどである。また、胴部の接合痕については粘土の板を円筒

形に輪積みし、上方から下方へと粘土をのばしながらかぶせている様子が観察されている。なお、68

の破片については胴部破片のため上下が逆になる可能性がある。

[小結]本住居跡から出土した遺物は文様要素等より概ね円筒下層a式に比定されるものである。また、

本住居跡廃絶後に住居跡覆土の上に大規模な土器廃棄ブロック(E捨て場)が形成されているが、そ

れらの遺物と本住居跡の遺物とは、大きな時間差はないと考えられるもののやはり分離される可能性

があることが遺物の垂直分布図等から考えられる。したがって本住居跡は中掫浮石層の降下よりも後

の、円筒下層a式期に埋没過程にあったと考えられる。

(茅野嘉雄)

第56号竪穴住居跡(図8・33・45)

[位置]BQ・R・S-16・17グリッドに位置する。

[確認]Ⅴ層上面で不整の暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]不整の楕円形を呈し、長軸657cm、短軸460cm、確認面からの深さ14cmを計測する。

[堆積土]6層に分層された。

[壁]壁は床面から緩やかに立ち上がる。

[床面]ほぼ平坦である。特に踏み固められた様子は認められない。

[炉]長軸線上東側に不整の地床炉が1基検出された。覆土中に焼土の堆積は顕著に認められなかっ

 た。

[柱穴]ピットは合計3基検出されたが、柱穴かどうかは明確に確認できなかった。

[その他の施設]なし。

[出土遺物]土器片が点出土したがそのうち図示し得たのは21点である。1～6は口縁部片。口縁部

に結節回転文を施文する。3・5は口唇部に刺突を施す。7～17も口縁部片。7・8・14は縄の側面

押圧に結節回転文を施文する。9・10・11は側面圧痕に複数列の刺突を施文する。12・13は口縁部文

様帯の幅が比較的狭く、縄の側面圧痕に1～2列の刺突を施文するものである。15・16は隆帯を持つ

もので、15は隆帯上に棒状施文具による2列の刺突を、16は隆帯上に縦位の側面圧痕を施す。17は地

文縄文に沈線を施文するものである。18・19は胴部片。18は単軸絡条体第1類、19は単節LR斜縄文

に沈線を施す。20・21は底部破片。2点共単節RL斜縄文を施す。

図示し得た石器は2点である。1・2共に器体の一部に整形のための剥離が見られる。1は器体右

側縁に、使用によるものと思われる幅の狭い磨滅が看取される。幅は最大3mmであり表面は滑らかで

－14－

いてはとうであろうか。 5はX軸で器高と口径の関係 ・Y軸で口径と底径の関係を表している。この

クラフ上には 4やつのまとまりが想定でき、それらは14-17の様な器形で表されるものてある。

共通した特徴としては口径と底径の比が1.5以上になるということである 0 つまり純枠な日筒形とい

うより、底部から口縁にかけてのラインが、外側に開ぎながら立ち上がる形態がはとんどであること

がわかる。底部形態については従来からいわれているように底部付近てやや張り出す形や、上げ底ふ

うの形、等が特徴的である 0 まだ、底部と胴部の接合部分であるが、底部の上に、胴部パーツが置か

れる椋な形で、接合しているものがほとんどである勺まだ、桐部の接合痕については粘上の板を日筒

形に輪積みし、 卜ぶ方からド方へと粘土をのばしながらかぶせている様子が観察されている。なお、 68

の破片については胴部破片のだめ上下が逆になる可能性かあるし

［小結］本住居跡から出土した遺物は文様要素等より概ね円筒下層 a式に比窟されるものである｛うまた、

本住居跡廃絶後に住居跡覆土の上に大規模な上器廃棄フロノク (E拾て場）が形成されているが、そ

れらの逍物と本住居跡の遺物とは、大ぎな時間差はないと考えられるもののやはり分離される可能性

があることが遺物の垂直分布図等から考えられる。したがって本住居跡は中拇浮石層の降卜→よりも後

の、円筒下層 a式期に埋没過程にあったと考えられる。

第り6号駆穴住居跡（図 8・33・45)

［位置] BQ·R•S-16·17 グリッドに位置する。

［確認] V層上面で不整の暗褐色土の落ち込みとして確認したc

［重複］なしc

（茅野嘉雄）

［平面形・規模］不整の楕日形を呈し、長軸657cm、短軸460cm、確認面からの深さ14cmを計測する。

［堆積上] 6層に分層されだ。

［壁l壁は床面から緩やかに立ち上がる。

［床面］はぼ平坦てあるつ特に踏み固められた椋＋は認められないし

［炉］長軸緑上東側に不整の地床炉が 1基検出されだ，）覆士中に焼土の堆桔は顕著に認められなかっ

だ。

［柱穴］ピノトは合計 3基検出されたが、柱穴かどうかは明確に確認できなかった立9

［その他の施設］なし。

［出上遺物］上監片が点出上したがそのうち図示し得たのは21点である。 l-6は口緑部片。口縁部

に結節回転文を施文する。 3・5は口唇部に刺突を施す。 7-17も口縁部片。 7・8・14は縄の側面

押圧に結節回転文を施文する。 9・10・11は側面圧痕に複数列の刺突を施文する。 12・13は口縁部文

様帯の幅が比較的狭く、縄の側面圧痕に 1-2列の刺突を施文するものである。 15・16は隆帯を持つ

もので、 15は隆帯上に棒状施文具による 2列の刺突を、 16は隆帯上に縦位の側面圧痕を施す。 17は地

文縄文に沈線を施文するものである。 18・19は胴部片。 18は単軸絡条体第 1類、 19は単節LR斜縄文

に沈線を施す。 20・21は底部破片。 2点共単節RL斜縄文を施す。

図示し得た石器は 2点である。 1・2共に器体の一部に整形のための剥離が見られる。 1は器体右

側縁に、使用によるものと思われる幅の狭い磨滅が看取される。幅は最大 3mmであり表面は滑らかで
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ある。器体上部左側縁には抉りが入れられている。器体下端部は摂理面であり、そこから数回の小さ

な剥離が施されている。

[小結]出土遺物に偏りは認められない。縄文時代前期の竪穴住居跡と思われるが、詳細な時期は不

 明。

(笹森一朗)

第57号竪穴往居跡(図9・33)

[位置]BX・Y-18・19グリッドにおいて第53号土器埋設遺構に隣接して位置する。

[確認]第Ⅴ層上面で黒色土の円形を呈する落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]規模は長軸330cm、短軸260cmを計測し、形態は北東方向に長い楕円形を呈する。確

認面からの深さは36cmを計測する。

[堆積土]覆土はレンズ状堆積を呈し、5層に分層された。

[壁]壁は床面から比較的直立した立ち上がりを示す。

[床面]第Ⅴ層下位を床面として構築する。平坦な地床であるが、中央部が深く壁に近づくに従い幾

分浅くなる。また、硬化面は認められない。

[炉]明確に炉跡と判断できるものは検出されなかった。

[柱穴]住居跡内には合計29基のピットが検出された。このうちPit1が深さ36cm、Pit3が37cmを計

測し、主柱穴になるものと思われる。

[その他の施設]なし。

[出土遺物]第57号竪穴住居跡における遺物の分布状況は図9に示す通り、覆土内に散在する傾向が

看取される。その数は土器片37点、石器22点と少ない。土器は器形を窺えるものは存在せず、図示し

得たのは破片は5点である。図33は土器の拓影図である。1は口唇部形態が尖頭状を呈し、口縁部直

下に単節LRの側面圧痕により直線的文様を創出する。2～4は胴部破片である。2は節の粗大な単

節LRを横位に施す。3は単節LRを施す。器面の磨耗が著しい。4は胴部が外反する器形を呈し、

単軸絡条体第1類を施文する。5は底部破片で、単軸絡条体1類を施す。

図46に主要な石器13点を示す。その内訳は石鏃1点、石錐1点、不定形剥片11点である。1は平基

無茎式石鏃である。両側縁は基部側が直線的で先端が外湾する。表面に素材の比較的大きな剥離面を

留め、先端部を折損する。2は石錐で、側縁に連続的な調整を加え先端部を作出している。先端部を

折損する。3～13は不定形剥片で、二次調整を施すものが4点(3～6)含まれる。縦長の形態を特

徴とするものが半数を占め、背面を構成する剥離面から、同一打面より剥離されたことを示すもの、

打面を転移したことを示すものとに分類される。

[小結]遺物の出土状況から本遺構は円筒下層d式期以前に構築されたことが窺える。

(佐々木雅裕)

－15－

ある。器体上部左側縁には扶りが入れられている a 謡体下端部は摂理面であり、そこから数回の小さ

な剥離が施されている。

［小結］出士遣物に偏りは認められない。縄文時代前期の竪穴住居跡と思われるが、詳細な時期は不

明。

第57号竪穴住居跡（図 9・33)

［位置] BX・Y-18・19グリソドにおいて第53号土器埋設遺構に隣接して位置する c

［確認］第＼「層上面で黒色土の円形を呈する落ち込みとして確認した 0

［重複］なし。

（笹森一朗）

［平面形・規模］規模は長軸330cm、短軸260cmを計測し、形態は北東方向に長い楕円形を呈する。確

認面からの深さは36cmを計測する〈9

［堆積土］覆上はレンズ状堆積を呈し、 り層に分層された。

［壁］壁は床面から比較的直立しだ立ち上がりをポすC

［床面］第＼＂層下位を床面として構築する 2 平坦な地床であるが、中央部が深く壁に近づくに従い幾

分浅くなる c まだ、硬化面は認められなし％

［炉］明確に炉跡と判断できるものは検出されなかったc

［柱穴］住居跡内には合計29基のピソトが検出された。このうちPit1が深さ36cm、Pit3が37cmを計

測し、主柱穴になるものと思われる。

［その他の施設］なしC

［出土遺物］第57号竪穴住居跡における遺物の分布状況は図 9に示す通り、覆土内に散在する傾向が

看取される c その数は土器片37点、石器22点と少ない。土器は器形を窺えるものは存在せず、図示し

得たのは破片は 5点である。図33は土器の拓影図である。 1は口唇郎形態が尖頭状を呈し、口縁部直

下に単節 LR の側面圧痕により直線的文様を創出する。 2~4 は胴部破片である。 2 は節の粗大な単

節LRを横位に施すC 3は単節LRを施すし、器面の磨耗が著しい。 4は胴部が外反する器形を呈し、

単朝絡条休第 l煩を施文する。 5は底部破片で、単軸絡条体 1頻を施す，］

図46に主要な石器13点を示す。その内訳は石鏃 1点、石錐 1点、不定形剥片11点てある 0 1は平某

無茎式石鏃である 3 両側緑は基部側が直線的で先端が外湾する，）表面に素材の比較的大きな判離面を

留め、先端部を折損する。 2は石錐で、側緑に連続的な調整を加え先靖部を作出している，-先端部を

折損する。 3-13は不定形剥片で、二次調整を施すものが 4点 (3-6)含まれる。縦長の形態を特

徴とするものが半数を占め、背面を構成する剥離面から、同一打面より剥離されたことを示すもの、

打面を転移したことを示すものとに分類される。

［小結］遺物の出土状況から本遺構は円筒下層 d式期以前に構築されたことが窺える。

（佐々木雅裕）
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第58号竪穴住居跡(図10・33)

[位置]BV・W-15グリッドにおいて第62・63号竪穴住居跡の北西側に隣接して確認されている。

[確認]Ⅴ層上面で円形の黒色土の楕円形を呈する落ち込みとして確認した。

[重複］第77号竪穴住居跡及び第　号土坑と重複関係にあるが、本遺構が先行する。

[平面形・規模］規模は長軸290cm、短軸210cmを計測し、平面形態は東西方向に長い不整な隅丸長方

形を呈する。また、確認面からの深さは30cmを計測する。

[堆積土]覆土はレンズ状堆積を呈し、6層に分層された。覆土中に第77号竪穴住居跡及び第　号土

坑が構築され、第77号竪穴住居跡は10層に、第　号土坑は3層に分層された。

[壁]東側を除き壁は床面から比較的直立した立ち上がりを示す。

[床面]第Ⅴ層下位を床面として構築する。比較的平坦な地床であるが中央部が深く、壁に近づくに

従い幾分浅くなるように思われる。また、硬化面は認められない。

[炉]明確に炉跡と判断できるものは検出されなかった。

[柱穴]床面から柱穴と判断できるものは検出されなかったが、第77号竪穴住居跡床面で検出された

ピットに本遺構に帰属するものが含まれている可能性もある。

[その他の施設]なし。

[出土遺物]第58号竪穴住居跡及び第77号竪穴住居跡における遺物の分布状況は、図10に示す通り散

在する傾向が窺える。その数は土器片16点、石器一点と少ない。分布状況から判断して本遺構に帰属

すると考えられる遺物は、土器片1点(図33-2)であり、帰属が判別できない遺物とともに図33に

示した。1～5は口縁部破片である。1は口唇部形態が角頭状を呈する。口唇部に単節LRを施し、

口縁部直下に結節回転文及び単節LRを施文する。2～4は口縁部が緩く外反し、端部が波状を呈す

る深鉢形土器の同一個体資料である。波頂部及び口唇部に指頭状の押圧を施し、口縁部下位に単節L

Rを施文する。5は口唇部形態が尖頭状を呈する。口唇部外側に半裁竹管状の施文具による連続刺突

を施し、その下位に単節LRの側面圧痕により幾何学的文様を創出する。6～9は胴部破片である。

6は器面に斜方向のケズリまたはナデ調整による細かな擦痕を顕著に残す。胎土は浮石粒を若干含む

が緻密である。7は単節LRを施し、内面に指頭状の圧痕及び黒色の付着物が認められる。8は頸部

付近で外反する器形を呈する。外反する部分に隆帯を設け、その下位に単節LRを施す。9は多軸絡

条体を縦方向に施す。

[小結］遺物の出土状況から円筒下層d式期以前に構築されたことが窺える。

(佐々木雅裕)

第77竪穴住居跡(図10)

[位置]BV・W-15グリッドにおいて第62・63号竪穴住居跡の北西側に隣接して確認されている。

[確認]第58号住居跡の床面精査段階において重複関係にあることが確認された。

[重複]第58号竪穴住居跡と重複関係にあり、第58号竪穴住居跡が先行する。

[平面形・規模]規模は長軸190cm、短軸175cmを計測し、平面形態は南北方向に長い楕円形を呈する。

また、確認面からの深さは45cmを計測する。

[堆積土]第58号竪穴住居跡の覆土を掘り込んで構築する。覆土はレンズ状堆積を呈し、10層に分層

－16－

第58号竪穴住居跡（図10・33)

［位置] BV•W-15 グリノドにおいて第62·63号竪穴住居跡の北西側に隣接して確認されている。

［確認] V層上面で円形の黒色上の楕1-Y形を呈する落ち込みとして確認しだ。

［重複］第77号竪穴住居跡及び第 号士坑と重複関係にあるが、本遺構が先行する。

［平面形・規模］規模は長軸290cm、短軸210cmを計測し、平面形態は東西方向に長い不整な隅丸長方

形を呈する。また、確認面からの深さは30cmを計測する。

［堆積土］覆土はレンズ状堆積を呈し、 6層に分層されだ。覆上中に第77号竪穴住居跡及び第 号土

坑が構築され、第77号竪穴住居跡は10層に、第 号土坑は 3層に分層された。

［壁l東側を除き壁は床面から比較的直立した立ち上がりを示す。

［床面］第V層下位を床面として構築する（，比較的平坦な地床であるが中央部が深く、壁に近づくに

従い幾分浅くなるように思われる。また、硬化面は認められない。

［炉］明確に炉跡と判断できるものは検出されなかった。

［柱穴］床面から柱穴と判断できるものは検出されなかったが、第77号竪穴住居跡床面で検出された

ピソトに本遺構に帰属するものが含まれている可能性もある。

［その他の施設］なし。

［出土遺物］第58号竪穴住居跡及び第77号竪穴住居跡における遺物の分布状況は、図10に示す通り散

在する傾向が窺える。その数は上器片16点、石器一点と少ない0 分布状況から判断して本遣構に帰属

すると考えられる遺物は、七器片1点（図33-2) であり、帰属が判別できない遺物とともに図33に

示した。 1-5は口縁部破片である。 1は口唇部形態が角頭状を呈する。口唇部に単節LRを施し、

口縁部直下に結節回転文及び単節LRを施文する" 2 -4は口緑部が緩く外反し、端部が波状を呈す

る深鉢形土器の同一個体資料である。波頂部及び口唇部に指頭状の押圧を施し、口緑部下位に単節L

Rを施文する 0 5は口唇部形態が尖頭状を呈する。口唇部外側に半飲竹管状の施文具による連続刺突

を施し、その下位に単節 LRの側面圧痕により幾何学的文様を創出する。 6-9は胴部破片である 0

6は器面に斜力向のケズリまたはナデ調整による細かな擦痕を顕著に残す。胎土は浮石粒を若干含む

が緻密である。 7は単節LRを施し、内面に指頭状の圧痕及び黒色の付着物が認められる。 8は頸部

付近で外反する謡形を呈する。外反する部分に隆帯を設け、その下位に単節LRを施す0 9は多軸絡

条体を縦方向に施す。

［小結］遺物の出土状況から円筒下層 d式期以前に構築されだことが窺える。

（佐々木雅裕）

第77竪穴住居跡（図10)

［位置] B V・W-15グリッドにおいて第62・63号竪穴住居跡の北西側に隣接して確認されている。

［確認］第58号住居跡の床面精査段階において重複関係にあることが確認された。

［重複］第58号竪穴住居跡と重複関係にあり、第58号竪穴住居跡が先行する。

［平面形・規模］規模は長軸190cm、短軸175cmを計測し、平面形態は南北方向に長い楕円形を呈する。

また、確認面からの深さは45cmを計測する。

［堆積土］第58号竪穴住居跡の覆土を掘り込んで構築する。覆土はレンズ状堆積を呈し、 10層に分層
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された。また覆土最下層のPit2・18付近において炭化物が検出された。

[壁]壁は床面から比較的直立した立ち上がりを示す。

[床面]比較的平坦な地床であり、第Ⅴ層下位を床面として構築する。また、硬化面は認められない。

[炉]明確に炉跡と判断できるものは検出されなかった。

[柱穴]ピットは合計27基検出されたが、明確に主柱穴と判断できるものは検出されなかった。これ

らの中に第58号竪穴住居跡に帰属するものが含まれている可能性も考えられる。

[その他の施設]周溝が壁の内側に全周する。

[出土遺物]第58号竪穴住居跡及び第77号竪穴住居跡における遺物の分布状況は、図10に示す通り、

覆土内に散在する傾向が窺える。その数は僅かに土器片16点と少ない。分布状況から判断して第77号

竪穴住居跡に帰属すると考えられる遺物は土器片5点、石器数点であり、このうち図示し得たのは土

器片2点(図33-10・11)である。10・11は底部破片である。10は緩く外反して立ち上がる器形を呈

する。節の粗大な単節LRを横方向に施す。11は単節LRを横方向に施し、胴部最下位を無文にする。

[小結]遺物の出土状況から円筒下層d式期以前に構築されたことが窺える。

(佐々木雅裕)

第59号竪穴住居跡(図11・34)

[位置]BT・U-14・/5グリッドに位置する。

[確認]第Ⅴ層上面で黒色土の円形を呈する落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]削平により北側の一部を消失するが、平面形は長軸240cm、推定短軸215cmの円形

を呈するものと思われる。また、確認面からの深さは23cmを計測する。

[堆積土]覆土はレンズ状堆積を呈し、13層に分層された。

[壁]壁は床面から緩やかな立ち上がりを示す。

[床面]比較的平坦な地床であり、第Ⅴ層下位を床面として構築する。また、硬化面は認められない。

[炉]明確に炉跡と判断できるものは認められなかった。

[柱穴]小ピットが3基検出された。いずれも深さが6cm～10cmと浅く、明確に柱穴と判断できるも

のではない。

[施設]なし。

[出土遺物]第59号竪穴住居跡における遺物の分布状況は図11に示す通り、住居跡南東側に散在する

程度で、その数も土器片27点と少ない。土器は器形を窺えるものは存在せず、図示し得たのは10点で

ある。図34は拓影図である。1～5は口縁部破片である。1は口唇部形態が円頭状を呈し、口縁部下

位に単節RLを横位方向に施す。2は口縁が緩く外反し、口唇部形態が円頭状を呈する。口縁部下位

に結束第1種を羽状に施す。3は口唇部形態が円頭状を呈する。器面の観察から、口縁部下位に単節

RLを施した後、その表面に薄く粘土を貼付し、再び単節RLを横方向に施す工程が看取される。4

は口唇部形態が円頭状を呈し、無節Rの側面圧痕を2条1対で横位に施し、直線的文様を創出する。

5は口唇部形態が尖頭状を呈し、口縁部直下の幅の狭い文様帯に単節RL・LRの側面圧痕を2条1

対で横位に施し、直線的文様を創出する。さらに、この文様帯下位に結束第1種を羽状に施す。6～
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された。また覆土最下層の Pit2・18付近において炭化物が検出された。

［壁］壁は床面から比較的匝立した立ち上がりを示す。

［床面］比較的平坦な地床であり、第V層下位を床面として構築するー）また、硬化面は認められない。

［炉］明確に炉跡と判断できるものは検出されなかった。

［柱穴］ピソトは合計27基検出されたか、明確に主柱穴と判断できるものは検出されなかった。これ

らの中に第58号竪穴住居跡に帰属するものが含まれている可能性も考えられる。

［その他の施設］周溝か壁の内側に全周するっ

［出土遺物］第58号竪穴住居跡及び第77号竪穴住居跡における遺物の分布状況は、図10に示す通り、

覆土内に散在する傾向が窺えるのその数は僅かに土器片16点と少ない。分布状況から判断して第77号

竪穴住居跨に帰属すると考えられる遺物は土器片 5点、石器数点てあり、このうち図示し得たのは土

器片 2点（図33-10・11) である。 10・11は底部破片である 0 10は緩く外反して立ち上がる器形を呈

する。節の粗大な単節 LRを横方向に施す。 11は単節 LRを横方向に施し、胴部最下位を無文にする。

［小結］遺物の出土状況から円筒下層 d式期以前に構築されたことが窺える。

第59号竪穴住居跡（図11・34)

［位置] BT•U-14·15 グリソドに位置する c

［確認］第v層上面で黒色土の円形を呈する落ち込みとして確認しだ。

［重複］なし 3

（佐々木雅裕）

［平面形・規模］削平により北側の一部を消失するが、平面形は長軸240cm、推定短軸215cmの円形

を呈するものと思われる。まだ、確詔面からの深さは23cmを計測する。

［堆積土］覆士はレンズ状堆積を呈し、 13層に分層された。

［壁］壁は床面から緩やかな立ち上がりをホす。

［床面］比較的平坦な地床であり、第v層下位を床面として構築するぐまだ、硬化面は認められない，9

［炉］明確に炉跡と判断できるものは認められなかった。

［柱穴］小ピソトが3基検出された。いずれも深さが ficm~lOcm と浅く、明確に柱穴と判断できるも

のではない。

［施設］なし。

［出土逍物］第59号竪穴住居跡における逍物の分布状況は図11に不す遥り、住届跡南東側に散在する

程度で、その数も土器片27点と少ない。土器は器形を窺えるものは存在せず、図示し得たのは10点で

ある。図34は拓影図である。 1-5は口縁部破片である。 1は口唇部形態が円頭状を呈し、口縁部下

位に単節RLを横位方向に施す。 2は口縁が緩く外反し、口唇部形態が円頭状を呈する。口縁部下位

に結束第 1種を羽状に施す。 3は口唇部形態が円頭状を呈する。器面の観察から、口縁部下位に単節

RLを施した後、その表面に薄く粘土を貼付し、再び単節RLを横方向に施す工程が看取される。 4

は口唇部形態が円頭状を呈し、無節Rの側面圧痕を 2条 1対で横位に施し、直線的文様を創出する。

5は口唇部形態が尖頭状を呈し、口縁部直下の幅の狭い文様帯に単節RL・LRの側面圧痕を 2条 1

対で横位に施し、直線的文様を創出する。さらに、この文様帯下位に結束第 1種を羽状に施す。 6-
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8は胴部破片である。6は頸部が外側に僅かな屈曲を示し、口縁部が直立する形態を呈する。頸部に

縦位方向の単節LR側面圧痕により区画帯を構成し、この区画帯内に同一原体による側面圧痕を横位

に充填する。さらに、その下位に同一原体の側面圧痕を連続して縦位方向に施す。また、内面に指頭

状の圧痕が、胎土中には金雲母が顕著に認められる。7は結束第1種を羽状に施す。8は条間隔がや

や広く節の粗大な単節RLを施し、さらに内面にも単節RLを施す。9・10は底部破片である。9は単

節RLを施し、10には単軸絡条体第ⅠA類を施し、木目状の文様を表出する。

[小結]遺物の出土状況から円筒下層d式期以前に構築されたことが窺える。

(佐々木雅裕)

第62号竪穴住居跡(図12・34～36・46～48)

[位置]BW-16グリッドにおいて第58号竪穴住居跡・第64号竪穴住居跡に隣接して確認されている。

[確認]第Ⅴ層上面で黒色土の不整形を呈する落ち込みとして確認した。

[重複]第63号竪穴住居跡と重複関係にあるが、本遺構が先行する。

[平面形・規模]平面形は長軸400cm、短軸340cmの不整形を呈する。また、確認面からの深さは55cm

を計測する。

[堆積土]覆土中に第63号竪穴住居跡が構築されている。覆土はレンズ状堆積を呈し、21層に分層さ

れた。第8・9・11層に代表される覆土の堆積状況は南方向から北方向への傾斜を示しているが、10

層を境界に堆積状況に変化が認められる。また、住居跡中央部付近の覆土最下層において、長軸115cm、

短軸70cmの範囲で焼土が検出された。

[壁]南側を除き、壁は床面から比較的直立した立ち上がりを示す。

[床面]第Ⅴ層下位を床面として構築する。比較的平坦な地床であるが、中央部が深く壁に近づくに

従い幾分浅くなる。また、硬化面は認められない。

[炉]住居跡中央部の位置において、北東から南西方向に長い楕円形の掘込炉を検出した。その規模

は長軸90cm、短軸70cm、深さ19cmを計測し、覆土は5層に分層された。また、掘込炉の南西側はPit

4・5と重複関係にあるが、掘込炉が先行する。

[柱穴]第62・63号竪穴住居跡の床面において検出されたピットは合計42基であるが、これらの配置

状況からは主柱穴を明確に判別できない。一方、住居跡の北側にPiｔ8・9・13、Pit10～12で構成

される弧状を呈する二重の配列が認められる。さらに、その北側には周溝が位置することから、立て

替え・拡張が行われた可能性も考えられる。

[その他の施設]北壁の内側に周溝が検出された。平面形状の変換点付近を境界に断絶が認められる。

[出土遺物]第62号竪穴住居跡及び第63号竪穴住居跡における遺物の分布状況は、図12に示す通り、

覆土内に散在する傾向が窺える。その数は土器片32点、石器・礫58点であり、分布状況から判断して

第62号竪穴住居跡に帰属すると考えられる遺物は、器形を窺える土器が1点、土器片14点、石器・礫

46点である。このうち図示し得たのは器形を窺える土器1点(図36-32)、土器片14点(図34・35-

1～5・7・9・12・15・19・21・23・26・28)、石器9点(図47・48-2・4～11)であり、これ

らを帰属が判別できない遺物とともに示す。

図36-32は口縁部が外反し、胴部で膨らむ器形を呈する。口唇部形態が角頭状を呈し、口唇部に指
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8は胴部破片てある。 6は頸部が外側に僅かな屈曲を示し、口縁部が直立する形態を呈する。頸部に

縦位方向の単節LR側面圧痕により区画帯を構成し、この区圃晋内に阿—今原体による側面圧痕を横位

に充填する。さらに、その下位に同一原体の側面圧痕を連続して縦位万向に施す r, また、内面に指頭

状の圧痕が、胎土中には金雲母が顕著に認められるへ 7は結束第 1種を羽状に施すr 8は条間隔かや

や広く節の祖大な単節RLを施し、さらに内面にも単節RLを施す。 9・10は底部破片である。 9は単

節RLを施し、 10には単軸絡条体第 lA類を施し、木目状の文様を表出する。

［小結］遺物の出土状況から円筒下層 d式期以前に構築されたことが窺える c

（佐々木雅裕）

第62号竪穴住居跡（図12·34~36·46~48)

［位置]BW-16グリソドにおいて第58号竪穴住居跡・第64号竪穴住居跡に隣接して確認されている。

［確認］第＼「層上面て黒色土の不整形を呈する落ち込みとして確認した。

［重複］第63号竪穴仕居跡と重複閃係にあるが、本遺構が先行する。

［平面形・規模］平面形は長軸400cm、短軸340cmの不整形を呈する。また、確認面からの深さは55cm

を計測する 3

［堆積土］覆士中に第63号竪穴住居跡か構築されている。覆土はレンズ状堆積を呈し、 21層に分層さ

れtこ第 8・9・11層に代表される覆土の堆積状況は南万向から北方向への傾斜をポしているが、 10

層を境界に堆積状況に変化か認められる。まだ、住居跡中央部付近の覆土最下層において、長軸115cm、

短軸70cmの範囲で焼土が検出された。

［壁］南側を除合、壁は床面から比較的直立しだ立ぢ上がりを示す。

［床面］第V層下位を床面として構築する、つ比較的平坦な地床であるが、中央部が深く壁に近づくに

従い幾分浅くなる。また、硬化面は認められない。

［炉］住居跡中央部の位置において、北東から南酉方向に長い楕円形の掘込炉を検出しtこその規模

は長軸90cm、短軸70cm、深さ19cmを計測し、覆土は 5層に分層された。また、掘込炉の南西側は pit

4・5と重複関係にあるが、掘込炉か先行する。

［柱穴］第62・63号竪穴住居跡の床面において検出されだピットは合計42基であるが、これらの配置

状況からは主柱穴を明確に判別でぎない。一方、住居跡の北側に Pit8・9・13、PitlO~12で構成

される弧状を呈する二重の配列が認められるーさらに、その北側には周溝が位置することから、立て

替え・拡張が行われた可能性も考えられる。

［その他の施設］北壁の内側に周溝が検出された。平面形状の変換点付近を境界に断絶が認められる。

［出士遺物］第62号竪穴住居跡及び第63号竪穴住居跡における遺物の分布状況は、図12に示す通り、

覆土内に散在する傾向が窺える。その数は土器片32点、石器・礫58点であり、分布状況から判断して

第62号竪穴住居跡に帰属すると考えられる遺物は、器形を窺える土器が 1点、土器片14点、石器・礫

46点である。このうち図示し得たのは器形を窺える土器 1点（図36-32)、土器片14点（図34・35一

1 -5・7・9・12・15・19・21・23・26・28)、石器 9点（図47・48-2・4-11) であり、これ

らを帰属が判別できない遺物とともに示す。

図36-32は口縁部が外反し、胴部で膨らむ器形を呈する。口唇部形態が角頭状を呈し、口唇部に指
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頭状の押圧を施す。口縁部下位に位置する比較的幅の広い文様帯に結節回転文を施し、その下位に節

の粗大な単節LRを横方向に施す。また、胎土に粒子の細かな黄褐色浮石粒が顕著に認められる。図

34・35は拓影図である。 1-7は口縁部破片である。 1は頚部で屈折し、口縁部が直立する器形を呈

する。口唇部形態が円頭状を呈し、口縁部下位に単節LRを横方向に施す。内面に指頭状の圧痕が、

また胎土中には黄褐色浮石粒が顕著に認められる。 2・3は口縁が緩く外反し、端部が小波状を呈す

る深鉢形上器の同一個体資料である。口唇部形態が角頭状を呈し、口唇部に指頭状の押圧を加える。

口縁部下位に節の粗大な単節LRを横方向に施文する。 4は口唇部形態が角頭状を呈し、口唇部及び

口縁部下位に単節LRを施す。 5は口唇部形態が角頭状で端部が小波状を呈する。口縁部下位及び内

面に単節LRを施す。 6・7は口縁が緩く外反する器形を呈する。 6は口唇部形態が角頭状を呈し、

単節LRを横方向に施す。 7は口唇部形態が円頭状を呈し、結束第 1種を羽状に施す。

8・9・15・16・17・19・21-23・25-29は胴部破片である。 8は器面に横・斜方向のケズリまた

はナデ調整による細かな擦痕を顕著に残す。胎土は砂粒をあまり含まず緻密である。 9は単節LRを

横方向に施す。器面に斜位方向のケズリまたはナデ調整による擦痕を残し、内面には指頭状の圧痕が

認められる。 15は無節Lを横方向に施し、内面に整形の際に胎土中の岩片が引きずられた痕跡が縦・

斜位方向に認められる。また、胎土に粒子の細かな石英粒が顕著に認められる。16は単節RLを施す。

内面に斜位方向のナデ調整による擦痕が顕著に認められる。 17は節の机い単節LRを横方向に施し、

さらに内而にも同様に施す。 19は節の粗大な単節LRを斜位方向に施し、内面にナデ調整による擦痕

が顕著に認められる。 21は単節LRを横方向に施す。内面の剥離が著しい。 22は節の祖い単節LRを

施し、器面が黒色を呈する。 23は結節回転文を施し、 25には節の粗い前々段合撚を横方向に施す。 26

は単節LRに無節Rを巻き絡げた附加条を斜位方向に施文する。器面が磨耗し、内面の剥離が著しい。

27は単節LRの側面圧痕を 3条施し、直線的文様を創出する。 28は結束第 1種を羽状に施し、 29には

結束第 2種を施す。

10-12は底部資料である。 10は嗚部及び底部中央に節の粗大な単節RLを施す。さらに底面には木

葉痕が認められる。 11は単節LRを施す。 12は底部から大きく外反して開く器形を呈する。器面に箆

状工具によるものと思われる横方向の整形痕を顕著に残す。胎土は黒褐色を呈し、石英を多量に含む

点を特徴とする。

図47・48に主要な石器9点を示す。 1は背面に原礫面を残す比較的大型で厚手の剥片を素材とし、

その背面側の一側縁に、比較的深い急斜度の連続的な調整をカロえ、直線的な刃部を作出する。 4は節

理面に沿って刺離・分割された粘盤岩製の角礫状砕片を素材とし、右測縁正面側に祖い調整を施して

いる。全体の形状は短冊形で、表裏に原礫面と節理面を大きく残している。 5は節理面に沿って分離・

分割された礫を、 6・9は比較的扁平な礫を素材とする。素材の鋭角で直線的なー側縁に表裏両面か

ら比較的粗い調整を施す。その側縁は使用痕と思われる擦痕か顕著に認められ、稜線部分が平坦にな

る。 7・8・10・11は断面形状が竺角形状及び四角形状を呈する礫を素材とする。素材の鋭角で直線

的なー側縁に使用痕と思われる擦痕が顕著に認められ、側縁が平坦になる。その平坦面の幅は 6-10cm 

を計測する。

［小結］平面形状、並びに覆土堆積状況、柱穴配列及び周溝の断絶性から、建て替え・拡張が行われ

た可能性も考えられるが、変遷及び重複関係を明確に判別できない。また、遺物の出上状況から本遺
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構は円筒下層d式期以前に構築されたことが窺える。

(佐々木雅裕)

第63号竪穴住居跡(図12・35・36)

[位置]BW-16グリッドにおいて第62号竪穴住居跡に重複して確認されている。

[確認]第62号住居跡の床面精査段階において重複関係にあることが確認された。

[重複]第62号竪穴住居跡と重複関係にあり、第62号竪穴住居跡が先行する。

[平面形・規模]規模は長軸165cm、短軸160cmを計測し、平面形態は円形を呈する。また、確認面か

らの深さは42cmを計測する。

[堆積土]第62号竪穴住居跡の覆土を掘り込んで構築する。覆土はレンズ状堆積を呈し、3層に分層

される。また、覆土下層において長軸80cm、短軸軸50cmの範囲で焼土を検出した。

[壁]西壁は床面から比較的直立した立ち上がりを示しているがその一方で、東壁は緩やかな立ち上

がりを示している。

[床面]第Ⅵ層上位を床面として構築する。床面全体に硬化が認められる。

[炉]明確に炉跡と判断できるものは検出されなかった。

[柱穴]床面より合計5基のピットが検出されたが、これらは第62号竪穴住居跡に帰属する可能性が
ある。

[その他の施設]北東壁の内側に周溝が検出されている。南西側にも同様に周溝が伴うものと考えら

れるが、確認には至らなかった。また、北東側には張出部が設けられる。

[出土遺物]第62号竪穴住居跡及び第63号竪穴住居跡における遺物の分布状況は、図12に示す通り、

覆土内に散在する傾向が窺える。その数は土器片32点、石器・礫58点であり、分布状況から判断して

第63号竪穴住居跡に帰属すると考えられる遺物は、器形を窺える土器が1点、土器片が6点、石器・

礫が12点である。このうち図示し得たのは、器形を窺える土器1点(図35-31)、土器片6点(図35-13・

14・18・20・24・30)、石器2点(図47-1・2)である。

図35は拓影図で、このうち13・14・18・20・24・30は胴部破片である。13は無節Lを横方向に施し、

内面に斜位方向の整形痕が認められる。14は無節Lを横方向に施し、胎土に粒子の細かな石英粒が顕

著に認められる。18は条間幅の広い節の粗い単節LRを横方向に施し、内面に指頭状の圧痕が認めら

れる。20は外側に弱く屈折する器形を呈し、節の粗い単節LRを横方向に施す。胎土に粒子の粗い長

石粒を混入する。24は節の粗い前々段合撚を横方向に施す。30は単軸絡条体第1類を縦方向に施す。

31は口唇部形態が角頭状を呈し、口縁部下位に節の粗大な前々段合撚を横方向に施す。胎土に石英粒

を混入し、器面には黒色の付着物が顕著に認められる。

図　に主要な石器2点を示す。2は断面が三角形状を呈し、鋭利な両側縁に微細な剥離痕が部分的

に認められる。背面を構成する剥離面は上・横方向からの剥離を示しており、打面を転移したことが

窺える。3は左側縁を折損する。素材末端の背面側に部分的な調整が加えられている。

(佐々木雅裕)

－20－

構は円筒下層 d式期以前に構築されたことが窺える。

第63号竪穴住居跡（図12・35・36)

［位置] BW-:-16グリッドにおいて第62号竪穴住居跡に重複して確認されている。

［確認］第62号住居跡の床面精査段階において重複関係にあることが確認された。

［重複］第62号竪穴住居跡と重複関係にあり、第62号竪穴住居跡が先行する。

（佐々木雅裕）

［平面形・規模］規模は長軸165cm、短軸160cmを計測し、平面形態は円形を呈する。また、確認面か

らの深さは42cmを計測する。

［堆積土］第62号竪穴住居跡の覆土を掘り込んで構築する。覆土はレンズ状堆積を呈し、 3層に分層

される。また、覆土下層において長軸80cm、短軸軸50cmの範囲で焼土を検出した。

［壁］西壁は床面から比較的直立した立ち上がりを示しているがその一方で、東壁は緩やかな立ち上

がりを示している。

［床面］第VI層上位を床面として構築する。床面全体に硬化が認められる。

［炉］明確に炉跡と判断できるものは検出されなかった。

［柱穴］床面より合計5基のピットが検出されたが、これらは第62号竪穴住居跡に帰属する可能性が

ある。

［その他の施設］北東壁の内側に周溝が検出されている。南西側にも同様に周溝が伴うものと考えら

れるが、確認には至らなかった。また、北東側には張出部が設けられる。

［出土遺物］第62号竪穴住居跡及び第63号竪穴住居跡における遺物の分布状況は、図12に示す通り、

覆士内に散在する傾向が窺える。その数は土器片32点、石器・礫58点であり、分布状況から判断して

第63号竪穴住居跡に帰属すると考えられる遺物は、器形を窺える士器が1点、土器片が 6点、石器・

礫が12点である。このうち図示し得たのは、器形を窺える土器 1点（図35一 31)、土器片 6点（図35ー 13・

14·18·20• 24• 30)、石器2点（図47-1・2) である。

図35は拓影図で、このうち13・14・18・20・24・30は胴部破片である。 13は無節Lを横方向に施し、

内面に斜位方向の整形痕が認められる。 14は無節Lを横方向に施し、胎土に粒子の細かな石英粒が顕

著に認められる。 18は条間幅の広い節の粗い単節LRを横方向に施し、内面に指頭状の圧痕が認めら

れる。 20は外側に弱く屈折する器形を呈し、節の粗い単節LRを横方向に施す。胎土に粒子の粗い長

石粒を混入する。 24は節の粗い前々段合撚を横方向に施す。 30は単軸絡条体第 1類を縦方向に施す。

31は口唇部形態が角頭状を呈し、口縁部下位に節の粗大な前々段合撚を横方向に施す。胎土に石英粒

を混入し、器面には黒色の付着物が顕著に認められる。

図 に主要な石器 2点を示す。 2は断面が三角形状を呈し、鋭利な両側縁に微細な剥離痕が部分的

に認められる。背面を構成する剥離面は上・横方向からの剥離を示しており、打面を転移したことが

窺える。 3は左側縁を折損する。素材末端の背面側に部分的な調整が加えられている。

（佐々木雅裕）
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第64号竪穴住居跡(図11・37・38・47)

[位置]BW・X-16・17グリッドにおいて第62・63号竪穴住居跡の南東側に隣接して確認された。

[確認]第Ⅴ層上面で黒色土の円形を呈する落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]削平により南西側の一部を消失しているが、平面形は南北軸210cm、東西軸220cm

の不整な楕円形を呈する。確認面からの探さは34cmを計測する。

[堆積土]覆土はレンズ状堆積を呈し、11層に分層された。第9層で焼土の混入が認められた。

[壁]南西側を除き床面から比較的直立した立ち上がりを示す。

[床面]比較的平坦な地床であり、第Ⅴ層下位を床面として構築する。また、硬化面は認められない。

[炉]明確に炉跡と判断できるものは検出されなかった。

[柱穴]床面からピットが14基検出された。これらの配置は往居跡の北東側を中心とする円上に巡っ

ている。

[施設]なし。

[出土遺物]第64号竪穴住居跡における遺物の分布状況は、図11に示す通り住居跡東側部分に集中す

る傾向が看取される。その数は器形を復元し得る土器が3点、土器片267点、石器15点で。検出された

竪穴住居跡の中でもある程度の量的纏まりを示す。図37は土器の拓影図で、22点を図示した。1～5

は口縁部下位に結節回転文を施す一群である。1は口縁部が緩く外反する形態で口唇部形態が角頭状

を呈する。口唇部に竹管状の施文具による押引文が連続的に加えられ口縁部下位に棒状の施文具に

よる連続的な円形刺突を施す隆帯を設ける。2は口唇部形態が角頭状を呈し、ロ唇部に箆状の施文具

による押引文が施される。3・4は口縁部が緩く外反し、口唇部形態が円頭状を呈する。口縁部外側

に僅かに肥厚が認められる。5は口唇部形態が角頭状を呈し、口縁部下位に単節LRを下地に半戴竹

管状の施文具により幅広の並行沈線を描出する。

6～8は口緑部が外反する形態を呈し、口縁部下位に位置する幅広の文様帯に幾何学的文様を創出

する。6・7は同一個体資料である。口唇部に無節Lの側面圧痕を連続的に施す。口縁部下位に結束

第1種の異方向施文により幾何学的文様を創出し、その下位に単軸絡条体第1類を横方向に施す。8

は口唇部形態が角頭状を呈し、口緑部外側に僅かに肥厚が認められる。また、口縁部下位に単節RL

の側面圧痕を横位・斜位方向に施し三角形を基調とした文様を創出する。9は直立する器形を呈し、

口縁部下位に結束第1種による羽状縄文を下地に、同一原体の側面圧痕により直線的文様を創出する。

また、その下位に結束第1種が羽状に施される。

10～17は口縁部下位に位置する比較的幅の狭い文様帯に直線的・幾何学的文様を創出する。10は口

唇部形態が僅かに円い尖頭状で、口縁部が緩く外反し端部が小波状を呈する。口唇部に単節LRを施

し、口縁部下位に単節RLの側面圧痕により幾何学的文様を創出する。また、その下位に多軸絡条体

を縦方向に施文する。11は口縁部が緩く外反し端部が小波状を呈する。口縁部下位に単節LR及び無

節Rの側面圧痕と竹管状施文具による押引文で構成する区画帯を設ける。この区画帯上位の幅の狭い

文様帯に単節LRの側面圧痕により幾何学的文様を創出し、また区画帯の下位には単軸絡条体第1A

類を施し、木目状の文様を表出する。12は口唇部が尖頭状の形態で、端部が緩やかな小波状を呈する。

口縁部下位に棒状施文具による円形刺突を交互に施す隆帯が設けられ、その上位に単軸絡条体の側面

－21－

第64号竪穴住居跡（図11・37・38・47) 

［位置] BW•X-16·17 グリソドにおいて第62·63号竪穴住居跡の南東側に隣接して確認された。

［確認］第＼］層上面で黒色土の円形を呈する落ち込みとして確認しだ。

［重複］なし。

［平面形・規模］削平により南酉側の一部を消失しているが、平面形は南北軸210cm、東西軸220cm

の不整な楕円形を呈する-確認面からの探さは34cmを計測する。

［堆積土］覆土はレンス状堆積を呈し、 11層に分層されだe 第 9層で焼土の況人が認められた。

［壁］南西側を除き床面から比較的直立した立ち上かりを示す。

［床面］比較的平坦な地床であり、第V層下位を床面として構築する。まだ、硬化面は認められない0

［炉］明確に炉跡と判断できるものは検出されなかった。

［柱穴］床面からピ/卜が14基検出された。これらの配置は住居跡の北東側を中心とする円上に巡っ

ている。

［施設］なしし

［出土遺物］第64号竪穴住居跡における逍物の分布状況は、図11に示す通り住居跡東側部分に集中す

る傾向が看取される。その数は器形を復元し得る土器が3点、土器片267点、石器15点で、検出された

竪穴住居跡の中でもある程度の贔的纏まりを示す。図37は土器の拓影図て、 22点を図示した 0 1 -5 

は口緑部F位に結節回転文を施す一詳であるぐ 1は口縁部が緩く外反する形態で口唇部形態が角頭状

を呈する。口唇部に竹管状の施文具による押引文が連続的に加えられ、口縁部ド位に棒状の施文具に

よる連統的な円形刺突を施す隆帯を設ける,, 2はLJ唇部形態が角頭状を呈し、口唇部に箆状の施文具

による押引文が施される u 3・4は口縁部が緩く外反し、口唇部形態か円頭状を呈する。口縁部外側

に僅かに肥厚が認められる。りは口唇部形態が角頭状を呈し、口緑部下位に単節LRを下地に半戟竹

管状の施文具により輻広の並行沈線を描出するぐ

6-8は口皐蒙部が外反する形態を呈し、 n縁部下位に位置する幅広の文様帯に幾何学的文様を創出

する。 6・7は同一個体資料である。口唇部に無節Lの側面圧痕を連続的に施す。口縁部下位に結束

第 1種の異方向施文により幾何学的文様を創出し、そのド位に単軸絡条体第 1類を横方向に施す G 8 

はLJ唇部形態が角頭状を呈し、口緑部外側に僅かに肥厚が認められる。まだ、口緑部下位に単節RL

の側面圧痕を横位・斜位方向に施し三角形を基調としだ文椋を創出する。 9は直立する器形を呈し、

口縁部下位に桔束第 1種による羽状縄文を下地に、同一原体の側面圧痕により直線的文様を創出する，3

まだ、その下位に結束第 1種が羽状に施される。

10-17は口縁部下位に位置する比較的幅の狭い文様帯に直線的・幾何学的文様を創出する。 10はロ

唇部形態が僅かに円い尖頭状で、口縁部が緩く外反し端部が小波状を呈する。口唇部に単節LRを施

し、口縁部下位に単節RLの側面圧痕により幾何学的文様を創出する。また、その下位に多軸絡条体

を縦方向に施文する。 11は口縁部が緩く外反し端部が小波状を呈する。口縁部下位に単節LR及び無

節Rの側面圧痕と竹管状施文具による押引文で構成する区画帯を設ける。この区画帯上位の幅の狭い

文様帯に単節LRの側面圧痕により幾何学的文様を創出し、また区画帯の下位には単軸絡条体第 IA

類を施し、木目状の文様を表出する。 12は口唇部が尖頭状の形態で、端部が緩やかな小波状を呈する。

口縁部下位に棒状施文具による円形刺突を交互に施す隆帯が設けられ、その上位に単軸絡条体の側面
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圧痕により幾何学的文様が創出される。また隆帯の下位に多軸絡条体が縦位に施される。13は口唇部

に単節LRを施し、口縁部下位に棒状施文具による斜位方向からの刺突を施す隆帯が設けられる。隆

帯上位に2条1対の無節R・L側面圧痕と棒状施文具による刺突を施し、また隆帯下位に結束第1種

を羽状に施す。14は口唇部形態が僅に円い尖頭状を呈し、口唇部に単節LRを施す。口縁部下位に微

隆帯が設けられ、隆帯上位の幅の狭い口縁部文様帯に無節Lの側面圧痕と棒状施文具による連続刺突

を施す。さらに隆帯下位に多軸絡条体を施す。15は口唇部に単節RLを施し、口縁部下位に多軸絡条

体の側面圧痕と棒状施文具による斜位方向からの刺突で構成する区画帯を設ける。この区画帯上位の

幅の狭い口縁部文様帯に単軸絡条体第6A類を施し、また区画帯の下位に単軸絡条体第1A類を施文

し木目状に表出する。16・17は口縁部直下の幅の狭い文様帯に縄文原体の側面圧痕を並行に施す。16

は口唇部に棒状施文具による刻目を施す。口縁部直下の幅の狭い文様帯に単節RL・LRの側面圧痕

を3条施し、この下位に結束第1種を羽状に施す。

18・19は胴部破片である。18は緩く外反する器形を呈し、横位沈線の上下に竹管状施文具による円

形刺突を連続的に施す。19は緩く外傾する胴部に単軸絡条体第5類施す。20・21は底部破片で、20は

多軸絡条体を、21には結束第1種を羽状に施す。

図38-22・23は土器の復元個体資料である。22は口唇部形態が角頭状を呈し、口唇部に多軸絡条体

を施す。口縁部下位に多軸絡条体の側面圧痕と棒状施文具による押引文で構成される区画帯を設け、

区画帯上位の幅の狭い文様帯に結束第1種の異方向施文により幾何学的文様を創出する。また区画帯

の下位に多軸絡条体を施す。23・24は器体上半部を大きく欠失する。23は多軸絡条体を胴部最下位ま

で施す。24は単軸絡条体第1A類を施し、木目状の文様を表出する。内面にミガキ調整を丁寧に施す。

また断面は三重構造を呈し、繊維を多量に含む黒色の中心層を繊維を含まない明黄褐色の表層が覆う。

図48に主要な石器3点を示す。その内訳は石鏃2点、不定形剥片1点である。1・2は凸基無茎式

石鏃である。1は裏面側に素材の比較的大きな剥離面を留めている。2は基部が逆三角形状の形態を

なし、両側縁が内側に僅かに外反する。3は背面に大きく原礫面を残す不定形剥片である。

[小結]遺物の出土状況から円筒下層d式期以前に構築されたことが窺える。

(佐々木雅裕〉

第65号竪穴住居跡(図13・38)

[位置]CB・C－14・15グリッドに位置する。

[確認]Ⅴ層上面で円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]長軸410cm、短軸290cm、張り出し部の短軸130cm、深さ36cmを計測する。

[堆積土]10層に分層された。自然堆積の様相を呈する。

[壁]壁は床面から緩やかに立ち上がっている。

[床面]中央部に向かってやや傾斜している。特に踏み固められた様子は認められない。

[炉]明確な炉は検出されなかった。

[柱穴]壁際等に8基の小ピットが検出された。

[その他の施設]南西部に出入口と思われる張り出し部を検出した。

－22－

圧痕により幾何学的文様が創出される。また隆帯の下位に多軸絡条体が縦位に施される。 13は口唇部

に単節 LRを施し、口緑部下位に棒状施文具による斜位方向からの刺突を施す隆帯が設けられる。隆

帯上位に 2条 1対の無節R・L側面圧痕と棒状施文具による刺突を施し、また隆帯下位に結束第 1種

を羽状に施す，） 14は口唇部形態が僅に円い尖頭状を呈し、口唇部に単節 LRを施す。口縁部下位に微

隆帯が設けられ、隆偕上位の幅の狭い口緑部文様帯に無節Lの側面圧痕と棒状施文具による連続刺突

を施す。さらに隆帝下位に多軸絡条体を施す。 15は口唇部に単節RLを施し、口緑部下位に多軸絡条

休の側面圧痕と棒状施文具による斜位方向からの刺突で構成する区画情を設ける。この区画幣上位の

幅の狭い口縁部文様幣に単軸絡条体第 6A類を施し、また区画管の下位に単軸絡条体第 lA類を施文

し木目状に表出する。 16・17は口縁部直下の幅の狭い文様帯に縄文原休の側面圧痕を並行に施す。 16

は口唇部に棒状施文具による刻目を施す。口縁部直下の幅の狭い文様帝に単節RL・LRの側面圧痕

を3条施し、この下位に結束第 1種を羽状に施す，3

18・19は胴部破片である。 18は緩く外反する器形を呈し、横位沈線の上下に竹管状施文具による円

形刺突を連続的に施す。 19は緩く外傾する桐部に単軸絡条体第 5類施す0 20 . 21は底部破片で、 20は

多軸絡条体を、 21には結束第 1種を羽状に施す。

図38-22・23は土器の復元個体資料である。 22は口唇部形態が角頭状を呈し、口唇部に多軸絡条休

を施す。口縁蔀下位に多軸絡条体の側面圧痕と棒状施文具による押引文で構成される区画帯を設け、

区画帯上位の幅の狭い文様帯に結束第 1種の異方向施文により幾何学的文様を創出する。また区画帯

の下位に多軸絡条体を施す。 23・24は器体上半部を大きく欠失する。 23は多軸絡条体を桐部最下位ま

で施すn24は単軸絡条休第 lA類を施し、木目状の文様を表出する。内面にミカキ調整を丁寧に施すし

また断面は三璽構造を呈し、繊維を多量に含む黒色の中心層を繊維を含まない明黄褐色の表層が覆う。

図48に主要な石器 3点を示す。その内訳は石鏃 2点、不定形斜片 1点である。 l・2は凸甚無茎式

石鏃である。］は裏面側に素材の比較的大きな剥離面を留めている。 2は基部が逆三角形状の形態を

なし、両側縁か内側に僅かに外反する('3は背由に大きく原礫面を残す不定形剥片である。

［小結］遺物の出土状況から円筒下層 d式期以前に構築されたことが窺える。

第65号竪穴住居跡（図13・38)

［位置] C B・C -14・15グリッドに位置する。

［確認] V層上面で円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

（佐々木雅裕）

［平面形・規模］長軸410cm、短軸290cm、張り出し部の短軸130cm、深さ36cmを計測する。

［堆積土] 10層に分層された。自然堆積の様相を呈する。

［壁］壁は床面から緩やかに立ち上がっている。

［床面］中央部に向かってやや傾斜している。特に踏み固められた様子は認められない。

［炉］明確な炉は検出されなかった。

［柱穴］壁際等に 8基の小ピットが検出された。

［その他の施設］南西部に出入口と思われる張り出し部を検出した。
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[出土遺物]土器が張り出し部付近から纏まって出土している。1は底部及び胴部の約半分を欠失す

る。口縁下部に隆帯を施し、隆帯の両端部に竹管様の施文具による円形の刺突文を巡らす。幅広の口

縁部には結節回転文が施文される。出土した破片がすべて接合している。円筒下層b式の深鉢形土器

である。

石器は磨石が1点出土している。

[小結]出土遺物から縄文時代前期(円筒下層b式期)には埋没過程にあった住居跡と思われる。

(笹森一朗)

第66号竪穴住居跡(図16)

[位置]BG-16・17グリッドに位置する。

[確認]灰白色粘土(八戸火山灰層)に暗褐色・方形の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]南西約半分以上を削平されているため、全体形状をはかりかねるが、平面形は概ね

隅丸の長方形と思われる。長軸は北西一南東方向であり280cm、短軸は残存している範囲では126cm、

である。

[堆積土]4層に分層されが、2層は重機による削平を受けた際の客土である。

[壁]南西側約半分は削平されており、壁は残っていない。北東側(斜面上方)は比較的残りがよく、

約6cm程である。やや外傾しつつ垂直に立ち上がっている。

[床面]八戸火山灰層に掘り込まれており、概ね平坦である。貼り床は確認できなかった。

[炉]確認されなかった。

[柱穴]住居跡四隅と各辺の中間部、住居跡中央部に各1基づつとその他に1基、合計6基確認され

ている。計測値は別表に記す。

[その他の施設]上記以外に壁際の柱穴間をつなぐような形で周溝が確認された。

[出土遺物]なし。

[小結]覆土中および床面より遺物が出土しなかったので詳細な時期は判然としないが、隣接する第

69号竪穴住居跡と平面形・柱穴配置・周溝の配置等共通する点の多いこと、また、斜面の上側、下側

には縄文時代前期後葉(円筒下層d式)の大規模な捨て場形成されていることなどから、本住居跡は

縄文時代前期末葉以前の住居跡である可能性がある。

(茅野嘉雄)

第67号竪穴住居跡(図14・39・40・47・48)

[位置]BK・L-21・22グリッドに位置する。

[確認]Ⅴ層上面で円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]南側の一部を削平により欠失するため全容をうかがうことができないが、1辺330cm、

程の隅丸方形を呈するものと思われる。

[堆積土]17層に分層された。

－23－

［出土遺物］上器が張り出し部付近から纏まって出上している。］は底部及び胴部の約半分を欠失す

る。口縁下部に隆帯を施し、隆喘の両端部に竹管様の施文具による円形の刺突文を巡らす⇔幅広のD

緑部には結節回転文が施文される。出土した破片がすべて接合している，）円筒下層 b式の深鉢形土謡

である。

石器は磨石が 1点出土している。

［小結］出士遣物から縄文時代前期（円筒下層 b式期）には埋没過程にあった住居跡と思われる。

第66号竪穴住居跡（図16)

［位置JBG -16・17グリッドに位置する。

［確認］灰白色粘土（八戸火山灰層）に暗褐色・方形の落ち込みとして確認したく、

［重複］なしn

（笹森一朗）

［平面形・規模］南酉約半分以上を削平されているため、全体形状をはかりかねるが、平面形は概ね

隅丸の長方形と思われる。長軸は北西ー南東方向であり 280cm、短軸は残存している範囲では126cm、

である）

［堆積土] 4層に分層されが、 2層は重機による削平を受けた際の客土である。

［壁l阿酉側約半分ば削平されており、壁は残っていないっ北東側（斜面上方）は比較的残りがよく、

約60cm程である。やや外傾しつつ畢直に衣ち上がっている 0

［床面］八戸火山仄層に掘い込まれており、概ね平坦であるッ貼り床は確認でぎなかった。

［炉］確認されなかった。

［柱穴］住居跡四隅と各辺の中間部、住居跡中央部に各 l基つつとその他に 1基、合計 6基確認され

ている。計測値は別表に記す。

［その他の施設］上記以外に壁際の柱穴間をつなく‘ような形で周溝が確認された c,

［出土遺物］なし。

［小結］覆上中および床面より遺物が出土しなかったので詳細な時期は判然としないが、隣接する第

69号竪穴住居跡と平面形・柱穴配置・周溝の配置等共通する点の多いこと、まだ、斜面の上側、下側

には縄文時代前期後葉（『］筒下層 d式）の大規模な捨て場形成されていることなどから、本住居跡は

縄文時代前期末葉以前の住居跡である可能性があるっ

第67号竪穴住居跡（図14・39・40・47・48)

［位置] BK・L -21・22グリッドに位置する。

［確認] V層上面で円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

（茅野嘉雄）

［平面形・規模］南側の一部を削平により欠失するため全容をうかがうことができないが、 1辺330cm

程の隅丸方形を呈するものと思われる。

［堆積土] 17層に分層された。
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［壁］北、西壁は床面からやや急に立ち上がり、東壁は緩やかに立ち上がっている。

［床面］ほぼ平坦である。一部堅緻な部分が認められる。

［炉］認められなかった。

［柱穴］壁際及び床面から 8基のピットを検出した。柱穴かどうかは不明。

［その他の施設］北西壁際に貯蔵穴と思われる大きめのピットを検出した。平面形は隅丸方形を呈す

るものと思われ、長軸86cm短軸66cm床面からの深さ36cmである。

［出土遺物］床面及び覆土中から多量の遺物が出土した。図示し得た土器は28点である。 1-14はロ

縁部片。 1-4・6は口縁部に結節回転文を施文する。 5は口縁下部に隆帯を有し、隆幣上に沈線及

び円形の刺突を施文している。口縁部には結節回転文を施文する。 7-10・12・13は斜縄文が施文さ

れ、 7は無節Rの斜縄文が施文される。 11・14は縄の側面圧痕が施文される。 15-19は胴部片。 15は

尖底部付近と思われる。 16・17は隆帯を有し、 16はやや幅の狭い隆帯上に波状の側面圧痕が施文され、

17は幅の広い隆帯上に縄の端部による円形の押圧痕が施される。 18は縦位の撚糸文が施文される。 19

は側面押圧痕を挟み縦位の爪形様の刺突が施される。 20-24は底部付近。 21-23は胴部に斜縄文が施

文され、 24は結節回転文が施文される。 25は底部及びD縁の一部を欠失する。口縁下部に隆帯を有し、

隆帯上に波状に側面圧痕を施文する。 D縁部は結節回転文が施される。 26は口縁部を欠失する。隆帯

を有し、隆帯上に棒状施文具による楕円形の刺突を施す。 27は口縁及び胴部上半を欠失する。胴部に

はRL斜縄文が施文される。 28は底部。胴部には結節回転文が施文される。

［小結］出土遺物は覆土中に混在している。縄文時代前期後葉には埋没過程にあった住居跡と思われ

る。

第68号竪穴住居跡（図15・39)

［位置] BL -22・23グリッドに位置する。

［確認] V層上面で長方形の黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］第375号士坑と重複しており、本住居跡が先行する。

（笹森一朗）

［平面形・規模］北及び東壁の一部を第375号土坑に切られているが、推定長軸280cm、短軸208cmの

隅丸長方形を呈するものと思われ、確認面からの深さは86cmである。

［堆積土] 53層に分層された。人為堆積の様相を呈する。

［壁］床面から東壁が急に、南・西壁がやや急に立ち上がっている。

［床面］ほぼ平担である。全体的に踏み固められて堅緻である。

［炉］明確な炉跡は認められない。

［柱穴］壁際に 8基の小ピットが検出された。柱穴かどうかは不明。

［その他の施設］なし。

［出土遺物］覆土中から土器片が出土しているが、ほとんど覆土上層からの出土である。図示し得た

土器は13点である。 1・2は口縁部破片。 1は口縁部に結節回転文が施文され、口唇部に縄の端部に

よる楕円形の押圧が施される。 2は側面圧痕間に幾何学的に側面圧痕が施される。 D唇郎にも側面圧

痕が施される。 3-13は桐部片。 3-7は地文縄文に結節固転文が施文され、 5は微高な隆帯を有す
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る。8～13は縄文が施文されるもので、12は単軸絡条体、13は羽状縄文が施文され、他は斜縄文が施

文される。

[小結]遺物はほとんどが覆土上層からの出土である。出土遺物等から縄文時代前期後葉以前に廃絶

された住居跡と思われる。

(笹森一朗)

第69号竪穴住居跡(図17)

[位置]BG・H-18グリッドに位置する。

[確認]褐色土(中掫浮石混じり)に黒色・隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は概ね隅丸の長方形であり、長軸310cm、短軸250cmである。

[堆積土]4層に分層された。上部に撹乱を受けている。4層は硬くしまっている部分があったので

貼り床の可能性があるが平面的に確認できなかった。

[壁]斜面上部下部共に完掘時で50cmほど残存している。壁はやや外傾しつつほぼ直角に立ち上がる。

[床面]本住居跡は斜面に構築されているため褐色粘土質層(ⅩⅠ層)に掘り込んでいる部分と南部

浮石層に掘り込んでいる部分が見受けられる。斜面の下方(南東側)に向かって堆積土4層が厚くな

ったいるが、この層の直下に南部浮石層が露出しているためその部分を覆うために敷かれた部分的な

貼り床と思われる。

[炉]確認されなかった。

[柱穴]四隅に各1本、短辺の中間に各1本つつ、中央よりやや南東寄りに1基、その他に8基、計

15基確認された。計測値は別表に記す。

[その他の施設]北東側の壁際に柱穴問をつなぐような形で周溝を確認した。

[出土遺物]床面近くより扁平な礫が出土している他は遺物は出土していない。

[小結]図示し得るような遺物は出土していないが、覆土上層に円筒下層d式期の捨て場が形成され

ているため縄文時代前期末葉よりも以前の住居跡と考えられる。

第70号竪穴住居跡(図17・40・41)

[位置]CD・E-19グリッドに位置する。

[確認]南部浮石層に黒色・隅丸方形の広がりとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]隅丸の方形ないし台形である。長軸は220cm、短軸は最小で150cm最大で220cmである。

[堆積土]11層に分層された。

[壁]床面から約20cmほど残存しており、やや外傾しながら立ち上がる。

[床面]概ね平坦である。貼り床は確認されなかった。

[炉]確認されなかった。

[柱穴]四隅に各1本つつと、それぞれの中間に1本づつ、その他に4本の計12基が確認された。

－25－

る。 8-13は縄文が施文されるもので、 12は単軸絡条体、 13は羽状縄文が施文され、他は斜縄文が施

文される。

［小結］遣物はほとんどが覆土上層からの出土である。出土遺物等から縄文時代前期後葉以前に廃絶

された住居跡と思われる c

第69号竪穴住居跡（図17)

［位罹] BG・H-18グリソドに位置する。

［確認］褐色上（中抑浮石混じり）に黒色・隅丸長万形の落ち込みとして確認しだ。

［重複］なしっ

［平面形・規模］平面形は概ね隅丸の長力形であり、長軸310cm、短軸250cmである。

（征森一朗）

［堆積土] 4層に分層された。上部に撹乱を受けている。 4層は硬くしまっている部分があったので

貼り床の可能性があるが平面的に確認てきなかった。

［壁］計面上部F部共に完掘時で50cmほど残存している。壁はやや外傾しつつほば直角に立ち上がる。

［床面］本住居跡は針面に構築されているため褐色粘土質層 (XI層）に掘り込んでいる部分と南部

浮石層に掘り込んでいる部分が見受けられる心斜面のトカ（向東側）に向かって堆積土 4層が厚くな

ったいるが、この層の直下に南部浮石層が露出しているためその部分を覆うために敷かれた部分的な

貼り床と思われる。

［炉］確認されなかっだc

［柱穴］四隅に各 1本、短辺の中間に各 1本づつ、中央よりやや南東寄りに 1基、その他に 8基、計

15基確認されだ。計測値は別表に記す。

［その他の施設〕北東側の壁際に柱穴間をつなくような形で周溝を確認した。

［出土遺物］床面近くより扁平な礫が出十している他は遺物は出土していない。

［小結］図示し得るような遺物は出土していないが、覆土上層に円筒下層 d式期の捨て場が形成され

ているため縄文時代前期末葉よりも以前の住居跡と考えられる r

第70号竪穴住居跡（図17・40・41)

［｛立置] CD・E-19グリソトに位置する。

［確認］南部浮石層に黒色・隅丸方形の広がりとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］隅丸の方形ないし台形である。長軸は220cm、短軸は最小で150cm最大で220cmである。

［堆積土] 11層に分層された。

［壁］床面から約20cmほど残存しており、やや外傾しながら立ち上がる。

［床面］概ね平坦である。貼り床は確認されなかった。

［炉］確認されなかった。

［柱穴］四隅に各 1本づつと、それぞれの中間に 1本づつ、その他に 4本の計12基が確認された。
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[その他の施設]壁際に柱穴間をつなぐように周溝が確認された。

[出土遺物]覆土中より口縁部に結節回転文を施文した縄文時代前期(円筒下層a式?)の土器片と

石鏃・剥片・石刀・頁岩製のチップが多数出土している。土器片はすべて覆土1層上部よりの出土で

ある。遺物は床面から覆土の上部まで出土しているが、遺物の垂直分布図をみると壁際から中央部に

向かってほぼ皿状に遺物が分布していることがわかる。また遺物の垂直分布図と土層堆積図を見比べ

ると、遺物は概ね覆土1層と2層に分布していることがわかる。さらに、層の違いによる遺物の差異

は認められないこと等より、少なくともこの二つの層がある程度近接した時間の中で、おそらく人為

的に投げ込まれた土である可能性があるものと思われる。

(茅野嘉雄)

第71号竪穴住居跡(図17・40・41)

[位置]CF-18・19グリッドに位置する。

[確認]Ⅴ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]長軸273cm、短軸207cmの隅丸の長方形を呈し、確認面からの深さは22cmを計測する。

[堆積土]3層に分層された。

[壁]床面からやや急に立ち上がる。

[床面]ほぼ平坦である。特に踏み固められた様子は認められない。

[炉]明確な炉跡は認められない。

[柱穴]壁際に23基のピットが検出された。壁柱穴の可能性が高い。

[その他の施設]なし。

[出土遺物]図示し得た土器片は3点で、いずれも細片である。石器は覆土中より石鏃が1点・石匙

1点等が出土している。

[小結]縄文時代前期頃の住居跡と思われるが、詳細な時期は不明である。

(笹森一朗)

第73号竪穴住居跡(図18・42・49)

[位置]AW・X-41グリッドに位置する。

[確認]南部浮石層に黒色・隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]長軸315cm、短軸205cmのを呈し、確認面からの深さは約50cmを計測する。

[堆積土]確認面において平面プランの縁近くに焼土がブロック状に堆積している箇所が確認されて

いる(覆土3層)。したがって1層および2層は人為堆積の可能性がある。

[壁]南側において約50cm残存し、後は概ね40cmほど残存している。床面よりほぼ垂直に立ち上がっ

ている。

[床面]南部浮石層を床面としており概ね平らである。貼り床は存在しなかった。

[炉]なし。

－26－

［その他の施設］壁際に柱穴間をつなぐように周溝が確認された。

［出土遺物］覆土中より U縁部に結節回転文を施文した縄文時代前期（円筒下層 a式？）の土器片と

石鏃．剥片• 石刀・頁岩製のチソプが多数出士している。士謡片はすべて覆士1層上部よりの出土で

あるい遣物は床面から覆土の上部まで出土しているが、遣物の垂直分布図をみると壁際から中央部に

向かってはほ皿状に遺物が分布していることがわかる。また遺物の垂直分布図と士層堆積図を見比べ

ると、遣物は概ね覆土 l層と 2層に分布していることがわかる。さらに、層の違いによる遺物の差異

は認められないこと等より、少なくともこの二つの層がある程度近接した時間の中で、おそらく人為

的に投げ込まれた土である可能性があるものと思われるし

第71号竪穴住居跡(図17・40・41)

［位置] CF-18・19グリソドに位置するぐ＇

［確認] ¥l層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

（茅野嘉雄）

［平面形・規模］長軸273cm、短軸207cmの隅丸の長方形を呈し、確認面からの深さは22cmを計測する 0

［堆積士] 3層に分層されたっ

［壁］床面からやや急に立ち上がる。

［床面］ほぽ平坦である，）特に踏み固められだ椋子は認められない，可

［炉］明確な炉跡は認められない。

［柱穴］壁際に23基のピソトが検出されだ。壁柱穴の可能性が高し、0

［その他の施設］なし。

［出士遺物］図示し得た土器片は 3点で、いずれも細片てある。石器は覆土中より石鏃が 1点・石匙

1点等が出土している。

［小結］縄文時代前期頃の住居跡と思われるが、詳細な時期は不咀である。

第73号竪穴住居跡（図18・42・49)

［位置] AW・X-41グリッドに位置する。

［確認］南部浮石屠に黒色・隅丸長方形の治ち込みとして確認した。

［重複］なし。

（笹森一朗）

［平面形・規模］長軸315cm、短軸205cmのを呈し、確認面からの深さは約50cmを計測する。

［堆積土］確認面において平面プランの縁近くに焼土がブロック状に堆積している箇所が確認されて

いる（覆土 3層）。したがって 1層および2層は人為堆積の可能性がある。

［壁］南側において約50cm残存し、後は概ね40cmほど残存している。床面よりほぽ垂直に立ち上がっ

ている。

［床面］南部浮石層を床面としており概ね平らである。貼り床は存在しなかった。

［炉］なし。
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[柱穴]計14本確認された。

[その他の施設]壁際に柱穴間をつなぐようにして周溝が確認された。また周溝M1はP4を横切る

ようにして配置されている。

[出土遺物]縄文時代前期の土器が出土している。床面出土遺物は皆無である。ほとんどが上部に存

在する捨て場の土器が流れ込んだものと考えられる。1～14・16は口縁部に結節回転文を施文する土

器である。胴部には16を除きLRが横位回転施文される。16の胴部には単軸絡条体第1類Rが縦位に

回転施文される。口唇部に文様のあるものは8点ある。9は板状の工具による押し引きであり、10・

11は棒状工具による口唇部上面への刺突である。そのほかはすべてLRを回転施文している。15は口

縁部直下に無文帯を有し、その下位には短軸絡条体第1類Rをおおよそ縦位に回転施文している。16

以降は胴部および底部の破片であるが、胴部文様は原体により大きく2つに分けられる。17～20・35

～38は胴部にLRを横位回転施文せるものである。20には隆帯が張り付けられており下側の裾部には

沈線が施される。また隆帯上には工具による刺突が加えられている。35・36は底部付近の破片であり

底面にはLRが回転施文されている。21・22・27は隆帯である。胴部の文様は21・27は結節回転文、

22は不明である。21の隆帯上には沈線、22の隆帯上にはLRの側面圧痕、27の隆帯上には指頭状の圧

痕が連続的に施される。23～26・28～30・32～34は絡条体を回転施文したものである。25・32を除き

あとは単軸絡条体第1類を回転施文している。ただし29は交差するように2回施文しているため見か

け上網目状に見えている。39は底部の破片であり、底面には編み物の圧痕が看取される。41も底部の

破片であるが、口台のような段が作られているのが特徴である。40は円盤状土製晶である。LRを回

転施文した胴部破片を利用している。

[小結]出土遺物と確認時の状況等により本住居跡は円筒下層a～b式以前の住居跡であると推測さ

れる。(茅野嘉雄)

第74号竪穴住居跡(図18)

[位置]AU・V-42グリッドに位置する。

[確認]南部浮石層に黒色・不整な円形の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]不整な円形であり、長軸250cm、短軸220cmである。

[堆積土]4層に分層された。2層は床面に確認された炭化物の集中である。

[壁]斜面上方で約20cm残存し、ほぼ垂直に立ち上がる。斜面下方(東側)では削平され、壁は残っ

ていない。

[床面]概ね平坦である。貼り床は確認できなかった。

[炉]なし。

[柱穴]なし。

[その他の施設]なし。

[出土遺物]床面からミニチュア時の破片が出土している。時期は不明である。

[小結]遺物の出土をみるが、明確な構築時期は特定できない。

(茅野嘉雄)

－27－

［柱穴］計14本確認された。

［その他の施設］壁際に柱穴間をつなぐようにして周溝が確認された。まだ周溝MlはP4を横切る

ようにして配置されている。

［出J:.遺物］縄文時代前期の土器が出土している。床面出土逍物は皆無である。ほとんどが上部に存

在する捨て場の士諾が流れ込んだものと考えられる。 1-14・16は口緑部に結節回転文を施文する土

辟である。胴部には16を除ぎ LRが横位回転施文される。 16の胴部には単軸絡条体第 1類Rが縦位に

回転施文される c 口唇部に文様のあるものは 8点ある。 9は板状のエ具による押し引きであり、 10.

11は棒状工具による口唇部上面への刺突である。そのほかはすべてし Rを回転施文している 0 15はロ

縁部直下に無文帯を有し、その下位には短軸絡条体第 1類Rをおおよそ縦位に回転施文している。 16

以降は胴部および底部の破片であるが、胴部文様は原休により大きく 2つに分けられる。 17-20・35

-38は胴部に LRを横位回転施文せるものである。 20には隆帯か張り付けられており下側の裾部には

沈線か施される。まだ隆帯上にはエ具による刺突が加えられている。 35・36は底部付近の破片であり

底面には LRが厠転施文されている。 21・22・27は隆帯である r り尉部の文様は21・27は結節回転文、

22は不明である。 21の隆帯上には沈線、 22の隆帯卜．には LRの側面圧痕、 27の陸帯上には指頭状の圧

痕が連続的に施される。 23-26・28-30・32-34は絡条体を回転施文しだものである。 25・32を除き

あとは単軸絡条休第 1類を回転施文している。ただし29は交差するように 2回施文しているため見か

け上網目状に見えている。 39は底部の破片であり、底面には編み物の圧痕が看取される。 41も底祁の

破片であるが、口台のような段が作られているのが特徴である。 40は円盤状土製品であるっ LRを回

転施文した胴部破片を利用している。

［小結］出土遺物と確認時の状況等により本住居跡は円筒下層 a-b式以前の住居跡であると推測さ

れる。 （茅野嘉雄）

第74号竪穴住居跡（図18)

［位置] AU・V-42グリソドに位置する。

［確認］南部浮石層に黒色・不整な円形の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］オヽ整な円形であり、長軸250cm、短軸220rmである 0

［堆積十J4層に分層されだ。 2層は床面に確認された炭化物の集中である。

［壁J斜面上方て約20cm残存し、はは垂直に立ち上かる。紺面下方（東i且IJ) では削平され、壁は残っ

ていない。

［床面］概ね平坦である。貼り床は確認できなかった。

［炉］なし。

［柱穴］なし。

［その他の施設］なし。

［出土遺物］床面からミニチュア時の破片が出土している。時期は不明である。

［小結］遺物の出土をみるが、明確な構築時期は特定できない。

- 27 -
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第75号竪穴住居跡(図19)

[位置]AX・Y-43・44グリッドに位置する。

[確認]褐色粘土層および南部浮石層に黒色の落ち込みとして確認したが、上部がほとんど削平され

ており、斜面の上方においてかろうじて壁が残る他は柱穴のみの確認となった。

[重複]なし。

[平面形・規模]概ね隅丸の長方形であり、長軸560cm、短軸390cmである。

[堆積土]4層に分層されたものの、前述のとおり覆土のほとんどが削平されている。

[壁]斜面上方で約40cm残存している。斜めに立ち上がる。

[床面]削平を受けていないところでは概ね平坦である。貼り床は確認できなかった。

[炉]中央部に2ケ所確認された。地床炉である。

[柱穴]壁際に並ぶようにして30基、その他に13基確認された。

[その他の施設]斜面上方の削平を免れたところで、壁際に柱穴をつなぐように周溝が確認された。

[出土遺物]なし。

[小結]出土遺物がないため明確な時期は決めかねるが、壁際に柱穴と周溝が巡る点が55b住居跡に

類似していることや、確認状況等から、縄文時代前期中葉以降の住居跡であると考えられる。

(茅野嘉雄)

第76号竪穴住居跡(図19・43～45・49)

[位置]AW・X-42グリッドに位置する。

[確認]南部浮石層に黒色・隅丸方形の落ち込みとして確認した。

[重複]確認されなかったが、柱穴や、周溝の配置などから、本住居跡は少なくとも1回の建て替え

が行われていたと考えられる。

[平面形・規模]平面形はやや不整な隅丸方形である。長軸は290cm、短軸は220cmである。

[堆積土]層に分層された。隣接する第73号竪穴住居跡同様確認面でのプランの縁に焼土がブロック

状に堆積しているのが確認された。

[壁]40～50cm残存している。床面からやや外側に傾きながら立ち上がっている。

[床面]ⅩⅠ層を床面としている。概ね平坦である。

[炉]確認されなかった。

[柱穴]計15本確認された。内7本が周溝内や壁際に配置されているのが特徴である。

[その他の施設]柱穴をつなぐように周溝が確認された。

[出土遺物]縄文土器・石器が出土している。床面からの出土遺物はなく、主に覆土1、2、3、6

層からの出土である。本往居跡覆土の上には円筒下層a～b式期の捨て場が形成されていたが、本住

居跡の遺物はその捨て場の遺物が流れ込んだものと考えられる。出土した遺物はほとんどが破片であ

り、復元されたのは19の1点のみである。結節回転文を口縁部に施文するもの・地紋のみのもの・絡

条体を回転施文するもの・隆帯を持つものが存在する。結節回転文を施文するものは13点図示したが

7・8・33のように隆帯を持ち、その上下に施文するものも存在している。地文のみのものは15・19

である。15はLLを横位回転施文しており、19はLRを横位回転施文している。絡条体を用いている

－28－

第75号竪穴住居跡（図19)

［位置] AX・Y -43・44グリッドに位置する。

［確認］褐色粕上層および南部浮石層に黒色の落ち込みとして確認しだが、上部がほとんど削平され

ており、紺面の上方においてかろうじて壁が残る他は柱穴のみの確認となった3

［重複］なし。

［平面形・規模］概ね隅丸の長方形であり、長軸560cm、短軸390cmである。

［堆積土] 4層に分層されたものの、前述のとおり覆土のはとんどが削半されている。

［壁］料面上方で約40cm残存している。斜めに立ち上がるの

［床面］削平を受けていないところでは概ね平坦である。貼り床は確認で苔なかった。

［炉］中央部に 2ヶ所確認されだc 地床炉である。

［柱穴］壁際に並ふようにして30基、その他に13基確認されたc

［その他の施設］斜面上方の削平を免れたところで、壁際に柱穴をつなくように周溝か確認された。

［出土遺物］なし。

［小結］出土遺物がないだめ明確な時期は決めかねるが、壁際に柱穴と 1吉」溝か巡る点が55b住居跡に

類似していることや、確認状況等から、縄文時代前期中葉以降の住居跡であると考えられる。

（茅野嘉雄）

第76号竪穴住居跡（図19・43-45・49)

［位置] AW・X-42グリソドに位置する。

［確認］閉部浮石層に黒色・隅丸方形の落ち込みとして確認しだ。

［直複］確認されなかったが、柱穴や、周溝の配置などから、本住居跡は少なくとも 1回の建て替え

が行われてし)たと考えられる。

［平面形・規模］平面形はやや小整な隅丸方形てある。長軸は290cm、短軸は220cmである。

［堆積土］層に分I曽された。隣接する第73号竪穴住居跡同様確認面てのプランの縁に焼土かフロソク

状に堆積しているのが確認されたc

［壁] 40-50cm残存している 3 床面からやや外側に傾ぎながら立ち上がっている，つ

［床Ifii] X I層を床面としている。概ね平坦である。

［炉］確認されなかった0

［柱穴］計15本雁認された。白 7本か周溝1人」や饂除に配置されているのか特徴てある。

［その他の施設］柱穴をつなぐように周溝が確認された。

［出土遺物］縄文土器・石器が出土している。床面からの出土遺物はなく、主に覆土 1、 2、3、 6

層からの出土である。本住居跡覆土の上には円筒下層 a-b式期の捨て場が形成されていたが、本住

居跡の遺物はその捨て場の遺物が流れ込んだものと考えられる。出土した遺物はほどんどが破片であ

り、復元されたのは19の 1点のみである。結節回転文を口縁部に施文するもの・地紋のみのもの・絡

条体を回転施文するもの・隆帯を持つものが存在する。結節回転文を施文するものは13点図示したが

7・8・33のように隆帯を持ち、その上下に施文するものも存在している。地文のみのものは15・19

である。 15はLLを横位回転施文しており、 19はLRを横位回転施文している。絡条体を用いている

- 28 -



ものには単軸絡条体第1類を用いているものが多いが、12や20のように単軸絡条体第5類や第1a類

を回転施文するものも存在している。隆帯を持つものについては隆帯上に沈線による文様を施文した

り縄文を回転施文したりとバラエティがある。

石器は合計　点出土しているが、図示したのは5点である。石鏃が4点、不定形石器が1点出土し

ている。58は器体左側縁に急斜な角度の調整剥離によって刃部を形成している。

[小結]出土遺物と確認時の状況等により本住居跡は円筒下層a～b式期の住居跡であると考えられ

 る。

(茅野嘉雄)

－29－

ものには単軸絡条休第 1類を用いているものか多いが、 12や20のように単軸絡条体第 5類や第 1a類

を回転施文するものも存在しているぐ＼隆帯を持つものについては隆帯上に沈線による文椋を施文しだ

り縄文を同転施文しだりとバラエティがある(

石器は合且十 点出tしているが、図示したのは 5点である。石鏃が 4点、不定形石器が 1点出土し

ている u 58は器体左側縁に急斜な角度の調整剥離によって刃部を形成している 3

［小結］出土遺物と確認時の状況等により本住居跡は円筒下層 a-b式期の住居跡であると考えられ

るt

（茅野嘉雄）

- 29 -





A
 

B
 

泌,~~

／
 

r
>
 

◎
pLO 

〇ロ

屑

c

。叶

・;J 心c

国

pogo

◎
 

◎
 

83

四

F

P

 

80

信
[

p
 

A
上

83j 

8
 

[
 

89PsO

◎

‘p> 

6
 

p
 

団
。
◎
バ

ー

5
 

◎

88 p

ーp
 り〉

四
◎
9
3
9
2
 

4

p

p

 

，
 

0

p

p

 

6
 

9

5

 n‘3 p
 

p
 

。
〇瞑

◎‘〖戸

~ 

◎ ~,, 
V.¥.¥ 

p !5 

p;¥6 

、P47

¥'48 

P 120 

['122 

P 123 

6
 

.
9
 

れ
＂

P 129 

P'i2 

P氾

＋ 

＼／ 

7
 

3
 

ーー`
炉 3

F] 

c
 

に〕

り3 

D 
90. 70m 

F 
一
90.70m 

H 

90.80m 

11)'/RZ'J 

ll1¥R2/_ 

l1J¥IC/3 
:111111/ / 
:0¥「：1,'1 

』DYiくz:
:,,rnz 
'()¥R2 :1 
'「,yi2, 

_0¥RZ, 2 
iJYR3, 合

.rJYRil Iヽ
,IJ¥11', b 

_l)Yl/2!/J 

rlYR/1,1 

りYR,7 
11YR1/ll 

_('Yfi'l咽

ー¥l',11ふ2
_(l)Rこ'3

りYR-1 I 
OYR2J 
.IJYR1, J ，,J', 112 l 

10¥ 113 I 
, 0¥ RZ/1 

lr:YR1!J 
- 111Yll1,3 

lrlYIC/J 

1011/3'3 
l,ly ]/4'b 

Iii¥「(I ;;] 

hlHJ11 
]Cl、((/1;ご
1CIYF4,4 
ICIYR/J,/J 

1りYR1!J
」IIY!i2,l 

Jll¥'RJ_;, 

]リYIここ
JIJYRこふ
]()Y叩＇］ 南部手f:少旦
Ill¥'1/4, -
]rrYI,c,:6 

Jr1YR2!3 
JlrYR4 (i 

］りrnz,2
」llYn<

プロソク少□

可部叶石少心

咋まりな：，

"'f 
0

,

 

カ位は全て上が北 4 r1 

図4 第55号竪穴住居跡

31~: 氾



A
 m

 。
l
3
 ゜

B
-

，
 

． ▼. ．
 ．

 
..
 

．．
 

．
 
．
 

． ． ． ．． ． 
灯の確認血レベル図

． ． 
． ．． 

．． 
••• ． ． 

．． 90.70m 

．．
 ． 

．
 
..
 ． 

.. 

土じー38 ．．
 
" .. 

・
ベ
；
▼
ー
・

•••• 

>-

;
:
＇
玉
〗

．
 ．

． 
▼
 

．
 

．．
 

.

c

▼
 

．
 •• 

｀
 

，
 

9
.
 

＇ 

．
 
．
 

▼
 

>
 

．
 

．．．
 
`
 
．．
 ▼
 ．

 
珊

▼
 

▼
 

•• 

士U39 

B
 

... 
． `

 

•" 

-h¥'-39 
．
 

~- ------
; ;/  . 一 ＼／...、.... .』
... ...忍ヽ速,-=-~釦炉和心％•ふ：i 4 A , ．． I I.:• 曇.;. 

．
 

・

馨

鬱

．
 

曇

魯

．
 

鬱
▲
 ．．
 ＆ ．

 
.”
 

遺物采直分布図

7 2 
I :}O 

- I I -

5 9 
'I  I 11 4・ti 

I I 3
 

90. 70m 

~ 
90.oOm 

.. ,. 

゜

． 

.. 

• • • ．． ． ． 

．
 
． 

..
 

., ... 

゜•• 
" 

... ． ． 

． 

19 z, 〉'.?も: 76 

'20'2G X 23 I 6 7' 

I 99 i z 〗入'.2砂しJG j 

I 100 1:、XI、l ! 22 

I 21 . :ux:n 67 
I'  

, IOI i I合入 1:1 22 I 

~~』:!:~,I! i ;~; I□ 三8□: ~i 
21 33X23 I 21 I 104 i, 16!<!7 7 

IL__——/ :,,-;-c, --is / I い） 祁X L! 1 -lーニ
26 , 3ふ＇ぺ 30 : 27 

口—「
! 106 ! ーい1勺 12 

,_ : 
27 3り又：(:J I ,(I I 1()7 1 i I 又 ,½I 44 二 1 い）8・:,n1 1 ,1: I 

2りが!<2u 1 1 I I員 I―6又 11 :l!J I 
'3「) I 33]〈20- -'f-l!C_j且Xi2 い

ふI . IF/、 lも'!―j 

'i  i -』''
I Ii'z,;x Iii , ロ

泣勾X21~_ f 112 ! :_::x 13__, 701 

,； :] ! 2:1ペI(、
; 

I ,4 I四 ,・o:,, ,,2 I 

! 1:1 j 21,:: I 1 I G3 i 

, IしI HIX 11 , 42 , 

|― I 2バ l0--:;,7 • !I; - lcX!ii□ 
__ 3G 1 _ 2J <21 _'"'1'11』;I /l!I _ 2J ! 
; li : 2n'、2:1 , 11:: ; 117 11:13 , 01 

L竺J22_213 6ゞI us :: メ21 SI 

梵I !Ji]X'J8'! —,1 

i 辺 1 訊！ズこIJ 訊， i ーロI :~'. : -~;:1, i ゞ
• — --1-- -I -, 一•• 一 千

121 2:0 ,< ]!I j 17 
j 

I 12, i 2,x1J'_le j 

I :~: I 2:~: : ~. ::H 
正 i―IXい![', 1 

! 1こC_ 20沃 JS I 17 

127 I 16 < 16 . 13' 
； 

l12s--, 竺/]J I J7 

I 
； 

, I":',,,,x I I I :11 

~ 三I
11111 j "i X2心 1公3

,',! ふ： :::, I 1: 
°', 20>:16 33 

,: う! :" :< !:J i :JO' 

。
力位は全て卜が北

mー
・

4
 

図 5 第55号竪穴住居跡遺物出土状況
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図6　第55号竪穴住居跡変遷想定図
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図7 第55・73・76号竪穴住居跡出土土器グラフ

- 36 -



図8　第56号竪穴住居跡
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図8 第56号竪穴住居跡
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第57号竪穴住居跡土層注記
第1層 黒褐色土 lOYRZ/2 浮石中量、炭化物微量。
第2層 黒褐色土 lOYRZ/2 浮石中量、炭化物微量。
第3層 黒褐色土 lOYRZ/3 浮石中量、炭化物微量。
第4層 黒褐色土 lOYRZ/2 浮石少量、炭化物微量。
第 5層 黒褐色土 lOYRZ/3 浮石多量。

57号住居跡ピット計測値

PITNo 開口部径 深さ

1 40X25 36 

2 !5Xl4 21 

3 18X22 37 

4 zoxzo 35 

5 12X9 24 

6 20Xl6 21 

7 20Xl5 8 

8 18Xl6 30 ， 10><10 10 

10 12Xl5 13 

11 30X23 28 

12 15Xll ， 
13 12X!O 6 

14 10Xl5 8 

15 8X7 15 

16 8X7 6 

17 16Xl0 10 

18 9X8 8 

19 9X8 3 

20 IZX!O 18 

21 8X7 8 

22 14XJI 12 

23 7X6 12 

24 !OXIO 1 

25 8X7 8 

26 12Xl0 7 

27 7X5 8 

28 10X7 13 

29 8X6 4 
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図9 第57号竪穴住居跡
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図10　第58・77号竪穴住居跡
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第58号竪穴住居跡土層注記
第 1層黒色土 IOYR2/l 浮石粒少量混入。
第2層黒色土 IOYR2/l 浮石粒少量混入。
第3層 明黄褐色土 IOYR6/8 浮石粒層。
第4層 黒褐色土 IOYR2/2 浮石粒中量混入。
第 5層 黒褐色士 IOYR2/2 浮石粒中量混入。
第6層 黒褐色土 IOYR2/2 浮石粒中量混入。

第406号士坑土層注記
第1層黒色土 IOYR!.7/1 浮石粒少量混入。
第2層黒色土 IOYR2/l 浮石粒微量混入。
第3層 黒褐色土 IOYR2/2 浮石粒微量混入。

第77号竪穴住居跡土層注記 第58・77号竪穴住居跡ピット計測表
第1層 黒色土 IOYRI.7/1 炭化物微量、浮石粒微量混入。
第2層黒色士 IOYR2/l 炭化物微量、浮石粒少量混入。
第 3層 黒褐色土 IOYR2/2 炭化物微量、浮石粒微量混入。
第 4層 黒色土 IOYR2/l 炭化物微量、浮石粒微量混入。
第5層黒色土 IOYR2/l 炭化物微量、浮石粒少量混入。
第 6層 黒褐色土 IOYR2/2 浮石粒中量混入。
第7層 黒褐色土 IOYR2/3 浮石粒少量混入。
第8層 黒褐色土 IOYR2/2 炭化物極微量、浮石粒少量混入。
第 9層 暗褐色土 IOYR3/3 浮石粒中量混入。
第10層 暗褐色土 IOYR3/3 浮石粒中量混入。

R 棺W-15

11 
10 込

(j ． 

(Q ヽ
ゃ 弓.. 

PITNo 開口部径 深さ

I 34Xl0 9 5 

2 14Xl2 2.5 

3 23X9 7 

4 13Xll ， 
5 8X5 6 5 

6 IOX7 6 

7 9X6 3.5 

8 7X7 3 ， 8X6 4 

10 17Xl7 4 

11 16X8 5 

12 l3Xl0 14 

13 18Xl3 3 

14 IOX6 3 5 

15 9X9 2.5 

PITNo 開口部径 深さ

16 8X5 4 

17 7X6 2.5 

18 7X6 5 

19 8X6 5 

20 l!XlO 21 

21 8X8 12.5 

22 13Xll 5 

23 15X7 ， 
24 l!X8 19 

25 8X5 2.5 

26 8X6 4 5 

27 8X8 4.5 
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図10 第58・77号竪穴住居跡
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図11　第59・64号竪穴住居跡
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鵬 第59号竪穴住居跡土層注記
第1層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石微量。

第2層 黒褐色土 !OYR2/3 浮石微量。

第3層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石微量。

第4層 黒褐色土 IOYR3/2 浮石微羞。

第5層 黒色土 !OYR2/l 浮石少量。

第6層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石少量。

第7層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石微量。

第8層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石中量。

第9層 黒色土 !OYR2/l 浮石微量。

第10層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石少量。

第11層 黒褐色士 10YR2/2 浮石中量。

第12層黒色土 !OYR2/l
第13層 黒褐色土 !OYR2/3 浮石徴量。
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第64号竪穴住居跡土層注記
第1層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石中量、炭化物微量。

第 2層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石少量、炭化物微量。

第 3層 黒褐色土 IOYR2/2 浮石少量、炭化物微量。

第4層 黒褐色土 10YR2/2 浮石少量、炭化物微量。

第5層 黒褐色土 IOYR2/2 浮石微量、炭化物微量。

第6層 黒褐色土 10YR2/2 浮石少量、炭化物微量。

第7層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石多量、炭化物徴量。

第 8層 黒色士 !OYR2/l 浮石微量、炭化物少量。

第9層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石微量、焼土少量、砂質層。

第10層 黒褐色士 IOYR2/2 浮石少量、炭化物少量、砂質層。

゜

日
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97.60m -
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- 97.60m-

疇
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-97.60m -
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瓢
z
 

麟
G -97.60m H 第64号住居跡ピット 1 第64号住居跡ビット 2

第 1層黒色土
第64号住居跡ピット 4

IOYRZ/1 
第2層黒褐色土

浮石微量。 第 1層黒色土 !OYR2/l 浮石微量。 第1層黒褐色土 10YR2/3 浮石少量。
IOYR2/2 浮石微量。

第3層 ニプイ貴色士 2.5YR6/4 
第2層 黒褐色土 IOYRZ/3 浮石微量。 第2層 黒褐色土 IOYR2/2 浮石少量。

砂質層。
第4層黒褐色土 !OYRZ/2

第3層 黒褐色土 10YR2/3 浮石中量。 第3層 黒褐色土 IOYR2/3 浮石多量。
浮石微量。 第4層 黒褐色土 IOYR2/3 浮石少量。
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図11 第59・64号竪穴住居跡
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第63号竪穴住居跡十層注記
第1層黒 褐色土 lOYRZ/2

炭化物極微量、浮石粒微董混入。
第2罹 黒褐色土 10YR2/2

炭化物微量、浮右泣微量混入。
第3層 黒褐色土 10YR2/2

炭化物微量、浮石粒微量混入。
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第62号竪穴住居跡土層注記
第1層 黒褐色士 IOYRZ/2 炭化物極微量、浮石

97. 50m 粒極微量混入。
D 第2層 黒褐色土 IOYR2/2 炭化物極微量、浮石

19 - 粒極微量混入。
第3層 黒褐色土 IOYR2/2 炭化物極微量、浮石

虞戸旦言全色／詈詮言f暑贔量I塁言三三
@ 

第9層 黒褐色土 IOYR2/2 炭化物極微量、浮石
粒微量混入。

第JO層黒色土 IOYR2/l 炭化物極徴量、浮石
粒微量混入。

第II層 黒褐色土 10YR2/2 炭化物極微量、浮石
粒微量混入。

第12層 黒褐色土 10YR2/2 浮石粒少量混入。
第13層 黒掲色土 10YR2/2 浮石微量混入。
第14層累色士 10YR2/I 炭化物極微量、浮石

粒微量混入。
第15層 黒褐色土 10YR2/2 浮石粒中星混入。
第16層 黒褐色土 10YR2/3 浮石粒徴量混入。
第17層 黒褐色十， 10YR2/3 浮石粒微械混入。
第18層黒色十 IOYR2/! 炭化物極微量、浮石

粒微量混入。
第19層 黒褐色土 IOYR2/2 浮石粒微量混入。

F第20暦 竪穴炉掘り方。
一第21層 P,ll掘り方。

第62号竪穴住居跡炉跡土層注記
第1層 明褐色十c 7.5YR5/6 焼土中量、浮石粒

多量混入。
第2層 朋黄褐色土 IOYR7/6 浮石粒層。
第3層赤褐色土 5YR4/8 焼土中量｀浮ゎ粒

中蚤混入。
第 41位 明黄褐色土 IOYR7/6 浮石粒層。
第5層 黒褐色土 IOYR2/:J 焼土微量、炭化物

微醤混入。

第62号竪穴住居跡P,tl土層注記
第1層黒色土 10YR2/! 炭化物少は、汗石

粒中量混入c

第2屑 黒 褐 色±IOYR2/2 浮石粒層。
第3層 黒褐色土 IOYR3/2 炭化物微量、浮石

粒中量湿入。

図12 第62• 63号竪穴住居跡

第 2層黒色土 10YR2/I

第3層黒褐色土 IOYH2/2
第4層黒褐色土 IOYRZ/3
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65号住居跡ピット計測値

PITNo 開口部径 深さ

1 20Xl5 20 

2 24Xl5 25 

3 20X20 28 

4 18Xl7 32 

5 18Xl7 12 

6 !8Xl4 18 

7 15X15 40 

8 15Xl5 45 
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 ，
 第65号竪穴住居跡土層注記

第I層黒色土 lOYRl.7/1
第11層黒色土 lOYRl.7/1
第 1層黒色土 lOYRl.7/1
第2層黒色土 10YR2/l
第 3層黒色土 10YR2/l
第4層黒色土 lOYRl.7/2
第 5層黒色土 10YR2/l
第6層黒色士 10YR2/l
第7層黒色土 lOYRl.7/1
第8層 黒褐色土 10YR2/2 
第9層黒色土 10YR2/l
第10層黒色土 10YR2/l

浮石微量。
浮石少量。
浮石多量。
浮石多量。
浮石中量。
浮石中量。
浮石多量。
浮石多量。
浮石中量。
浮石中量。
浮石少量。
浮石多量。
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図13 第65号竪穴住居跡
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ニ冒
第67号住居跡ビノト 4
第1層 暗褐色土 !OYR3l4 浮石中量
第2層 黄褐色土 IOYRS/6 I浮石少量

P6 
M N 

-93.40m 

'，
‘-
P
 

砂
＼

ぶ

闘第67号住居跡ビット 8
第1層暗褐色土 10YR3/4浮石中量．
第2層褐色土 10¥R4/6

3 1 4 2 

K L -93.40m 

麟冒
第67号住居跡ビソ ト5
第1層褐色 土 10¥R4/6浮石微量
第2層褐色土 10YR4l4浮石微量

第67号住居跡ピノト 2・3
第 1層褐色土 10YR4/6 浮石少量、

黒色土中量？
第 2層褐色土 10YR4/6 浮石少量、

炭化物少三。
第 3層褐色土 !OYR4/6
第4層暗掲色土 10YR3/4
第 5層暗褐色

浮石微量。
土 10YR3/3

第 6層
浮石中量。

褐色 土 10YR4/4
第 7層黄褐色土

浮石中云。
!OYR5/6 浮石微量、
砂質土。
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67号住居跡ピノト計測値

PITNo 開口部径 深さ

I 85X65 76 

2 (25) X 20 50 

3 (22) X]5 35 

4 30X26 15 

5 33X28 15 

6 30X21 30 

7 14Xl3 21 

8 22X 16 ， ]8X]6 28 

10 15Xl3 32 

X絵
心し

93.40m -゜

o I P 
第67号竪穴住居跡士層注記

o第 1層 黒褐色士 lOYRZ/2 十和田 b火山灰多量、炭化物少量。
0 第2層 黒褐色士 10YR2/3 十和田b火山灰多量、焼士粒少量。

第3層 黒褐色土 10YR3/2 十和田 b火山灰少蓋、炭化物 ・焼士少蓋。
第4層 黒褐色土 10YR3/2 十和田 b火山灰少量、炭化物 ・焼士少最。
第5層 黒褐色土 10YR3/2 十和田 b火山灰多量、炭化物，焼土粒少量。
第6層 暗褐色土 10YR3/4 ローム層。

、第7層 褐色 土 10YR4/4 十和田 b火山灰少塁、ローム粒多量。
、、 第8層 黄褐色土 lOYRS/6 ローム層。

、、 第9層 暗褐色土 10YR3/4 ローム層。
，ヽ＇ヽ 第10層 暗褐色土

‘‘ 
10YR3/4 炭化物少量、ローム層。

). /ii -、 Z 第11層 黒褐色土 10YR2/3 十和田 b火山灰少量、砂粒少量。

も‘
＼ 、，ヽ‘‘

、／ 第12層 黒褐色土 10YR3/l ローム粒少量。
第13層 黒褐色土 lOYRZ/2 ローム粒少量、炭化物少量。

‘‘‘ 

----― 

第14層 黒褐色土 10YR2/2 十和田 b火山灰少呈。
第15層 黒色土 lOYRZ/1 ローム層帯状に堆積、堅緻。
第16層 褐色土 10YR4/6 ローム層。
第17層 暗褐色士 10YR3/3 十和田 b火山灰少量。
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図14 第67号竪穴住居跡
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第67号住居跡ピ J 卜1

第 1層 暗褐色土 10YR3/3 浮石少益。

第 2層 明黄褐色土 10YR6/8 浮石徴磁。

第3層 黒褐色土 10YR3/2 浮石微誠。覆土 2層混入。

第4層 明黄褐色上 10YR6/6 浮石微菰。

第 5層 浅黄橙色土 !OYRS/3。

第 6層 暗褐色土 10YR3/4 浮石微量。

第7層 黄褐色土 10YR5/8 浮石微量。

第8層 暗褐色土 10YR3/3 浮石微昼覆土 7層中塁。
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第68号竪穴住居跡土層注記
第1層 黒褐色土 10YR2/3 浮石中且。
第2層 黒褐色土 10YR2/2 浮石少品。
第3層 暗褐色土 10YR3/4 Iこぶい黄褐色土 (lOYR5/4)微量。
第4層 黒褐色土 10YR2/2 浮石少量c

第5層 黒色土 10YR2/l 浮石徴量。
第6層 暗褐色土 10YR3/3 浮石中歪、十和田 b火山灰徴丑。
第7層 暗褐色土 10YR3/4 浮石少量。
第8暦 褐色土 10YR4/4 浮石徴羹，黄褐色・ にぶい黄褐色

土 (lOYR5/6・5/41微量。
第9層 黒褐色土 10YR2/2 浮石微量。
第10屈 暗褐色土 10YR3/4 浮石少量、1こぷい黄褐色土

(10YR5/4)微呈。
第11層 黒褐色土 lOYRZ/3 浮石徴量、砂粒BL状に混在。
第12層 黒褐色土 10YR2/2 浮石少量、十和田b火山灰微量、

1こぶい黄褐色土 (10YR5/4)徴逗。
第13層 暗褐色土 10YR3/3 浮石徴量。
第14層 黒褐色土 10YR2/2 浮石微量。
第15層 暗褐色土 10YR3/4 浮石極微量、十和田 b火山灰微羹。
第16層 暗褐色土 10YR3/4 浮石極微量。
第17層 暗褐色土 10YR3/3 浮石極微量。
第18層 黒褐色土 10YR2/3 浮石極微量、十和田 b火山灰徴量、

にぶい黄褐色土 (lOYR5/4)微量。
第19層 黒褐色土 10YR3/2 浮石少量、褐色土 (10YR4/6)徴量。
第20層 黒褐色土 10YR3/2 浮石少量。
第21層 暗褐色土 10YR3/3 浮石微量、十和田 b火山灰微量。
第22層 黒褐色土 10YR2/3 浮石微量。
第23層 褐色土 10YR4/4 浮石微量、にぶい黄褐色土

(10YR5/4)微且。
第24層 暗褐色土 10YR3/4 浮石微量。
第25層 暗褐色土 10YR3/4 浮石少量。
第26層 暗褐色土 10YR3/3 浮石微量。
第27層 暗褐色土 10YR3/3 浮石微量。
第28層 黒褐色土 10YR2/2 浮石少量、暗褐色土 (10YR3/4)少量。
第29層 暗褐色土 10YR3/4 浮石少量。
第30層 暗褐色土 10YR3/4 浮石少量、暗褐色土 (lOYR3/4)少量。
第31層 黒色土 lOYRl.7/1 i学石微量。
第32層 黒褐色土 10YR2/3 浮石微量。
第33層 黒色土 lOYRl.7/1浮石微量，褐色土 (10YR4/4)微量c

第34層 黒褐色土 10YR2/2 浮石微量、暗褐色土 (10YR3/4)微量。
第35層 にぶい黄橙色土 10YR5/3 浮石微量。
第36屠 黒褐色土 10YR3/2 浮石中量。
第37層 黒色土 10YR2/l 浮石徴量。
第38層 暗褐色土 10YR3/3 浮石少量、1こぶい黄褐色土

(10YR5/4)微量。
第39層 黒褐色土 !OYRZ/3 浮石少量。
第40層 黒色土 lOYRZ/1 浮石少量。
第41層 灰黄褐色土 10YR6/4 浮石少量、褐色土 (lOYR4/4)中量c

第42層 黒褐色土 10YR3/2 浮石少量、1こぶい黄褐色土
(10YR5/4)徴量。

第43層 暗褐色土 10YR3/3 浮石少量、褐色土 (lOYR4/4)少丑。
第44層 黒褐色土 !OYRZ/3 浮石中量、十和田 b火山灰微且。
第45層 暗褐色土 10YR3/4 浮石徴量、褐色土 (10YR4/4)少丘。
第46層 暗褐色土 10YR3/4 浮石微量。
第47層 暗褐色土 10YR3/3 浮石少旦。
第48層 暗褐色土 10YR3/3 浮石少量。
第49層 暗褐色土 10YR3/4 浮石徴量、褐色土 (lOYR4/4)少砿。
第50層 暗褐色土 10YR3/3 浮石少量。
第51層 褐色 土 10YR4/4 浮石少:i,
第52層 黒褐色土 lOYRZ/2 浮石徴量c

第53層 黒褐色土 lOYRZ/2 浮石中量。
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第68号竪穴住居跡
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番号 I開口部径 I深さ
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93.Slm 

＋ BH-17 

第66号竪穴住居跡土層注記

1層黒褐色士 10YR2/3
2層 暗褐色土 10YR3/4 八戸火山灰層のプロ）クを含む攪乱による客土
3層暗褐色土 10YR3/4
4層 1こぶ靖競土 10YR5/3 周溝埋士

I I I 
IP 1 17Xl4 23 

IPZ 15Xl3 38 I 
B p 3 12X9 30 I -A 92.80m 

P4 ISXIZ 25 

p 5 18Xl2 20 

p 6 ]8X]6 15 

P7 20X20 10 

Ml 10 

MZ 10 

M3 7 

M4 10 

第69号竪穴住居跡

1層 黒褐色土 lOYRZ/3 ローム質土と黒色土との混合層
2層 暗褐色土 10YR3/4 1層よりローム質土の割合多い
3層 黒褐色土 lOYRZ/3 南部浮石を少量含む
4層黒褐色土 lOYRZ/2 硬くしまる
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第69号竪穴住居跡ピット計襴値

番号 開口部径 深さ

p 1 25X20 20 

p 2 23Xl7 30 

p 3 19Xl3 22 

P4 14Xl2 20 

p 5 10X9 10 

p 6 9X6 15 

p 7 18Xl3 34 

PS 18Xl5 24 

p 9 11Xl0 6 

PlO 22Xl7 19 

Pll 27X20 39 

Pl2 21Xl3 8 

P13 11Xl0 20 

Pl4 31X20 14 

Ml 

'!JI 2 

D
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Im先→
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第70号竪穴住居跡士層注記

1得 黒色士 IOYR2/l 南部浮石微旦混入
2層 黒褐色士 JOYR2/2 南部浮石微量混入。

.1: 臼 黒色土 10YR2/l 南部呼石徴量混入。
4層 黒褐色十. IOYR2/2 南邪浮石少塁混入。

5層 暗褐色土 10YR3/3 酎部浮石少薔混入，9

6層黒褐 色十 IOYR2/3
7層 黒色土 JOYRZ/1 南部浮石中量混入。
8忌 黒褐色土 10YR2/2 南部浮石微量混入。

9洛 黒色士 10YR2/l 南部浮石中量混入。
10層 黒褐色土 IOYR2/2 南部浮石微醤混人。
11層 田褐色十 IOYR2/3 南部浮石多鼠混入。

番号 開口部径 深さ

p 1 20Xl6 29 

p 2 18Xl7 21 

p 3 22X20 22 

P4 14Xll 12 

p 5 16Xl4 12 

p 6 15Xl2 3 

p 7 l9X12 21 

p 8 11 XS 5 

pg lOXS 7 

PlO IOXS 5 

p 11 12Xll 16 

Pl2 20X]4 14 

:v!l 5 

゜
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図16 第66・69・70号住居跡
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図17　第71号竪穴住居跡
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第71号住居跡土層注記
第1層 黒褐色土 IOYR2/2 十和田 b火山灰少量、砂粒多量。
第 2層 黒褐色土 IOYR2/3 十和田 b火山灰少量、砂粒多量。
第 3層 黒褐色土 IOYR2/2 十和田 b火山灰多量。
第4層黒色土 IOYR2/l 炭化物多量、砂粒少量。

゜
2m 

PITNo 開口部径 深さ

1 25Xl5 30 

2 18Xl5 18 

3 6X6 7 

4 8X7 14 

5 6X6 8 

6 9X8 ， 
7 9X9 13 

8 8X7 6 ， 8X5 2 

10 14X9 15 

11 13Xl2 13 

12 6X5 2 

13 18Xl4 14 

14 16Xl2 10 

15 10X7 12 

16 7X5 3 

17 !OXIO 8 

18 !5Xll 18 

19 IOXIO 26 

20 9X7 4 

21 !2Xll ， 
22 22X20 16 

23 30Xl8 29 

24 15Xl3 20 

25 16Xl5 10 

図17 第71号竪穴住居跡
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第73号竪穴住居跡土層注記
1層 里褐色土 10YR2/2 南部浮石中量含む。
2層黒色士 10YR2/l 
3層 黒褐色土 10YR2/3 被熱した中振浮石を大量に含む。
4層 黒色土 10YR2/l 南部浮石多量に含む。

rngs. 16 |
 

G
 

第73号竪穴住居跡ピ）卜計測値 第76号竪穴住居的と）違t測値

も

番号 開口部径 深さ

p I zox 15 53 

p 2 22X 14 30 

p 3 21Xl5 49 

P4 26Xl8 45 

p 5 21Xl4 24 

p 6 26X20 50 

p 7 !8X 13 5 

p 8 13Xl2 10 

pg 20Xl8 30 

PIO 25X!4 50 

Pll 17Xl6 15 

Pl2 24X2J 35 

P 13 32XZO 40 

P14 26X24 50 

Ml 10 

MZ 10 

M3 ID 

M4 10 

番号 開口部径 深さ

p 1 12X7 25 

p 2 lOXlO 37 

P3 13X9 30 

P4 12X9 20 

P5 18Xl3 25 

P6 15Xl4 25 

P7 19Xl5 30 

p 8 !9X25 13 

pg ZIX16 43 

PIO 27X23 24 

p 11 !3X!2 15 

P 12 12Xl0 10 

P!3 11X8 10 

Pl4 27Xll 30 

Ml " 
M2 5 

M3 4 

M1 4 

~! 5 4 

｀ 
Q)~ 

第74号竪穴住居跡壮け遺物

o' 
01 

B
 

A 
-91. 78m 

第74号住居跡土屈注記
1層 黒色士 !OYRZ/1 市部浮石を中量含む。
2層 黒色土 10YRI. 7/1 南部浮石を少量含む。炭化物を含むC ややしまりかある。
3層 黒色士 !OYRZ/1 南部浮石と中振浮石を少景含む。
4母 黒褐色士 10YR2/3 南部浮石を多塁に含む。

。ガ位は全て上が北 2m 

図18 第73・74号住居跡
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図19　第75・76号住居跡
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番号 開口部径 深さ

p 1 30Xl8 1? 

p 2 22X]2 19 

p 3 18Xl6 42 

p 4 48X22 29 

p 5 32Xl8 30 

p 6 38X23 43 

p 7 26XIO 17 

p 8 23Xl3 17 

p 9 23X 15 36 

PIO 17Xl6 48 

Pll 35X 13 57 

P 12 26X 14 56 

Pl3 21 X 17 38 

P 14 22Xl6 44 

Pl5 14Xl3 22 

P 16 13XIO 42 

Pl7 zox 16 62 

Pl8 25X 14 17 

P 19 19Xl8 42 

P20 50Xl8 26 

P21 21 XIS 39 

P22 28X26 47 

P23 22Xl7 23 

P 24 ]8X]3 II 

P 25 21 X 15 19 

P26 !7X 11 10 

P27 14Xl2 28 

P28 ]5X 12 8 

P29 15X 12 II 

P30 J3Xl3 13 

P31 ]5X]3 22 

P32 21 X 17 13 

P33 !6Xl4 27 

P34 17Xl2 17 

P35 12Xl2 27 

P36 34X32 37 

P37 !8Xl4 31 

P38 23X20 40 

P 39 !8Xl7 28 

P40 14X 11 24 

P41 !8Xl2 57 

P42 35X 17 15 

P 43 41 X33 17 
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第76号竪穴住居跡土層注記
1層 黒色土 !OYRZ/1 南部浮石を中量含む。
2層 黒褐色士 IOYR2/3 南部浮石多量に含む。
3層 黒褐色土 IOYR2/3 南部浮石少量含む。
4層黒褐色土 IOYR2/2
5層黒色士 10YR2/l 
6層 黒褐色土 lOYRZ/2 焼土プロノク含む。

層

層

層

層

層

層

0

1

2

 

l

l

l

 

7

8

9

 

里褐色土 IOYRZ/2 南部浮石少量含む。
黒褐色土 IOYRZ/2 南部浮石多量含む。
黒褐色土 IOYRZ/2 南部浮石中量含む。

黒褐色土 IOYRZ/3 焼土多量に含む。
里褐色土 IOYRZ/2 南部浮石中量含む。
暗褐色土 IOYR3/4 ロームプロノク。
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図19 第75・76号住居跡
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図20　第55号竪穴住居跡出土遺物①
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図21　第55号竪穴住居跡出土遺物②
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図22　第55号竪穴住居跡出土遺物③
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図22 第55号竪穴住居跡出土遺物③
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図23　第55号竪穴住居跡出土遺物④
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図24　第55号竪穴住居跡出土遺物⑤

－53－

~
 ミ

回 2 4

5 3  

瀕 5 5 - i H l ' . A ' . f i 繭 馨 圧 廿 溢 茎 ＠

惑炉
＇

i:i
叫
ざ
泣ざ
氾
暇
沿

9
、ゞ

来
、
:.
... ぉ

遵

緊
名
仰

認
沢

必
芯

咲苓
唸唸

｀
冷

応
酪 囀

主

ー` ｀
＼、
ヽ

(  
c
っ

噂
抄 , f

 

三
I
 

迄
が
'
，

喜 [聾 3 7

｀
 

｀ 情 芯 遺
ぃ` し絞 g 膚 5 翌 岱 恐

,＇＆ 紅 麗 忍 令 ぷ 象 ’ ＞・ ご ぶ 心 § 火 菊 ．9 i f . , •も う ‘ .

竺 羞 ぃ 令 ， 唸 ぃ 虐 沿 翡 5

込 戟 憶

． ・ ぷ ゞ ． 芯 岱＼ ｀ 名 と 令 笈 ・
t . 4 ぺ ．` ：` そ 1t 9 ,  ふ ごゞ t

.• t 1 .  

翠 さ ャ ＇
ら

＼  
含 ， ＆ E ． J } s ¥

涵 ． ＂9 ． ； . . ” む ％

・ ・ ・ レ ・ ； 氏 入 ぺ

只 茎 m r

t ; ‘ ヽゞ 山 9合 又 苓 ｀ ぃ 令 m

忍 式 鸞 感｀ ぷ ゞ ぐ ぷ ざ ぐ

＄ 均 翠 ； ＼ t

羹 淡 澤

ふ 贄 硲 ず
｀ 熔 閃

窯 繁唸 X̀ ‘ ・̀迄 汐 匂

必 迄 唸 ゞ讀 浴 5 , ．

例 汎 も 丸 ．

ぷ ふ f‘・

ゃ



図25　第55号竪穴住居跡出土遺物⑥
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図26　第55号竪穴住居跡出土遺物⑦
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図26 第55号竪穴住居跡出土遺物⑦
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図27　第55号竪穴住居跡出土遺物⑧

－56－

べ 唸^忍

攣 !J
ダ’賓 71

三 72

75 

冒J]76

―-

滋:・疇＇峯
73 

ーニ
鵬こ83

78 

゜第55号竪穴住居跡出土遺物⑧

- 56 -



図28　第55号竪穴住居跡出土遺物⑨
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図29　第55号竪穴住居跡出土遺物⑩
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図29 第55号竪穴住居跡出土遺物⑩
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図30　第55号竪穴住居跡出土遺物⑪

－59－

）
 

`
1
2
7
:
1
3
3
1
3
5
 

八

/

w
 

“
 

八
130

＼
 

二

＾

畠

謬

こ

＼

[
△
 

1̀26

〉

0

k
 

1

ー
—

¥

r

リ

>
二

忍
喜
ニ

II

贔
属
鍔
[

八
｛
 

>
7
 

三
‘

こ

図30 第55号竪穴住居跡出土遺物⑪
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図31　第55号竪穴住居跡出土遺物⑫
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図31 第55号竪穴住居跡出土遺物⑫
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図32　第55号竪穴住居跡出土遺物⑬
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図32 第55号竪穴住居跡出土遺物⑬
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図33　第56・57・58・77号竪穴住居跡出土土器
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図34　第59・62・63号竪穴住居跡出土土器
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図34 第59・62・63号竪穴住居跡出土土器
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図35　第62・63号竪穴住居跡出土土器
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図35 第62・63号竪穴住居跡出土土器
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図36　第62・63号竪穴住居跡出土土器
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図37　第64号竪穴住居跡出土土器
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図38　第64・65号竪穴住居跡出土土器
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図38 第64・65号竪穴住居跡出土土器
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図39 第67・68号竪穴住居跡出土土器
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図40　第67・71号竪穴住居跡出土土器
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図41　第70・71号住居跡出土遺物①
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図42　第73号竪穴住居跡出土遺物①
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図43　第76号竪穴住居跡出土遺物①
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図44　第76号竪穴住居跡出土遺物②

－73－

-fl -

®~ 駅干用艇皆母¥藷吾9L蛍ヤヤ図

Z9 

戸i
 ―― 昇

り
ぷ
~
．

雪
鬱s

/ 

09 

>

'D摯'Ptt疇舒
門
パ
〕

贔”
郊

屑
胤‘
 

ri
t‘
. 

れ

""
gu讐

£
 

6

臼□

日
り



図45　第76号竪穴住居跡出土遺物③

表1.石器グラフ
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図45 第76号竪穴住居跡出土遺物③

石醤組成 石材組成

半円状
6% 

敲磨器類IV
12% 

敲磨器類m
11% 

敲塵器類n
3% 

不定形
40% 

槍
％

石
ー

千枚岩
閃緑岩

1% 
1% 

蛇紋岩
1% 

砂質頁岩
1% 

砂岩
石核 1叩

2" 

粘板暉紋岩縁色凝灰嘩置緑岩
8% 1% 1% 1% 

珪質頁岩
姻

表 1.石器グラフ
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図46　竪穴住居跡出土石器①
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図46 竪穴住居跡出土石器①
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図47　竪穴住居跡出土石器②
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図48　竪穴住居跡出土石器③
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図49　竪穴住居跡出土石器④
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図50　竪穴住居跡内出土石器⑤

竪穴住居跡出土石器観察表
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図50 竪穴住居跡内出土石器⑤
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－80－

55-145 55H 18 ヘ区中層 不定形 II 38 43 13.1珪 言岩
55-146 55H 21 ヘ区中層 不定形 II 46 21.5 3.5 4.2珪 呈

55-147 55H 19 ヘ区中層 不定形 ill 55 25 6.5 8.4珪 坦

55-148 55H 35 不定形 ill 92.5 69.5 20 30.5珪 E岩
55-149 55H 15 P-196 石核 48 49 15 41.7玉
55-150 55H 33 

敲贔不戴敲釉憲膚膚應定胄器器ヤ器血形一麺類情類

Nal 227 63 40 583.9 
55-151 55H 32 illb 105 91 54 589.2 
55-152 55H 31 Nb 56 51 33 125.4~ 
56-1 56H I S-12 Na2 120 33 ， 53.2 Fl<~ 

56-2 56H 2 S-14 Nal 116 85 16 186.4譴
57-13 57H 10 S-13 m 33 46 10 8.4 岩
57-1 57H 2 石鏃 I b 32 11 5 1.8 ・芸

57-2 57H 1ぼ面 石錐 26 18 5 2.1珪 岩
57-3 57H 11 S-8 不定形 I b 31 31 5.5 4.6罪 頁岩
57-4 57H 7 不定形 II 32 31 14 11.6珪 頁岩
57-5 57H 5 不定形 II 42 20.5 5 5.6珪 頁岩
57-5 57H 13 不定形 m 36 39.5 5.5 9.9珪 頁岩
57-6 57H 8 不定形 I a 43 32 14 18.2珪 ・芸

57-7 57H 4 S-9 不定形 m 31 25 6 5.7珪 姜

57-7 57H 12 1-'Iヽ11"瓶 皿 48 19 5 4.3珪 •岩

57-8 57H 3 S-5 不定形 田 50 24 6 6.4珪 岩
57-9 57H 6 不定形 m 40 19 6 3珪 頁岩
57-10 57H ， 不定形 田 32 35 ， 4.9珪 回岩
62-1 62H 1 S-46 不定形 I a 70.5 71 18 85.7珪 頁岩
62-2 62H 2 不定形 m 47 47 14 39.5珪 頁岩
62-3 62H 3 S-9 定形 m 32 25 8 6.4珪 酉呈

62-4 62H 5 S-22 II 9疇翠類 !Val 129 56 11 122.8ぅ 岩
62-5 62H 6 S-25 I! II 95 59 13 103 
62-6 62H IO S-48 f IIIb 101 70 33 312.7 
62-7 62H 11 S-53 皿c 95 61 40 231.2 I岩
62-8 62H 8 S-29 me 118 75 25 224.3砂岩
62-9 62H 9 S-34 Illb 171 118 48 881.8砂岩
62-10 62H 7 S-27 me 183 70 82 877砂岩
62-11 62H 4 S-1 me 129 83 56 601.8砂岩
64-1 64H 1 S-2 石 Id 37 16 5 2.4珪 頁岩
64-2 64H 2 S-8 石鏃 Id 36 15 5 2.2珪 自 去

64-3 64H 3 S-5 不 Ill 55.5 37 13 28.6珪 百呈

65-1 65H 1 <: ー A me 110 93 53 572.6砒

67-1 67H 3 IVal 211 84 14 269.5 • 67ー2 67H 4 Nb 91 108 34 509.5 
67-3 67H 2 S-6 Nb 190 116 32 722.7 
67-4 67H 5 illb 163 121 27 678.2砂岩
67-5 67H 1 S-3 illb 82 62 50 260.7砂岩 被熱

67-6 67H S-18 II b 129 123 52 1176.8砂岩
70-1 71H l 石 I b 25 14 3 1鉄石英
70-2 71H 3 石 N 25 28 6 4.2 珪質頁岩
70-3 71H 2 不 m 30.5 37 11 12.1 珪質頁岩
70-4 70H 8 石 ？ 31 15.5 4 1.9 珪質頁岩
70-4 71H 4 Na2 88.5 32 6 24 粘板岩
70-5 70H 6 石 IC 34 16 5 2.9珪 頁岩
70-6 70H 4 石 IC 25 16.5 5 1.9珪 頁岩
70-7 70H 3 石 IC 24 15 4 1.6珪 岩
70-8 70H 5 石 ？ 19 15.5 4 1.l珪 岩
70-9 70H 7 石 I b 42 17 5 3.3珪 姜

70-10 70H 1 不定形 I a 35 30 6 5.7珪 岩
70-11 70H 2 不定形 m 35 35 12 16.1珪 頁岩
70-12 70H ， 不定形 I b 4 17.5 3.5 珪 頁岩
70-13 70H 10 不定形 I a 14 12.5 1.5 珪 頁岩
70-14 70H 11 不定形 lb 17 27 珪 頁岩
70-15 70H 12 不定形 m 15 11 珪 頁岩
70-16 70H 13 不定形 ill 14.5 14 珪 貝岩
70-17 70H 14 不定形 m ， 7 1.5 珪 自岩
70-18 70H 15 不定形 m 6 7 2 珪 頁岩
70-19 70H 16 石刀？ 295 36 15 248粘 岩
70-20 70H 17 棒状石製品 180 165 12 52.4'£1: ：塩

73-1 73H 1 

半華””石鐵廉円状掃蹄器類類

II 116 56 14 117.8千 中呈

73-2 73H 2 ma 118 98 26 383.4安山岩
73-3 73H 4 I lll 67 '40 343.3安山岩
73-4 73H 3 Nal 120 llO 23 361.9 

韻粘珪珪珪板質質質岩頁頁頁料料樺76-63 76H 2 ？ 40 13 5 2.2 
76-64 76H 3 石 IC 37 16 6 2.9 
76-65 76H 4 石 t I b 44.5 18 6 4.9 
76-66 76H 5 石 i I b 25 17 3 1.3 
76-67 76H 1 不定形 I a 43 40 ， 17.2 
76-68 76H 6 不定形 I a 89 58 19 91 珪質頁岩
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2　土坑

第312号土坑(図51)

[位置]AT・U-39グリッドに位置する。

[確認]第Ⅶ層上面に第Ⅷ層(中掫浮石)の円形の広がりとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]平面形は円形であり、開口部直径は160cmである。

[覆土]6層に分層された。自然堆積の様相を呈する。1層は中掫浮石層を主体とする層である。

[壁]底面付近はほぼ垂直に立ち上がり、底からやや広がりながら開口する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]石鏃1点、不定形剥片石器が1点出土している。いずれも確認面からの出土である。2の側

縁の一部には刃こぼれ状の微細な剥離が看取された。また、覆土中からは礫が2点出土しているが、

人為的な加工痕や使用痕跡は見られなかった。また、5層上面から炭化物が出土している。放射性炭

素年代等の詳細は第Ⅵ章に記す。

[小結]中掫浮石層が覆土上層にかぶっているため中掫浮石降下以前(円筒下層a式以前)の土坑と

思われる。(茅野嘉雄)

第313号土坑(図51)

[位置]AW・X-35グリッドに位置する。

[確認]暗褐色土に黒色土の広がりとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]円形を呈し、直径は88cmである。

[覆土]2層に分層された。

[壁]壁は底面からやや広がりながら開口する。

[底面]概ね平坦である。

[施設]なし。

[遺物]土器片が数点出土している。石器は3点の出土である。1はおそらく石匙の欠損品である。

縦長剥片を素材としており、表面には器体中央部まで届くような長く平坦な調整剥離が施されている。

端部はやや尖り気味である。腹面には調整剥離は見られない。2は器体左側縁に連続的な調整剥離が

なされている。

[小結]縄文時代の土坑と思われるが性格等は不明。(茅野嘉雄)

第314号土坑(図51)

[位置]AX-35グリッドに位置する。

[確認]暗褐色土に黒褐色土の広がりとして確認した。

[重複]なし。

－81－

2 土坑

第312号士坑（図51)

［位置] AT・じー39グリッドに位置する，

［確認］第Vl1層上面に第珊層（中抑浮石）の円形の広がりとして確認した。

［重複］なしヅ

［平面形・規模］平面形は円形であり、間口部直径は160cmである。

［覆上] 6層に分層されだ。自然堆積の様相を呈する。 1層は中拇浮石層を主体とする層てある，、

［壁］底面付五はほほ畢直に立ち上がり、底からやや広かりなから開口するじ

［底面］ほぼ平坦である，3

［施設］なし

［遺物］石鏃 1点、小定形剥片石器が 1点出＋している 3 いすれも確認面からの出土である。 2の側

縁の一部には刃こぽれ状の微細な刻離が看取されtこまだ、覆上中からは礫が2点出上しているが、

人為的な加工痕や使用痕跡は見られなかった（また、 5層上面から炭化物が出土している。放射性炭

素年代等の詳細は第VI章に記すし

［小結］中揮浮石層か覆土上層にかぶっているため中揮浮石降下以前（円筒下層 a式以前）の土坑と

思われる。 （茅野嘉雄）

第313号土坑（図51)

［位懺] AW・X-35グリ、1 ドに位置する。

［確認］暗褐色土に黒色土の広がりとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規摸] FrJ形を呈し、直径は88cmである。

［覆上] 2層に分層されだ0

［壁］壁は底面からやや広がりながら開口する。

［底面］概ね平坦てある

［施設］なしc

［遣物］土器片か数点出十している 0 石器は 3点の出土である 0 1はおそらく石匙の欠損品である。

縦長剥片を素材としており、表面には器体中央祁まで届くような長く平坦な調整剥離が施されている。

端部はやや尖り気味である。腹面には調整剥離は見られない。 2は器体左側縁に連続的な調整剥離が

なされている。

［小結］縄文時代の土坑と思われるが性格等は不明。

第314号土坑（図51)

［位置] A X-35グリッドに位置する。

［確認］暗褐色土に黒褐色土の広がりとして確認した。

［重複］なし。
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[平面形・規模]直径約160cmの円形を呈する。

[覆土]5層に分層された。概ね自然堆積の様相を呈する。

[壁]壁は底面より約10～20cm残存しており、やや斜めに立ち上がる。

[底面]概ね平坦である。

[施設]なし。

[遺物]なし。

[小結]明確な時期は特定できない。(茅野嘉雄)

第315号土坑(図51)

[位置]AY-35グリッドに位置する。

[確認]暗褐色土に黒褐色土の広がりとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]直径約130cmの円形を呈する。

[覆土]3層に分層された。概ね自然堆積の様相を呈する。

[壁]壁は確認面から約40cm弱残存しており、ほぼ垂直に立ち上がっている。

[底面]概ね平坦である。

[施設]なし。

[遺物]覆土中から礫が出土しているが、明確な加工・使用痕跡は確認されなかった。

[小結]明確な時期は特定できない。(茅野嘉雄)

第316号土坑(図51)

[位置]AV-36・37グリッドに位置する。

[確認]第Ⅷ層(中掫浮石)上に黒色・円形の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]長軸160cm、短軸140の不整な円形である。

[覆土]3層に分層された。

[壁]底面より緩やかに斜めに立ち上がる。

[底面]南から北に向かって傾斜している。

[施設]なし。

[遺物]なし。

[小結]明確な時期は特定できない。(茅野嘉雄)

第318号土坑(図52・70)

[位置]BS-16グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面とも円形を呈する。

－82－

［平面形・規模］直径約160cmの円形を呈する。

［覆土] 5層に分層された。概ね自然堆積の様相を呈する。

［壁］壁は底面より約10-20cm残存しており、やや斜めに立ち上がる。

［底面］概ね平坦である。

［施設］なし。

［遺物］なし。

［小結］明確な時期は特定できない。

第315号土坑（図51)

［位置] A Y-35グリッドに位置する。

［確認］暗褐色土に黒褐色土の広がりとして確認した。

［重複］なし。・

［平面形・規模］直径約130cmの円形を呈する。

［覆土] 3層に分層された。概ね自然堆積の様相を呈する。

［壁］壁は確認面から約40cm弱残存しており、ほぽ垂直に立ち上がっている。

［底面］概ね平坦である。

［施設］なし。

［遺物］覆土中から礫が出土しているが、明確な加工・使用痕跡は確認されなかった。

（茅野嘉雄）

［小結］明確な時期は特定できない。 （茅野 嘉雄）

第316号土坑（図51)

［位置JA V-36・37グリッドに位置する。

［確認］第VIIl層（中揮浮石）上に黒色・円形の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］長軸160cm、短軸140の不整な円形である。

［覆土] 3層に分層された。

［壁］底面より緩やかに斜めに立ち上がる。

［底面］南から北に向かって傾斜している。

［施設］なし。

［遺物］なし。

［小結］明確な時期は特定できない。

第318号土坑（図52・70)

［位置] BS -16グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面とも円形を呈する。
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[規模]規模は開口部で100cm×98cm。底面は178cm×170cm。深さ111cmである。

[覆土]18層に分層された。第1・3・4・5・6層中に焼土を含む。

[壁・断面]壁は底面よりやや鋭角に立ち上がり、確認面より下部に括れを有するフラスコ形を呈す

 る。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]土器片が多数出土しているが、図示し得たのは11点である。石器は凹み石が1点出土してい

る。表裏両面に円形の敲打痕を2つもっている。また、側面には敲打による平坦面と凹みが看取され

 る。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

(佐々木雅裕)

第319号土坑(図52・70)

[位置]BV-15グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]円形を呈し長軸124cm×短軸113cm。深さ53cmである。

[覆土]7層に分層された。

[壁]壁は底面より緩やかに立ち上がる。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]土器片が数点出土しているが、図示し得たのは7点である。

[小結]縄文時代の土坑であるが性格等は不明。

(笹森一朗)

第320号土坑(図52・70)

[位置]BS・T－18グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]第323号土坑と重複しており、本土坑が先行する。

[平面形・規模]楕円形を呈するものと思われる。推定長軸150cm、短軸100cm、深さ20cmである。

[覆土]3層に分層された。第3層中に多量の炭化物が含まれる。

[壁]壁は底面より緩やかに立ち上がる。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]覆土1・2層中より土器片が数点出土している。円筒下層a式土器である。

[小結]縄文時代前期の土坑墓と思われる。

－83－

［規模］規模は開D部で100cmX 98cm。底面は178cmX 170cm。深さ111cmである。

［覆土] 18層に分層された 0 第1・3・4・5・6層中に焼上を含む。

［壁・断面］壁は底面よりやや鋭角に立ち上がり、確認面より下部に括れを有するフラスコ形を呈す

る。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

［遣物］上器片が多数出土しているが、図示し得たのは11点である。石器は凹み石が 1点出土してい

る。表裏両面に円形の敲打痕を 2つもっている。また、側面には敲打による平坦面と凹みが看取され

る。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状士坑である。

第319号上坑（図52・70)

［位置] B V-15グリッドに位置する 0

［確認］第w層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］円形を呈し長軸124cmX短軸113cm。深さ53cmである c

［覆土] 7層に分層された。

［壁］壁は底面より緩やかに立ち上がる。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］土器片が数点出土しているが、図示し得たのは 7点てある。

［小結］縄文時代の土坑であるが性格等は不明0

第320号土坑（図52・70)

［位置] BS・T-18グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］第323号土坑と重複しており、本土坑が先行する。

（佐々木雅裕）

（笹森一朗）

［平面形・規模］楕円形を呈するものと思われる。推定長軸150cm、短軸100cm、深さ20cmである。

［覆土] 3層に分層された。第 3層中に多量の炭化物が含まれる。

［壁］壁は底面より緩やかに立ち上がる。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］覆土1・2層中より土器片が数点出土している。円筒下層 a式土器である。

［小結］縄文時代前期の土坑墓と思われる。
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第321号土坑（図52)

［位置] BU・V-14グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］第327号土坑と重複しているが新旧関係は不明。

［平面形規模］楕円形を呈し、長軸136cm、推定短軸90cm。深さ28cmである。

［覆土J6層に分層された。

［壁・ 断面］壁は底面より緩やかに立ち上がる。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］縄文土器の細片が出土している。

［小結］縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期、性格等は不明。

第322号土坑（図52)

［位置] B Q-19・20グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面とも円形を呈する。

［規模］開口部で102cmX80cm。底面は166cmX 160cm。深さ77cmである。

［覆土] 8層に分層された。第 5層中に多量の焼士を含む。

［壁・断面］壁は底面より鋭角的に立ち上が、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

（笹森一朗）

［遺物］第4・5層中よりほぼ 1個体分の深鉢形土器が出土している。焼土中から炭化物・骨粉が出土

している。石器類は 3点出土している。 1は周縁に浅い角度の調整剥離が連続的に施される。縦長剥

片を素材としており、バルブの部分は端部からの調整剥離により除去されている。 3は長円形の礫の

長軸両端を片側からの剥離により打ち欠きその後左側縁に表面からの調整剥離を施し、機能面を作出

している。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第323号土坑（図52・71)

［位置] BS・T-18グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］第320号土坑と重複しており、本土坑の方が後出する。

［平面形］開口部は及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で114cmX 100cm。底面ぱ230cmX 222cm。深さ170cmである。
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[覆土] 27層に分層された。第2・6・11・14層中に焼土、第3・13・19層中に炭化物を多量に含む。

[壁・断面]壁は底面より鋭角的に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面中央部に深さ14cmの円形の小ピットが検出された。

[遺物]第16層中より土器片が多量に出土している。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第324号土坑(図53・72・73)

[位置]BT・U-17・18グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部は不整の円形、底面は円形を呈する。

[規模]開口部で122cm×110cm。底面は224cm×196cm。深さ154cmである。

[覆土]20層に分層された。

[壁・断面]壁は底面よりやや鋭角的に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]多少凸凹して、西側から東側にかけて傾斜している。

[施設]なし。

[遺物]第3層中より土器片が出土している。石器は6点出土している。1～3は不定形剥片石器で

ある。4は器体右側縁からの大きな剥離によりできた側縁の稜線上に使用の痕跡が見られる。5は断

面台形状で角の取れた礫の直線的な側縁をスリ面として使用している。6は器体の端部付近に敲打痕

を持っている。

[小結]縄文時代の前期のフラスコ状土坑である。

第325号土坑(図53・74・75)

[位置]BU・V－17グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で112cm×106cm。底面は258cm×256cm。深さ254cmである。

[覆土]25層に分層された。第18層中に多量の炭化物を含む。

[壁・断面]壁は底面よりやや鋭角的に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]第17層中より土器が多量に出土している。第3a層中より歯、第23層中より骨片・歯、第22

層中より骨片、第24層中より骨片が出土している。1～5は不定形石器である。器体側縁の一部に連

続的な調整剥離を施している。3は縦長剥片の端部に腹面から急斜な剥離が連続的に施される、エン

ドスクレイパー様の石器である。6は六角柱状摂理の角柱礫の端部に擦痕が看取されるものである。

－85－

［覆土] 27層に分層された，：，第2・6・11・14層中に焼士、第3・13・19層中に炭化物を多量に含む。

［壁・断面］壁は底面より鋭角的に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である C

［施設］底面中央部に深さ14cmの円形の小ピソトが検出された。

［遣物］第16層中より土器片が多贔に出土している c

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第324号士坑（図53・72・73)

［位置] BT·U~17·18 グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認したc

［重複］なし。

［平面形］開口部は不整の円形、底面は円形を呈するて］

［規模］開口部で122cmX 110cm。底面は224cmX 196cm。深さ154cmである。

［覆士] 20層に分層された。

［壁・断面］壁は底面よ IJやや鋭角的に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］多少凸凹して、西側から東側にかけて傾斜している。

［施設］なし。

［遺物］第 3層中より土器片が出土している。石器は 6点出土している。 1-3は不定形剥片石器で

ある。 4は器体右側縁からの大きな条lj離によりできた側縁の稜線上に使用の痕跡が見られる。 5は断

面台形状で角の取れた礫の直線的な側縁をスリ面として使用している 0 6は器体の端部付近に敲打痕

を持っている。

［小結］縄文時代の前期のフラスコ状士坑である 0

第325号上坑（図53・74・75)

［位置] BU・V-17グリソドに位置する。

［確認］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なしゞ

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で112cmX 106cm。底面は258cmX 256cm。深さ254cmである。

［覆土]25層に分層された。第18層中に多量の炭化物を含む。

［壁・断面］壁は底面よりやや鋭角的に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］第17層中より土器が多量に出土している。第3a層中より歯、第23層中より骨片・歯、第22

層中より骨片、第24層中より骨片が出土している。 1-5は不定形石器である。器体側縁の一部に連

続的な調整剥離を施している。 3は縦長剥片の端部に腹面から急斜な剥離が連続的に施される、エン

ドスクレイパー様の石器である。 6は六角柱状摂理の角柱礫の端部に擦痕が看取されるものである。
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擦痕は表面がつるつるした状態であり、裏面から表面に向かって片減りのため傾斜している。7は半

円状打製石器である。半円状の側縁には剥離は見られない。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第326号土坑(図54・75)

[位置]BX・Y-15グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で96cm×80cm。底面は164cm×156cm。深さ160cmである。

[覆土]12層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]第7層中より土器が多量に出土している。石器は石鏃が1点、半円状扁平打製石器が1点、

磨製石斧の基部が1点出土している。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第327号土坑(図52)

[位置]BU・V-15グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で色土の落ち込みとして確認した。

[重複]第321号土坑と重複しているが新旧関係は不明。

[平面形・規模]ほぼ円形を呈するものと思われる。推定長軸90cm、推定短軸80cm、深さ35cmである。

[覆土]4層に分層された。

[壁・断面]壁は底面より緩やかに立ち上がる。断面は箱形を呈する。

[底面]平坦である。

[施設]なし。

[遺物]縄文土器の細片が出土している。

[小結]縄文時代の土坑であるが性格等は不明。

第328号土坑(図54・76)

[位置]BQ・R-16グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で104cm×93cm。底面は234cm×234cm。深さ173cmである。

[覆土]19層に分層された。第12層中に焼土を含む。
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擦痕は表面がつるつるした状態であり、裏面から表面に向かって片減りのため傾斜している。 7は半

円状打製石器である。半円状の側縁には剥離は見られない。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第326号土坑（図54・75)

［位置] BX・Y -15グリッドに位置する。

［確認］第N層上面て黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし，ノ

［平面形］開口部及び底面は円形を星する。

［規模］開口部で96cmX80cmヽ ，底面は164cmX 156cm。深さ160cmである。

［覆土] 12層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぽ平担である。

［施設］なし。

［遺物］第 7層中より土器が多量に出土している。石器は石鏃が 1点、半円状扁平打製石器が 1点、

靡製石斧の基部が 1点出士している。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第327号土坑（図52)

［位罹] BU・V-15グリッドに位置する c

［確認］第w層上面で色土の落ち込みとして確認した。

［重複］第321号土坑と重複しているが新旧関係は不明。

［平面形・ 規模］はぼ円形を呈するものと思われる，、推定長軸90cm、推定短軸80cm、深さ35cmである。

［覆士] 4層に分層されだ。

［壁・断面］壁は底面より緩やかに立ち上がる。断面は箱形を呈する。

［底面］平坦である。

［施設］なし。

［遣物］縄文土謡の細片が出上している。

［小結］縄文時代の土坑であるが性格等は不明。

第328号土坑（図54・76)

［位置] B Q・R-16グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で104cmX93cm。底面は234cmX 234cm。深さ173cmである。

［覆土]19層に分層された。第12層中に焼土を含む。

- 86 -



[壁・断面]壁は底面やや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]土器片及び剥片が2点出土している。1・2は剥片の端部にやや急角度な調整剥離が施され

ている、いわゆるエンドスクレイパーの刃部の一部である。3はやや扁平な楕円形の礫の側縁を両面

からの剥離により機能面を作出している。機能面にはスリ痕が看取される。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第329号土坑(図54)

[位置]BT-16グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は楕円形を呈する。

[規模]開口部で105cm×75cm。底面は130cm×98cm。深さ50cmである。

[覆土]9層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]遺物は出土していない。

[小結]縄文時代のフラスコ状土坑と思われる。

第330号土坑(図55・76)

[位置]BT-17グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[規模]開口部で88cm×82cm。底面は193cm×182cm。深さ140cmである。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[覆土]19層に分層された。第18層中に多量の炭化物を含む。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]底部を欠失する土器及び石器類が出土している。1は断面三角形の礫の一側縁に平坦なスリ

面が看取されるものである。2は左右側縁と下端側縁を調整剥離と敲打によって形作っている。上端

側縁には敲打痕は見られず、浅い角度の剥離により刃部断面が鋭角に作出されている。3は凹み石で

ある。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。
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［壁・断面］壁は底面やや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］土器片及び剥片が2点出土している。 1・2は剥片の端部にやや急角度な調整剥離が施され

ている、いわゆるエンドスクレイパーの刃部の一部である。 3はやや扁平な楕円形の礫の側縁を両面

からの剥離により機能面を作出している。機能面にはスリ痕が看取される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第329号土坑（図54)

［位置] B T-16グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は楕円形を呈する。

［規模］開口部で105cmX75cm。底面は130cmX98cm。深さ50cmである。

［覆土] 9層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は出土していない。

［小結］縄文時代のフラスコ状土坑と思われる。

第330号土坑（図55・76)

［位置] BT-17グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［規模］開口部で88cmX82cm。底面は193cmX 182cm。深さ140cmである。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［覆土]19層に分層された。第18層中に多量の炭化物を含む。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］底部を欠失する土器及び石器類が出土している。 1は断面三角形の礫の一側縁に平坦なスリ

面が看取されるものである。 2は左右側縁と下端側縁を調整剥離と敲打によって形作っている。上端

側縁には蔽打痕は見られず、浅い角度の剥離により刃部断面が鋭角に作出されている。 3は凹み石で

ある。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。
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第332号土坑（図54・76)

［位置] BQ・R-19グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で162cmX 162cm。底面は170cmX 158cm。深さ25cmである。

［覆土J3層に分層された。

［壁・断面］壁は北側が底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］覆土中より土器片が2点出土している。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状士坑と思われる。

第333号土坑 （図55・77)

［位置] BP-20・21グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で130cmX 127cm。底面は208cmX 190cm。深さ112cmである。

［覆土]20層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾して立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は完形個体が 1点及び土器片が出土している。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第334号土坑 （屈56・77)

［位置] BO・P-21グリッドに位置する。

［確認］第IV層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］不整な円形を呈する。開口部で187cm X 156cm。底面は168cmX 138cm。深さ34cmであ

る。

［覆土] 9層に分層された。

［壁］壁は底面からやや急に立ち上がる。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］土器片が 2点出土している。
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[小結]縄文時代の土坑と思われるが詳細な時期は不明。

第335号土坑(図56・77)

[位置]BM・N-22グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で122cm×106cm。底面は190cm×180cm。深さ180cmである。

[覆土]22層に分層された。第6・19層中に多量の炭化物を含む。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面中央に深さ10cmの円形の小ピットを検出した。

[遺物]底面から胴部上半を欠失する土器が出土している。石器類は不定形石器が1点出土している。

下半部は欠損している。両側縁には角度の浅い調整剥離が連続的に施され、先端を先鋭に仕上げてい

 る。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第336号土坑(図56)

[位置]BZ・CA-19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]隅丸長方形を呈し、長軸118cm、短軸107cm、深さ20cmである。

[覆土]3層に分層された。第1層中に焼土を多量に含む。

[壁]壁は底面からやや急に立ち上がる。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]遺物は出土していない。

[小結]縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第337号土坑(図56)

[位置]BY-17・18グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]円形を呈するものと思われる。推定長軸110cm、短軸110cm、深さ45cmである。

[覆土]5層に分層された。

[壁]壁は底面からやや急に立ち上がる。

[底面]ほぼ平坦である。
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［小結］縄文時代の土坑と思われるが詳細な時期は不明。

第335号土坑（図56・77)

［位置] BM・N-22グリ，J ドに位置する。

［確認］第w層上面で賠褐色士の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で122cmX 106cm。底面は190cmX 180cm c 深さ180cmである。

［覆土] 22層に分層された 0 第 6・19層中に多量の炭化物を含む。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぱ平坦である c

［施設］底面中央に深さ10cmの円形の小ピノトを検出した。

［遺物］底面から胴部上半を欠失する土器が出土している。石器類は不定形石器が 1点出土している。

下半部は欠捐している。両側緑には角度の浅い調整剥離が連続的に施され、先靖を先鋭に仕上げてい

る。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第336号土坑（図56)

［位置] B Z・C A-19グリソドに位置する。

［確詔］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］隅丸長方形を呈し、長軸118cm、短軸107cm、深さ20cmである。

［覆土] 3層に分層されだ 0 第 1層中に焼土を多量に含む。

［壁］壁は底面からやや急に立ち上がる 0

［底面］ほぼ平坦である c

［施設］なし。

［遺物］遺物は出土していない。

［小結］縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第337号土坑（図56)

［位置] B Y-17・18グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］円形を呈するものと思われる。推定長軸110cm、短軸100cm、深さ45cmである。

［覆土] 5層に分層された。

［壁］壁は底面からやや急に立ち上がる。

［底面］ほぼ平坦である。
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[施設]なし。

[遺物]遺物は出土していない。

[小結]縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第338号土坑(図56）

[位置]BX-17・18グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]楕円形を呈する。長軸166cm、短軸130cm、深さ50cmである。

[覆土]10層に分層された。

[壁]壁は底面から急に立ち上がる。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]遺物は出土していない。

[小結]縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第339号土坑(図57・78)

[位置]BS-16・17グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で115cm×104cm。底面は197cm×185cm。深さ180cmである。

[覆土]27層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]中央部に向かってやや傾斜している。

[施設]なし。

[遺物]遺物は土器片が多量に、石器類も出土している。覆土下層より炭化物・骨片が出土している。

1・2は側縁に平坦なスリ面を持つものである。2は直線的な側縁と半円状の側縁両方に両面からの

調整剥離が看取される。直線的な側縁には平坦なスリ面が看取され、半円状の側縁には敲打痕が看取

される。また、器体中央部には長軸方向に帯状の敲打痕が看取される。この痕跡は上端の抉り状の調

整剥離の部分まで続いている。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第340号土坑(図57・79)

[位置]BY-20グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。
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［施設］なし。

［遺物］遺物は出土していない。

［小結］縄文時代の士坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第338号土坑（図56)

［位置] BX -17・18グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒色上の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］楕円形を呈する。長軸166cm、短軸130cm、深さ50cmである。

［覆土] 10層に分層された。

［壁］壁は底面から急に立ち上がる。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は出土していない。

［小結］縄文時代の士坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第339号土坑（図57・78)

［位置] BS-16・17グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒褐色士の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で115cmX 104cm。底面は197cmX 185cm。深さ180cmである。

［覆士]27層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］中央部に向かってやや傾斜している。

［施設］なし。

［遺物］遺物は土器片が多量に、石器類も出上している。覆土下層より炭化物・骨片が出土している。

1・2は側縁に平坦なスリ面を持つものである。 2は直線的な側緑と半円状の側縁両方に両面からの

調整剥離か看取される。直線的な側縁には平坦なスリ面が看取され、半日状の側縁には敲打痕が看取

される。また、器体中央部には長軸方向に帯状の敲打痕が看取される。この痕跡は上端の挟り状の調

整剥離の部分まで続いている。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第340号土坑（図57・79)

［位置] B Y-20グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。
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[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開ロ部で198cm×194cm。底面は190cm×190cm。深さ206cmである。

[覆土]33層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]覆土第3層中より土器片が多量に出土している。完形個体は1点出土している。

こ小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第341号土坑(図58・80・81)

[位置]BW・X-20グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で205cm×186cm。底面は210cm×210cm。深さ166cmである。

[覆土]25層に分層された。第9・10・17層中に焼土の混入が認められる。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]遺物は完形個体が4点、底部を欠失する土器が1点出土している他、土器片及び石器類が多

量に出土している。また、覆土中より骨片、炭化クルミが出土している。1は器体周縁に腹面からの

急斜で足の長い調整剥離が施されている。いわゆるラウンドスクレイパーである。分厚い剥片を素材

としており、背面には自然面が一部残っている。下端部側縁はやや嘴状に作出されている。3～5は

器体側縁に平坦で幅の広いスリ面を持っている。3はスリ面と反対側の側縁を両面からの剥離により

半円状に作り出している。4と5は同一個体であり、接合した。厚手の楕円礫の側縁に幅広のスリ面

が看取される。また、折れ面には側面スリ面側に明瞭な使用痕跡(スリ)が2点共に看取される。こ

れらのスリ面は折損以前のスリ面と比べると表面がかなり滑らかである。6は欠損品であるため全体

形状は不明である。しかし器体両側縁には表裏両面から急斜な角度で調整剥離が施されており、さら

に敲打により稜線が叩きつぶされていることが看取された。何かの基部の可能性を示唆しておく。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第342号土坑(図58)

[位置]BY・Z-19・20グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]長円形を呈する。長軸206cm、短軸140cm、深さ112cmである。

[覆土]10層に分層された。
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［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で198cmX 194cm。底面は190cmX 190cm。深さ206cmである。

［覆土]33層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］覆土第 3層中より土器片が多量に出土している。完形個体は 1点出土している。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第341号土坑（図58・80・81)

［位置] BW・X-20グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で205cmX 186cm。底面は210cmX 210cm。深さ166cmである。

［覆土]25層に分層された。第9・10・17層中に焼土の混入が認められる。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は完形個体が4点、底部を欠失する土器が 1点出土している他、土器片及び石器類が多

量に出土している。また、覆土中より骨片、炭化クルミが出土している。 1は器体周縁に腹面からの

急斜で足の長い調整剥離が施されている。いわゆるラウンドスクレイパーである。分厚い剥片を素材

としており、背面には自然面が一部残っている。下端部側縁はやや嘴状に作出されている。 3~5は

器体側縁に平坦で幅の広いスリ面を持っている。 3はスリ面と反対側の側縁を両面からの剥離により

半円状に作り出している。 4と5は同一個体であり、接合した。厚手の楕円礫の側縁に幅広のスリ面

が看取される。また、折れ面には側面スリ面側に明瞭な使用痕跡（スリ）が2点共に看取される。こ

れらのスリ面は折損以前のスリ面と比べると表面がかなり滑らかである。 6は欠損品であるため全体

形状は不明である。しかし器体両側縁には表裏両面から急斜な角度で調整剥離が施されており、さら

に敲打により稜線が叩きつぶされていることが看取された。何かの基部の可能性を示唆しておく。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第342号土坑（図58)

［位置] BY・Z-19・20グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］長円形を呈する。長軸206cm、短軸140cm、深さ112cmである。

［覆土]10層に分層された。
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[壁]壁は底面からやや急に立ち上がる。

[底面]凸凹している。

[施設]なし。

[遺物]遺物は出土していない。

[小結]縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第343号土坑(図56)

[位置]BX・Y-17グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で第337・338号土坑として確認した。

[重複]第337・338号土坑と重複しているが判明したが、新旧関係は不明。

[平面形・規模]楕円形を呈するものと思われる。推定長軸155cm、推定短軸112cm、深さ50cmである。

〔覆土]分層できなかった。

[壁・断面]壁は底面からやや急に立ち上がり、断面は箱形を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]遺物は出土していない。

[小結]縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第344号土坑(図58・82)

[位置]BM・N-19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で174cm×152cm。底面は235cm×215cm。深さ74cmである。

[覆土]40層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面中央に深さ17cmの円形の小ピットが検出された。

[遺物]遺物は土器片が出土しているが、図示し得たのは3点である。1は地文斜縄文に2条の側面

圧痕が施文される。2は羽状縄文が施文される。3は斜縄文である。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第345号土坑(図59・82)

[位置]BM・N-18・19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。
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［壁］壁は底面からやや急に立ち上がる。

［底面］凸凹している。

［施設］なし。

［遺物］遺物は出土していない。

［小結］縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第343号土坑（図56)

［位置] BX•Y-17グリッドに位置する。

［確認］第N層上面で第337・338号土坑として確認した。

［重複］第337・338号土坑と重複しているが判明したが、新旧関係は不明。

［平面形・規模］楕円形を呈するものと思われる。推定長軸155cm、推定短軸112cm、深さ50cmである。

［覆土］分層できなかった。

［壁・断面］壁は底面からやや急に立ち上がり、断面は箱形を呈する。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は出土していない。

［小結］縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第344号土坑（図58・82)

［位置] BM・N-19グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で174cmX152cm。底面は235cmX215cm。深さ74cmである。

［覆土]40層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］底面中央に深さ17cmの円形の小ピットが検出された。

［遺物］遺物は土器片が出土しているが、図示し得たのは 3点である。 1は地文斜縄文に 2条の側面

圧痕が施文される。 2は羽状縄文が施文される。 3は斜縄文である。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第345号土坑（図59・82)

［位置] BM・N-18・19グリッドに位置する。

［確認］第1V層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。
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[規模]開口部で141cm×132cm。底面は220cm×220cm。深さ90cmである。

[覆土]62層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや鋭角的に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]遺物は土器片が出土しているが、図示し得たのは4点である。1は口縁部片。幅広の口縁部

に縦・横・斜位の側面圧痕が施文される。2・3も口縁部片。2は無文で、胎土に金雲母を多量に含

んでいる。3は側面圧痕が施文される。4は口縁及び胴部上半を欠失する。胴部には撚糸文が施文さ

れる。

[小結]縄文時代のフラスコ状土坑である。

第346号土坑(図59・82)

[位置]BL-17・18グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面でにぶい黄橙色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で200cm×166cm。底面は195cm×185cm。深さ56cmである。

[覆土]29層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面中央に深さ7cmの楕円形の小ピットが検出された。

[遺物]遺物は土器片が出土しているが、図示し得たのは1点である。1は口縁下部に太めの側面圧

痕を施し、幅広の口縁部に横・斜位の側面圧痕を施す

[小結]縄文時代のフラスコ状土坑である。

第348号土坑(図59・82・83・101)

[位置]BL-19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で118cm×103cm。底面は250cm×238cm。深さ120cmである。

[覆土]16層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面中央に深さ15cmの円形の小ピットが検出された。

[遺物]遺物は完形個体が1点、土器片・剥片石器類が出土している。1は1は石鏃であるが、先端

部が錐状に突起しており石錐の可能性もある。2は縦長剥片の一側縁に浅い角度の調整剥離が連続的
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［規模］開口部で141cmX 132cm。底面は220cmX 220cm。深さ90cmである。

［覆土] 62層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや鋭角的に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

［逍物］遺物は土器片が出上しているが、図示し得たのは 4点である C 1は口縁郭片。幅広の口縁部

に縦・横・斜位の側面圧痕が施文される。 2・3も口縁部片。 2は無文で、胎士に金雲母を多星に含

んでいる 0 3は側面圧痕が施文される。 4は口縁及び胴部上半を欠失する。胴部には撚糸文が施文さ

れる。

［小結］縄文時代のフラスコ状土坑であるこ

第346号土坑（図59・82)

［位置] BL -17・18グリッドに位置する。

［確認］第w層上面でにぶい黄橙色士の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で200cmX 166cm。底面は195cmX 185cm。深さ56cmである。

［覆士]29層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］底面中央に深さ 7cmの楕円形の小ピソトが検出された。

［遺物］遺物は土器片が出土しているが、図示し得たのは 1点である。 1は口縁下部に太めの側面圧

痕を施し、幅広の口縁部に横・斜位の側面圧痕を施す

［小結］縄文時代のフラスコ状土坑である。

第348号土坑（図59・82・83・101)

［位置] BL -19グリソドに位置する。

［確認］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で118cmX 103cm。底面は250cmX 238cm。深さ120cmである。

［覆土] 16層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］底面中央に深さ15cmの円形の小ピットが検出された。

［遺物］遺物は完形個体が 1点、土器片・剥片石器類が出土している。 1は1は石鏃であるが、先端

部が錐状に突起しており石錐の可能性もある。 2は縦長剥片の一側縁に浅い角度の調整剥離が連続的
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に施されている。4・5は楕円礫の一側縁を敲打と両面からの剥離により弧状に仕上げており、他の

側縁にはスリによる平坦面が看取される。2点は接合しており、それぞれの折れ面には側縁スリ面側

に使用痕が看取される。6は扁平な楕円礫の一側縁に両面からの調整剥離を施している。側面稜線に

はスリ痕が看取される。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第349号土坑(図60・84)

[位置］BL・M-19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で210cm×180cm。底面は247cm×230cm。深さ124cmである。

[覆土]33層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面中央に深さ10cmの円形の小ピットが検出された。

[遺物]図示し得た遺物は略完形個体を含めて9点。1は底部を欠失する深鉢形土器。口縁部には結

節回転文と側面圧痕が施文される。胴部は上位から中位にかけて結節回転及び斜縄文が施文され、下

位には羽状縄文が施文される。2も底部を欠失する。口縁部は多軸絡条体の側面圧痕が施文され、胴

部には多軸絡条体が縦位施文される。3は底部付近。胴部には羽状縄文が施文される。4は口縁及び

胴部の一部を欠失する。口縁部は側面圧痕が施され、胴部は羽状縄文が施文される。5は口縁部の一

部を欠失する小型の深鉢形土器。口縁部は側面圧痕が施され、胴部は羽状縄文が施文される。6～9

は口縁部片。6は側面圧痕を施した後羽状縄文を施文している。7・8は側面圧痕が施文される。9

は口縁部に単軸絡条体を横位施文し、胴部は木目状撚糸文が施文される。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第350号土坑(図60)

[位置]BL・M-17・18グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で192cm×180cm。底面は240cm×220cm。深さ120cmである。

[覆土]56層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面中央に深さ7cmの円形の小ピットが検出された。

[遺物]遺物は剥片が出土している。
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に施されている。 4・5は楕円礫の一側縁を敲打と両面からの剥離により弧状に仕上げており、他の

側縁にはスリによる平坦面が看取される。 2点は接合しており、それぞれの折れ面には側縁スリ面側

に使用痕が看取される。 6は扁平な楕円礫の一側縁に両面からの調整剥離を施している。側面稜線に

はスリ痕が看取される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第349号土坑（図60・84)

［位置] BL・M-19グリッドに位置する。

［確認］第N層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で210cmX 180cm。底面は247 cm X 230cm。深さ124cmである。

［覆土]33層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］底面中央に深さ10cmの円形の小ピットが検出された。

［遺物］図示し得た遺物は略完形個体を含めて 9点。 1は底部を欠失する深鉢形土器。口縁部には結

節回転文と側面圧痕が施文される。胴部は上位から中位にかけて結節回転及び斜縄文が施文され、下

位には羽状縄文が施文される。 2も底部を欠失する。口縁部は多軸絡条体の側面圧痕が施文され、胴

部には多軸絡条体が縦位施文される。 3は底部付近。胴部には羽状縄文が施文される。 4は口縁及び

胴部の一部を欠失する。口縁部は側面圧痕が施され、胴部は羽状縄文が施文される。 5は口縁部の一

部を欠失する小型の深鉢形士器。口縁部は側面圧痕が施され、胴部は羽状縄文が施文される。 6-9

は口縁部片。 6は側面圧痕を施した後羽状縄文を施文している。 7・8は側面圧痕が施文される。 9

は口縁部に単軸絡条体を横位施文し、胴部は木目状撚糸文が施文される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状士坑である。

第350号土坑（図60)

［位置] BL•M-17·18グリソドに位置する。

澤認］第W層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で192cmX 180cm。底面は240cmX 220cm。深さ120cmである。

［覆土]56層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］底面中央に深さ 7cmの円形の小ピットが検出された。

［遺物］遺物は剥片が出上している。
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[小結]縄文時代のフラスコ状土坑である。

第354号土坑(図61)

[位置]BN-19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]第355号土坑と重複しており、本土坑が後出する。

[平面形・規模]ほぼ円形を呈する。長軸156cm、短軸130cm、深さ7cmである。

[覆土]8層に分層された。

[壁]壁は底面から緩やかに立ち上がる。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面東側に深さ8cmの小ピットを検出した。

[遺物]出土していない。

[小結]縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第355号土坑(図61)

[位置]BN-19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]第354号土坑と重複しているが、本土坑の方が先行する。

[平面形・規模]不整な円形を呈するものと思われる。推定長軸156cm、短軸120cm、深さ15cmである。

[覆土]10層に分層された。

[壁]壁は底面からやや急に立ち上がる。

[底面］ほぼ平坦である。

［施設]なし。

[遺物]遺物は出土していない。

[小結]縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第356号土坑(図61)

[位置]BN-19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複］第355号土坑と重複しているが、新旧関係は不明。

[平面形・規模]楕円形を呈するものと思われる。推定長軸112cm、推定短軸82cm、深さ15cmである。

[覆土]4層に分層された。

[壁]壁は底面から急に立ち上がる。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]遺物は出土していない。

[小結］縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。
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［小結］縄文時代のフラスコ状土坑である。

第354号土坑（図61)

［位置] BN-19グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］第355号土坑と重複しており、本土坑が後出する。

［平面形・規模］ほぼ円形を呈する。長軸156cm、短軸130cm、深さ 7cmである。

［覆土] 8層に分層された。

［壁］壁は底面から緩やかに立ち上がる。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］底面東側に深さ 8cmの小ピットを検出した。

［遺物］出土していない。

［小結］縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第355号土坑（図61)

［位置] BN-19グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］第354号土坑と重複しているが、本土坑の方が先行する。

［平面形・規模］不整な円形を呈するものと思われる。推定長軸156cm、短軸120cm、深さ15cmである。

［覆土]10層に分層された。

［壁］壁は底面からやや急に立ち上がる。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は出土していない。

［小結］縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第356号土坑（図61)

［位置] B N-19グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］第355号土坑と重複しているが、新旧関係は不明。

［平面形・規模］楕円形を呈するものと思われる。推定長軸112cm、推定短軸82cm、深さ15cmである。

［覆土] 4層に分層された。

［壁］壁は底面から急に立ち上がる。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は出土していない。

［小結］縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。
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第357号土坑(図61)

[位置]BN-19グリッドに位置する。

[確認］第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形・規模]ほぼ円形を呈する。開口部で147cm×135cm。底面は137cm×130cm。深さ13cmである。

[覆土]4層に分層された。

[壁]壁は底面から緩やかに立ち上がる。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設］なし。

[遺物]底面から礫が4点出土している。

[小結]縄文時代の土坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明。

第358号土坑(図60)

[位置]BN-19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で158cm×134cm.。底面は146cm×142cm。深さ26cmである。

[覆土]39層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気昧に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面中央に深さ7cmの小ピットを検出した。

[遺物]図示し得るような遺物は出土していない。

[小結]縄文時代のフラスコ状土坑と思われる。

第361号土坑(図61・85)

[位置]BO-20グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で106cm×100cm。底面は180cm×180cm。深さ86cmである。

[覆土]39層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面中央から深さ12cmの小ピットが検出された。

[遺物]図示し得た土器片は2点。1は口縁部破片。口縁部には結節回転文が施文される。口縁下部

の隆帯を欠失する。2も口縁部破片。口縁部は2本1対の側面圧痕が施され、上端部には斜縄文が施

－96－

第357号上坑（図61)

［位置] B N -19グリソドに位置する。

［確認］第w層上面で陪褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］ほぼ円形を呈する。開口部で147cmX 135cm。底面は137cm X 130cm, 深さ13cmである。

［覆土] 4層に分層されたぐ

［壁］壁は底面から緩やかに立ち上がる。

［底面］ほぼ平坦である、）

［施設］なし c

［遺物］底面から礫が4点出土している、）

［小結l縄文時代の士坑と思われるが、詳細な時期・性格は不明0

第358号土坑（図60)

［位慨] B N -19グリソドに位置する。

［確認］第W層上面で褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なしじ

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部て158cmX 134cm、)底面は146cmX 142cm。深さ26cmである。

［覆土] 39層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する，）

［底面］ほぽ平坦である c

［施設］底面中央に深さ 7cmの小ピノトを検出しだ。

［遣物］図示し得るような遺物は出土していない。

［小結］縄文時代のフラスコ状土坑と思われる。

第361号土坑〔図61・85)

［位置] B 0-20グリッドに位置する，万

［確詔］第w層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開D部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で106cmX 100cm。底面は180cmX 180cm。深さ86cmである。

［覆土]39層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］底面中央から深さ12cmの小ピットが検出された。

［遺物］図示し得た土器片は 2点。 1は口縁部破片。口縁部には結節回転文が施文される。口縁下部

の隆帯を欠失する。 2も口縁部破片。口縁部は 2本1対の側面圧痕が施され、上端部には斜縄文が施
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される。口縁下部の微隆帯上に棒状施文具による斜方向からの刺突が施される。胴部は結節の斜縄文。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第362号土坑(図62・85)

[位置]BO-19・20グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で110cm×98cm。底面は210cm×204cm。深さ127cmである。

[覆土]28層に分層された。

[壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面］ほぼ平坦である。

[施設］なし。

[遺物]図示し得た土器片は3点。3点共同一個体と思われる。口縁部には側面圧痕が施文され条間

に円形刺突も施文される。口縁下部の微隆帯上に棒状工具による斜方向からの連続刺突が施される。

[小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第363号土坑(図55・85)

[位置]BO・P-20グリッドに位置する。

［確認]第Ⅳ層上面で色土の落ち込みとして確認した。

[重複]第333号土坑と底部で一部分重複しているが、新旧関係は不明である。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で86cm×74cm。底面は223cm×214cm。深さ148cmである。

[覆土]29層に分層された。第20層中に焼土を含む。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]遺物は土器片及び剥片石器が1点出土している。1は略完形の深鉢形土器。口縁部には単軸

絡条体の側面圧痕が2条施文される。胴部は結束の羽状縄文。2～5は口縁部片。2は波状を呈し、

地文斜縄文に結節回転文を施文する。口唇部には斜方向からの刺突が施される。3～5も地文斜縄文

に結節回転文が施文され、4は裏面にも斜縄文が施文される。6～8も口縁部片。6は羽状縄文に側

面圧痕が施文され、ロ唇部に斜縄文が施文される。7は2本1対の側面圧痕の条問に連続の円形刺突

が施文される。8は内面に波状の隆帯が貼付される。9は完形の鉢形土器。口縁部には2種類の側面

圧痕が施文される。胴部には羽状縄文が施される。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。
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される。口縁下部の微隆帯上に棒状施文具による斜方向からの刺突が施される。胴部は結節の斜縄文。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第362号土坑（図62・85)

［位置] B 0-19・20グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で110cmX98cm。底面は210cmX 204cm。深さ127cmである。

［覆土]28層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］図示し得た土器片は 3点。 3点共同一個体と思われる。口縁部には側面圧痕が施文され条間

に円形刺突も施文される。口縁下部の微隆帯上に棒状工具による斜方向からの連続刺突が施される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第363号土坑（図55・85)

［位置] BO・P-20グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で色土の落ち込みとして確認した。

［重複］第333号土坑と底部で一部分重複しているが、新旧関係は不明である。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で86cmX74cm。底面は223cmX 214cm。深さ148cmである。

［覆土]29層に分層された。第20層中に焼土を含む。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は土器片及び剥片石器が 1点出土している。 1は略完形の深鉢形土器。口縁部には単軸

絡条体の側面圧痕が 2条施文される。胴部は結束の羽状縄文。 2-5は口縁部片。 2は波状を呈し、

地文斜縄文に結節回転文を施文する。口唇部には斜方向からの刺突が施される。 3-5も地文斜縄文

に結節回転文が施文され、 4は裏面にも斜縄文が施文される。 6-8も口縁部片。 6は羽状縄文に側

面圧痕が施文され、口唇部に斜縄文が施文される。 7は2本 1対の側面圧痕の条間に連続の円形刺突

が施文される。 8は内面に波状の隆帯が貼付される。 9は完形の鉢形土器。口縁部には 2種類の側面

圧痕が施文される。胴部には羽状縄文が施される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。
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第365号土坑(図62・85・101)

[位置]BO・P-19・20グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]第398号土坑と重複しており、本土坑が後出する。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で86cm×73cm。底面は186cm×170cm。深さ120cmである。

[覆土]34層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]底面中央から深さ13cmの小ピットが検出された。

[遺物]遺物は略完形個体1個と土器片及び石器類が出土している。粘板岩の礫を素材として側縁か

ら数箇所に剥離が施されている。下端部には擦痕が若干看取される。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第366号土坑(図62・86・101)

[位置]BN・O-19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は楕円形を呈する。

[規模]開口部で136cm×110cm。底面は210cm×198cm。深さ90cmである。

［覆土]31層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設]なし。

[遺物]遺物は底面付近より完形個体が3個と底部を欠失する土器が1点、口縁部を欠失する土器が

1点及び石器類が出土している。1は底部を欠失する深鉢形土器で波状口縁を呈する。口縁下部の隆

帯上に棒状施文具による楕円形の刺突を施す。口縁部は2本1対の側面圧痕が横・斜位に施文される。

胴部は結束の羽状縄文が施文される。2は口縁部片。地文斜縄文に結節回転文が施文され、口唇部に

は斜縄文が施文される。3～12も口縁部片。縦・横・斜位の側面圧痕が施されるもので、9・11は長

方形様に施文される。同一個体と思われる。15～17は側面圧痕が施文される。18は完形の深鉢形土器。

口縁部は緩やかな波状を呈し、やや外反している。口縁部には結節回転文が施文され、胴部は羽状縄

文が施文される。19は口縁及び胴部下半の一部を欠失する。口縁下部に2本1対の側面圧痕が施文さ

れ、口縁部は羽状縄文が施文される。胴部には羽状縄文が施され、底部付近には結節回転文が施文さ

れる。20は口縁の一部を欠失する。全体に羽状縄文が施文される。21は口縁及び胴部上半を欠失する。

羽状縄文が施文される。

図示し得た石器は1点。1は石錐である。縦長剥片の側縁に急斜な調整剥離を連続的に施し、先端

部には入念な剥離により錐部が作出されている。
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第365号土坑（図62・85・101)

［位置] B O・P -19・20グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で暗褐色士の落ち込みとして確認した。

［重複］第398号土坑と重複しており、本土坑が後出する。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で86cmX73cm。底面は186cmX 170cm。深さ 120cmてある。

［覆土]34層に分層されだ。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］底面中央から深さ13cmの小ピットが検出された。

［遺物］遺物は略完形個体 1個と土器片及び石器類が出士している。粘板岩の礫を素材として側縁か

ら数箇所に剥離が施されている。下端部には擦痕が若干看取される c

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第366号土坑（図62・86・101)

［位罹] B N・0-19グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は楕円形を呈する。

［規模］開口部で136cmX 110cm。底面は210cmX 198cm。深さ90cmである。

［覆土]31層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は底面付近より完形個休が 3個と底部を欠失する土器が 1点、口縁部を欠失する上器が

1点及び石器類が出士している。 1は底部を欠失する深鉢形土監で波状口縁を呈する。口縁下部の隆

帯上に棒状施文具による楕円形の刺突を施す。口縁部は 2本 1対の側面圧痕が横・斜位に施文される。

胴部は結束の羽状縄文が施文される。 2は口縁部片。地文斜縄文に結節回転文が施文され、口唇部に

は斜縄文が施文される。 3~12 も口縁部片。縦・横・斜位の側面圧痕が施されるものて、 9·11は長

方形様に施文される。同一個体と思われる。 15-17は側面圧痕が施文される。 18は完形の深鉢形土器。

口縁部は緩やかな波状を呈し、やや外反している。口縁部には結節回転文が施文され、胴部は羽状縄

文が施文される。 19は口縁及び胴部下半の一部を欠失する。口縁下部に 2本 1対の側面圧痕が施文さ

れ、口縁部は羽状縄文が施文される。胴部には羽状縄文が施され、底部付近には結節回転文が施文さ

れる。 20は口縁の一部を欠失する。全体に羽状縄文が施文される。 21は口縁及び胴部上半を欠失する。

羽状縄文が施文される。

図示し得た石器は 1点。 1は石錐である。縦長剥片の側縁に急斜な調整剥離を連続的に施し、先端

部には入念な剥離により錐部が作出されている。
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[小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第367号土坑(図63・87)

[位置]BO-18・19グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で108cm×90cm。底面は176cm×162cm。深さ88cmである。

[覆土]25層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設］底面に一部張りだし部を有する。

[遺物］図示し得た土器片は2点。1は口縁部片。地文斜縄文に側面圧痕が施文され、口唇部に斜縄

文が施文される。2も口縁部片。2種類の縄及び単軸絡条体の側面圧痕が施文され、口唇部に斜縄文

が施文される。胴部は木目状撚糸文。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第368号土坑(図63・87)

[位置]BM・N-20グリッドに位置する

[確認]第Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。

[規模]開口部で100cm×100cm。底面は214cm×208cm。深さ153cmである。

[覆土]25層に分層された。

[壁・断面]壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

[底面]ほぼ平坦である。

[施設］なし。

[遺物］図示し得た土器片は2点。1は波状を呈する口縁部片。太めの縄の側面圧痕が施される。2

も口縁部片。口縁下部の微高な隆帯上に連続刺突が施される。口縁部には側面圧痕が施され、口唇部

には斜縄文が施文される。

[小結]縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第369号土坑(図63・87)

[位置]BO-17グリッドに位置する。

[確認]第Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

[重複]なし。

[平面形]開口部及び底面は円形を呈する。
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［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第367号土坑（図63・87)

［位置] B 0-18・19グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で108cmX90cm。底面は176cmX 162cm。深さ88cmである。

［覆土]25層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］底面に一部張りだし部を有する。

［遺物］図示し得た土器片は 2点。 1は口縁部片。地文斜縄文に側面圧痕が施文され、口唇部に斜縄

文が施文される。 2も口縁部片。 2種類の縄及び単軸絡条体の側面圧痕が施文され、口唇部に斜縄文

が施文される。胴部は木目状撚糸文。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第368号土坑（図63・87)

［位置] BM・N-20グリッドに位置する

［確認］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で100cmX 100cm。底面は214cmX 208cm。深さ153cmである。

［覆土]25層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］図示し得た土器片は 2点。 1は波状を呈する口縁部片。太めの縄の側面圧痕が施される。 2

も口縁部片。口縁下部の微高な隆帯上に連続刺突が施される。口縁部には側面圧痕が施され、口唇部

には斜縄文が施文される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第369号土坑（図63・87)

［位置] B0-17グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。
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［規模］開口部で130cmX 100cm。底面は216cmX 204cm。深さ120cmである。

［覆土] 12層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は完形個体が2点と土器片が出土している。図示し得たのは

［小結］縄文時代前期後葉のフラスコ状土坑である。

第370号土坑（図64・87)

［位置] B 0-18グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［規模］開口部で195cmX82cm。底面は194cmX 190cm。深さ102cmである。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［覆土] 16層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］図示し得た遺物は土器片が 1点である。 1は口縁部片。口縁部には結節回転文が施文され、

胴部は結節回転による羽状縄文が施文される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第375号土坑（図65・102)

［位置] B L-22・23グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］第68号竪穴住居跡と重複している。本土坑が後出する。

［平面形］開口部及び底而は円形を呈する。

［規模］開口部で150cmX 110cm。底面は170cmX 116cm。深さ122cmである。

［覆士]36層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面ぱフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遣物］遺物は石器類が出土している。 1は板状摂理により分割された礫の側縁に調整剥離を加えて

断面鋭角な機能面を作出している。半円状扁平打製石器の範疇に入る石器である。 2は楕円礫の一側

縁に両面からの剥離により礫器状の機能面を作出している。機能面の稜線上にはスリ痕が見られる。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状士坑である。
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第376号土坑 （図64・88・102)

［位置] B V-18グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開D部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で124cmX 116cm。底面は230cmX 218cm。深さ166cmである。

［覆土]24層に分層された。第14層中に焼土を少趾含む。底面東側に炭化物が認められた。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は完形個体が 1点と土器片及び石器類が出土している。また、覆土中より骨片が出土し

ている。図示し得た土器は27点である。 1-10は口縁部破片。 1・2・4-7は地文斜縄文に結節回

転文を施文する。3は幅広の浅い沈線を、 8は並行沈線間に鋸歯状の沈線が施される。9は斜縄文が、

10は撚糸文が施文される。11は完形個体の深鉢形土器。口縁部は縄と単軸絡条体の側面圧痕が交互に

施文される。口縁下部の微隆帯上に棒状施文具による斜方向からの刺突が施される。胴部は結束第 1

種が施される。12-20も口縁部破片。12・13は同一個休と思われる。口唇部に斜縄文を施する。D縁

部に 4条の側面圧痕を施し、胴部には結束第 1種が施される。14・15・17は2-3条の側面圧痕が施

される。16は波状を呈する口縁部破片。口縁上端と下端に 2本 l対の側面圧痕が施される。口縁下部

の微隆帯上に棒状施文具による連続刺突が施される。18・19は口縁部には横・斜位の側面圧痕が施さ

れ、口縁下部に微隆帯を有する。18は隆帯上に棒状施文具による刺突文を有する。19は隆帯上に側面

圧痕が施されるもので、口縁部には斜位の側面圧痕が施文される。20は波状口縁を呈する。側面圧痕

間に小さな円形刺突を施す。21は胴部破片。格子状の斜縄文が施文される。22は口縁部破片。口縁上

端部に単軸絡条体の側面圧痕が施され、胴部は木目状撚糸文が施文される。隆帯部分が欠落している。

23は口縁がやや内湾している器形。口縁部には側面圧痕が施される。胴部は結束第 1種。24・25は胴

部に結束第 1種が施され、 24は口縁部に 2条の側面圧痕が施される。26は口縁がやや外反する器形。

単節 が施される。27は波状口縁を呈する。口縁部に 6条の並行沈線が施す。頚部には 2条の並行沈

線が 2条施文され、条間に 2条の鋸歯状沈線が施文される。頂部に上下 2個の粘土粒の貼付がみられ

るが上部の 1個が欠落している。胎土は緻密で焼成はとても堅緻である。

石器は 3点図示できた。 1は石鏃のような石器であるが先端部が先鋭でないことや基部の調整剥離

が他の石鏃に比べ、急角度であり厚みがあることなどから不定形石器に組み入れられる。 2・3は縦

長剥片である。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第379号土坑（図64・90)

［位置] B 0-19グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で明黄褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。
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［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で130cmX 110cm。底面は173cmX 160cm。深さ88cmである。

［覆土]27層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は略完形個体 1点と土器片が出土している。 1は口縁部を一部欠失する深鉢形土器。ロ

縁下部に 2条の側面圧痕を施文する。口縁部は幾何学様の側面圧痕を施文する。胴部は結節界転文と

羽状縄文が施文される。 2は胴部上半を欠失する。胴部文様は縦位の撚糸文が施文される。 3も胴部

上半を欠失する。羽状縄文が施文される。 4・5は口縁部片。 4は菱形様の羽状縄文、 5は波状の側

面圧痕が施文される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第380号土坑（図65・90-92)

［位置] BX-20グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で96cmX86cm。底面は216cmX 216cm。深さ190cmである。

［覆土]31層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は底部付近の北側の壁寄りから完形個体4点と土器片が出土しているが、図示し得たの

は22点である。 1-14は口縁部片。 1は地文斜縄文に横位の沈線が施文され、口唇部には斜縄文が施

文される。 2・3・12は口縁下部の微高な隆帯上に刺突が施される。口縁部は 2・12が縄の側面圧痕、

3は単軸絡条体の側面圧痕である。 4・5同一個体。 2列の微高な隆帯上に斜方向の刺突を有し、ロ

縁部は側面圧痕が施文される。 6は微高な隆帯上に斜位方向から深めの刺突が施され、口縁部は 4条

の深めの側面圧痕が施される。 7は隆帯を有し、口縁部は側面圧痕が施文される。 8は側面圧痕の条

間と口縁上端に斜方向からの刺突を有する。 2点ともに胴部は羽状縄文が施文される。 9は地文縄文

の口縁上端に側面圧痕を有する。 10は波状口縁を呈する。微高な隆帯上に半裁竹管様の施文具により、

押し引ぎ状に刺突を施す。口縁部は側面圧痕が施される。 11は2条の側面圧痕が施され、胴部は羽状

縄文が施文される。13は幅広の隆帯の上下両端に半裁竹管様の施文具による押し引き様の刺突を有し、

その間に多軸絡条体の側面圧痕を施文する。口縁部は上部にコイル状縄文の側面圧痕、下部に多軸絡

条体の側面圧痕が施され、その間に半裁竹管によると思われる斜方向からの刺突が施文される。 14は

LR斜縄文が施文される。 15は底部を欠失する。口縁部は結節回転による羽状縄文が施文され、胴部

にも結節回転による羽状縄文が施文される。 16は口縁の一部を欠失する。口縁部は矢羽根状に側面圧
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痕が施文される。胴部は結束の羽状縄文が施文される。 17も口縁の一部を欠失する。波状口縁を呈し、

2条の側面圧痕と頂部から垂下するように縦位の側面圧痕が施文される。 18は略完形の深鉢形土器。

口縁部は側面圧痕が施文される。胴部は羽状縄文が施文される。 19は胴部下半を欠失する。口縁部は

波状を呈し、単節の側面圧痕を施文する。胴部は結束の斜縄文を施文する。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第381号土坑（図66)

［位置] AZ・BA-28グリッドに位置する。

［確認］第V層上面で黒色・楕円形の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］長軸134cm、短軸84cmの楕円形である

［覆土］単層である。

［壁・断面］壁は底面よりやや斜めに立ち上がる。

［底面］概ね平坦である。

［施設］なし。

［遺物］なし。

［小結］確認の状況や隣接する第382号土坑の出土遺物等より縄文時代晩期終末期から弥生時代前期

初頭にかけての時期の土坑と思われる。

第382号土坑（図66)

［位置] B A-28グリッドに位置する。

［確認］第v層上面で黒色の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］長軸86cm、短軸70の不整な円形を呈する。

［覆土］単層である。

［壁・断面］斜めに立ち上がる。

［底面] 2カ所に凹凸があるが概ね平坦である。

［施設］認められない。

（茅野嘉雄）

［遺物］図示できるものではないが、土器片が 1片壁際から出土した。第384号土坑出土の遺物に胎土・

調整等が似ている。

［小結］出土遺物より縄文時代晩期終末期から弥生時代前期初頭の時期の士坑であると思われる。

（茅野嘉雄）

第384号土坑（図66・93)

［位置] B A-24・25グリッドに位置する。

［確認］弥生遺物集中区の遺物を取り上げた後、 V層上面に黒褐色土の広がりとして確認した。
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［重複］なし。

［平面形・規模］長軸240cm・短軸130cmの不整な楕円形を呈する。

［堆積土］単層である。ほぽW層の士と同様であり、出土遺物は包含層の遣物と接合するものが多い。

したがって本遺構の覆土は人為堆積土であると考えられる。

［壁］下場に明確な屈曲点を持たずに緩やかに立ち上がる。確認面からの探さは約30cmである。

［底面].llI1状である。

［施設］なし。

［出土遺物］弥生時代前期初頭の土器破片多数と若干の石器が出土している。土器は、甕、鉢、浅鉢、

壷の 4器種が出土している。甕と鉢の区別は、破片がほとんどであるので判然としないが、 1はおそ

らく甕の口縁部であると考えられる。頚部に極わずかなくびれを持ち、胴郡は口縁部径とほほ同様な

径を最大部で持ち、底部へとつながると考えられる。口縁は波状を呈し、波頂部には刻みが見られる。

頚部には横位に幅約 6mmの沈線が施される。先端の丸い施文具により施文されており、沈線底部には

刷毛目のような細かい線が施文方向に沿って看取される。 3-6は甕または鉢の胴部と考えられるも

のである。 7-14は鉢の口縁部および胴部である。 12は波状口縁であり、波頂部は無文であるが、他

の部分には口唇部をまたぐ刻みが看取される。主文様は波状工字文であり、沈線間に刺突が充填され

ている。地文はやや立ち気味に斜行する LRである。 15-24は浅鉢の破片である。変形工字文を施す

ものがほとんどである。 2・25-34は壷の破片である。ほとんどが頚部から肩部にかけての破片であ

る。 31・32は同一個体である平行エ字文？の沈線内に刺突がなされている。本土坑出土土器について

特徴的なことは甕以外のすべての器種に赤色顔料の塗布が見られることである。特に煮炊さ用の鉢に

関してはそのほとんどに塗布されていると言っても良い。また、壷や浅鉢などにも、はっきりとはし

ないが、沈線間や、変形工字文の交点の刺突部等にその痕跡が見られる。炭化物の付着に関しては、

鉢の内外面にタール状に付着している個体が多く確認された。石器は 3点出土している。 3点共に不

定形石器であり、側縁に角度の浅い調整剥離による刃部が作出されている。

［小結］出土遺物より弥生時代前期初頭の遺構であると考えられる。

第387号土坑（図66・94・102)

［位置] A T-39グリッドに位置する。

［確聰] XI層上面で明褐色、時褐色士の広がりとして確認した。

［重複］第388号土坑と重複しており、本土坑の方が先行する。

（茅野嘉雄）

［平面形・規模］全体形状はつかめないが、残存している分の長軸90cm・ 短軸110cmであり、

平而形はおそらく楕円形であると思われる。

［堆積土] 2層に分層された。覆土 1層は褐色粘土質土が投げ込まれている。人為堆積の様相を呈す

る。

［壁］確認面から約20cm残存しており、底面よりほぼ垂直に立ち上がる。

［底面］概ね平坦である。

［施設］確認されなかった。
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［出土遺物］石鏃 1点と土器の破片が出土している。 2は表面に LRを横位回転施文している。

［小結］出土遺物が少ないため時期は明確ではない。

第388号土坑（固66・94)

［位置] A T-39グリッドに位置する。

［確認] XI層上面に暗褐色、褐色土の広がりとして確認した。

［重複］第387号土坑と重複しており、本士坑が後出する。

［平面形］開口部は円形、底面はやや不整な円形である。

（茅野嘉雄）

［規模］開口部で直径約 lm、底面で長軸140cm・短軸120cm、確認面からの深さ cm。

［堆積土] 6層に分層された。概ね自然堆積の様相を星する。

［壁・断面］開口部に向かって持ち送り気味に立ち上がる。断面形は概ねフラスコ型であるが、やや

底面と開口部とにずれが生じている。

［底面］概ね平坦である。

［施設］なし。

［出土逝物］底面より土器片が出土している。表面にはLRを横位回転施文している。

［小結］出土遺物等より縄文時代前期のフラスコ状土坑であると考えられる。

第389号土坑（図66)

［位置] A T-40グリッドに位置する。

［確認] XI層上面に暗褐色土の広がりとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］長軸140cm・短軸94cmの長円形である。

［堆積土] 3層に分層された。人為堆積の様相を呈する。

［壁］ほほ垂直に立ち上がる。

［底而］概ね平坦である。

［施設］確認されなかった。

［出士遺物］なし。

（茅野嘉雄）

［小結］出土遺物等の時期決定要素にかけるが、確認時の状況より縄文時代前期の遺構と考えられ

る。

第392号土坑（図67・94・102)

［位置] BK  -17・18グリッドに位置する。

［確認］第w層上而で黒褐色士の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。
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［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で165cmX 142cm。底面は227cm X 220cm。深さ73cmである。

［覆土]19層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや鋭角に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］底面中央に深さ14cmの小ピットが検出された。

［遺物］遺物は土器片及び石器類が出土している。図示し得た土器片は 2点。 1は口縁部破片。口縁

部と口縁下部の隆帯上に側面圧痕が施される。 2も口縁部破片。口縁上端部では斜位、その下部では

横位に側面圧痕が施される。

石器は 2点図示し得た。 1は半円状扁平打製石器である。機能面に看取されるスリ痕は比較的広い。

2は表面が全体的に磨かれている。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第393号土坑（図67)

［位置] A V-42・43グリッドに位置する。

［確認〕 x層上面に黒褐色土の広がりとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］長軸180cm短軸66cmの長楕円形である。

［堆積土J2層に分層された。人為堆積の様相を呈する。

［壁］やや斜めに立ち上がる。

［底面］北東側に向かって傾斜している。

［施設］確認されなかった。

［出土遺物］なし。

［小結］所属時期は明らかではない。

第394号土坑（図67)

［位置JBU・V-19グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］円形を呈し、長軸114cm。短軸110cm。深さ27cmである。

［覆土] 8層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からに急に立ち上がり、断面は箱状を呈する。

［底面］ほほ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］剥片石器が 1点出土している。

［小結］縄文時代の土坑と思われるが詳細な時期・性格は不明。
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第396号土坑（図66)

［位置] A T-37グリッドに位置する。

［確認］第55号竪穴住居跡の床面および壁面に黒色土の広がりとして確認した。

［重複］第55号住居跡と切り合い関係にあり、本遺構の方が古い。

［平面形・規模］開口部直径約80cm底面直径約60cmの円形を呈する。

［堆積土] 3層に分層された。

［壁]55号住居跡の確認面より約60cm残存しており、ほぼ垂直に立ち上がる。

［底］概ね平坦である。

［施設］なし。

［出土遺物］なし。

［小結］本遺構は中頼浮石層を掘り込んでおり、なおかつ第55号住居跡に切られているため、所

属時期は円筒下層 a式期にあたると思われる。

第397号土坑（図67・94)

［位置] B L-ZZグリッドに位置する。

［確認］第W層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で87cmX80cm。底面は154cmX 150cm。深さ90cmである。

［覆土] 18層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

（茅野嘉雄）

［遺物］逍物は略完形個体が 1点と土器片が出土している。 1は底部の一部を欠失する深鉢形土器。

口縁部はLR斜縄文が施文され、口唇部にはRL斜縄文が施文される。頚部から下に結束回転文が、

そのに下部には羽状縄文が施文される。 Z・3は口縁部破片。 2は口縁部に矢羽状にコイル縄文の側

面圧痕を施文し口縁下部の微隆帯上に棒状施文具による円形刺突を施す。胴部には多軸絡条体を施す。

3は口縁部に側面圧痕を施文し微隆帯上に棒状工具による円形刺突を施す。胴部は結束第 1種。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状上坑である。

第398号土坑（図67・94・95・102・103)

［位置] BP -19・20グリッドに位置する。

［確聰］第N層上面で黒褐色土の落ち込みとして確恕した。

［重複］第365号土坑と重複しており、本土坑が先行する。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。
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［規模］開口部で85cmX80cm。底面は174cmX170cm。深さ105cmである。

［覆土]22層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぽ平坦である。

［施設］底面に深さ 8cmの小ピットが検出された。

［遺物］遺物は底面付近より完形個体が 2点と土器片及び石器類が出土している。覆土中からは骨片、

炭化クルミも出土している。図示し得た土器は 8点である。 1-5は口縁部破片。 1は複節の斜縄文

を施文する。 2は地文縄文で口縁下部に側面圧痕を施す。 3・4は同一個体と思われる。口縁下部の

微隆帯に 2列の斜方向からの刺突を施す。口縁部は側面圧痕が施される。胴部は網目状撚糸文が施文

される。 7も口縁下部に微高な隆帯を有するが、隆帯上には縄の側面圧痕が施され、口縁部にも側面

圧痕が施文される。胴部は網目状撚糸文。 6・7は略完形品の深鉢形土器である。 6は口縁下部に微

隆帯を有し、その上に 1列の斜方向からの刺突が施文される。口縁部は側面横圧痕が施され、口縁上

端部には斜位の側面圧痕が施文される。 7はやや幅広の微隆帯上に 2列の斜方向からの刺突を有し、

口縁部には側面圧痕が施文される。 8は胴部上半を欠失する。胴部には羽状縄文が施文される。

石器は 5点図示できた。 1は楔形石器である。 4は磨製石斧である。 3と5は扁平な礫の直線的な

側縁に剥離とスリ痕が看取される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第399号土坑（図68・95・103)

［位置] BP・Q-19グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒褐色士の落ち込みとして確認した。

［重複］一部401号土坑と重複しているが、新旧関係は不明。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で118cmX96cm。底面は170cmX 160cm。深さ80cmである。

［覆土]26層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は士器片及び剥片石器が出士している。図示し得た土器は 1点である。 1は底部及び胴

部下半。羽状縄文を施文する。

石器は 2点である。 1は石匙である。器体周縁には比較的急角度な調整剥離が施されている。 2は

半円状扁平打製石器である表面の一部に擦痕が見られる。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第400号土坑（図69・95・103)

［位置] B P-18グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で褐色土の落ち込みとして確認した。
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［重複］一部第402号土坑と重複しているが、新旧関係は不明。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で162cmX 145cm。底面は203cmX 198cm。深さ118cmである。

［覆土]49層に分層された。

［壁 ・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］底面中央部に深さ23cmの小ピットが検出された。

［遺物］遺物は土器片及び剥片が出土している。図示し得た土器は 7点である。 1は底部及び胴部・

口縁部の一部を欠失する。地文斜縄文に結節回転文を施文する。 2は口縁部破片。口唇部に斜位の刻

み目を有する。幅広の並行沈線を 3条施文する。3も口縁部破片。結節回転文を施文する。 4は略完

形品。 山形の波状口縁を呈する 。 口唇部に側面圧痕を有する 。 胴音〖は単節 LR斜縄文。 5-7 も口縁

部破片。口縁下部に微隆帯を有し、隆帯上に刺突が施される。口縁部は側面圧痕が施され、 6は円形

刺突も施される。

図示し得た石器は 1点である。 1は縦長剥片の一部にノ ッチ状の剥離が施されている。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第401号土坑（図68・95・103)

［位置] B Q-19グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で93cmX80cm。底面は148cmX 137 cm。深さ74cmである。

［覆土]28層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

（笹森一朗）

［遺物］遺物は土器片及び剥片石器が出土している。図示し得た土器は 4点である。全て口縁部片。

1は地文斜縄文に結節回転文を施文する。 2・3は結束による羽状縄文を施文する。 4は波状口縁を

呈する。口縁下部に 2条の側面圧痕を施し、条間に円形の刺突を施文する。口縁部は山形の側面圧痕

が施される。

石器は 1点の出土である。 1は分厚い縦長剥片を素材としたエンドスクレイパーである。背面には

自然面が残る。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第402号土坑（図69・95)

［位置]BP -17・18グリッドに位置する。
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［確認］第W層上面で褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］一部第400号土坑と重複しているが、新旧関係は不明。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で70cmX60cm。底面は116cmX 104cm。深さ80cmである。

［覆土]16層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］なし。

［遺物］遺物は土器片が数点出土しているが図示し得たのは 1点である。 1は口縁部破片。口縁下部

に断面三角形状の隆帯を有し、その上半に斜方向からの刺突を有する。口縁部には側面圧痕が施され、

口唇部には斜縄文が施文される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

第403号土坑（図68・96・103)

［位置] B P-18グリッドに位置する。

［確認］第w層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で106cmX90cm。底面は170cmX 170cm。深さ68cmである。

［覆土]22層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほぼ平坦である。

［施設］底面中央部に深さ20cmの小ピットとそこから延びる溝が 2条検出された。

［遺物］遺物は士器片および石器類が出土している。図示し得た土器は 3点である。 1は口縁部片。

結節回転文が施文され、裏面にも斜縄文が施文される。 D唇部に側面圧痕が施される。 2も口縁部片。

縦位の隆帯を有する。口縁部は側面圧痕が施文される。 3は胴部片。不整な羽状縄文が施される。

石器は 2点出士した。 1は板状の礫の直線的な側縁に両面からの調整剥離を施している。側縁の稜

線上にはスリ痕が見られる。 2は楕円形の礫の上下両端に敲打痕が看取される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状上坑である。

第404号土坑（図67)

［位置]AU-41グリッドに位置する。

［確認] XI層上面に黒褐色土の広がりとして確認した。

［重複］なし。

［平面形・規模］長軸132cm・ 短軸120cmのやや不整な円形である。

［堆積土] 8層に分層された。自然堆積の様相を呈する。

［壁］確認面から約60cm残存しており、底面より 20cm位のところでやや内側に傾くものの、概ね垂
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直に立ち上がっている。

［底面］概ね平坦である。

［施設］確認されなかった。

［出土遺物］なし。

［小結］所属時期は明確ではない。

第405号土坑（図69・96・104)

［位置] B P-18グリッドに位置する。

［確認］第W層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

［重複］なし。

［平面形］開口部及び底面は円形を呈する。

［規模］開口部で96cmX86cm。底面は200cmX 190cm。深さ106cmである。

［覆土]22層に分層された。

［壁・断面］壁は底面からやや内湾気味に立ち上がり、断面はフラスコ状を呈する。

［底面］ほほ平坦である。

［施設］なし。

（茅野嘉雄）

［遺物］遺物は略完形土器が 1個体と土器片及び石器類が出土している。 1は略完形の深鉢形土器。

口縁部に 2本 1対の縦の隆帯を有する。単軸絡条体の側面圧痕と円形の刺突を有する。口頚部には結

節回転文と円形の刺突が施文される。胴部は単軸絡条体第 lA類が施される。 2-11・14は口縁部破

片。 2は口縁部に 2本 1対の側面圧痕を 3条施し下の条間に連続した押し引き様の刺突を施す。胴部

は結束第 1類が施される。 3-5は同一個体と思われる。波状口縁を呈し側面圧痕が施される。胴部

は結束第 1類が施される。 6-8は側面圧痕が施される。 7は口縁上端と下端に半裁竹管状の施文具

による刺突が施される。 9-11は波状口縁を呈し隆帯を有する。隆帯上には側面圧痕が施される。隆

帯による区画内は側面圧痕が施される。胴部は単軸絡条体第 lA類が施される。波状頂部の口頚部に

楕円形の透かし穴を有する。 15も隆帯を有し隆帯上に円形の刺突が施文される。隆帯による区画内に

側面圧痕が施される。胴部は単軸絡条体lA類と縦位の結節回転文が施文される。 14はミニチュア土

器と思われる。口縁上端及び口唇部に楕円形の刺突が施され、刺突の下に円孔が施される。 13は胴部

破片。多軸絡条体が施文される。

石器は 5点出土している。 1・2は半円状扁平打製石器である。双方とも欠損しているが、 3の折

れ面にはスリ痕が観られる。この石器の側縁には欠損前の使用痕が側縁稜線上に見られるが幅は狭い。

4は凹み石であり、 5は扁平な円礫の側面に敲打痕が帯状に看取される。

［小結］縄文時代前期のフラスコ状土坑である。

（笹森一朗）
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図53　第324・325号土坑
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第14層 暗褐色土 7.5YR3/4 焼土層。
第15層黒褐色土 10YR2/2
第16層黒褐色土 10YR2/3
第17層黒褐色土 10YR2/3
第18層暗褐色土 10YR3/3
第19層黒褐色士 10YR2/3

®~ 

D 
- 97. 70m 

第326号士坑土層注記
第 1層黒色土 10YR2/l
第2層 黒褐色土 10YR2/2
第3層 黒 色 土 10YR2/l
第4層黒色土 10YR2/l
第5層 黒褐色土 10YR2/2
第 6層 黒褐色土 10YR2/2
第 7層崩落土
第8層 黒褐色土 10YR2/2
第 9層 暗褐色土 10YR3/4
第10層 黒褐色土 10YR2/2
第11層 黒 色 土 10YR2/1
第12層 暗褐色土 10YR3/3
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第332号土坑士層注記
第1層 黒褐色士 10YR3/2

第2層 暗褐色±10YR3/3
第 3層 黒褐色土 10YR2/3
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日
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二菖`第329号土坑土層注記
第 1層黒褐色土 10YR2/3
第2層暗褐色士 10YR3/4
第3層黒褐色士 10YR2/2
第4層暗褐色土 10YR3/3
第5屠暗褐色土 10YR3/4
第 6層暗褐色士 10YR3/3
第 7層黒褐色土 10YR2/3

第 8層黒褐色土 10YR2/3
第 9層暗褐色土 10YR3/4
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図54 第326・328・329・332号土坑
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第330号土坑土層注記
第la層黒褐色十 10YR2/2
第Ib 暗褐色土 IOYR3/3 
第2a層褐色土 10YR4/6
第 2b層黒褐色十 10YR2/3
第2c層黒褐色土 IOYRZ/2
第3層 暗褐色土 IOYR3/4
第 4層 暗褐色土 IOYR3/3
第 5廣褐色土 10YR4/4
第6層褐色土 IOYR4/4
第7層 暗褐色士 10YR3/4
第8層 暗掲色土 10YR3/4
第 9層 I'.ぶい費褐色土 10YR4/3 
第10層 にぶい黄罷土 10YR4/3 
第11層 黒褐色土 10YR2/3
第12層黒色土 lOYRZ/1
第13層黒色土 lOYRl.7/1 
第14層 黒褐色土 10YR3/2
第15層 黒褐色土 lOYRZ/2
第16層褐色 ±10YR4/4
第17層 黒褐色土 IOYRZ/2
第18層 黒褐色士 lOYRZ/2
第19層褐色士 10YR4/4
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第333号土坑土層注記
第 1層 暗褐色土 10YR3/3
第2層 黒褐色土 10YR3/2
第3層 黒褐色土 10YR2/3
第4層黒色土 10YR2/l
第5層 黒褐色土 10YR2/3
第6層 黒褐色土 10YR2/2
第 7層 黒褐色土 10YR3/2
第 8層 暗褐色土 10YR3/4
第9層褐色士 10YR4/4
第IO層 黒褐色土 10YR2/3
第11層 暗褐色±10YR3/3
第12層 暗褐色±10YR3/4
第13層 黒褐色土 10YR2/3
第14層 暗褐色士 10YR3/4
第15層黒色士 lOYRl.7 /1 
第16層褐色土 10YR4/4
第17層 黒褐色土 10YR2/3
第18層 暗褐色土 10YR3/4
第19層 黒褐色土 10YR2/2
第20層褐色士 10YR4/4

J
 

日
o
o
・
s
5
ー
＇

江 I

゜第330·333• 363号土坑

- 116 -



図56　第334・335・336・337・338・343号土坑

－117－

屈い＼

鵬
7
4
 2

0

m

 

A
 

¥Cl 
334土

B
 

74.20m 

心さ
¥0 
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~ 
I t:I 

号
ci 

第334号土坑土層注記
第1層 黒褐色土

8 
lOYRZ/2 

第2層 里褐色土 10YR2/3
第3層黒色土 10YR2/l
第4層 黒褐色土 lOYRZ/2
第5層黒色土 10YR2/l
第6層 黒褐色土 10YR2/2
第7層 黒褐色上 10YR2/3
第8層 黒褐色土 10YR2/2
第9層 黒褐色上 10YR2/2

R10 336土

Al [口
心

十
cl¥ ⑳ 麟 97.70m

第336号土坑士層注記

第 1層黒渇色土 !OYRZ/2
第2層黒色土 !OYRZ/1
第3層黒褐色土 !OYRZ/3

第337号土坑土層注記
第1層里色土 IOYRI.7 /I 
第 2層黒色土 IOYRZ/1
第 3層黒褐色土 IOYRZ/2
第4層黒褐色土 IOYRZ/2
第5層

第338号土坑士層注記

第1層里色土 IOYR2/l
第 2層里褐色士 IOYR2/2
第 3層黒褐色土 IOYR2/2
第 4層黒褐色士 IOYR2/2
第 5層黒色土 7.5YR2/l 
第6層黒褐色土 !OYRZ/2
第 7層黒色土 !OYRZ/1
第 8層黒褐色土 IOYRZ/2
第9層黒褐色上 IOYRZ/2
第10層黒褐色土 IOYRZ/3

第343号土坑土層注記
第 1層黒色土 IOYRI.7 /I 

第2層黒色士 IOYRZ/1
第3層黒色土 IOYRZ/1
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第335号土坑土層注記
第 1層暗褐色士 10YR3/3
第2層暗褐色土 10YR3/4
第3層暗褐色土 10YR3/3

第4層黒褐色土 10YR2/2
第5層黒褐色土 10YR2/3

第6層黒褐色土 10YR3/2
第7層 1: ぶ灌艇釦土 10YR4/3 

第 8層暗褐色土 10YR3/3
第9層暗褐色土 lOYR3/4
第10層 1: ふ雇欝色土 10YR4/3 
第11層暗褐色土 10YR3!3

第12層褐色土 10YR4/4

第13層黒褐色土 10YR2/3
第14層暗褐色士 10YR3/3
第15層里褐色土 10YR2/3
第16層暗褐色土 10YR3/4

第17層褐色土 10YR4/4
第18層暗褐色土 10YR3/4
第19層黒褐色土 lOYRZ/3
第20層暗褐色土 10YR3/3

第21層黒褐色土 10YR2/2
第22層暗褐色士 10YR3/3

゜
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図56 第334・335・336・337・338・343号土坑
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図57　第339・340号土坑
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第339号土坑土層注記
第1層黒褐色士 IOYR2/2
第2層黒褐色士 IOYR2/2
第3層黒褐色士 IOYR2/3
第4層黒褐色土 IOYR2/3
第5層黒褐色土 IOYR2/2
第6層暗褐色土 IOYR3/4
第7層黒褐色土 IOYR2/3
第8層褐色土 IOYR4/6
第9層黒褐色土 IOYR2/3
第10層黒褐色土 IOYR2/2
第II層黒褐色土 IOYR2/2
第12層黒褐色土 IOYRZ/3
第13層 1こぷい責椙紅 10YR4/3 
第14層暗褐色土 10YR3/3

Q~ 

ul 

第15層 1こぶい貴覆色士 10YR6/4 
第16層黒褐色士 10YR2/2
第17層黒褐色土 !OYR2/2
第18層 1こぶい貴褐紅 !OYR4/3 
第19層暗褐色土 !OYR3/3
第20層黒褐色土 !OYR2/3
第21層 1: 江貴褐色土 10YR4/3 
第22層暗褐色土 10YR3/3
第23層黒褐色土 !OYR2/3
第24層黒褐色土 JOYR2/2
第25層 1こぷい貴褐色士 10YR4/3 
第26層暗褐色土 !OYR3/4
第27層黒褐色土 10YR2/2

A
 

B 
-97.60m 

第340号土坑土層注記
第 1層黒色土 lOYRl.7/1 
第 2層黒色土 10YR2/1
第 3層黒褐色土 10YR2/2
第4層暗褐色土 10YR3/3
第5層黒褐色土 10YR2/3
第6層黒色土 10YR2/1
第 7層 明黄褐色土 10YR7/6 
第 8層黒褐色土 10YR2/2
第 9層黒褐色土 10YR3/2
第10層 明黄褐色土 10YR7/6 
第11層黒色士 10YR2/1
第12層暗褐色土 JOYR3/4
第13層黒褐色土 10YR2/3
第14層黒褐色土 10YR2/2
第15層褐色土 10YR4/6
第16層黒褐色土 10YR3/2
第17層黒褐色土 10YR3/2

第18層黒色土 !OYR2/l
第19層黄褐色土 !OYRS/8
第20層黒色土 IOYR2/l
第21層褐色土 !OYR4/6
第22層黒褐色土 !OYR2/2
第23層黄褐色土 IOYRS/6
第24層黄褐色土 !OYRS/8
第25層褐色土 !OYR4/6
第26層 にぶい責橙紅 !OYR6/4 
第27層 1: ぶ潰橙色士 !OYR7/2 
第28層黒褐色土 IOYR2/2
第29層暗褐色土 IOYR3/4
第30層灰白色土 !OYR8/l
第31層黒褐色土 !OYR2/2
第32層黒褐色土 !OYR3/2
第33層 1: 紅貴覆色士 IOYR6/3 

゜
2m 

図57 第339・340号土坑
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図58　第341・342・344号土坑
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第341号土坑土層注記

第1層黒色土 lOYRZ/1
第2層黒褐色士 lOYRZ/2
第3層黒褐色士 10YR3/2
第4層黒褐色土 lOYRZ/2
第5層里褐色土 JOYRZ/3
第6層黒色土 !OYRZ/1
第7層黒褐色土 !OYRZ/3
第8層黒褐色土 JOYRZ/2
第9層明褐色土 7.5YR5/6 
第10層黒色土 !OYR2/l
第11層黒褐色土 !OYRZ/2
第12層黒褐色土 !OYR2/2
第13層黒色土 !OYR2/l

342土
Q / 

A
 

A
 

第344号士坑土層注記

第 1層 暗褐色土 IOYR3/3
第2層 暗褐色土 IOYR3/4
第3層 暗褐色土 10YR3/3
第4層褐色 t IOYR4/4 
第5層 暗褐色土 IOYR3/4
第6層 1: ぶ請観士 !OYR5/4 
第7層 黄褐色土 IOYR5/6
第8層 にぶい難咆上 IOYR6/4 
第9層 1: ぷ＼灌燈釦 IOYR6/4 
第10層褐色土 IOYR4/6
第11層褐色土 IOYR4/4
第12層 暗褐色土 IOYR3/4
第13層褐色土 10YR4/4
第14層 暗褐色土 10YR3/4
第15層 1: ぷい贅薗色土 IOYR4/3 
第16層褐色土 10YR4/6
第17層 明黄褐色士 IOYR6/6 
第18層褐色土 !OYR4/4
第19層褐色土 !OYR4/4
第20層褐色土 IOYR4/4

第14層 1: 瓜賃橙紅 IOYR7/2 
第15層黒色土 10YR2/l
第16層黒褐色土 10YR2/3
第17層黒色土 10YR2/l
第18層 黒 褐 色 土 10YR2/3
第19層褐色土 10YR4/6
第20層暗褐色士 10YR3/4
第21層黒褐色士 10YR3/2
第22層暗褐色土 10YR3/3
第23層褐色土 10YR4/6
第24層 1こぷい観逹士 10YR6/3 
第25層黒褐色土 10YR2/2
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層

層

層
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0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
 

第

第

第

第

第

第

第

第

第
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第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

にぶい黄橙色± 10YR6/3 
暗褐色士 JOYR3/4 
褐色土 10YR4/4
褐色土 10YR4/4
にぷい責褐色士 10YR4/3 
暗褐色土 10YR3/4 
暗褐色土 10YR3/4 
黄褐色土 10YR5/8 
褐色土 10YR4/6
暗褐色土 10YR3/4 
1:, ぶい黄橙色士 10YR6/4 
1: ぶい廣褐色士 10YR4/3 
灰黄褐色土 10YR6/2 
暗褐色土 10YR3/3 
にぶ＼灌橙色土 10YR7 /2 
1:, ぶい羹橙色± 10YR6/3 
掲色土 10YR4/4
暗褐色土 10YR3/4 
暗褐色土 10YR3/4 
褐色土 10YR4/4
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第342号土坑土層注記

第1層黒色土 IOYRZ/1
第2層 黒褐色土 IOYR2/2
第3層 暗褐色土 !OYR3/3
第4a層黒褐色土 !OYR2/2
第4b層黒色土 !OYR2/1
第5層 黒褐色土 IOYR2/3
第6層 黒褐色士 !OYR2/2
第7層 黒褐色士 IOYR2/3
第8層 黒褐色土 IOYRZ/3
第9層 暗褐色土 IOYR3/4
第JO層 黒褐色土 IOYRZ/2
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第345号土坑土層注記
第 1層 黒褐色土 10YR3/2
第 2層 熙褐色士 10YR2/3
第 3層 黒褐色土 10YR2/3
第4層 にぶい貴艶士 10YR6/3 
第 5層 暗褐色士 10YR3/4
第 6層 暗褐色土 10YR3/3
第 7層 暗褐色土 10YR3/3
第 8層 暗褐色土 10YR3/4
第 9層 にぶい責椙色士 10YR4/3 
第10層 黒褐色土 10YR3/2
第11層褐色土 10YR4/4
第12層 暗褐色土 10YR3/4
第13層 暗褐色土 10YR3/3
第14層 暗褐色土 10YR3/3
第15層 暗褐色土 10YR3/3
第16層 1: ふ噴椙紅 10YR4/3 
第17層 黒褐色土 10YR2/3
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第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第46層
第47層
第48層
第49層

にぶい貴掲色士 10YR4/3 
にぷい黄掲紐 10YR5/3 
にぷい貴得紐 10YR5/4 
にぶい貴掲色土 10YR5/3 
暗褐色土 10YR3/4 
暗褐色土 10YR3/4 
灰黄褐色土 10YR5/2 
灰黄褐色土 10YR5/2 
にぶい黄罷土 10YR5/3 
灰黄褐色上 10YR5/2 
にぷい黄椙色土 10YR4/3 
にぶい黄倍色土 10YR6/3 
にぷい貴爾色土 10YR4/3 
にぶい貴樹吐 10YR6/3 
にぶい費得色士 10YR5/3 
1こぶい賣屑色士 10YR4/3 
1こぶい費椙色士 10YR4/3 
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1:.;1潰褐色土 10YR4/3 
1: ぶい費掲色± 10YR5/3 
にぶ,,責掲色± 10YR4/3 
1: ぶい責褐色土 10YR5/4 
1: ぶ靖屑色士 10YR5/3 
にぶ噴褐色士 10YR5/3 
にぶし潰掲色± 10YR5/3 
にぶい賃掲色士 10YR4/3 
褐色士 10YR4/4
にぶい貢褐紐 10YR4/3 
1こぶ,,賣栂紐 10YR5/4 
褐色士 10YR4/4
褐色士 10YR4/4
褐色士 10YR4/4
褐色土 10YR4/4
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にぶい費楊色士 10YR5/3 
褐色土 10YR4/4
暗褐色士 10YR3/4 
暗褐色士 10YR3/4 
にぶい黄罷土 10YR5/3 
暗褐色土 10YR3/4 
にぶい賣詑士 10YR6/3 
暗褐色土 10YR3/4 
黒褐色土 10YR2/3 
褐色士 10YR4/4
［ぶい貴屑色土 10YR4/3 
にぶい黄鼻色士 10YR5/4 
暗褐色士 10YR3/4 
にぶい賃昌色士 10YR5/4 
灰黄褐色士 10YR6/2 
褐色士 10YR4/4
にぶい貴鳥色士 10YR5/3 
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第346号土坑土層注記
第1層 にぷい難泡t 10YR4/3 
第2層 )¥Ji火山灰
第3層 にぶい難紅 10YR4/3 
第4層 にぶい賣罷土 10YR4/3 
第5層暗褐色士 10YR3/3
第6層黒褐色士 10YR3/2
第7層黒褐色士 10YR3/2
第8層暗褐色土 10YR3/3
第9層黒褐色土 10YR2/2
第10層黒褐色土 10YR2/2
第11層黒褐色土 10YR2/2
第12層暗褐色士 10YR3/3
第13層暗褐色士 10YR3/4
第14層黒褐色士 10YR3/2
第15層黒褐色土 10YR2/2
第16層黒褐色土 10YR2/3
第17層黒褐色土 10YR3/2
第18層暗褐色土 10YR3/3
第19層黒褐色土 10YR3/2
第20層 にぶ靖罷士 10YR4/3 
第21層黒褐色土 10YR2/3
第22層暗褐色士 10YR3/4
第23層 にぶい貴罷土 10YR4/3 
第24層暗褐色士 10YR3/3
第25層 にぷい責馳士 10YR5/4 
第26層暗褐色土 10YR3/3
第27層暗褐色土 10YR3/4
第28層 にぶ靖罷士 10YR4/3 
第29層 1こぶい貴齢土 10YR5/3 

第348号土坑十層注記
第JI鶯黒褐色十 !OYRZ/2
第2層黒褐色土 IOYRZ/3
第3層暗褐色土 10YR3/3
第4層黒褐色土 IOYRZ/3
第5層陪褐色土 10YR3/3
第6層黒褐色十 IOYR3/2 
第7吊褐色士 IOYR4/4
第8面黒褐色土 IOYR3/2
第9層黒褐色土 IOYR2/2
第10愕黒褐色上 IOYR2/3
第11層黒褐色土 10YR2/2
第12層黒褐色士 IOYR212
第13層黒褐色十， 10YR2/2
第14層黒褐色土 IOYR2/3
第15層黒褐色土 10YR2/2
第16層暗褐色土 IOYR3/3
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図60　第349・350・358号土坑
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第350号土坑土層注記
第 1層暗褐色士 10YR3/4
第2層暗褐色土 10YR3/4
第3層 1こぷい黄飩土 10YR7/4 

第4層暗褐色土 IOYR3/4
第5層掲色土 IOYR4/4
第6層暗褐色土 IOYR3/4
第7層 にぶい黄褐色土 IOYR5/4 

第8層暗褐色土 IOYR3/4
第9層暗褐色土 10YR3/3
第10層褐色土 IOYR4/4
第11層暗褐色土 10YR3/3
第12層褐色士 IOYR4/6
第13層黄褐色土 IOYR5/6
第14層褐色土 IOYR4/6
第15層褐色土 IOYR4/6

第16層暗褐色土 10YR3/4
第17層褐色土 10YR4/4
第18層褐色土 10YR4/4
第19層褐色士 10YR4/4
第20層暗褐色士 10YR3/4
第21層 1: ふ灌褐色士 IOYR4/3 
第22層 1: ふ灌魅土 10YR5/4 

第23層褐色上 10YR4/4
第24層暗褐色土 10YR3/4
第25層暗褐色土 10YR3/3
第26層暗褐色土 10YR3/4
第27層暗褐色土 10YR3/4
第28層褐色土 IOYR4/6

UI 

第29層黄褐色土 10YR5/6
第30層 i: ぷい賛聾土 10YR6/4 
第31層 1: ぶい黄橙紅 10YR6/3 

第32層暗褐色土 10YR3/4
第33層褐色土 10YR4/6
第34層暗褐色士 10YR3/4
第35層 にぶい黄褐色士 10YR4/3 
第36層褐色土 JOYR4/6
第37層褐色土 10YR4/6
第38層褐色土 10YR4/4
第39層褐色土 JOYR4/6
第40層褐色土 10YR4/6

第41層褐色土 10YR4/4
第42層褐色土 10YR4/6
第43層 1: 瓜賣橙釦 10YR6/3 
第44層 1こぶい観飩土 10YR6/3 

第45層 にぶい黄飩士 10YR6/4 
第46層 明黄褐色土 10YR6/6 
第47層暗褐色土 10YR3/3
第48層 1: ぷい黄橙紅 10YR6/4 
第49層 1: ぶい黄橙紅 10YR6/3 

第50層褐色土 10YR4/4
第51層 にぶい賃桓社 10YR6/4 
第52層黄褐色土 10YR5/6
第53層 にぶい嘴竪紐 10YR6/4 
第54層暗褐色土 JOYR3/4
第55層 1: ぶい黄柑已 10YR6/3 
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第349号土坑土層注記
第1層黒褐色土 !OYRZ/2

第2層褐色土 IOYR4/6
第3層暗褐色土 !OYR3/4

第4層黒褐色土 !OYRZ/3
第5層黄褐色土 !OYR5/6
第6層黄褐色土 !OYR5/8

第7層 明黄褐色土 !OYR6/6 
第8層暗褐色土 !OYR3/3
第9層暗褐色土 !OYR3/3
第IO層褐色土 IOYR4/6
第II層黒色土 IOYRZ/1
第12層暗褐色土 !OYR3/4
第13層暗褐色土 !OYR3/3
第14層暗褐色土 !OYR3/4
第15層黄褐色土 !OYR5/6

第16層褐色土 !OYR4/6
第17層褐色土 !OYR4/6
第18層黒褐色土 IOYRZ/3
第19層 1: ぶい肯粧紅 IOYR6/4 

第20層黄褐色土 !OYR5/6
第21層褐色土 IOYR4/6
第22層暗褐色土 !OYR3/3
第23層黒褐色土 !OYR2/3
第24層暗褐色土 IOYR3/3
第25層黄褐色土 IOYR5/6
第26層暗褐色土 IOYR3/4

第27層黄褐色土 !OYR5/6
第28層褐色土 !OYR4/6
第29層黒褐色土 !OYR2/3
第30層褐色土 !OYR4/4

第31層黒褐色士 !OYR2/2
第32層黒褐色土 IOYR3/2
第33層黒褐色土 !OYR2/2

j 

B
 

第358号土坑土層注記
第1層褐色土 IOYR4/4

第2層 1: ふい黄槌土 IOYR4/3 
第3層 1: ぶい黄競上 !OYRS/4 
第4層暗褐色土 IOYR3/4
第5層 1: ぶい黄薗起 IOYR5/4 

第6層褐色士 IOYR4/4
第7層暗褐色土 !OYR3/3
第8層褐色土 !OYR4/4
第9層褐色土 !OYR4/4
第10層 朋黄褐色± IOYR6/6 
第II層褐色土 IOYR4/4
第12層 1: ふ噴橙紅 IOYR6/4 

第13層暗褐色土 IOYR3/3
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2
3
2
4
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第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

褐色士 10YR4/4
1こぶい黄褐色士 10YR5/4 
1: ぶ＼灌匿色土 10YR6/4 
明黄褐色士 l0YR6/6 

褐色土 10YR4/4
暗褐色土 !OYR3/4 
褐色土 10YR4/4
褐色土 10YR4/4
［ぶい棗橙も土 10YR6/4 

褐色土 10YR4/4
黄褐色土 10YR5/6 
褐色土 !OYR4/4
明黄褐色土 10YR7/6 

UI 

16 
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19 
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第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

にぷい羹喝色± 10YR5/4 
にぷ＼灌橙色± l0YR6/4 

1: ぶい黄掲色士 10YR5/4 
にぶい黄橙色i 10YR6/4 
にぶい黄掲色土 10YR5/4 

褐色土 10YR4/6
にふい黄喝色土 10YR5/4 
にぶい庸覆色± 10YR6/4 
にぶい黄褐色± 10YR5/4 
1:, ぶい黄橙色i 10YR6/4 

1: ぶい黄髯色± 10YR5/4 

にぶい贅椙色土 10YR5/4 
褐色土 10YR4/4
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第357号土坑土層注記 ， 
第 1層暗褐色土 ]OYR3/3
第 2層褐色土 IOYR4/6

第 4層 1こぶい貴掲紅 IOYRS/4 

第 3層褐色土 IOYR4/4 璽言畜員層量量董

賛凡‘

第356号土坑士層注記
第 1層暗褐色士 IOYR3/4
第 2層褐色土 IOYR4/4
第 3層褐色土 IOYR4/4

明黄褐色土 10YR6/6 
第4層褐色土 10YR4/4

.QI 361士
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第354号土坑土層注記
第1層暗褐色土 10YR3/4
第2層褐色土 10YR4/6
第3層 明黄褐色土 10YR6/6 
第4層褐色土 10YR4/4
第 5層褐色土 10YR4/4
第 6層黄褐色士 10YR5/6
第7層褐色土 10YR4/4
第8層黄褐色土 10YR5/6

第361号士坑士層注記
第 1層暗褐色土 10YR3/4
第 2層黒色土 10YR2/l
第 3層暗褐色士 10YR3/3
第4層黒褐色土 10YR2/2
第 5層黒褐色士 10YR2/2
第6層褐色土 10YR4/4
第7吊苗褐色士 IOYR5/8
第 8罹 褐 色 十 : 10YR4/4 
第9層褐色＿十 10YR4/4
第JO層褐色土 10YR4/4
第11層黒褐色上 10YR3/2
第12培 1こぶ疇観土 IOYRS/1 
第13隔暗褐色十: 10YR3/3 
第14層苔褐色十 10YR5/6
第IS層賠褐色土 10YR3/3
第16層 にぶ履槌i lOYRS/4 
第17屈 にぶ靖飩土 IOYR6/-1 
第18将褐色土 10YR411
第19屑黒褐色十: 10YR2/3 
第20層陪褐色土 10YR3/3

N 
-94.90m 

曇

38 34 36 31 35 30 29 

第355号士坑土層注記
第 1層暗褐色土 IOYR3/4
第 2層褐色士 IOYR4/6
第 3層褐色士 IOYR4/4
第4層黄褐色土 IOYR5/6
第 5層暗褐色士 IOYR3/3
第 6層褐色土 IOYR4/4
第 7層 明黄褐色土 IOYR6/6 
第8層褐色土 IOYR4/4
第9層 にぶい貴飩土 IOYR6/4 
第10層褐色士 IOYR4/4

第21層黒褐色士 IOYR3/2
第22層暗褐色士 IOYR3/3
第23層 明黄橙色土 IOYR6/6 
第24層 じぶi潰罷土 IOYR6/4
第25層褐色土 IOYR4/4
第26層黒褐色土 10YR2/2
第27層昔褐色士 IOYRS/6
第28屑褐色上 10YR3/3
第29層褐色士 IOYR4/6
第30層哨褐色土 IOYR3/3
第31層 ,: ぶ＼灌観tIOYRS/4 
第32層 因孔灌橙且 IOYR6/4 
第33層暗褐色上 10YR3/3
第34層暗褐色土 IOYR3/3
第35腎暗褐色土 10YR3/3
第36層 1: ぶぃ財舵t IOYR7/4 
第37層 暗 褐 色±IOYR3/3
第38層 にぶ漣観t10YR4/3 
第39培暗褐色土 IOYR3/3
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図62　第362・365・366号土坑
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第362号士坑土層注記
第1層暗褐色土 10YR3/3
第2層褐色土 10YR4/4
第3層暗褐色土 10YR3/3
第4層黒褐色土 10YR3/2
第 5層褐色土 10YR4/4
第 6層褐色士 10YR4/4
第7層褐色土 10YR4/6
第8層暗褐色土 10YR3/3
第9層褐色土 !OYR4/4
第10層黒褐色土 10YR3/2
第11層暗褐色土 !OYR3/3
第12層 1: ぶい貴椙紅 10YR5/4 
第13層暗褐色土 10YR3/3
第14層褐色土 10YR4/4
第15層 1: 恥難紅 10YR4/3
第16層 1: 恥貴椙色± 10YR7/4 
第17層 1: ぶい賣競士 10YR4/3 
第18層 I'. ぶい責鳥紅 10YR4/3 
第19層 1: 恥貴難土 10YR6/4 
第20層黒褐色土 IOYR3/2

＇ 

層

層

層

層

層

層

層

層

2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
 

第

第

第

第

第

第

第

第

暗褐色土 10YR2/3 
黒褐色土 10YR2/3 
暗褐色士 10YR3/3 
黒褐色士 10YR3/2 
暗褐色土 10YR3/3 
暗褐色土 10YR3/3 
黒褐色土 10YR3/2 
褐色土 10YR4/4
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第365号土坑土層注記
第 1層暗褐色土 10YR3/3
第2層褐色土 10YR4/4
第3層暗褐色土 10YR3/4
第4層褐色土 10YR4/4
第5層黒褐色土 IOYR2/2
第6層褐色土 JOYR4/4
第7層暗褐色土 10YR3/3
第8層褐色土 10YR4/4
第 9層黒褐色土 10YR2/2
第10層褐色土 JOYR4/4
第11層暗褐色土 IOYR3/3
第12層暗褐色土 10YR3/3
第13層黒褐色土 10YR2/3
第14層暗褐色土 10YR3/4
第15層暗褐色土 10YR3/4
第16層 1: ぷい責楊紐 IOYR4/3 
第17層暗褐色土 10YR3/3
第18層褐色土 10YR4/4
第19層 1:~,, 責馳士 10YR5/3 
第20層褐色土 !OYR4/4
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第

第

苫

9
N
N
5

芯

1: ぶい責楊色士 IOYR4/3 
暗褐色士 IOYR3/4 
にぶい責椙色土 IOYR4/3 
にぶい費褐色± IOYR4/3 
褐色土 IOYR4/6
暗褐色土 IOYR3/3 
暗褐色土 IOYR3/3 
にぶい責椙色土 IOYR5/3 
暗褐色土 IOYR3/4 
1: ぶい黄褐色土 IOYR4/3 
暗褐色土 IOYR3/3 
褐色土 IOYR4/4
暗褐色土 IOYR3/4 
暗褐色土 IOYR3/3 

6
1
 

O
O
I
 

第366号土坑土層注記
第1層黒褐色土 !OYRZ/2
第Za層黒褐色土 IOYRZ/3 
第2b層 1: ふい賣薗紅 10YR4/3 
第3層暗褐色土 IOYR3/4
第 4層暗褐色土 IOYR3/4
第5層暗褐色土 IOYR3/4
第6層 1こぶい貴椙色土 10YR5/4 
第7層暗褐色土 !0YR3/3
第8層褐色土 IOYR4/4
第9層褐色土 IOYR4/6
第10層暗褐色土 IOYR3/3
第11層黒褐色土 IOYRZ/3
第12層暗褐色土 !0YR3/4
第13層暗褐色土 IOYR3/3
第14層 1: ぶい貴橙紅 IOYR6/3 
第15層黒褐色土 IOYRZ/3
第16層褐灰色土 IOYR5/!
第17層黒褐色土 IOYRZ/3
第18層褐色土 IOYR4/4
第19層 1: ぷい貴鳥紅 IOYR5/4 
第20層黒褐色土 IOYRZ/3
第21層暗褐色土 IOYR3/3
第22層黒褐色土 !0YR5/I
第23層黒褐色土 IOYR2/3
第24層黒褐色土 IOYR3/2
第25層 灰黄褐色土 IOYR6/2 
第26層黒褐色土 IOYR2/2
第27a層褐色土 10YR4/6
第27b層 I: ぷい賣借紅 IOYR6/3 
第27c層 1: ぶい貴橙色土 IOYR5/4 
第28層 1: ぶい責柑紅 !OYR6/4 
第29層暗褐色土 IOYR3/3
第30層暗褐色土 !0YR3/4
第31層褐色土 IOYR4/4
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図62 第362・365・366号土坑
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図63　第367・368・369号土坑
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第367号士坑土層注記
第 1層暗褐色土 IOYR3/3

第 2層褐色士 IOYR4/4

第3層褐色土 IOYR4/4

第 4層褐色土 fOYR4/4

第5層褐色土 IOYR4/4

第6層褐色士 IOYR4/6

第 7層褐色土 IOYR4/4

第8層黄褐色土 IOYR5/6

第9層褐色士 IOYR4/4

第10層褐色士 IOYR4/6

第II層褐色土 IOYR4/4

第12層褐色士 IOYR4/6

第13層褐色士 IOYR4/6
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褐色士 IOYR4/4
褐色士 IOYR4/6
暗褐色士 IOYR3/4 
暗褐色士 IOYR3/4 
褐色士 IOYR4/4
にぶい貴掲色士 IOYR5/4 
暗褐色士 IOYR3/4 
暗褐色土 IOYR3/3 
褐色土 IOYR4/4
暗褐色士 IOYR3/4 
褐色土 IOYR4/6
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第368号士坑土層注記

第 1層黒褐色土 10YR2/3

第 2層暗褐色土 !OYR3/4

第3層暗褐色士 10YR3/4

第4層暗褐色士 10YR3/3

第 5層褐色士 10YR4/4

第6層暗褐色士 10YR3/2

第 7層暗褐色士 10YR3/3

第 8a層褐色土 10YR4/4

第 8b層褐色土 10YR2/2

第 9層黒褐色土 10YR2/2

第10層褐色土 10YR4/4

第11層暗褐色土 10YR3/3

第12a層暗褐色土 !OYR3/4

第12b層 1:恥観抱士 10YR6/4 

第12c層 1:ぶい難咆± !OYR5/4 

B 
-96.00m 

A 

q
 

日
0
9
・
0
0
6
1

第13層暗褐色士 !OYR3/4

第14層黒褐色土 IOYRZ/2

第15層黒褐色士 !OYRZ/3

第16層暗褐色士 !OYR3/3

第17層黒褐色土 !OYRZ/2
第18層黒褐色士 !OYRZ/3

第19層黒褐色土 !OYRZ/3

第20層暗褐色土 !OYR3/2

第21層黒褐色土 !OYRZ/33
第22層 1こぶ9潰覆紅 !OYR6/3 

第23層 にぶい責履色士 !OYR6/3 

第24層 灰黄橙色土 !OYR6/2 

第25層 にぶい貴屑紐 IOYR5/4 

UI 

B 
-98.60m 

第369号土坑士層注記

第 1層暗褐色土 10YR3/3

第2層黒褐色土 10YR2/2

第3層暗褐色土 10YR3/4

第4層暗褐色土 10YR3/4

第5層 1: ぶい貴昌紐 10YR4/3 

第6層褐色土 10YR4/4

第7層暗褐色土 10YR3/3

第8層黒褐色土 10YR2/2

第9層暗褐色土 IOYR3/2
第10層 1こぶい貴屑紅 10YR5/4 

第11層黒褐色土 10YR2/3

第12層褐色士 10YR4/6
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図63 第367• 368・369号土坑
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図64　第370・376・379号土坑
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第370号土坑土層注記
第 1層黒褐色士 IOYRZ/3
第2層暗褐色士 IOYR3/4
第3層黒褐色土 IOYRZ/2
第4層黒褐色士 IOYRZ/2
第5層黒褐色士 !OYRZ/3

暗褐色士 IOYR3/3 

第6層黒褐色土 !OYRZ/2
第7層黒褐色士 !OYRZ/2

第8層黒褐色士 IOYRZ/2
第9層暗褐色土 IOYR3/3

第10層暗褐色士 IOYR3/3
第II層 1こぶ讀槌士 !OYR5/4 

第12層暗褐色土 IOYR3/2
第13層 1: 品潰掲釦上 IOYR4/3 

1こぶい黄覧も± IOYR6/4 
第14層暗褐色土 IOYR3/4
第15層暗褐色土 !OYR4/4
第16層暗褐色土 !OYR4/4

376土 こ1

日
0
1
.
l
6
 
CT 

第376号土坑土層注記
第1層黒褐色土 IOYRZ/2

第 2層黒褐色土 IOYRZ/3
第3層黒褐色土 IOYRZ/1
第4層黒褐色土 IOYRZ/2
第5層黒褐色士 IOYRZ/3
第6層黒褐色士 IOYRZ/2
第 7層黒色 土 IOYRZ/1
第8層黒色 土 IOYRZ/1
第9層黒色土 IOYRI.7/1 

第10層黒褐色 土 IOYRZ/2
第11層黒色土 IOYRZ/1
第12層黒褐色 土 IOYRZ/2
第13層黒褐色 土 IOYRZ/2
第14層黒褐色 士 IOYRZ/3
第15層黒褐色 土 JOYRZ/2
第16層黒色土 IOYRI.711 
第17層 浮石層
第18層 1: 品灌競土 IOYR5/4 

第19層黒褐色 土 IOYRZ/2
第20層黒褐色土 IOYRZ/3
第21層黒褐色土 IOYR3/2
第22層暗褐色 土 IOYR3/3
第23層黒色士 IOYRZ/1
第24層黒褐色土 IOYR2/2
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第379号土坑土層注記
第1層 明黄褐色土 IOYR6/6 
第2層 1こぶい黄翻土 IOYRS/4 

第3層 1こぶい費椙紐 IOYRS/4 
第4層 1: 恥龍紅 !OYR6/3

第5層暗褐色土 IOYR313
第6層褐色土 !OYR4/6
第7層暗褐色士 IOYR3/4
第8層 1: ぶい賣橙紐 IOYR6/3 

第9層 明賃褐色土 IOYR6/6 
第10層黒褐色士 !OYR2/3

第II層暗褐色土 IOYR3/3
第12層暗褐色土 IOYR3/3
第13層暗褐色土 IOYR3/3

第14層 1: ぶ靖掲紅 !OYRS/3 

第15層 1: 翡鵡紐 IOYR5/4 

第16層褐色土 IOYR4/4
第17層暗褐色土 IOYR3/4
第18層 1: ぶ靖観土 IOYR4/3 
第19層 1こぶ靖栂紐 IOYR4/3 

第20層暗褐色土 IOYR3/3
第21層 にぶい費掲紅 IOYR5/4 
第22層 1こぷ靖椙紐 IOYR4/3 

第23層褐色土 IOYR4/4
第24層褐色土 IOYR4/4

第25層 1こぶい貴橙紐 IOYR6/3 

第26層褐色土 IOYR4/4
第27層褐色土 !OYR4/4
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図65　第375・380号土坑
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第19層 明度褐色土 10YR7/6 
第20層暗掲色土 10YR3/4
第21層黒褐色土 10YR3/2
第22層暗褐色土 10YR3/3
第23層黒掲色土 10YR3/2
第24層褐色土 10YR4/6
第25層黄褐色土 10YR5/6
第26層暗褐色土 10YR3/3
第27層黒褐色土 10YR3/2
第28層暗褐色土 10YR3/3
第29層暗褐色土 lOYR3/3
第30層暗褐色土 10YR3/3
第31層黒褐色土 10YR3/2
第32層 明黄褐色土 10YR6/6 
第33層黒褐色土 10YR3/2
第34層暗褐色土 10YR3/4
第35層黒褐色土 10YR3/2
第36層黒褐色土 10YR3/2

1n 

9
7
.
5
0
m
 

D
 

ー

A
 

’~ 

l
'

什
い
~
●
：
＇
~

第380号土坑土層注記

第1層黒色土 lOYRl.7 
第2層黒色土 10YR2/l
第 3層 黒褐色土 10YR3/2
第4a層暗褐色士 10YR3/3
第 4b層 1: 翡難抱土 JOYR5/3 
第5層 黒褐色土 10YR2/2
第6層 黒褐色土 10YR2/2

第7層 暗褐色土 10YR3/3
第8a層黒褐色土 10YR2/3
第8b層 1: ぷい黄駐士 10YR4/3 
第 9層 黒褐色土 JOYR2/3
第10層 黒褐色士 JOYR3/2
第11層 にぶい賣観土 IOYR4/3 
第12層褐色土 10YR4/6
第13層 黒褐色土 10YR3/2
第14a層暗褐色 土 10YR3/3
第14b層褐色土 10YR4/4
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第

第

第

暗褐色土 IOYR3/3 
灰黄褐色土 IOYR4/2 
灰黄褐色士 !OYR4/2 
黒褐色土 !OYRZ/3 
黒褐色土 IOYR3/2 
褐色土 10YR4/4
にぶい黄覧色士 IOYR6/3 
黒褐色土 !OYR3/2 
1:. ぶい賃橙色土 IOYR6/3 
暗褐色土 IOYR3/3 
里色土 IOYRZ/1
1:. ぶい囃橙色土 10YR6/3 
暗褐色土 IOYR3/3 
暗褐色土 !OYR3/3 
黒褐色土 !OYRZ/3 
黒褐色土 !OYRZ/2 
黒褐色土 IOYR2/2 
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図65 第375・380号土坑
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図66　第381・382・384・388・389・396号土坑
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遺物出土状況図

第381号士坑土層注記

1層 黒色士 lOYRl.7 /1黄褐色浮石を少量含む。 (IV層に相当？）

第382号士坑土層注記

1層 黒色土 lOYRl. 7 /1黄褐色浮石を少量含む。 (IV層に相当？）

第384号土坑土層注記

1層 黒色土 10YR2/l 遺物を多量に含む。
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第387号土坑土層注記

1層 暗褐色土 10YR3/4ローム質土。

2層 黒色土 lOYRl. 7/1南部浮石少量含む。

第388号土坑土層注記

1層 暗褐色土 10YR3/3粘性あり。（ロ..:.ム質士）

2層黒褐色土 10YR2/2

3層 黒色土 10YR2/l南部浮石との互層。

4層 黒色土 10YR2/l南部浮石を極微量含む。

5層黒色土 lOYRl. 7 /1 

6層黒色土 10YR2/l 
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第389号士坑土層注記

1層 暗褐色土 !OYR3/4ローム質土

2層黒褐色土 !OYR2/2

3層黒色士 IOYRZ/1 

＋ AU-37 

A
 

B 
-91.08m 

第396号土坑士層注記

1層 黒色士 IOYRZ/1 褐色土 (IOYR4/4)少量混入。

2層 黒褐色土 IOYRZ/2 南部浮石多量混入。

3層 黒褐色土 IOYR3/2 南部浮石多量混入。

図版上が北
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図66 第381・382・384・388・389・396号土坑
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図67　第392・393・394・397・398号土坑
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第7層 暗褐色土 10YR3/4
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第2層 暗褐色土 10YR3情
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第404号土坑土忌注記
1層 黒褐色土 10YR2/3南部浮石中量に含む。
2層 閂 色 士 10YR2/l 
3層 黒 色 土 10YR2/1 
4層 黒 色 土 10YR2/l 
5屈 暗褐色土 10YR3/4(ローム質土）
6層 黒 色 土 IOYRL711 
7層 黒褐色土 10YR2/2 6層と南部浮石との互層。
8膚 黒色土 10YR2/l南蔀浮石中塁混人。
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噌褐色土 IOYR3/3 
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図69　第400・402・405号土坑
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第1層褐色土 10YR4/4
第2層褐色土 10YR4/6
第 3層 暗褐色土 10YR3/4
第 4層 暗褐色士 10YR3/4
第5層 暗褐色土 10YR3/3
第 6層褐色土 10YR4/4
第7層 暗褐色土 10YR3/4
第 8層 暗褐色土 10YR3/4

第9層 暗褐色土 10YR3/4
第10層 暗褐色土 IOYR3/3
第II層 暗褐色土 IOYR3/4
第12層 暗褐色土 IOYR3/3
第13層褐色土 IOYR4/4
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第 1層黒褐色士 !OYR2/2
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第 3層暗褐色土 !OYR3/3
第4層暗褐色土 !OYR3/3
第5層 1: ぷい貴橙紐 IOYR6/4 
第 6層黒褐色土 IOYR2/3
第7層暗褐色土 IOYR3/4
第 8層暗褐色土 IOYR3/3
第 9層暗褐色土 !OYR3/3
第10層 1: ぶい貴屑紐 !OYR4/3 
第11層暗褐色士 !OYR3/3
第12層 1: ぶ潰駐士 IOYR6/4 
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図70　第318・319・320・322号土坑出土土器
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図72　第324号土坑出土土器
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図73　第324号土坑出土土器
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図75　第325・326号土坑出土土器
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図76　第326・328・330・331・332号土坑出土土器
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図77　第333・334・335号土坑出土土器
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図78　第339号土坑出土土器
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図79　第340号土坑出土土器
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図80　第341号土坑出土土器
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図83　第348号土坑出土土器
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図85　第361・362・363・365号土坑出土土器
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図87　第367・368・369・370・374号土坑出土土器
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図88　第376号土坑出土土器
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図89　第378号土坑出土土器
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図90　第379・380号土坑出土土器
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図91　第380号土坑出土土器
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図92　第380号土坑出土土器
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図92 第380号土坑出土土器
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図93　第384号土坑出土土器
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10cm 

図93 第384号土坑出土土器
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図94　第387・388・389・392・397・398号土坑出土土器
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図95　第398・399・400・402号土坑出土土器
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400土-1
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図95 第398・399・400・402号土坑出土土器
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図97　土坑出土石器①
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図97 土坑出土石器①
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図98　土坑出土石器②
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図99　土坑出土石器③
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図100　土坑出土石器④
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図100 土坑出土石器④
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図101　土坑出土石器⑤
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図101 土坑出土石器⑤
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図102　土坑出土石器⑥
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図102 土坑出土石器⑥
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図103　土坑出土石器⑦
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図103 土坑出土石器⑦
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図104　土坑出土石器⑧
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土坑内出土石器観察表

図版NO出土位置 整理番号 層位 大分類 細分類 ：長さ(mm)I幅(mm)屑［さ(mm)重量(mm)石 信考

312-1 312土 2 石鏃 I b 25 14 4 l珪 頁岩
312-2 312土 1 不定形 II 35 45.5 16.3 珪 頁岩
313-1 313土 2 不定形 III 46.5 32 2 4.3 珪 頁岩
313-1 313土 3 石匙 I b 43.5 30 8.5 13.3 珪 頁岩
313-2 313土 1 不定形 I b 36 20 2 2.5 珪 頁岩
318-1 318土 1 敲磨器類 II a 97 65 41 326.4 砂岩
322-1 322土 1 不定形 I b 18 22 3.5 2.1 珪質頁岩
322-2 322土 2 不定形 田 36 41 10 9.2 珪質頁岩
322-3 322土 3 敲磨器類 Nal 209 93 40 959.7 粘板岩
324-1 324土 1 不定形 I b 37 16 5 5.2 珪質頁岩
324-2 324土 2 不定形 ill 29 27 5 4.2 珪質頁岩
324-3 324土 3 不定形 田 29 30 3 3.3 珪質頁岩
324-4 324土 4 

善敲敲不珊磨磨定器器器形類類類

Nb 163 72 20 290.9 粘板岩

324-5 324土 6 illb 183 73 47 703 砂岩 被熱
324-6 324土 5 Ilb 141 54 36 324.5 粘 岩
325-1 325土 I I b 44 31 6 6.2 珪 頁岩
325-2 325土 5 不定形 I b 30 30 5.5 4.4 珪 頁岩
325-3 325土 2 不定形 I a 27 25 9.5 4.6 珪 頁岩
325-4 325土 4 不定形 III 57 27 6 9珪 頁岩
325-5 325土 3 不定形 III 47 33 8 17.7 珪 頁岩
325-6 325土 6 半円状 ]] 172 61 22 288.1 砂岩
325-7 325土 7 敲磨器類 Nb 198 63 48 815.7 流紋岩
326-1 326土 1 石鏃 IC 25 13 3 0.8 珪質頁岩
326-2 326土 3 石斧 IC 34 35.5 20.5 30.3 頁岩
326-3 326土 2 半円状 ]] 150 56 17 199.1 I粘板岩
328-1 328土 2 不定形 I a 26 18 8 3.5 珪質頁岩
328-2 328土 1 不定形 I a 37 20 12 6.7 珪質頁岩
328-3 328土 3 敲磨器類 Nb 149 102 34 605.l 砂岩
330-1 330土 1 敲磨器類 田c 107 85 51 525.1 砂岩
330-2 330土 3 石斧 II? 62 40 22 61.6 頁岩
330-3 330土 2 敲磨器類 I 104 50 26 185.5 I安山岩
331-1 331土 1 不定形 ill? 47.5 34.5 16 24.5 珪質頁岩
335-1 335土 1 不定形 I I b 21.5 22 3.5 1.8 珪質頁岩
339-1 339土 2 敲磨器類 Illb 171 75 23 460 砂岩
339-2 339土 1 敲磨器類 Illa 146 85 38 580 砂岩
341-1 341土 1 不定形 I a 39 29.5 15 16.8 珪質頁岩
341-2 341土 2 敲磨器 ma 175 80 37 620.2 砂岩
341-3 341土 5 敲磨器 Nal 113 85 38 580 砂岩
341-4 341土 3 敲磨器 ma 95 69 42 339.5 砂岩 341-5と接合・断面磨き
341-5 341土 4 嘉麻翠 Illa 111 71 41 552 砂岩 断面磨き
344-1 344土 1 敲磨器 Nb? 113 46 27 170 砂岩 欠損・柄の部分
348-1 348土 2 石鏃 I b 22 18 6 1.5 珪質頁岩
348-2 348土 1 不定形 I b 4.6 3.4 1.1 17.5 珪質頁岩
348-3 348土 3 石核 32 25.5 15.5 10.9 珪質頁岩
348-4 348土 6 敲磨器類 Illa 95 66 35 244.2 砂岩 348-5と接合・断面磨き
348-5 348土 5 敲磨器類 Illa 65 80 34 189.9 砂岩 断面磨き
348-6 348土 4 半円状 II 177 53 30 419.1 砂質頁岩
363-1 363土 1 不定形 III? 37 26 ， 11珪質頁岩
365-1 365土 1 敲磨器類 Nal 127 36 10 63.3 御岩366-1 366土 1 石錐 22 23 ， 3.9 
366-2 366土 2 不定形 III? 24 32 7 5.8 
374-1 374土 1 不定形 III 43 25 10 11.1 
375-1 375土 I 半円状 I 134 60 14 116 砂岩
375-2 375土 2 贔疇器蕊 Nb 185 106 44 812 砂山

376-1 376土 1 不定形 III 45 23 8 4.5 珪 頁岩
376-2 376土 2 不定形 III 24 23.5 7 3.7 珪 頁岩
376-3 376土 3 不定形 I a 34 11 5 1.9 珪 頁岩
378-1 378土 1 不定形 I b 30 26 5 3.4 珪 頁岩
387-1 387土 1 石鏃 I b 33 16 4 2珪 頁岩
392-1 392土 1 敲磨器類 Illa 119 70 20 273.1 1閃緑岩
392-2 392土 2 敲磨器類 Nb 56 90 36 307.5 輝緑岩
398-1 398土 1 楔形石器 24 23 7 3.3 珪質頁岩
398-2 398土 2 敲磨器類 Nal 114 54 13 106.3 粘板岩
398-3 398土 4 半円状 I? 85 94 16 185.4 砂岩 被熱
398-4 398土 5 石斧 II 126 57 23 258.1 輝緑岩
398-5 398土 3 半円状 I ? 138 85 16 242 砂岩 398-3と接合
399-1 399土 1 石匙 I a 49 30 11 13.6 珪 頁岩
399-2 399土 2 半円状 I 180 68 16 251.2 粘； 岩
400-1 400土 1 不定形 I b 45 23 7 6.8 珪 頁岩
401-1 401土 1 不定形 I a 56 26 15 25 珪1頁岩
401-2 401土 2 敲磨器類 ma 82 81 10 75.1 砂岩
403-1 403土 2 敲磨器類 !Val 148 64 11 127.4 頁岩
403-2 403土 1 敲磨器類 II b 90 68 33 289.6 砂岩
405-1 405土 1 不定形 III 24 31 6 5.2 頁岩
405-2 405土 2 半円状 I 112 86 16 241.5 1閃緑岩
405-3 405上 3 半円状 I 74 66 19 145.2 砂岩 断面磨き
405-4 405土 4 敲磨器類 I 117 72 23 263.7 頁岩 側面にスリ
405-5 405土 5 敲磨器類 Ilb 78 72 28 216.5 頁岩
384-2 384土 1 不定形 I b 49 35 6 9.4 珪質頁岩
384-3 384土 2 不定形 ill 59.5 33 12 19.8 珪質頁岩
384-1 384土 3 不定形 I b 45 20 4.5 4.7 珪質頁岩
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3土器埋設遺構

第30号土器埋設遺構(図105・111)

[位置]AX-43グリッドに位置する。

[重複]第15号焼土遺構と重複しており。本遺構の方が先行する。

[規模と形状]ほぼ土器に沿った掘り方を有する。掘り方の最低面は標高89.83m、土器の最低面は

同89.88mである。

[検出土器]器体の上半部を大きく欠失する。胴部中位に結節回転文を横位方向に施し、その上位と

下位とに単軸絡条体第1類を縦位方向に施す。また底部に単軸絡条体第1類を施す。

［小結]器体上半を欠失するが、円筒下層式と思われる。正立に埋設されている。

第31号土器埋設遺構(図105・112)

[位置]CC-15グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状］明確な掘り方は認められない。土器の形状に沿った掘り方を有していたものと思われ

る。土器内部は3層、掘り方が1層に分層された。土器の最低面は標高97.74mである。

［検出土器]口唇部形態が尖頭状で、端部が4単位の緩やかな小波状を呈する。口唇部に単節LRを

施し、口縁部下位に微隆帯を設ける。隆帯上位に位置する幅の狭い文様帯に多軸絡条体の側面圧痕を

6条施し、また隆帯の下位には単軸絡条体第1A類を施し、木目状の文様を表出する。

[小結]円筒下層d1式の正立に埋設された土器である。

第32号土器埋設遺構(図105・111）

[位置]CC-15グリッドに位置する。

[重複]なし。

［規模と形状]明確な掘り方は認められない。土器の形状に沿った掘り方を有していたものと思われ

る。土器内部は2層に分層されが上層は基本層序の第Ⅲ層である。土器の最低面は標高97.94mである。

[検出土器]口唇部形態が尖頭状で。端部が4単位の緩やかな小波状を呈する。口縁部下位に微隆帯

を設け、隆帯上位に多軸絡条体の側面圧痕により三角形を基調とする幾何学的な文様を創出する。ま

た隆帯の下位に結束第1種を羽状に施す。

[小結]円筒下層d1式の正立に埋設された土器である。土器内部から礫が1点出土している。

第33号土器埋設遺構(図106・112)

[位置]CA-17グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]明確な掘り方は認められない。土器の形状に沿った掘り方を有していたものと思われ

る。土器内部は3層に分層された。2、3層間から扁平な礫が1点出土している。土器の最低面は標

高97.87mである。

－167－

3 土器埋設遺構

第30号土謡埋設遺構（図105・111)

［位置] A X-43グリッドに位置する。

［重複］第15号焼士遺構と重複しており、本遺構の方が先行する。

［規模と形状］ほぼ土器に沿った掘り方を有する。掘り方の最低面は標高89.83m、土器の最低面は

同89.88mである。

［検出士器］器体の上半部を大きく欠失する。胴部中位に結節同転文を横位方向に施し、その上位と

下位とに単軸絡条休第 1類を縦位方向に施す。また底部に単軸絡条体第 1類を施す。

［小結］器休上半を欠失するが、円筒下層式と思われる。正立に埋設されている。

第31号土謡埋設遺構（図105・112)

［位置JCC -15グリソドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］明確な掘り方は認められない。土器の形状に沿った掘り方を有していたものと思われ

る。土器内部は 3層、掘り方が 1層に分層された，：，上器の最低面は標高97.74mである，）

［検出土器］口唇部形態が尖頭状で、端部が 4単位の緩やかな小波状を呈する。口唇部に単節LRを

施し、口縁部下位に微隆帯を設ける。隆帯上位に位置する輻の狭い文様幣に多軸絡条体の側面圧痕を

6条施し、また隆帯の下位には単軸絡条体第 lA類を施し、木目状の文様を表出する。

［小結］円筒下層 d1式の正立に埋設された士器である。

第32号土器埋設遺構（図105・111)

［位置] CC -15グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］明確な視り方は認められない。士器の形状に沿った掘り方を有していたものと思われ

る。士器内部は 2層に分層されが上層は基本層序の第m層である。土器の最低面は標高97.94mである 0

［検出土器］口唇部形態が尖頭状で、端部が 4単位の緩やかな小波状を呈する。口縁部下位に微隆帯

を設け、隆帯上位に多軸絡条体の側面圧痕により三角形を基調とする幾何学的な文様を創出する。ま

た隆帯の下位に結束第 1種を羽状に施す。

［小結］円筒下層 dl式の正立に埋設された土器である。土器内部から礫が 1点出土している。

第33号土器埋設遺構（図106・112)

［位置] CA-17グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］明確な掘り方は認められない。土器の形状に沿った掘り方を有していたものと思われ

る。土器内部は 3層に分層された。 2、3層間から扁平な礫が 1点出土している。土器の最低面は標

高97.87mである。
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[検出土器]口唇部形態が円頭状で、端部4単位の緩やかな小波状を呈する。口唇部に単節LRを施

し、口縁部下位に単軸絡条体の「X」字状の側面圧痕を施す微隆帯が設けられる。隆帯上位に位置す

る文様帯に同じく単軸絡条体の側面圧痕と無節R・Lの2条1対の側面圧痕により幾何学的な文様を

創出する。さらに隆帯の下位には単軸絡条体第1A類が施される。

[小結]円筒下層d1式の正立に埋設された土器である。

第34号土器埋設遺構(図105・111)

[位置]CC-15グリッドに位置する。

[重複]内部及び上面から第35号埋設土器が検出された。

[規模と形状]明確な掘り方は認められない。ほぼ土器に沿った掘り方を有していたものと思われる。

土器内部は2層に分層されたが、上層は基本層序第Ⅲ層である。土器の最低面は標高97.71mである。

[検出土器]口唇部形態が円頭状で、端部が4単位の緩やかな小波状を呈する。口唇部に単節LRの

側面圧痕を施し、口縁部下位に棒状施文具による斜位方向からの刺突を施す微隆帯が設けられる。隆

帯上位に位置する幅の狭い文様帯に単軸絡条体第5類の側面圧痕を3条施し、また隆帯の下位に単軸

絡条体第1A類を施し、木目状の文様を表出する。

[小結]円筒下層d1式の正立に埋設された土器である。

第35号土器埋設遺構(図105・111)

[位置]CC-15グリッドに位置する。

[重複]第34号埋設土器の内部及び上面に倒立した状態で検出されている。

[規模と形状]掘り方は認められない。土器の最低面は標高97.86mである。

[検出土器]口唇部形態が尖頭状を呈し、口唇部に単節LRを施す。口縁部下位に棒状施文具による

刺突を施す微隆帯が設けられ、隆帯上位の幅狭の口縁部文様帯に無節Lの側面圧痕により4条の直線

的な文様を創出する。さらに隆帯の直下に結節回転文を施し、下位には結束第1種と結束第2種を交

互に施し、羽状縄文を構成する。

[小結]第34号埋設土器内部に倒立した状態で置かれていた可能性も考えられる。円筒下層d1式の

土器である。

第36号土器埋設遺構(図106・113)

[位置]CE-15・16グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]明確な掘り方は認められない。基本層序第Ⅲ層中から第Ⅱ層中にかけて、つぶされた

状態で検出されている。土器の最低面は標高97.86mである。

[検出土器]口唇部形態が尖頭状で、端部が緩やかな小波状を呈する。口唇部に単節RLを施し、口

縁部下位に棒状施文具による斜位方向からの刺突を施す隆帯が設けられる。この隆帯は上下を無節R

の側面圧痕により区画され、隆帯上位の幅の狭いロ縁部文様帯には無節Rの側面圧痕により幾何学

的な文様が創出され、また、隆帯の下位には多軸絡条体が縦位に施される。

－168－

［検出士器］口唇部形態が円頭状で、瑞部 4単位の緩やかな小波状を呈する。口唇部に単節LRを施

し、口縁音〖下位に単軸絡条体の「 X」字状の側面圧痕を施す微隆帯が設けられる。隆帯上位に位置す

る文様帯に同しく弔軸絡条体の側面圧痕と無節R・Lの2条］対の側面圧痕により幾何学的な文様を

創出する。さらに隆帯の下位には単軸絡条休第 lA類が施される

［小結］円筒下層 dl式の正立に埋設された土器である。

第34号土器埋設遺構（図105・111)

［位置] CC -15グリッドに位置する c

［重複］内部及び上面から第35号埋設土器が検出されたc

［規模と形状］明確な掘り方は認められない。ほぼ七器に沿っだ掘り方を有していたものと思われる 0

土器内部は 2層に分層されたが、上層は基本層序第1II層である。土器の最低面は標高97.71mである。

［検出土器］口唇部形態が円頭状で、端部が4単位の緩やかな小波状を呈する。口唇部に単節LRの

側面圧痕を施し、口縁部下位に棒状施文具による斜位方向からの刺突を施す微隆帯が設けられる c 隆

帯t位に位置する幅の狭い文様帯に単軸絡条体第 5類の側面圧痕を 3条施し、また隆骨の下位に単軸

絡条体第 lA類を施し、木目状の文様を表出する。

［小結］円筒下層 d1式の正立に埋設されだ土器であるっ

第35号土器埋設遺構（図105・111)

［位置] CC -15グリッドに位置する。

［重複］第34号埋設上器の内部及び上面に倒立した状態で検出されている。

［規模と形状］掘り方は認められない（、土器の最低面は標高97.86mである c

［検出土辟］口唇部形態が尖頭状を呈し、口唇部に単節LRを槌す。口縁部下位に棒状施文具による

刺突を施す微隆帯が設けられ、降帯上位の幅狭の口縁部文様惜に無節Lの側面圧痕により 4条の直線

的な文様を創出する。さらに隆帯の直下に結節回転文を施し、下位には結束第 1種と結束第 2種を交

互に施し、羽状縄文を構成する。

［小結］第34号埋設土器円部に倒立した状態で置かれていだ可能性も考えられる。円筒下層 dl式の

土器である 0

第36号土器埋設遺構＼図106・113)

［位置] C E-15・16グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］明確な掘り方は認められない。基本層序第III層中から第II層中にかけて、つぶされた

状態で検出されている。土器の最低面は標高97.86mである。

［検出土器］口唇部形態が尖頭状で、端部が緩やかな小波状を呈する。口唇部に単節RLを施し、ロ

縁部下位に棒状施文具による斜位方向からの刺突を施す隆帯が設けられる。この隆帯は上下を無節R

の側面圧痕により区画され、隆帯上位の幅の狭い口縁部文様帯には無節Rの側面圧痕により幾何学

的な文様が創出され、また、隆帯の下位には多軸絡条体が縦位に施される。
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[小結]円筒下層d1式の土器である。正立に埋設されている。

第37号土器埋設遺構(図106・114）

[位置]CA-17グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]明確な掘り方は認められない。基本層序第ⅢからⅡ層にかけて検出された。土器の最

低面は標高97.86mである。

[検出土器]口縁部が内湾して開き、胴部で膨らむ器形を呈する。口縁端部が4単位の波状を呈し、

波頂部直下に縦位の隆帯を、波頂部問の谷間には突起状の隆帯を2個1対に施す。この波頂部及び突

起状の隆帯頂部に棒状施文具による刺突を施し、口唇部には単節RLを施す。また、口縁部の幅の狭

い文様帯には2条1対の単節RLの側面圧痕と棒状施文具による連続刺突を施し幾何学的文様を創出

する。さらに頚部に棒状施文具による斜位方向からの刺突を3列施し、その下位に多軸絡条体を縦位

 に施す。

[小結]円筒下層d2式の斜位に埋設された土器である。

第39号土器埋設遺構(図106・114)

[位置]AY-43グリッドに位置する。

[重複］なし。

[規模と形状]明確な掘り方は認められない。ほぼ土器に沿った掘り方を有していたものと思われる。

土器内部は1層である。土器の最低面は標高89.85mである。

[検出土器]口唇部形態が角頭状を呈し、口唇部に単節LRを施す。胴部に節の粗い単節LRを横位

及び斜位方向に施し、さらに底部に単節LRを施す。

[小結]円筒下層a式の正立に埋設された土器である。

第41号土器埋設遺構(図107・114)

[位置]AW-41グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]明確な掘り方は認められない。ほぼ土器に沿った掘り方を有していたものと思われる。

土器内部は1層である。土器の最低面は標高90.00mである。

[検出土器]器体上半部を大きく欠失する。節の粗い単軸絡条体第1類を縦位に施す。

[小結]器体上半部を欠失するが、円筒下層式と思われる。正立に埋設された土器である。

第43号土器埋設遺構(図107・114)

[位置]BZ-16グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]土器よりかなり大きめの掘り方を有する。土器内部は1層である。掘り方の最低面は

97.82m、土器の最低面は同97.85mである。
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［小結］円筒下層 dl式の士器である（正立に埋設されている。

第37号士器埋設遺構（図106・114)

［位置] CA-17グリソドに位置する。

［重複］なし，こ

［規模と形状］明確な掘り）jは認められない。甚本層序第mから II層にかけて検出された。土器の最

低面は標高97.86mてある。

［検出土器］口稼部が内湾して開き、胴部で膨らむ器形を呈する。口縁端部が4単位の波状を呈し、

波頂部直下に縦位の隆幣を、波頂部間の谷間には突起状の隆帯を 2個 1対に施す。この波頂部及び突

起状の隆幣頂部に棒状施文具による刺突を施し、口唇部には単節RLを施す。また、口縁邸の幅の狭

い文様帯には 2条 1対の単節RLの側面圧痕と棒状施文具による連続刺突を施し幾何学的文様を創出

する。さらに頚部に棒状施文具による斜位方向からの刺突を 3列施し、その下位に多軸絡条体を縦位

に施す。

［小結］円筒下層 dZ式の斜位に埋設された土器である，：

第39号±器埋設逍構（図106・114)

［位罹] A Y~43グリソドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］唄確な掘り方は認められない。ほぼ土器に沿った掘り方を有していたものと思われるぐ

t器内部は 1層である。土器の最低面は標高89.85mであるっ

［検出土器］口唇部形態が角頭状を呈し、口唇部に単節LRを施す，i 胴部に節の祖い単節LRを横位

及び余1位方向に施し、さらに底部に単節 LRを施す

［小結］円筒下層 a式の正立に埋設された土謡である。

第41号士謡埋設遺構（図107・114)

［位置] A W-41グリソドに位置する。

［重複］なしの

［規模と形状］明確な掘り方は認められない。ほぼ士器に沿った掘り方を有していたものと思われる。

上器円部は 1層である。上器の最低面は標高90.00mである。

［検出土器］器体上半部を大きく欠失する。節の粗い単軸絡条体第 1類を縦位に施す。

［小結］器体上半部を欠失するが、円筒下層式と思われる。正立に埋設された土器である。

第43号土器埋設遺構（図107・114)

［位置] B Z-16グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］土器よりかなり大きめの掘り方を有する。土器内部は 1層である。掘り方の最低面は

97.82m、土器の最低面は同97.85mである。
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［検出土器］器体の上半部を大きく欠失する。多軸絡条体を胴部最下位まで施す。

［小結］器体上半を欠失するが、円筒下層式と思われる。正立に埋設された土器である。

第44号土器埋設遺構（図107・114)

［位置] BZ-17グリ ッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］明確な掘り方は認められない。土器内部は 2層に分層された。土器の最低面は標高97.83

mである。

［検出土器］器体の下半部を大きく欠失する。口唇部形態が尖頭状を呈し、口縁部下位に単節LRの

側面圧痕を施す微隆帯を設ける。隆帯上位に位置する幅狭の文様帯に単節LRの側面圧痕により 4条

の直線的な文様を創出する。また隆帯の下位に単軸絡条体第 lA類を施し木目状の文様を表出する。

［小結］円筒下層 dl式の倒立に埋設された土器である。

第45号土器埋設遺構（図107・115)

［位置] CB -16グリ ッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］ほぼ土器に沿った掘り方を有していたものと思われる。盗掘により土器内覆土は確認

できなかった。掘り方及び土器の最低面は標高97.90mである。

［検出土器］口縁部が外反し、胴部で膨らむ器形を呈する。口縁部下位に半裁竹管状の施文具による

斜位方向からの刺突を施す微隆帯が設けられる。隆帯上位の幅広の文様帯は、文様帯上位に位置する

半裁竹管状の施文具による斜位方向からの刺突列により上位と下位とに細分される。その上位細帯に

無節Rの側面圧痕により 3条の直線的文様を創出し、下位には幾何学的文様を創出する。また微隆帯

の下位に結束第 1種を羽状に施す。

［小結］円筒下層 d2式の正立に埋設された土器である。

第48号土器埋設遺構（図108・115)

［位置] C C-18グリ ッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］底面以外に明確な掘り方は認められない。ほぽ土器に沿った掘り方を有していたもの

と思われる。土器内部は 3層に分層された。掘り方の最低面は標高98.0lm、土器の最低面は同98.03

mである。

［検出土器］口唇部形態が尖頭状を呈し、口唇部に単節RLを施す。口縁部下位に微隆帯が設けられ、

隆帯上位の幅の狭い文様帯には無節R・Lによる 2条 1対の側面圧痕と結節回転文を施す。また隆帯

下位は単軸絡条体第 lA類により木目状の文様を表出する。

［小結］円筒下層 dl式の正立に埋設された土器である。
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第50号土器埋設遺構(図108・115)

[位置]BY-16グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]明確な掘り方は認められない。ほぼ土器に沿った掘り方を有していたものと思われる。

土器内部は2層に分層された。掘り方及び土器の最低面は標高97.80mである。

[検出土器]器体上半部を大きく欠失する。結束第1種を羽状に施す。

[小結]体部上半を欠失するが、円筒下層式と思われる。

第51号土器埋設遺構(図108・116)

[位置]CC-16グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]全体的に土器より大きめの掘り方を有する。土器内部は4層に分層された。上層は基

本層序第Ⅱ層である。掘り方の最低面は標高97.80m、土器の最低面は同97.73mである。

[検出土器]口縁部が内傾し、頚部で屈折しながら底部に移行する。口唇部に単節LRを施し、口縁

部下位に捧状施文具による斜位方向からの刺突を施す微隆帯を設ける。隆帯上位の幅の狭い口縁部文

様帯に単節LRの側面圧痕を2条施し、直線的な文様を創出する。また隆帯の下位に結束第1種を羽

状に施す。

[小結]円筒下層d2式の正立に埋設された土器である。

第52号土器埋設遺構(図108・116)

[位置]CD-17グリッドに位置する。

[重複]なし。

［規模と形状]ほぼ土器に沿った掘り方を有していたものと思われる。土器内部は3層に分層された。

土器の最低面は標高96.80mである。

[検出土器]口唇部形態が尖頭状で、端部が4単位の緩やかな小波状を呈する。口縁部下位に微隆帯

を設け、隆帯上位の幅の狭い文様帯に単軸絡条体第5類の側面圧痕により幾何学的な文様を創出する。

また隆帯の下位に結束第1種を羽状に施す。

[小結］円筒下層d1式の正立に埋設された土器である。

第53号土器埋設遺構(図109・117)

[位置］BY-18グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]底部以外はやや大きめの掘り方を有する。土器内部は3層に分層された。土器の最低

面は標高97.41mである。

[検出土器]口唇部断面が僅かに円い尖頭状の形態で、端部が4単位の緩やかな波状を呈する。口唇

部に単節LRを施し、口縁部下位に棒状施文具による間隔の狭い刺突を施す微隆帯が設けられる。隆

帯上位の幅の狭い文様帯に単節LRの側面圧痕を3条施し、また隆帯の下位に単軸絡条体第1A類を

－171－

第50号土器埋設遺構（図108・115)

［位置] BY -16グリッドに位置する。

［重複］なしc

［規模と形状］明確な掘り方は認められない。ほぼ土辟に沿った掘り方を有していたものと思われる。

土器内部は 2層に分層されだ。掘り方及び士器の最低面は標高97.SOmである。

［検出土器］器体上半部を大きく欠失する。結束第 1種を羽状に施す。

［小結］体部上半を欠失するが、円筒下層式と思われる。

第51号土辟埋設遺構（図108・116)

［位置] C C-16グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］全体的に上器より大ぎめの掘り方を有する。土器内部は 4層に分層された。上層は基

本層序第 II層である。掘り方の最低面は標高97.80m、土器の最低面は同97.7:3mである。

［検出土器］口縁部が内傾し、頚那で屈折しながら底部に移行する('口唇部に単節LRを施し、口縁

部下位に棒状施文具による斜位方向からの刺突を施す微隆帯を設ける。隆帯上位の幅の狭い口縁部文

様帯に単節LRの側面圧痕を 2条施し、直線的な文様を創出する。また隆帯の下位に結束第 1種を羽

状に施す。

［小結］円筒下層 d2式の正立に埋設された土器である。

第52号士器埋設遺構（図108・116)

［位置] CD~17グリソドに位置する。

［重複］なし 3

［規模と形状］はぽ士器に沿った掘り方を有していたものと思われる。土器内祁は 3層に分層された。

土器の最低面は標高96.80mである。

［検出土器］口唇部形態が尖頭状で、端部が4単位の緩やかな小波状を呈する。口縁部下位に微隆帯

を設け、陸帯上位の幅の狭い文様帯に単軸絡条体第 5類の側面圧痕により幾何学的な文様を創出する。

また隆帯の下位に結束第 1種を羽状に施す。

［小結］円筒下層 dl式の正立に埋設された土器である。

第53号土器埋設遺構（図109・117)

［位置] B Y-18グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］底部以外はやや大きめの掘り方を有する。土器内部は 3層に分層された。土器の最低

面は標高97.41mである。

［検出土器］口唇部断面が僅かに円い尖頭状の形態で、端部が4単位の緩やかな波状を呈する。口唇

部に単節LRを施し、口縁部下位に棒状施文具による間隔の狭い刺突を施す微隆帯が設けられる。隆

帯上位の幅の狭い文様帯に単節LRの側面圧痕を 3条施し、また隆帯の下位に単軸絡条体第 lA類を

- 171 -



木目状に施す。

[小結]円筒下層d1式の正立に埋設された土器である。

第54号土器埋設遺構(図109・117)

[位置]BY-17グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]明確な掘り方は認められない。土器内部は2層に分層された。土器の最低面は標高97.85

mである。

[検出土器]口縁部が僅かに外反する器形で、口唇部に単節RLを施す。口縁部下位に多軸絡条体の

側面圧痕と棒状施文具による斜位方向からの刺突で構成される区画帯を設ける。この区画帯上位の幅

の狭い文様帯に単軸絡条体第6A類を施し、さらに区画帯の下位に単軸絡条体と結束第2種を施す。

[小結]円筒下層d1式の倒立に埋設された土器である。体部下半を欠失する。

第55号土器埋設遺構(図109・117)

[位置］BY-17グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]西側でやや大きめの掘り方を有する。土器内部が2層、掘り方は1層である。土器の

最低面は標高97.76mである。

[検出土器]器体上半部及び底部を欠失する。多軸絡条体を縦方向に施す。

[小結]口縁部及び底部を欠失する。円筒下層式と思われる。倒立に埋設された土器である。

第56号土器埋設遺構(図109・117)

[位置]BZ-18グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]明確な掘り方は認められない。ほぼ土器に沿った掘り方を有していたものと思われる。

土器の最低面は標高97.83mである。

[検出土器]器体上半部を大きく欠失する。結束第1種を羽状に施す。

[小結］体部上半を欠失するが円筒下層式と思われる。正立に埋設された土器である。

第57号土器埋設遺構(図109・118)

[位置]BY-19グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]土器より大きめの掘り方を有する。土器内部は2層に分層された。掘り方の最低面は

標高97.50m、土器の最低面は同97.52mである。

[検出土器]口縁部の一部を欠失する。口縁部には横位の側面圧痕を施す。口縁部下位に棒状施文具

による斜位方向からの刺突を施す微隆帯を設ける。胴部は単軸絡条体第1A類により木目状の文様を

表出する。
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木目状に施す。

［小結］円筒下層 dl式の正立に埋設された士謡である。

第54号士器埋設遺構（図109・117)

［位置] BY -17グリソドに位置する）

［重複］なしし

［規模と形状］間確な掘り方は認められない。上器内部は 2層に分層された。上器の最低面は標高97.85

mである。

［検出土器］口縁部か僅かに外反する器形で、口唇部に単節RLを施す。口緑部下位に多軸絡条体の

側面圧痕と棒状施文具による針位方向からの刺突で構成される区画幣を設けるでこの区画帝上位の輻

の狭い文様帯に単軸絡条体第 fiA類を施し、さらに区画幣の下位に単軸絡条体と結束第 2種を施す。

［小結］円筒F層dl式の倒立に埋設された土謡である 0 体部下半を欠失する r

第55号土器埋設遺構（図109・117)

［位置] BY-17グリソドに位置する。

［重複］なしc

［規模と形状］両側でやや大きめの掘り方を有するぐ土器内部が 2層、掘り方は 1層である。土器の

最低面は標高97.76mである。

［検出土器］器体上半部及び底部を欠失する（，多軸絡条体を縦方向に施すQ

［小結] [l縁部及び底邸を欠失するこ円筒下層式と思われる。倒立に雌設された士器である。

第56号土器埋設遺構（図109・117)

［位置] B Z -18グリット‘に位置する，3

［重．複］なし()

［規模と形状l明確な掘り方は認められない。ほぽ土器に沿った捐り方を有していたものと思われる。

土器の最低面は標高97.83mである。

［検出上器］謡体上半部を大ぎく欠失する 0 結束第 1種を羽状に施す。

［小結］体部上半を欠失するが円筒―ド層式と思われる ＇0 正立に埋設された土器である。

第57号士器埋設遺構（医109・118)

［位置] B Y-19グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］土器より大きめの掘り方を有する。土器内部は 2層に分層された。掘り方の最低面は

標高97.50m、土器の最低面は同97.52mである。

［検出土器］口縁部の一部を欠失する。口縁部には横位の側面圧痕を施す。口縁部下位に棒状施文具

による斜位方向からの刺突を施す微隆帯を設ける。胴部は単軸絡条体第 1A類により木目状の文様を

表出する。

- 172 -



[小結]円筒下層d1式の正立に埋設された土器である。

第59号土器埋設遺構(図109・118)

[位置]BU-17グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]明確な掘り方は認められない。土器内部は基本層序第Ⅲ層と思われ、特に分層するこ

とはできなかった。土器の最低面は標高96.83mである。

[検出土器]器体下半部を大きく欠失する。口唇部形態が角頭状を呈し、口唇部に捧状施文具による

押引文を施す。口縁部下位に節の粗大な単節LRを地文に結節回転文を施す。

[小結]円筒下層a式の倒立に埋設された土器である。器体下半を欠失する。

第60号土器埋設遺構(図110・118)

[位置]BO-18グリッドに位置する。

[重複]第367号土坑と重複しており、本遺構の方が後出する。

[規模と形状］ほぼ土器に沿った掘り方を有する。土器内部は2層に、掘り方は1層に分層された。

掘り方の最低面は標高95.48m、土器の最低面は同95.50mである。

[検出土器]器体上半を欠失する。胴部は単節LR斜縄文が施文される。

[小結]器体上半を欠失する。底部は存在するが胴部とは接合しない。縄文時代中期、円筒上層式の

正立に埋設された土器と思われる。

第61号土器埋設遺構(図110・119)

[位置]CE・F-20グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]ほぼ土器に沿った掘り方を有する。土器内部は4層に分層された。掘り方及び土器の

最低面は標高98.27mである。

[検出土器]口唇部が僅かに円い尖頭状の形態で、端部が4単位の緩やかな波状を呈する。口唇部に

単節LRを施し、口縁部下位に単節LRの側面圧痕を1条施す微隆帯が設けられる。隆帯上位の幅の

狭い文様帯に単節LRの側面圧痕により三角形を基調とする文様を創出し、また隆帯の下位に単軸絡

条体第1類を施す。

[小結]円筒下層d1式の正立に埋設された土器である。

第62号土器埋設遺構(図110・119)

[位置]CF-20グリッドに位置する。

[重複］なし。

[規模と形状}ほぼ土器に沿った掘り方を有する。土器内部は6層に分層された。掘り方及び土器の

最低面は標高98.23mである。

[検出土器]口唇部が僅かに円い尖頭状の形態で、端部が4単位の緩やかな小波状を呈する。口唇部

－173－

［小結］円筒下層 dl式の正立に埋設された士器である。

第59号土器埋設遺構（図109・118)

［位置] BlJ~17 グリソドに位置する。

［重複］なし，3

［規摸と形状］明確な掘り方は認められない。士器円部は基本層序第1II層と思われ、特に分層するこ

とはてきなかった。十器の最低面は標高96.83mである。

［検出土器］器1本下半部を大ぎく欠失するっ □唇部形態が角頭状を呈し、口唇部に椿状施文具による

押引文を施す。口縁部下位に節の粗大な単節LRを地文に結節匝転文を施す。

［小結］円筒下層 a式の倒立に埋設された土器である。器体下半を欠失する。

第60号土器埋設遺構（図110・118)

［位置] B 0-18グリッドに位置する。

［重複］第367号土坑と重複しており、本遺構の方が後出する c

［規模と形状］ほぼ土器に沿った掘り方を有する。土器内部は 2層に、掘り方は 1層に分層された。

掘り方の最低面は標高95.48m、土器の最低面は同95.50mである Q

［検出土監］器体上半を欠失する。胴部は単節 LR斜縄文が施文される。

［小結］器1本上半を欠失する。底部は存在するが桐部とは接合しない。縄文時代中期、円筒上層式の

正立に裡設された土器と思われる。

第61号土器埋設遺構（図110・119)

［位置] CE・F -20グリッドに位置する。

［重複］なし）

［規模と形状］ほほ土器に沿っだ掘り方を有する。土器内部は 4層に分層された。掘り方及び土器の

最低面は標高98.27mである 3

［検出土器] [J唇部が僅かに円い尖頭状の形態て、譜部が 4単位の緩やかな波状を呈する。口唇部に

単節LRを施し、口緑部下位に単節LRの側面圧痕を 1条施す微隆惜が設けられる。隆帯上位の輻の

狭い文様帯に単節LRの側面圧痕により三角形を基調とする文様を創出し、また隆帯の下位に単軸絡

条体第 1類を施す。

［小結］円筒下層 dl式の正立に埋設された土器である。

第62号土器埋設遺構（図110・119)

［位置] C F-20グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］ほぽ土器に沿った掘り方を有する。土器内部は 6層に分層された。掘り方及び土器の

最低面は標高98.23mである。

［検出土器］口唇部が僅かに円い尖頭状の形態で、端部が4単位の緩やかな小波状を呈する。口唇部

- 173 -



に無節Rを施し、口縁部下位に半截竹管状施文具による斜位方向からの刺突を施す隆帯が設けられる。

隆帯上位の幅の狭い文様帯に無節Rの側面圧痕により直線的・幾何学的文様を創出し、また隆帯下位

に結束第1種を羽状に施す。

[小結]円筒下層d1式の正立に埋設された土器である。土器内部から礫が1点出土している。

まとめ

北側の調査区では、土器埋設遺構はこれまで同様標高96～98mの比較的山際に近いラインより西側

の平坦部から検出されている。円筒下層a～d2式までと円筒上層式も見られるが、円筒下層d1式

 が最も多い。

円筒下層d1式の土器埋設遺構は13ラインを境にし北側では比較的まとまった場所に密集している

が、南側ではある程度のまとまりを持ちながらも比較的散漫に検出されている(図120)。円筒下層a

～c式はそれぞれ1基、2基、3基検出されているが偏りは認められない。円筒下層b式の2基とc

式の3基は各々12～13m程の距離を置いて構築されているが、第25号埋設(円筒下層b式)と第26号

埋設(円筒下層c式)は比較的近接している。BO-18グリッドから検出されている第60号埋設は第

376号土坑(フラスコ)より新しく、縄文時代中期、円筒上層式期のものと思われる。土器埋設遺構

同士の重複は認められない。

図209からも分かるように、縄文時代前期の土器埋設遺構と竪穴住居跡との間には重複関係は認め

られない。竪穴住居跡の詳細な時期が分からないものもあるため明確には言えないが、ある程度意識

して住居や土器埋設遺構を構築していたことがうかがえ、同様のことが土器埋設遺構と土坑(フラス

コ状土坑を含む)にも言えることが図209よりうかがえる。しかし、土器埋設遺構の方が他の遺構よ

り古い場合は新しい構築物によって痕跡を失ってしまうことが多い。重複関係が見られないというこ

とは基本的に土器埋設遺構が他の遺構より新しいということも言える。しかしながら、今までの調査

では土器埋設遺構の集中する地点では、円筒下層d式期以降の住居跡等は検出されていない。円筒下

層d式期の土器埋設遺構の集中する所に関しては、少なくとも限られた場としての意識があったもの

と考えられる。

(笹森一朗・佐々木雅裕)
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に無節Rを施し、口縁部下位に半歓竹管状施文具による斜位方向からの刺突を施す隆帯が設けられる。

隆帯上位の幅の狭い文様帯に無節Rの側面圧痕により直線的・幾何学的文様を創出し、また隆帯下位

に結束第 1種を羽状に施す。

［小結）円筒下層 dl式の正立に埋設された上諾である。土器内部から礫が 1点出土している。

まとめ

北側の調査区ては、土謡埋設遺構はこれまで同様標高96-98mの比較的山際に近いラインより酉側

の平坦部から検出されている C, 円筒下層 a- d 2式までと円筒上層式も見られるが、円筒下層 dl式

が最も多い。

円筒下層 dl式の土器埋設遺構は13ラインを境にし北側では比較的まとまった場所に密集している

が、南側ではある程度のまとまりを持ちながらも比較的散漫に検出されている（図120)。円筒下層 a

-c式はそれぞれ 1基、 2基、 3基検出されているが偏りは認められない。円筒下層 b式の 2基と C

式の 3基は各々 12-13m程の距離を置いて構築されているが、第25号埋設（円筒下層 b式）と第26号

埋設（円筒下層 C式）は比較的近接している。 B0-18グリソドから検出されている第60号埋設は第

376号t坑（フラスコ）より新しく、縄文時代中期、円筒上層式期のものと思われる。士器埋設遺構

同士の重複は認められない。

図209からも分かるように、縄文時代前期の土器埋設遺構と竪穴住居跡との間には重複関係は認め

られない。竪穴住居跡の詳細な時期が分からないものもあるため明確には言えないが、ある程度意識

して住居や土器埋設遺構を構築していたことがうかがえ、同様のことが士器埋設遺構と土坑（フラス

コ状土坑を含む）にも言えることが図209よりうかがえる。しかし、土器埋設遣構の方が他の遺構よ

り古い場合は新しい構築物によって痕跡を失ってしまうことが多い。重複関係が見られないというこ

とは基本的に土器埋設遺構が他の遺構より新しいということも言える。しかしながら、今までの調査

では土器埋設遺構の集中する地点では、円筒下層 d式期以降の住居跡等は検出されていない。円筒下

層d式期の土諾埋設遺構の集中する所に関しては、少なくとも限られた場としての意識があったもの

と考えられる。

潅森一朗・佐々木雅裕）
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第30号土器埋設遺構土層注記

第 1層 黄褐色土 IOYR5/6 浮石少量、炭化物少量、焼土層。
第2層 黒褐色土 IOYRZ/3 浮石徴量。
第 3層 黒褐色土 IOYRZ/2 浮石少星、炭化物徴量。
第4層 黒色土 IOYR2/l 浮石微量。
第5層 黒褐色土 10YR2/2 浮石少葺。
第6層黒色土 10YR2/l 浮石少蓋。
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笞
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B 
第3435号土器埋設遺構土層注記

-A 98.20m 第 1層黒褐色土 IOYR2/2 浮石微量。
第皿層 黒褐色土 10YR2/2 浮石微量。

31埋 32埋 第1V層黒色土 IOYR2/l 浮石中量。
第V層黒色土 IOYR2/l 浮石少量。

A - 98.20m B
 

第31号土器埋設遺構土層注記
第 1層黒色土 !OYR2/l 浮石微黛、砂質土。

第2層黒褐色土 10YR2/2
第3層 黒褐色土 10YR2/2 浮石微量、炭化物微量、砂質土。

第4層黒色土 !OYRI.711 浮石微量。
第皿層 黒色土 !OYRI.711 浮石微量。
第1V層 黒褐色土 !OYR2/2 浮石微景。
第v層黒色土 10YR2/l 浮石少量。

第32号土器埋設遺構土層注記
第 1層黒色土 IOYR2/l 浮石徴量。

0 lm 

図105 第30・31・32・34・35号土器埋設遺構
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第33号土器埋設遺構土層注記
第 1層 黒褐色土 lOYRZ/2 浮石徴量。
第2層黒色土 lOYRl.7 /1 浮石徴蓋。
第3層 黒褐色土 lOYRZ/2 浮石徴益。
第Il層黒色 土 lOYRl.7 /1 浮石微蘊、砂質土。
第皿層 黒褐色土 lOYRZ/2 浮石微呈。

ー 37埋

乃

J

囀
omー8

 

e
 

，
 

A
-

A
-

B
 

B
 

A 98. lOm B
 

第37号土器埋設遺構土層注記
第1層黒色土 lOYRl.7 /1 浮石微量。
第Il層黒色土 10YR2/l 浮石微蓋、砂質土。
第m層 黒褐色土 10YR2/2 浮石微量、砂質土。

第36号士器埋設遺構土層注記

第Il層黒色土 lOYRl.7/1 浮石微祉。
第m層 黒褐色土 10YR2/2 浮石少且、砂質土。

1いに:"埋
B
 

A 90.20m B
 

A 
90.20m B

 

第39号土器埋設遺構土層注記

第1層 黒褐色土 IOYRZ/2 浮石中量、炭化物微量、砂粒徴量。
第IXa層黒色土 IOYRZ/1 浮石中量。
第!Xb層 黒褐色土 IOYRZ/2 浮石中量。
第x層 黒褐色土 lOYRZ/2 浮石小星、砂粒混入。

゜
lm 

図106 第33・36・37・39号土器埋設遺構
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第41号土器埋設遺構土層注記
第 1層 黒褐色土 IOYR2/3

第2層 明褐色土 7.5YR5/6 
第3層 暗褐色土 IOYR3/3

第1X層 黒 色 土 10YR2/l
明褐色土 7. 5YR5/6 

浮石小蓋。

浮石微泣。
浮石微且。
浮石中盈。

浮石小溢。

第43号土器埋設遺構土層注記
第 1層 黒褐色土 IOYRZ/2 浮石微盈。

第2層 黒色上 IOYRZ/1 浮石微溢。
第Ila層 黒褐色土 IOYRZ/2 浮石微蓋。
第Ilb層 黒色 土 IOYRI.711浮石少益。
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44埋
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A - 98.lOm 
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IT 2 IT 

Ill ~ 

第44号士器埋設遺構土層注記
第1層 黒色土 lOYRl.7 /1 浮石少羹、十和田b火山灰少量。
第2層 黒色士 lOYRZ/1 浮石少量、十和田b火山灰中量。
第3層 黒色土 lOYRZ/1 浮石少塁、炭化物微羹。

第4層 黒色士 lOYRl.7 /1 浮石少量。
第5層 黒色土 lOYRl.7 /1 浮石少量。

B
 

45埋

A ―-98.20m B
 

• ~ ~I 

□□□ 
第45号土器埋設遺構士層注記
第I層黒色土 JOYRJ.7 /1 浮石微羹。

第Il層黒色土 !OYRZ/1 浮石微量。
第III層 黒褐色土 JOYRZ/2 浮石少逗。
第N層黒色土 JOYRZ/1 浮石中羹。

lm 

図107 第41・43・44・45号土器埋設遺構
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図108　第48・50・51・52号土器埋設遺構
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第52号土器埋設遺構士層注記
第1層 黒 色 士 10YR2/1 浮石少量、炭化物微量。
第2層 黒色土 10YR2/1 浮石微量。
第3層 黒 色 土 lOYRl.7/1 浮石微量。
第ma層黒色土 10YR2/l 浮石微量。
第illb層黒色土 IOYR2/l 浮石微量、アワ砂中量。
第w層 黒色土 IOYRl.7/1 浮石微量。

゜I I 

図108 第48・50・51・52号土器埋設遺構
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図109　第53・54・55・56・57・59号土器埋設遺構
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第54号土器埋設遺構土層注記
第1層 黒褐色土 IOYRZ/2 浮石少量。
第 2層黒色土 IOYRZ/1 浮石少量。
第 3層黒色土 IOYRZ/1 浮石微量。

第53号土器埋設遺構土層注記
第 1層 黒褐色土 !OYR3/2 浮石少量。

第2層 黒褐色土 IOYR2/2 浮石微量。
第 3層 黒色土 IOYR2/l 浮石少量。
第圃a層黒色土 !OYR2/l 浮石少量。
第illb層 黒褐色土 IOYRZ/2 浮石中量、炭化物極微量。
第皿c層黒色士 !OYRZ/1 浮石中量。
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A
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三
第56号土器埋設遺構土層注記

第1層黒色土 10YR2/l 浮石微量。
第111層黒色土 lOYRl.7 /1浮石微蘊。

図109
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第57号土器埋設遺構土層注記

第 1層黒色土 IOYR2/l 浮石微量。
第 2層 黒褐色土 10YR2/2 浮石微量。
第 3層黒色土 10YR2/l 浮石極微量。
第111層黒色士 IOYR2/l 浮石極微量。
第1V層 黒褐色土 IOYR2/2 浮石微量。

第v層 明褐色土 7.5YR5/6 浮石層。
第VI層黒色土 10YR2/l 浮石極微量。
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59埋
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98.lOm~ 
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第59号土器埋設遺構土層注記

第m層黒色士 lOYRl.7 ll 
第皿a層黒褐色士 lOYRZ/2

B 
- 97.20m 

浮石微量、炭化物微量、砂質土。
アワ砂多量。

゜
lm 

・54・55・56・57・59号土器埋設遺構
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図110　第60・61・62号土器埋設遺構
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第61号土器埋設遺溝土層注記
第 1層 暗褐色土 !OYR3/3 砂粒多量。

第2層 黒褐色土 10YR2/3 砂粒少量。
第3層 黒褐色土 lOYRZ/2 炭化物少量、砂粒少量。
第4層 暗褐色土 IDYR3/3 炭化物少量、砂粒多量。
第5層 黒褐色土 IOYR2/3 砂粒少量。

C 96.00m 吸み D 第 6層 黒褐色土 10YR3/l 湿性に富む、砂粒多量。

- 96.00m 

fl) 62埋

A 
＼I,"ー-、） 

B 

A -B 98.65m 
第60号土器埋設遺構土層注記
第 1層 暗褐色土 IOYR3/3 浮石微量、炭化物極微量。
第2層褐色土 IOYR4/4 浮石微量。
第①層 暗褐色土 IOYR3/3 浮石少量、炭化物極微量。
第②層 暗褐色土 IOYR3/4 浮石少量、炭化物極微量。

第③層褐色土 IOYR4/6 浮石微量。
第④層 暗褐色土 IOYR3/4 浮石少量。
第⑤層 遥褐色土 IOYR3/4 浮石少量。

第⑥層 黄褐色土 IOYR5/6 浮石微量。

~ 
w
 

第62号土器埋設遺構土層1主記
第 1層 暗褐色土 !OYR3/4 砂粒多量、浮石粒少量。
第 2層 黒褐色土 IOYRZ/3 砂粒少量。

第 3層 黒褐色土 !OYR3/2 砂粒少量、浮石少量。
第4層 里褐色土 !OYRZ/2 浮石粒少量。

゜
lm 

図110 第60・61・62号土器埋設遺構
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図111　第30・32・34・35号埋設土器
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第35号埋設土器 (CC-15)

第32号埋設土器 (CC-15) 第34号埋設土器 (CC-15)
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図111 第30・32・34・35号埋設土器
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図112　第31・33号埋設土器
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第31号埋設土器 (CC-15)

゜
10cm 

第33号埋設土器 (CA-17)

図112 第31・33号埋設土器
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図113　第36号埋設土器
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第36号埋設土器 (CE-15・16)

゜
10cm 

図113 第36号埋設土器
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.図114　第37・39・41・43・44号埋設土器
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図114 第37・39・41・43・44号埋設土器
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図115　第45・48・50号埋設土器
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第45号埋設土器 (CB-16)

第48号埋設土器 (CC-18)

第50号埋設土器 (BY-16)

゜
10cm 

図115 第45・48・50号埋設土器

- 185 -



図116　第51・52号埋設土器
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第51号埋設土器 (CC-16)

第52号埋設土器 (CD-17)

゜
図116 第51・52号埋設土器
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図117　第53・54・55・56号埋設土器
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第53号埋設土器 (BY-18)
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図117 第53·54•55·56号埋設土器
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図118　第57・59・60号埋設土器
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II 
第59号埋設士器 (BU-17)
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図118 第57・59・60号埋設土器
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図119　第61・62号埋設土器
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第61号埋設土器 (CE・F-20)

10cm 

図119 第61・62号埋設土器

- 189 -



図
120　

埋
設
土
器
出
土
位
置
図

－190－

u  

A  

R R  9A P A P  

／  

゜ 5  10
 

|  1 9 0 ー

15
 

20
 

25
 

30
 

0
 

2
0
m
 

I
 

I
 

I
 

I
 

I
 

I
 

図
12
0

埋
設

土
器

出
土

位
置

図



4 焼土遺構

焼土遺構は今年度の調査区域から78基確認された。そのうち 4号-48号焼土遺構はグリッド12個の

中にまとまって確認されており、また長楕円形に配列されているかのようでもある。（図121) また、

焼土遺構はその分布が、遺跡の北側に東西にのびる尾根上と、 E捨て場付近（旧下層 a区）の、大き

く分けて 2カ所にまとまっている。以下ではE捨て場付近の焼土遺構群とそれ以外の焼土遺構の順番

で詳細を記述する。

第4号焼土遺構

［位罹] AX-41グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸165cm・短軸95cmの長楕円

形である。［遺物］なし。［小結］確認した層位より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第5号焼土遺構

［位置] AX  -41グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸120cm・短軸95cmの不整円

形である。［遺物］なし。［小結］確認した層位より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第 6号焼土遺構

［位置] A Y-41グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸110cm・短軸100cmの不整円

形である。［遺物］なし。［小結］確認した層位より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第 7号焼土遣構

［位置JA Y-41・42グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸110cm・ 短軸90cm[遺物］

なし。［小結］確認した層位より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第 8号焼土遺構

［位置] AX-41グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸90cm・短軸75cm

［遺物］なし。［小結］確認した層位より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第9号焼土遺構

［位置] AX-41グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸120cm• 短軸50cmの長楕円

形である。［遺物］なし。［小結］確認した層位より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第10号焼土遺構

［位置] AW・X-41グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸97cm・短軸70cmの長円

形である。［遺物］覆土中より縄文時代前期中葉の土器片が出土している。 (1-6) [小結］出土遺物

等より、縄文時代前期中葉の遺構である。
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第11号焼土遺構

[位置]AX－42グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸140cm・短軸70cmの不整な

長円形である。[遺物]なし。[小結]確認した層位より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第12号焼土遺構

[位置]AX-42グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸120cm・短軸100cmの不整な

円形である。[遺物]覆土中より縄文時代前期中葉の土器片が出土している。(図-7)[小結]出土

遺物等より縄文時代前期中葉の遺構であると考えられる。

第13号焼土遺構(欠番)

第14号焼土遺構

[位置]AX-42グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸60cm・短軸45cmの円形であ

る。[遺物]なし。[小結]確認した状況等より縄文時代前期中葉の遺構と考えられる。

第16号焼土遺構

[位置］AX-41グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸85cm・短軸60cmの不整な円

形である。[遺物]なし。[小結]確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第17号焼土遺構

[位置]AX-42グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸80cm・短軸70cmの不整な円

形である。[遺物]覆土中より縄文時代前期中葉のものと思われる土器片が出土している。[小結]出

土した遺物や確認した層位・切り合い関係等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第18号焼土遺構

[位置]AX-42グリッドに位置する。[重複］第30号埋設土器と切り合い関係にある。[規模と形状]

長軸80cm・短軸70cmのやや不整な円形である。[遺物]覆土中より縄文時代前期中葉の土器片が出土

している。[小結]出土遺物や確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第19号焼土遺構

[位置]AX-43グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸85cm・短軸70cmのやや不整

な円形である。[遺物]なし。[小結]確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第20号焼土遺構

[位置]AY-42・43グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸85cm・短軸60cmのやや

不整な円形である。[遺物]なし。[小結]確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

－192－

第11号焼上逍構

［位置] A X-42グリノドに位置する。［重複］なし C [規模と形状］長軸140cm・短軸70cmの不整な

長円形である。［遺物］なし。［小結］確認した層位より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第12号焼土遺構

［位置] A X-42グリソドに位置する，：，［重複］なし 0 [規模と形状］長軸120cm・短軸100cmの不整な

円形である。［遣物］覆土中より縄文時代煎期中葉の土器片が出土している。（図ー 7) [小結］出土

遺物等より縄文時代前期中葉の逍構であると考えられる。

第13号焼土遺構（欠番）

第14号焼土遺構

［位置] A X-42グリノドに位置する，）［重複］なし。［規模と形状］長軸60cm・ 短軸45cmの円形であ

る。［遣物］なし。［小結］確詔した状況等より縄文時代前期中葉の遺構と考えられる。

第16号焼土遺構

［位置] AX -41グリソドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸85cm・短軸60cmの不整な円

形である。［遺物］なし，) [小結］確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である c

第17-号焼上遺構．

［位置] A X-42グリソドに位岡する 0 [重複］なし 0 [規模と形状］長軸80cm・ 短軸70cmの不整な円

形である。［遣物］覆上中より縄文時代前期中葉のものと思われる土謡片が出土している。［小結］出

土した遺物や確認しだ層位・切り合い関係等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第18号焼上遣構

［位置]AX -42グリ J ドに位置する。［重複］第30号埋設土器と切り合い関係にある。［規模と形状］

長軸80cm・短軸70cmのやや不整な円形である＾［遺物］覆土中より縄文時代前期中葉の土謡片が出土

している。［小結］出上遣物や確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第19号焼土遺構

［位置] A X-43グリクドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸85cm・短軸70cmのやや不整

な円形である。［遺物］なし。［小結］確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第20号焼土遺構

［位置] A Y-42・43グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸85cm・短軸60cmのやや

不整な円形である。［遺物］なし。［小結］確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。
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第21号焼土遺構

［位置] A Y-43グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸110cm・短軸90cmの隅丸三

角形である。［遺物］覆土中より縄文時代前期中葉の士器片が出土している。［小結］出土遺物や確認

した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第22号焼土遺構

［位置] A Y-42グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸240cm・短軸100cmの不整な

形である。［遺物］なし。［小結］確認の状況等より縄文時代前期中葉の遺構である。

第23号焼士遺構

［位置] A Y-42グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸100cm・短軸60cmの不整な

円形である。［遣物］なし。［小結］確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第24号焼土遺構

［位置JAZ -43グリッドに位置する。［重複］第42号土器埋設遺構と切り合い関係にあるが、新1日

関係は不明である。［規模と形状］長軸85cm・ 短軸75cmの不整な円形である。［遺物］なし。［小結］

確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第25号焼土遺構

［位置JA Y-43に位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸100cm・短軸70cmの長円形である。［遺

物］なし。［小結］確認の状況等より縄文時代前期中葉の遺構である。

第26号焼土遺構

［位置] AZ -43グリ y ドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸85cm・短軸80cmの不整な円

形を呈する。［遺物］なし。［小結］確認の状況より縄文時代前期中葉の遣構である。

第27号焼土遣構（欠番）

第28号焼士遺構

［位置] AZ -43グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸70cm・短軸40cmの不整な円

形である。［遺物］なし。［小結］確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第29号焼土遺構

［位置] AX -43グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸35cm、短軸30cmの不整形で

ある。［遺物］なし。［小結］確認の状況等より縄文時代前期中葉の遺構と考えられる。
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第30号焼土遺構

[位置]AX-41グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸40cm・短軸35cmの不整な形

をしている。[遺物]なし。[小結]確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第31号焼土遺構

[位置]AZ-43グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸55cm・短軸45cm

[遺物]なし。[小結]確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第32号焼土遺構

[位置]AZ-43グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]短軸85cm・長軸90cmであるが、

南側を土層観察用のトレンチに破壊されている。[遺物]あり。[小結]出土遺物等より縄文時代前期

中葉の遺構である。

第33号焼土遺構

[位置]AZ-43・44グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸85cm・短軸60cmのやや

不整な円形である。[遺物]覆土中より縄文時代前期中葉の遺構である。[小結]出土遺物等より縄文

時代前期中葉の遺構である。

第34号焼土遺構

[位置]AZ-42グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]短軸60cm・長軸70cm

[遺物]覆土中より縄文時代前期中葉の土器片が出土している。[小結]出土遺物や確認した層位等

より縄文時代前期中葉の遺構である。

第35号焼土遺構

[位置]AZ-43グリッドに位置する。[重複］なし。[規模と形状]長軸110cm・短軸60cm

[遺物]覆土中より縄文時代前期中葉の土器片が出土している。[小結]出土遺物や確認した層位等

より縄文時代前期中葉の遺構である。

第36号焼土遺構

[位置]AY・AZ-41グリッドに位置する。[重複]第19号焼土遺構と一部接する。[規模と形状]

長軸135cm・短軸80cm[遺物]覆土中より縄文時代前期中葉の土器片が出土している。[小結]出土遺

物や確認した層位等より縄文時代前期中葉の遺構である。

第37・38・39号焼土遺構

[位置]AW-41・42グリッドに位置する。[重複]3遺構の新旧関係ははっきりしない。[規模と形

状]長軸230cm・短軸210cmの不整な形である。[遺物]覆土中より縄文時代前期中葉の遺物が出土

している。[小結]出土遺物等より縄文時代前期中葉の遺構である。

－194－

第30号焼土遺構

［位置] AX -41グリソドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸40cm・短軸35cmの不整な形

をしている。［遺物］なし。［小結］確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第31号焼土遺構

［位置] AZ -43グリソドに位置する C [重複］なし。［規模と形状］長軸55cm・ 短軸45cm

［遺物］なし。［小結］確認した層位等より、縄文時代前期中葉の遺構である。

第32号焼土遺構

［位置] AZ -43グリノドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］短軸85cm・ 長軸90cmであるが、

南側を土層観察用のトレンチに破壊されている。［遣物］あり fo [小結］出土遺物等より縄文時代前期

中葉の遺構である。

第33号焼土遺構

［位置] AZ -43・44グリソドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸85cm・短軸60cmのやや

不整な円形である 0 [遺物］覆土中より縄文時代前期中葉の遺構である。［小結］出土逍物等より縄文

時代前期中葉の遺構である。

第34号焼土遺構

［位置] AZ -42グリソドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］短軸60cm・ 長軸70『m

［遺物］覆土中より縄文時代前期中葉の土器片が出土している。［小結］出土逍物や確認した層位等

より縄文時代前期中葉の遺構である。

第35号焼土遺構

［位置] AZ~43グリゾドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸110cm ・短軸60cm

［遣物］覆土中より縄文時代前期中葉の土器片が出土している。［小結］出土遺物や確認した層位等

より縄文時代前期中葉の遺構である。

第36号焼上遺構

［位置] A Y・A Z-41グリッドに位置する。［重複］第19号焼土遺構と一部接する。［規模と形状］

長軸135cm・短軸80cm[遺物］覆土中より縄文時代前期中葉の土器片が出土している。［小結］出土遺

物や確認した層位等より縄文時代前期中葉の遺構である。

第37・38・39号焼土遺構

［位置] A W-41・42グリッドに位置する。［重複] 3遺構の新旧関係ははっきりしない。［規模と形

状］ 長軸230cm・短軸210cmの不整な形である。［遺物］覆土中より縄文時代前期中葉の遺物が出土

している。［小結］出土遺物等より縄文時代前期中葉の遺構である。
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第40号焼土遺構

[位置]AZ-43グリッドに位置する。[重複]第39号焼土遺構の上位に位置する。[規模と形状]長

軸85cm・短軸40cmの不整な長楕円形である。[遺物]なし。[小結]確認状況より縄文時代前期の遺構

と考えられる。

第41号焼土遺構

[位置]AW-41グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸115cm・短軸60cmの不整な

円形である[遺物]なし。[小結]確認状況等より縄文時代前期中葉の遺構である。

第42号焼土遺構

[位置]AZ-43グリッドに位置する。[重複]第40号焼土遺構と重複する。新旧関係は不明。[規

模と形状]長軸220cm・短軸90cmの不整な形である。[遺物]なし。[小結]確認状況より縄文時代前

期中葉の遺構である。

第43号焼土遺構

[位置]AY・AZ-43グリッドに位置する。[重複]第39号焼土遺構と重複するが、新旧関係は不

明である。[規模と形状]長軸120cm・短軸100cmの不整な形である。[遺物]なし。[小結]確認状況

等より縄文時代前期中葉の遺構である。

第44号焼土遺構

[位置]AW・X-41・42グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸85cm・短軸40cmの

不整な円形である。[遺物]なし。[小結]確認状況等より縄文時代前期の遺構である。

第45号焼土遺構

[位置]AY-43グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]45cm×45cmのやや不整な円形で

ある。[遺物]なし。[小結]確認状況より縄文時代前期中葉の遺構である。

第46号焼土遺構

[位置]AY-43グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸60cm・短軸35cmの不整な形

である。[遺物]なし。[小結]確認状況より縄文時代前期の遺構である。

第47号焼土遺構

[位置]AY-43グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸90cm・短軸50cmの不整な長

楕円形である。[遺物]なし。[小結]確認状況より縄文時代前期の遺構である。

第48号焼土遺構

[位置]AY-43グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸70cm・短軸45cmの不整な楕

－195－

第40号焼土遺構

［位置] A Z-43グリッドに位置する。［重複］第39号焼土遺構の上位に位置する。［規模と形状］長

軸85cm・短軸40cmの不整な長楕円形である。［遺物］なし。［小結］確認状況より縄文時代前期の遺構

と考えられる。

第41号焼土遺構

［位置] AW-41グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸115cm・短軸60cmの不整な

円形である［遺物］なし。［小結］確認状況等より縄文時代前期中葉の遺構である。

第42号焼土遺構

［位置]A Z-43グリッドに位置する。［重複］第40号焼土遺構と重複する。新旧関係は不明。 ［規

模と形状］長軸220cm・短軸90cmの不整な形である。［遺物］なし。［小結］確認状況より縄文時代前

期中葉の遺構である。

第43号焼土遺構

［位置] A Y・A Z-43グリッドに位置する。［重複］第39号焼土遺構と重複するが、新旧関係は不

明である。［規模と形状］長軸120cm・短軸100cmの不整な形である。［遺物］なし。［小結］確認状況

等より縄文時代前期中葉の遺構である。

第44号焼土遺構

［位置] AW・X -41・42グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸85cm・短軸40cmの

不整な円形である。［遺物］なし。［小結］確認状況等より縄文時代前期の遺構である。

第45号焼土遺構

［位置] A Y-43グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状]45cm X45cmのやや不整な円形で

ある。［遺物］なし。［小結］確認状況より縄文時代前期中葉の遺構である。

第46号焼土遺構

［位置] A Y-43グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸60cm・短軸35cmの不整な形

である。［遺物］なし。［小結］確認状況より縄文時代前期の遺構である。

第47号焼土遺構

［位置]A Y-43グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸90cm・短軸50cmの不整な長

楕円形である。［遺物］なし。［小結］確認状況より縄文時代前期の遺構である。

第48号焼土遺構

［位置] A Y-43グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸70cm・短軸45cmの不整な楕
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円形である。[遺物]なし。[小結]確認状況より縄文時代前期の遺構である。

第49号焼土遺構

[位置]AY-46グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸65cm・短軸45cmの不整な円

形である。[遺物]なし。[小結]確認状況より縄文時代前期の遺構である。

第50号焼土遺構

[位置]AY-45・46グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸130cm短軸110cmの不

整円形である。[遺物}なし。[小結]確認状況より縄文時代前期の遺構である。

第70号焼土遺構

[位置]AZ-38グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸85cm・短軸65cmの不整円形

である。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

第71号焼土遺構

[位置]AT-39グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸30cm・短軸20cmの円形であ

る。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

第72号焼土遺構

[位置]AT-39グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸90cm・短軸45cmの長円形で

ある。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

第73号焼土遺構

[位置]AT-39グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸70cm・短軸60cmのひょうた

ん形である。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

第74号焼土遺構

[位置]AT-40グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]東半分を破壊されており、長軸

は60cm・短軸は残存している箇所で30cmである。おそらく直径60cmの円形であったと思われる。[遺

物]。なし。[小結]時期は不明である。

第75号焼土遺構

[位置]AS-37グリッドに位置する。[重複]なし。[規摸と形状]長軸110cm・短軸100cmの不整な

形である。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

第76号焼土遺構

[位置]AS-37グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸60cm・短軸50cmのほぼ円形

－196－

円形てある，＂［造物］なし 0 [小結l確認状況より縄文時代前期の遺構である()

第49号焼上逍構

［位置] A Y -46クリ J ドに位阻する C [重複］なしぐ［規模と形状］長軸65rm・短軸45cmの不整な日

形てある［遣物］なし ［小結］確認状況より縄文時代前期の逍構てある，J

第50号焼［遣構

［位置] A Y-45・46グリノドに位置する 0 [重複］なし。［規模と形状］長軸130cm・短軸110cmの不

整円形である v [遣物］なし C [小結］確記状況より縄文時代前期の遺構である。

第70号焼土遺構

［位置] AZ -38グリ J ドに位置する 0 [重複］なし。［規模と形状］長軸85cm・短軸65cmの不整円形

である。［遺物］なし。［小結］時期は小明である。

第71号焼土遺構

［位置] A T-39グリッドに位置する。［重複］なし＾［規模と形状］長軸30cm・短軸20cmの円形であ

る。［遺物］なし。［小結］時期は不明である 3

第72号焼土遣構

［位置] A T-39グリノドに位置する C [重複］なしで［規模と形状］長軸90C'm・短軸45cmの長円形で

ある。［遺物］なし。［小結］時期は不明である。

第73号焼十遺構

［位置] A T-39グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸70cm・短軸60cmのひょうた

ん形である C [遣物］なし。［小結］時期は不明であるい

第74号焼土遺構

［位置] A T-40グリ J ドに位置する rヽ ［璽複］なし C [規模と形状］東半分を破壊されており、長軸

は60cm・短軸は残存している箇所て30cmてある。おそらく直径60cmの円形てあったと息われる。［追

物］。なし。［小結］時期は不明である。

第75号焼土遺構

［位置JAS -37グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸110cm・短軸100cmの不整な

形である。［遺物］なし。［小結］時期は不明である。

第76号焼土遺構

［位置] AS -37グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸60cm・短軸50cmのほぼ円形
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である。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

第77号焼土遺構

[位置]AT-40グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸145cm・短軸90cmの不整な

形である。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

第78号焼土遺構

[位置]AT-40グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸120cm・短軸75cmの不整な

形である。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

第79号焼土遺構

[位置]AT-39グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸55cm・短軸45cmの不整な形

である。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

第80号焼土遺構

[位置]AU-39グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸55cm・短軸40cmの不整な形

である。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

ここまでがE捨て場付近より確認された焼土遺構群である。これより後の焼土遺構はE捨て場付近の

ものと違い、位置的なまとまりは有さない。

第81号焼土遺構

[位置]BE・BF-27グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸110cm・短軸65cmの

不整な形である。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

第51号焼土遺構

[位置]BY-16グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸53cm×短軸45cmのほぼ円形

で、焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第52号焼土遺構

[位置]BY-16・17グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸67cm×短軸30cmの不

整楕円形で、焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第53号焼土遺構

[位置]BW-15・16グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸57cm×短軸40cmの不整

楕円形で、焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。
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である。［遺物］なし。［小結］時期は不明である。

第77号焼土遣構

［位置] A T-40グリソドに位置する。［重複］なしし［規模と形状］長軸145cm・短軸90cmの不整な

形である 0 [遣物］なし C [小結］時期は不明である。

第78号焼土遺構

［位置] A T-40グリ J ドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸120cm・ 短軸75cmの不整な

形であるじ［遺物］なし。［小結］時期は不明である。

第79号焼上逍構

［位僅] A T-39グリノトに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸55cm・短軸45cmの不整な形

である。［遣物］なし0 [小結］時期は不明である c

第80号焼土遺構

［位置] A U-39グリ、J ドに位置する。［重複］なしC [規模と形状］長軸55cm・短軸40cmの不整な形

であるぐ［遣物］なし。［小結］時期は不明である。

ここまでがE拾て場付近より確認された焼土遺構群である。これより後の焼上遣構は E拾て場付近の

ものと違い、位置的なまとまりは有さない。

第81号焼上遣構

［位置] BE・BF -27グリノドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸110cm・短軸65cmの

不整な形である。［遺物］なし。［小結］時期は不明である。

第51号焼土遺構

［位置] B Y-16クリソドに位置する。［重複］なしC [規模と形状］長軸53cmX短軸45cmのほほ円形

で、焼土範囲が確認されだ。［逍物］なし：，［小結］時期不明の焼土遺構である。

第52号焼上遺構

［位置] BY-16・17グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］ 長軸67cmX短軸30cmの不

整楕円形で、焼土範囲が確認された。［遺物］なし。［小結］時期不明の焼土遺構である。

第53号焼土遺構

［位置] BW-15・16グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸57cmX短軸40cmの不整

楕円形で、焼土範囲が確認された。［遺物］なし。［小結］時期不明の焼土遺構である。
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第54号焼土遺構

[位置]BW-15・16グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸50cm×短軸37cmの不整

楕円形で、焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第55号焼土遺構

[位置]BY-16グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸31cm×短軸27cmのほぼ円形

で、焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第56号焼土遺構

[位置]BY-16グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸54cm×短軸35cmの楕円形で、

焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第57号焼土遺構

[位置]BW-16グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸83cm×短軸78cmの不整形で、

焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第58号焼土遺構

[位置]BX-16グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸80cm×短軸70cmの不整形で、

焼土範囲が確認された。焼土下部に2基のピットが確認された。[遺物]縄文土器片が出土している。

[小結]時期不明の焼土遺構である。

第59号焼土遺構

[位置]BP-17グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸84cm×短軸63cmの不整形で、

焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第60号焼土遺構

[位置]BP-17グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸89cm×短軸80cmの不整形で、
焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第61号焼土遺構

[位置]BP-17グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸76cm×短軸50cmの不整楕円

形で、焼土範囲が確認された。[遺物]覆土から縄文土器片(24)が出土している。いずれも円筒

下層式である。[小結]縄文時代前期の焼土遺構と思われる。

第62号焼土遺構

[位置]BP-17グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸49cm×短軸28cmの楕円形で、

焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

－198－

第54号焼土遺構

［位置] BW-15・16グリ；；ドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸50cmX短軸37cmの不整

楕円形で、焼土範囲が確認された。［遺物］なし。［小結］時期不明の焼上遺構である。

第55号焼土遣構

［位置] B Y-16グリソドに位置する。［重複］なしQ [規摸と形状］長軸31cmX短軸27cmのほぽ円形

て、焼土範囲が確認された。［遺物］なし。［小結］時期不明の焼土遺構である。

第56号焼土遺構

［位置] B Y-16グリッドに位置する 0 [重複］なし。［規模と形状］長軸54cmX短軸35cmの楕円形で、

焼土範囲が確認、された。［遺物］なし。［小結］時期不明の焼土遺構である。

第57号焼土遣構

［位置]BW-16グリソドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸83cmX短軸78cmの不整形で、

焼土範囲が確認されたい［遺物］なし。［小結］時期不明の焼土遺構である。

第58号焼土遺構

［位置]BX-16グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸80cmX短軸70cmの不整形で、

焼士範囲が確認された 0 焼土下部に 2甚のピットが確認された。［遣物］縄文土器片が出士している。

［小結］時期不明の焼土遺構である，）

第59号焼土遺構

［位置] B P-17グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸84cmX短軸63cmの不整形で、

焼土範囲が確認された。［遺物］なし。［小結］時期不明の焼土遺構である。

第60号焼土遣構

［位憤]B P~17グリソドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸89cm X短軸80cmの不整形で、

焼士範囲が確認された。［遺物］なし。［小結］時期不明の焼土遺構である，）

第61号焼土遺構

［位置] B P-17グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸76cmX短軸50cmの不整楕円

形で、焼土範囲が確認された。［遺物］覆土から縄文土器片 (24) が出土している。いずれも円筒

下層式である。［小結］ 縄文時代前期の焼土遺構と思われる。

第62号焼土遺構

［位置]B P-17グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸49cmX短軸28cmの楕円形で、

焼土範囲が確認された。［遺物］なし。［小結］時期不明の焼土遺構である。
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第63号焼土遺構

[位置]BP-17グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸90cm×短軸55cmの楕円形で、

焼土範囲が確認された。[遺物]覆土から縄文土器片(25～27)が出土している。いずれも円筒下

層式である。[小結]縄文時代前期の焼土遺構と思われる。

第64号焼土遺構

[位置]CA-17グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸87cm×短軸60ｃｍの不整形で、

焼土範囲が確認された。[遺物]覆土から縄文土器片(28)が出土している。円筒下層式である。[小

結]縄文時代前期の焼土遺構と思われる。

第65号焼土遺構

[位置]CA-17グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸120cm×短軸76cmの不整形

で、焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第66号焼土遺構

[位置]BT-22・23グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸117cm×短軸83cmの不

整形で、焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第67号焼土遺構

[位置]BW-20グリッドに位置する。[重複]なし。[規摸と形状]長軸70cm×短軸55ｃｍの不整形で、

焼土範囲が確認された。[遺物]覆土から縄文土器片(29～35)が出土している。円筒下層・上層

式である。[小結]縄文時代前期の焼土遺構である。

第68号焼土遺構

[位置]BC-44グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸34cm×短軸20cmの楕円形で、

焼土範囲が確認された。[遺物]なし。[小結]時期不明の焼土遺構である。

第81号焼土遺構

[位置]BE・BF-27グリッドに位置する。[重複]なし。[規模と形状]長軸110cm・短軸65cmの

不整な形である。[遺物]なし。[小結]時期は不明である。

－199－

第63号焼土遺構

［位置]BP-17グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸90cmX短軸55cmの楕円形で、

焼土範囲が確認された。［遺物］覆士から縄文士器片 (25-27) が出土している。いずれも円筒下

層式である。［小結］縄文時代前期の焼土遺構と思われる。

第64号焼土遺構

［位置]CA -17グリッドに位置する。［重複］ない［規模と形状］長軸87cmX短軸60cmの不整形で、

焼上範囲が確認された。［遺物］覆土から縄文士器片 (28) が出土している。円筒下層式である。［小

結］縄文時代前期の焼土遺構と思われる，"

第65号焼士遺構

［位置] CA -17グリッドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸120cmX短軸76cmの不整形

で、焼土範囲が確認された。［遺物］なし。［小結］時期不明の焼土遺構である。

第66号焼土遺構

［位置JB T~zz• 23グリノドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸117cmX短軸83cmの不

整形で、焼士範囲が確認された。［遺物］なし0 [小結］時期不明の焼土遺構である。

第67号焼土遺構

［位置]BW  20グリソドに位置する。［重複］なし。［規模と形状］長軸70cmX短軸55cmの不整形で、

焼土範囲が確認された。［遺物］覆土から縄文土器片 (29-35) が出土している。円筒下層・上層

式である。［小結］縄文時代前期の焼土逍構である。

第68号焼土遺構

［位置]B C-44グリソドに位置する。［重複］なし0 [規模と形状］長軸34cmX短軸20cmの楕円形で、

焼土範囲が確認された。［遺物］なし。［小結］時期不明の焼土遺構である。

第81号焼土遺構

［位置] BE・B F-27グリノドに位饂する。［重複］なし。［規模と形状」長軸110cm・短軸65cmの

不整な形である。［遺物］なし。［小結］時期は不明である。
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まとめ

畑内遺跡では7年度の調査から通算して81基の焼土遺構が確認されている。それらは前述したとお

り、ほとんどがE捨て場付近に存在している。それらすべては現地性の焼土遺構であり、火を用いた

何らかの行為を行った跡と考えられる。さて、焼土遺構の機能していた時期であるが、多遺構との切

り合い関係や確認面、出土遺物等などから次のようなことが確認できる。

1.他遺構との切り合い関係について。

40号焼土遺構は43号焼土遺構と上下関係を持ち、37号焼土遺構の方が上位にあり、新しいことがわ

かる。したがって、焼土遺構群は少なくとも大きく2時期に分けて形成されていることがわかるが、

すべてがはっきりした上下関係において確認されているわけではないので分離は不可能であった。ま

た、AW-41グリッド付近の焼土遺構は、73号住居跡の確認面よりやや上位で確認されている。さ

らに第10号焼土遺構出土遺物と、第73号住居跡出土遺物の中で接合するものがあった。住居跡の項で

記述したとおり、第73号竪穴住居跡出土遺物はそのほぼすべてが住居廃絶後に投げ込まれたものであ

る。したがって、この遺物の接合は、住居跡の廃絶後に、ある程度の遺物が投げ込まれ、その直後に

焼土遺構が形成されたことを示している。埋設土器と焼土遺構との関係でいうと。切り合い関係にあ

るものは、第18号焼土遺構と第30号埋設土器遺構、第22号焼土遺構と第38号埋設土器遺構、第27号焼

土遺構、第42号埋設土器遺構である。これらはすべて焼土遺構の方が後に形成されていることがセク

ション図において確認されている。また、今回は図示しなかったが、55号住居跡の確認面においても

炭化物と焼土が確認されている。これらは55号住居跡上層遺物とほぼ同レベルで確認されている。

2.確認状況

焼土遺構はそのほとんどがE捨て場遺物包含層の最下位で確認されている。包含層の遺物は今後の

報告で詳しいことが明らかになる予定だが、概ね円筒下層a・b式の範疇でとらえることができる。

また、ほとんどの焼土が第Ⅶ～Ⅷ層の土が被熱したものであることから、中掫浮石層降下以降の遺構

であることが考えられる。また、畑内遺跡Ⅳで報告された2号・3号焼土遺構も同様の地域に存在す

る焼土遺構であるが、レベルがやや異なり今回報告の40号焼土等と同時期に存在していると考えられ

 る。

3.出土遺物

幾つかの焼土遺構の覆土からは土器片が出土している。小破片が多いのではっきりとした型式名・

時期等は不明であるが、表面文様の種類等より概ね円筒下層a・b式にあたると思われる。さらに1

で述べたように焼土の覆土中の遺物と76号住居跡の遺物が接合したことから、76号住居跡廃絶後に廃

棄された遺物の上で焼土が形成されたと考えることもできる。

以上より、E捨て場付近の遺構の時間的な変遷は次のように想定できる。312号土坑→中掫浮石降

下→住居跡、土坑構築→住居跡・土坑・廃絶→土器埋設遺構構築→焼土遺構形成→捨て場への遺物大

量廃棄。ここで問題になるのは埋設土器の構築時期であるが、確実なことは中掫浮石層を確実に掘り

込んでいること、焼土遺構よりも古いという2点である。埋設土器の型式であるが、全体形がわかる
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まとめ

畑内遺跡では 7年度の調査から通算して81基の焼土遺構が確認されている。それらは前述したとお

り、ほとんどがE捨て場付近に存在している。それらすべては現地性の焼土遺構であり、火を用いた

何らかの行為を行った跡と考えられる。さて、焼士遺構の機能していた時期であるが、多遺構との切

り合い関係や確認面、出土遺物等などから次のようなことが確認できる。

1. 他遺構との切り合い関係について。

40号焼土遺構は43号焼土遺構と上下関係を持ち、 37号焼土遺構の方が上位にあり、新しいことがわ

かる。したがって、焼土遺構群は少なくとも大きく 2時期に分けて形成されていることがわかるが、

すべてがはっきりした上下関係において確認されているわけではないので分離は不可能であった。ま

た、 AW-41グリッド付近の焼士遺構は、 73号住居跡の確認面よりやや上位で確認されている。さ

らに第10号焼土遺構出士遺物と、第73号住居跡出土遺物の中で接合するものがあった。住居跡の項で

記述したとおり、第73号竪穴住居跡出土遺物はそのほぼすべてが住居廃絶後に投げ込まれたものであ

る。したがって、この遺物の接合は、住居跡の廃絶後に、ある程度の遺物が投げ込まれ、その直後に

焼土遺構が形成されたことを示している。埋設土器と焼土遺構との関係でいうと。切り合い関係にあ

るものは、第18号焼土遺構と第30号埋設土器遺構、第22号焼土遺構と第38号埋設土器遺構、第27号焼

土遺構、第42号埋設土器遺構である。これらはすべで焼土遺構の方が後に形成されていることがセク

ション図において確認されている。また、今回は図示しなかったが、 55号住居跡の確認面においても

炭化物と焼土が確認されている。これらは55号住居跡上層遺物とほぽ同レベルで確認されている。

2. 確認状況

焼土遺構はそのほとんどがE捨て場遺物包含層の最下位で確認されている。包含層の遺物は今後の

報告で詳しいことが明らかになる予定だが、概ね円筒下層 a• b式の範疇でとらえることができる。

また、ほとんどの焼土が第VIl-VIII層の土が被熱したものであることから、中揮浮石層降下以降の遺構

であることが考えられる。また、畑内遺跡Wで報告された 2号・ 3号焼土遺構も同様の地域に存在す

る焼土遺構であるが、レベルがやや異なり今回報告の40号焼土等と同時期に存在していると考えられ

る。

3. 出土遺物

幾つかの焼土遺構の覆土からは土器片が出土している。小破片が多いのではっきりとした型式名・

時期等は不明であるが、表面文様の種類等より概ね円筒下層 a・b式にあたると思われる。さらに 1

で述べたように焼土の覆土中の遺物と76号住居跡の遺物が接合したことから、 76号住居跡廃絶後に廃

棄された遺物の上で焼土が形成されたと考えることもできる。

以上より、 E捨て場付近の遺構の時間的な変遷は次のように想定できる。 312号土坑→中振浮石降

下→住居跡、土坑構築→住居跡・土坑・廃絶→土器埋設遺構構築→焼土遺構形成→捨て場への遺物大

量廃棄。ここで問題になるのは埋設土器の構築時期であるが、確実なことは中揮浮石層を確実に掘り

込んでいること、焼土遺構よりも古いという 2点である。埋設土器の型式であるが、全体形がわかる
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ものは27・28・29・40号埋設土器である。これらの特徴は、1.口縁部に結節回転文を施文、2.胴

部は斜縄文か単軸絡条体1類の縦位回転。底面に文様を持つ、3.隆帯を区画帯に持つものがあり、

隆帯の高さは3～6mmと比較的低い、というものである。口径・底径と器高の関係においても55号住

居跡の値とは若干違うようである。これら埋設土器の型式についてはE捨て場の土器の報告を待って

もう一度検討する必要があるが、工藤大氏のいう(工藤1995)円筒下層a式の後半期か下層b式の前

半期という捉え方を今はしておく。

5性格不明の遺構(図131)

[位置]BB-22・23グリッドに位置する。[確認]第Ⅳ層上に火山灰と炭化物の密集として確認した。

[重複]なし。[規模と形状]長軸320cm・短軸80cmの不整な長楕円形であり、長軸方向をほぼ南北に

向けている。[覆土]5層に分層された。2層は炭化材であり、1層の火山灰がその上に乗っている。

この火山灰は肉眼の観察であるが、白頭山火山灰と推定される。また2層とほぼ同様のレベルで焼土

が確認されている。なお、炭化材は分析の結果、ニレ属の一種であることが判明しており、最厚部で

12ｃｍをはかり、板状である。詳細は自然科学的分析に詳述する。[壁]緩やかに傾斜しながら20cmほ

ど立ち上がる。[底面]柱穴等は確認されず、概ね平坦である。[遺物]遺物は出土しなかったが、付

近のグリッドからは弥生時代前期を中心とし、縄文時代後期から平安時代の土器が出土している。[小

結]覆土中の火山灰の堆積状況から、平安時代(10世紀初頭)以前の遺構と考えられるが、用途、性

格等は不明である。

6屋外炉

第13号屋外炉(図131)

[位置]BC-44に位置する。[重複]なし。[規模と形状]礫を囲んで作った石囲い炉であるが、石

は所々抜き取られたためかなくなっている。抜き取りの痕跡は明確ではなかった。礫の端から端を長

軸とすると、長軸は54cm、短軸は焼土の長軸で40cmである。[覆土]2層に分層された。1層は焼土

である。[遺物]周辺からは、今回図示できないが縄文時代後期から、弥生時代中・後期の土器が出

土している。また、本遺構の構築されている面は基本層序のⅤ層上面から第Ⅳ層である。

[小結]遺構の構築された層位等から、縄文時代後期～弥生時代後期までの間の遺構である。

第14号屋外炉(図131)

[位置]BH-22に位置する。[重複]なし。[規模と形状]粘板岩製の礫を囲んで作られた石囲い炉

である。南北方向で70cm.・東西方向で60cmである。北側にコの字型に開口している。中央部にはほぼ

円形の焼土が確認された。[覆土]2層に分層された。1層は焼土である。[遺物]なし。

[小結]明確な時期を決定しうる遺物が出土していないが、同レベルか直下に円筒下層d式期の捨て

場が形成されていることから、本遺構の構築時期は少なくとも縄文時代前期末葉以降であるといえ

 る。
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ものは27・28・29・40号埋設土器である。これらの特徴は、 1 . □緑部に結節回転文を施文、 2. 胴

部は斜縄文か単柏絡条体 1類の縦位回転。底面1こ文様を持つ、 3. 隆帯を区画帯に持つものがあり、

隆幣の高さは 3~6 mmと比較的低い、というものであるっ口径・底径と群高の関係においても55号住

居跡の値とは若干違うようである。これら埋設上器の刑式については E拾て場の十器の報告を待って

もう一度検討する必要があるが、工藤大氏のいう （工藤1995) 円筒下屈 a式の後半期か下居 b式の前

半期という捉え方を今はしておく

5 性格不明の遺構（図131)

［位置]B B-22・23グリットに位置する。［確認］第w層上に火山灰と炭化物の密集として確認した。

［重複］なし［規模と形状］長軸320cm・ 短軸80『mの不整な長楕円形であり、長軸方向をはぼ南北に

向けている。［覆士] 5層に分層されだ，う 2層は炭化材であり、 1層の火山灰がその上に乗っている。

この火山灰は肉眼の観察であるが、白頭山火山灰と推定される まだ 2層とはぼ同様のレヘルで焼土

が確認されている。なお、炭化材は分析の結果、ニレ属の一種であることが判明しており、最厚部で

12cmをはかり、板状てある。詳細は自然科学的分析に詳述する 0 [壁］緩やかに傾斜しながら20cmほ

ど立ち上がる，［底面］柱穴等は確認されず、概ね平担てある。［遺物］遣物は出上しなかったが、付

近のグリノドからは弥生時代前期を中心とし、縄文時代後期から平安時代の十器が出士しているし［小

結］覆土中の火山灰の堆積状況から、平安時代(、10世紀初頭〕以前の遺構と若えられるが、用途、性

格等は不明である-

6 屋外炉

第13号屋外炉（図131)

［位置] BC~44に位置する C [重複］なしし［規模と形状］礫を囲んで作っだ石囲い炉であるが、石

ば所々抜ぎ取られたためかなくなっている。抜ぎ取りの痕跡は明確ではなかった0 礫の端から端を長

朝とすると、長軸は54cm、短軸ば焼上の長軸て40cmてある。［覆土] 2層に分層されだ。 1層ば焼土

てある。［遺物］周辺からは、今回図示できないが縄文時代後期から、弥生時代中・後期の土謡が出

土しているでまた、本遺構の構築されている面は晶本層序のV層上面から第W層てある。

［小結］遣構の構築された層位等から、縄文時代後期～弥生時代後期までの間の遺構である。

第14号屋外炉 （図131)

［位置] B H-22に位置する。［重複］なし。［規模と形状］粘板岩製の礫を囲んで作られた石囲い炉

である。南北方向で70cm・東西方向で60cmである。北側にコの字型に開口している。中央部にはほぼ

円形の焼土が確認された。［覆土] 2層に分層された。 1層は焼土である。［遺物］なし。

［小結］明確な時期を決定しうる遺物が出土していないが、同レベルか直下に円筒下層 d式期の捨て

場が形成されていることから、本遺構の構築時期は少なくとも縄文時代前期末葉以降であるといえ

る。
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E捨て場士層注記

1層 黒褐色土 10YR2/3 中揮浮石を多且に含む砂質層。 E捨て場遺物包含層。 VII層に相当。
2層 灰横褐色土 10YR4/2 中揮浮石層。し酎層に相当。

3層 黒色士 lOYRI. 7 /1南部浮石を少畳含む。 1X層に相当。
4層 黒色土 !OYRZ/1 南部浮石中量含む。 1X層に相当。

5層 黒褐色土 lOYRZ/2 南部浮石中～多董に含む。 1X層に相当。

゜
Sm 

図121 E捨場付近遺構配置図
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第16号焼土遺構土層注記
1層 明褐色土 7.5YR5/6焼土層。南部浮石少量、炭化物微量混入。
2層黒褐色土 10YR2/2

第 4号焼士遺構土層注記
1層褐色土 7.5YR4/6中掠浮石を含む土が被熱した焼土層。
2層暗褐色土 10YR2/2 中揮浮石を含む。

＋ 東へ 2m、北へ 2mで
AY-41 

A 

+2m先
AY-41 

B -90.00m 
A 

第5号焼士遺構土層注記
1層褐色土 7.5YR4/6中揮浮石を含む土が被熱した焼土層。 第 6号焼土遺構土層注記
環暗褐色土 7.5YR3/3焼士・中揮浮石混入。 1層褐色土 7.5YR4/4中振浮石を含む土が被熱した焼士層。B

2層黒色土 10YR2/1 焼士微量混入

4‘ 

+AY-42 

A 89. 90m -
B 

90.00m-
A 

+zm西へ
AX-42 

第 8号焼土遺構土層注記
1層褐色土 7 .5YR4/6砂質焼土層。
2層黒褐色士 7.5YR2/3

B
 

90.00m-
A 

第9号焼土遺構士層注記
1廣褐色土 10YR4/6砂質焼土壻。
2層黒褐色土 10YR2/2南部浮石粒微畳混入。

第7号焼土遺構土llili主記
1層 明褐色土 7. 5YR5/8 中揮汗石を含む上が被熱した砂質焼土陪。炭化物少量含む。
2喝 明褐色土 7.SYR5/6 焼土少量混入。
3層 褐色土 7. 5YR4/4 中振浮石中鼠混入。

方位は全て上が北

0 lm 

図122 第 4・5・6・7・8・9・16号焼土遺構
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図123　第10・11・12・14・15・17・19・20号焼土遺構
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第10号焼土遺構土層注記
］層褐色土 7. 5YR4/6 砂質焼土層。
2層暗褐色土 7.5YR3/4

3層黒色士 IOYR!. 7 /1炭化物微量混入。
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第11号焼土遺構士層注記
1層褐色士 7.5YR4/4焼土層。南部浮石粒を中量含む。
2層黒褐色土 JOYRZ/2 炭化物徴量混入。
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第12号焼土遺構土層注記

1層明褐色土 7.5YR5/6焼土層。南部浮石を少量含む。
2層褐色土 7. 5YR4/6南部浮石微量滉入。

3層暗褐色土 IOYR3/3 南部浮石微量混入。
4層黒褐色土 IOYR3/l 南部浮石微量混入。

~ 
第14号焼土遺構土層注記

1層 褐色士 7.5YR4/4砂質焼土層。
2層 黒褐色土 7.5YR2/3南部浮石少量混入。
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第18号焼土遺構土層注記

］層 明褐色土 7. 5YR5/6 焼土層
2層黒褐色土 IOYRZ/3 

20 

第17号焼土遺構土層注記

1層明褐色土 7.5YR5/6砂質焼土層。南部浮石・炭化物少量混入。
環 黒褐色土 IOYR2/3 砂質土。炭化物、南部浮石徴量混入。

B 
-90.20m 

~ 
A
 

B
[
 

第19号焼土遺構土層注記

1層 褐色土 7. 5YR4/6焼土層。炭化物少量滉入。
2層 黒褐色土 IOYRZ/3 炭化物微量混入。

杖-4

B 
＋ lm西
AY-43 

17 

A -90.00m B 

ーニニこプ
2 

À
l 

第20号焼士遺構士層庄記
1層褐色土 7.5YR4/6砂質焼土層。

2層黒色土 IOYR2/! 南部浮石微量混入。

＋ 2m西
~\ AX-43 

19 

方位は全て上が北

~ 
図123 第10・11・1 2・1 4・1 5・17・19・20号焼土遺構

lm 
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奴Z-44
!':: 9。.20m 南へ lm B

 

十℃
A 

AZ-43東へ 2m

- 90.00m 

23 
29 双Y-43

東へ lm
南へ 2m

A Lt.¥ 
- 90.lOm B

 、
1 2 

第29号焼土遺構土層注記

B 
1層 明褐色士 7.5YR5/6焼士層。南部浮石を少量含む。
2層 黒褐色土 IOYRZ/2 南部浮石を中量含む。

i:,::.¥ 

第21号焼土遺構士層注記
1層暗褐色土 10YR3/4 捨て場の層か？
2層褐色土 7 .5YR4/6焼土層。南部浮石を中量含む。
3層黒色土 lOYRl. 7 /1 

第23号焼土遺構上層注記

1層明褐色土 7.5YR5/6中振浮石を含む土が被熱した焼土層。
2層黒褐色土 IOYR2/2 南部浮石少量混入。
3層暗褐色土 IOYR3/3 中揮浮石中量混入。

¢‘ 

十AY-43 
北へ lm 25 

A
 

第25号焼土遺構士層注記
1層暗褐色土 IOYR3/3 南部浮石少量混入。
2層明褐色＿十 7.5YR5/8焼土層。南部浮石少量混入。
3層黒褐色土 IOYR2/3 南部浮石少量混入。
4層黒褐色土 IOYR2/2 南部浮石少晨混人c

28 

A 
4.¥ B 

一
-90.00m 

仄X-42 1 2 

第30号焼土遺構土層注記
1層明褐色土
2層黒褐色土

7.5YR5/6焼土層。南部浮石中量混入。
IOYRZ/2 南部浮石中量混入。

90. lOm 

+Az-44 
西へ 2m

A 
- 90.lOm 1:3 

J 2 

ー、ヘ--―:.--七;,--

A 

A ~90.lOm 

~ 90.00m~ 詞A-44東へ 2m南へ lm
-'---1~B 

第28号焼土遺構土層注記
- 90.00m 3 さ

ゞ悶塵口は混贔::t手。石を含む土が被熱したiー文予ミこ□五~ァー

第26号焼士遺構土層注記
1層 明褐色土 7.5YR5/6中揮浮石を含んだ土が被熱した層。
2層 黒褐色土 lOYRZ/2 焼十粒微量混人。
3層 暗褐色士 10YR3/3 南部浮石微量混入。
4層 黒褐色士 IOYRZ/2 焼土徴漉混入。

土層観察用トレンチ

B
 

◇¥ 

拭Z-44し 33 

第31号焼土遺構上層注記
1層 明褐色土 7.5YR5/6砂質焼土層。中揮浮石を少呈含むc

2層 黒褐色十 10YR2/2 炭化物微量品）ゞ一
＼
 

第32号焼土遺構士層注記
］瑶 橙色上 7. 5YR6/8中揮浮石を含む土が被熱した層，
2層 浅黄橙色土 !OYRS/4 VII層の土（中振浮石層） c

3層 黒色土 IOYRZ/1 炭化物微呈混入。

A 2 B 

ヘミニこ戸
90.lOm 

＼ 

3 

第33号焼士遺構上恩注記
1層 褐 色 土 10YR4/4 VIl層の上。
2層 褐色上 7.5YR4/6焼ナ層。南部浮石・中揮浮石を微量混入。
3層 黒褐色土 10YR2/2 IX忌の土。

゜
方位は全て上か北

lm 

図124 第21·23·25• 26・28・29・30・31・32・33号焼土遺構
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図125　第22・24・34・35・36・40号焼土遺構

－208－

B 

90.00m 
A
 

六
第34号焼土遺構土層注記）

1層暗褐色土 IOYR3/3

2層 褐色土 IOYR4/6砂質焼土層。中振浮石を中量含む。
3層黒褐色土 IOYR2/3

B 

第35号焼土遺構土層注記
1層黒褐色土 lOYRZ/3
2層暗褐色土 IOYR3/3

3層 明褐色土 7.5YR5/8中揮浮石を含む砂質焼土層。
4層 黒褐色土 IOYRZ/2 南部浮石少量混入。

34 

f>,. _,,. 

第36号焼土遺構土層注記
1層暗褐色土 IOYR3/3 

2層 明黄褐色土 IOYR6/8焼土層。

3層 暗褐色土 IOYR3/3中振浮石中量混入。
4層黒褐色土 IOYRZ/3 

B 

B
 

第22号焼土遺構土層注記
1層明褐色士 7. 5YR5/6中揮洋石を含む土が被熱した層。

2層明黄褐色土 IOYR6/6 中揮浮石を大量に含む。
3層暗褐色土 IOYR3/3 南部浮石微量混入。
4層黒色土 IOYR2/l 中揮浮石微量混入。

ド／
A
 

24 

杖Z-43
北へ lm

40 

も／

B 
90.00m 

ズニ玉こ三ジ一
第24号焼土遺構土層注記

1層明褐色土 7.SYRS/8 中揮浮石を含む土が被熱した層。
2層黄褐色土 IOYR5/6

3層黒褐色土 10YR2/2 IX層の土

A 90.00m 
1 

B
 

~\ 第40号焼士遺構土層注記

1層 黒色土 IOYR2/l 炭化物微量混入。
2層 明褐色土 7.5YR5/6焼土層。

3層 黄褐色土 IOYR5/6 焼土少量含む。
4層 黒褐色土 IOYR2/2 炭化物微量含む。

゜
lm 

図125 第22・24・34・35・36・40号焼土遺構
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90.30m 
1 

~/ 

B
 

第37・38・39号焼土遺構士層注記
1層暗褐色士 IOYR3/3
2層 黄褐色土 IOYR5/8 焼士層。南部浮右中量。
3層 黒褐色土 IOYRZ/3 南部浮石中量。
4層 明褐色士 IOYRS/8 焼土層。南部浮石多量。

＋ AX-41 

東へ 2m

、／
B
 

第41号焼土遺構士層注記

1層 黒褐色士 10YR2/3 南部浮石少量混入。
環褐色土 10YR4/6 南部浮石微量混入。
3層 褐色土 7.5YR4/6 南部浮石多量混入。
4隔 黒色土 lOYRl.7/1南部浮石中量況入。

\► 
A
 

l 2 3 1 

43 八Z-43

北へ lm西へ lm

B
 

第44号焼土遺構土層注記
1層 暗褐色土 10YR3/3 南部浮石中量混入。
2層 褐色士 7.5YR4/6焼土層。南部浮石を中量含む。

3層 黒色士 !OYRZ/1 南部浮石少量混入。

Iば

A
 

第43号焼土遺構士層注記

1層 黒褐色土 10YN2/2 炭化物微掘c

2層 褐 色 士 10YR4/4 
3層 明褐色十: 7.SYRS/6砂質焼土層。

c
 

D
 39 

第42号焼土遺構土層注記

1層 黒褐色土 l0YR3/2 砂質焼土中量。
2層褐色土 7 .5YR4/6 砂質焼土罹。

3層 暗褐色土 10YR3/4 南部浮石少温。焼土少星。

゜
lm 

図126 第41・42・43・44号焼土遺構
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図127　第45・46・47・48・49・50・71・72・73・74号焼土遺構

－210－

<:!;¥ 

/Xl/ 

+ AY-43 
西へ 2m

(:0 ¥ 

A B 
90.00m 

2 1 2 -

~ 
3 

A - 90.00m 1 
B 

―― ーー ~ 
1 

第45号焼土遺構土層注記
1層 黒褐色土 lOYRZ/2 南部浮石微量混入。
2層 褐色土 7.5YR4/6焼土層。南部浮石を中量含む。

3層 黒色土 lOYRZ/1 南部浮石中量混入。

(fl¥ 

第46号焼土遺構土層注記

1層 褐色土 7.5YR4/4焼土層。南部浮石中量：混入。
2層 黒褐色土 IOYR2/2 南部浮石少量混入。

I 

第47号焼土遺構土層注記

1層 褐色土 7 .5YR4/6南部浮石中量混入。
2層 黒褐色土 IOYR2/2 南部浮石中量混入。

B A i i 
- -90.00m 

B 

ペ
第48号焼土遺構土層注記

1層 褐色土 7.5YR4/6焼土層。南部浮石中量混入。
2層 黒褐色土 10YR2/2 南部浮石中量混入。

B
 

77¥z-35 
西へ lm

＋ AZ-46 I► ¥7 

B
 

B -90.80m I 
A 

一I 

第49号焼土遺構土層注記
1層褐色土 7 .5YR4/6 焼士層。
2層 黒褐色土 IOYR3/2 焼土粒含む。

+AZ-46 

70 

¥l:P 

A
-

+AT-39 

r$)<¥ 

1は1

A 
-90.80m B

 

ム、＼

A 

¥／ 

71 

も／

第50号焼土遺構土層注記
1層褐色土 IOYR4/4 
2層 明褐色土 7.5YR5/8 焼土層。
3層 黒色土 IOYR2/l 南部浮石中量混入。

~91. 76m・  ~ 

ミ第72号焼土遺構土層注記

1層 褐 色 土 7 .5YR4/6 焼土層。
2層暗褐色土 IOYR3/4

,'7 
A -90. 78m 

------==字ぞ
I Z 

B
 

第71号焼土遺構士層注記
1層褐色土 7.5YR4/6 焼土層。

2層 黒褐色士 10YR2/2 南部浮石多量。

第70号焼土遺構土層注記
1層赤褐色土 5YR4/8 焼土層。
2層暗褐色土 !OYR3/4

+AU-40 

74 

／ 
／ 

L.¥ 

A -89.80m 
B 

一第74号焼土遺構土層注記
1層 褐 色 土 7 .5YR4/6 焼士層。

__l 

第73号焼土遺構土層注記

1層褐色土 10YR4/4 焼土層。
2層暗褐色土 10YR3/4
3層暗褐色土 10YR3/4

図127 ゜
方位は全て上が北

lm 

第45·46·47• 48·49·50·71·72• 73・74号焼土遺構
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奴S-37
北へ 2mA B

 98. 70m 2 

~ ニ土ニニ-
第75号焼土遺構土層注記

1層 明褐色土 7.5YR5/8 焼土層。

2層赤褐色土 5YR4/8 焼土層。

3層暗褐色土 10YR3/4

ぢ

~\ 

77 

¥'0 
78 

B
 

A 

I 
90.Sm 

~ 己~― 

A B
 

第80号焼土遺構土層注記

1層 褐色土 7.5YR4/4 南部浮石少量。

2層褐色士 10YR4/6 

89.00m 

六1 2 第76号焼士遺構士層注記
1層 明褐色土 7.5YR5/8 焼土層。

2層暗褐色土 10YR3/4

江I¥

AT-39 
北へ lm
東へ lm

.,,::1 

A 
90. 70m 

B 

、一
2 1 

第79号焼土遺構土層注記

」層褐色土 7 .5YR4/6 焼土層。

2層 暗褐色上 10YR3/4 南部汗石少景混入口

A
 

詞E-27
北へ lm

B
 

2 3 

A 
90.80m 1 

81 

第77号焼土遺構土層注記

］層 黒褐色土 10YR2/2 南部浮石少量。

2層褐色土 7. ぢYR4/6 焼土層

環褐色土 10YR4/6 

B A 
- 90. 70m 1 -

ー支乙二二之一
B
 

1 2 

第78号焼土直構土層注記

1層 里褐色十 10YR2/2 向部浮石少筵。

2層褐色ナ 7 .5YR4/4 焼上吊c

3陪褐色士 10YR4/6 

第81号焼土遺構土層注配

1層褐色士 7 .5YR4/6 焼上層。

2層 極賠褐色土 7.5YR2/3 焼士層。

3屠黒色土 lOYRl. 7/1 

゜
方位は全て上が北

lm 

図128 第75・77・78・79・80・81号焼土遺構
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図129　第51・52・53・54・55・56・57・58号焼土

－212－　

＋ BW-16 

西へ 2m
南へ0.5m

A
 

十
BW-16 

西へ0.5m~
B北へ lm

B-

A 
97. 5()()m I 2 I I I I J 2 

!! 
l凶↓ 主竺プ―

A 
6 1 5 

~ 
97. 面Om

~ ミ生:~~ 
A 

97. 700m 

誼X-16

北へ0.5m

B 西へ 2m

第53・54号焼士遺構土層注記

第1層褐色土 7.5YR4/4 
第2層暗褐色土 IOYR3/3 

第57号焼士遺構土層注記

第1層赤褐色土 5Y R4/6 

IOYR3/3暗褐色土南部浮石少量混入。第 2層 黒色土 IOYR2/! 
南部浮石中量混入。 第3層 黒褐色土 5Y R3/! 

第4層黒褐色土 5Y R3/! 
第5層黒色土 IOY R2/! 
第6層黒色土 IOY R2/I 
第7層黒色土 !OY R2/I 
第8層黒褐色土 !OYR3/! 
第9層黒色土 !OY R2/! 

C 
97. 700m 

D
 

第58号焼土ピット 1土層注記

第1層 にぶい黄褐色土 JOY R4/3 中揮浮石層。

第2層 黒褐色士 IOYR2/2 南部浮石微量。

第3層 黒色土 JOY R2/l 5Y R3/4暗褐色焼土混入。

第4層 黒褐色土 JOY R2/2 JOY R4/3にぶい黄褐色士。中揮浮石混入。

第5層 極暗褐色土 7.5Y R2/3南部浮石層。

第6層 黒褐色土 JOY R2/2 南部浮石多量。

第7層 黒褐色土 IOYR2/l 南部浮石微量。暗褐色士5YR3/4焼土混入。

焼土。南部浮石微量。
焼士含む。南部浮石微量。

焼士混入士。南部浮石少量。

焼土混入土。南部浮石少量。
南部浮石少量。
南部浮石微量。
南部浮石中量。
南部浮石中量。

第58号焼土遺構土層注記

焼士混入士。南部浮石中量。
第1層暗褐色土 5YR3/4 
第2層黒色土 !OY R2/l 
第3層黒褐色土 IOYR212
第4層黒色土 IOYR2/l 
第5層黒色土 IOYR2/l 
第6層黒褐色土 IOYR2/2 
第7層黒褐色士 IOYR2/2 
第8層黒褐色士 lOYR2/3 

E 

97.700m 

~ 
F
 

焼士。

焼土。南部浮石少量混入。
南部浮石少量混入。

砂粒混入。南部浮石少量。
砂粒混入。南部浮石微量。

砂粒混入。南部浮石少量。

ゆ＞

A
l

溢
碑

1
~

9
7
.
8
0
0
m
 

_̀lハ
＂
叶
い
げ
い

W
リ
＼
ー

第58号焼土ピット 2土層注記

第1層 黒褐色土 IOYR2/2 南部浮石微量。

第2層 黒色士 lOY R2/l 南部浮石少量。

十
BX-16 
2m北

A 
99. 700m 2 

~ 

B
 

I ► 

廿Y-16

西へ lm北へ 2m

A
 

＋ 
BY-16 

1は1

西へ lm
北へ lm

第55号焼土遺構土層注記

第1層暗褐色土 JOYR5/6 焼土。砂質層。南部浮石微量。

第56号焼土遺構土層注記
第1層褐色土 IOY R4/6 
第2層黒褐色土 !OYR212 

B
 

B
 

焼土。砂質層。南部浮石微量。

焼土微量混入。南部浮石微量。

第51号焼土遺構士層注記
第 1層明褐色土 7.5YR5/8 
第2層黒褐色土 JOYR2/3 

詞Y-17

ム＼

第52号焼土遺構土層注記
第1層橙色土 7.5YR6/8 
第2層黒褐色士 lOYR2/2 

゜第51·52• 53• 54・55・56・57・58号焼土

南部浮石中量。焼土層。
南部浮石少量。焼土少量混入。

5

i

1

塁
ご
は
ご
z

日
6_'_l,6

5
 

南部浮石少量。
南部浮石少量。

lm 

図129
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＋ 
BW-21 
南へ1.5m
西へ 2m
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2 1 

_I:¥ 
96ぷOOm

~ 

第67号焼土遺棺土層注記

第1層 褐色土 7.5Y R4/6 焼土。南部浮石少量混入。
第2層 黒褐色土 IOYRZ/2 焼十微号混入。酌部浮石少量。

＋ 
BP-18 
南へ 2m
西へ1.5m

"<! 

A
 

9
6
.
8
0
0
m
 

,:r:1 

第59号焼土遣構土層注記
第1層 赤褐色土 SY R4/6 焼土。南部浮ゎ極微量。
第2唱 暗褐色士 JOY R3/3 南部浮石極微量。
第3屠 褐色土 lOY R4/6 南部浮石極微罷。

第60号焼土遺溝十層沖記
第1層 暗褐色士 lOY R3/3 南部浮石極微醤。
第2)晉 赤褐色土 SY R4/6 焼土。南部浮石極微畠。
第3層 赤褐色土 SY R4/8 焼上。南部浮石少量。
第4層 策l培暗褐色土JOYR3/3に第 2培赤褐色上

5Y R4/6焼土が混じる。南部浮伍極微塁。
第5層 黒褐色土 lOY R3/Z 南部浮凸極徴温。
第6層 渇色十 lOY R4/6 南部浮石栢微塁。

lb:1 

9
6
 

Iぉ

A B ーベ9 6 . 7 0 0 m A'.l i 

第62号焼土遺構土1道注記
第1層 掲色土 7.5Y R4/6 焼土。南綿浮石微呈。
第2詈 暗褐色士 JOY R3/3 南部浮石徽景。第 1濯の焼土多呈混入。

A
 

B
 

+BQ-18 

A
 

B
 96.800m 

-ご二□戸三ニジー
第61号焼土遺構土層注記

第1層 赤褐色土 5Y R4/6 焼土c 南部浮石少星。炭微旦。
策2層 褐色土 JOY R 4/6 f¥'J部浮石極微呈c

第3層 暗褐色土 JOY R3/4 南部浮石微量。炭微量。

第63号焼上遺楕七層注記

第 1層 黒褐色土 !OYRZ/3 焼十．中量混入。南部浮白微量混入。炭化物微量。
第2層 褐色ナ JOY R4/6 焼土中量混入。南部浮，石徴量。

CA-19 
西に Im十
北に Im

A~ 
97亙OOm 1 2 1 2 4 

＼ 
A
 

B
 97. 900m 2 1 4 

~ 真ニエニテ
第64号焼土遺構土層注記
第1層 暗褐色土 5Y R316 焼士。南部浮石微星。
第2層 黒色土 IOYR2/1 南部浮石少量。
第3層 黒褐色土 JOYR2/2 南部浮石少量。
第4層 黒褐色土 lOYR2/3 南部浮石徴量。

第65号焼土遺構土層注記
第1層 黒色土 JOY R2/1 南部浮石極微量。
第2層 明褐色土 7.5YR5/8 南部浮石極微量。
第3層 黒褐色土 JOY R2/3と褐色士7.5YR4/4の混合。

南部浮石極微量。
第4層 黒褐色士 JOYR2/3 南部浮石微量。

~ 
図130 第59·60·61• 62• 63・64・65・67号焼土

lm 
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第66号焼土遺構土層注記
第1層褐色土 7.5YR4/6 焼土。南部浮石少量混入。
第2層 黒褐色土 IOYR2/2 焼土微量混入。南部浮石少量。
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第68号焼土遺構土層注記
第1層 褐色士 7.5YR4/6と黒色土JOYRZ/1の混合士。南部浮石少量混入。
第2層 黒褐色土 JOY RZ/2 南部浮石多量混入。

日
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囀i•80m
第14号屋外炉
土層注記
1層 褐 色 士 7"5YR4/6焼土層
2層 黒色土 l0YR2/l 南部淫石中量混入。

E
 

91.668m 

~ 第13号屋外炉
土層注記
1層 明黄褐色士 7.5YR5/8焼土I醤
2層黒色十: lOYRl. 7/1 ゜
1A IA 

D
 

C 1 2 

~ 1 4 5 

E
 

1 2 

D
 

F
 ぐ乞プ――

十BB-23 

トーンは火山灰

(B-Tm) 

C14 
サンプル採取位置

性格不明遺構土層注記
1層鈍い黄褐色 JOYR4/3
2層炭化材層。
3層 明黄褐色土 7.5YR5/8焼士。
4層 灰苅褐色土 10YR4/2 火山灰プロノク (To-aか？）

5層 黒褐色十 10YR3/2 南部浮石少量混入。 N..,,に類似。

火山灰（おそらく B-Tm) を多誡に含む。

＋
 

トーンは焼士

IB 

゜
全て上が北

2m 

図131 第13・14号屋外炉、性格不明遺構第66・68号焼土、
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図132　焼土・集石遺構出土土器

－215－

図132 焼土・集石遺構出土土器
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7　集石遺構

第7号集石遺構(図133)

[位置]BE-19グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]長軸約90cm、短軸約77cmの範囲に10～25cm程の礫を集積し、さらにその東側に10～25cm

程の角礫及び扁平礫を直線状に配置する。

[遺物]土器片5点が礫問から出土している。全て胴部破片である。(36)、(37)は単軸絡条体第1A

類の縦位施文。(38)、(39)、(40)は結束第1種の横位施文がされている。詳細な時期を決定できない

ものの縄文時代前期の円筒下層d式と思われる。

[小結]出土遺物と検出遺構が関係するものかは不明であるが、縄文時代前期から弥生時代の間に構

築された集石遺構である。

第8号集石遺構(図133)

[位置]BH-25グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]北西軸約110cm、北東軸約80cmのほぼ三角形状の範囲に5～20cm程の礫を中心を除いて

配置している。その北側と北東側には礫がまばらに配置されている。

[遺物]なし。

[小結]縄文時代前期から弥生時代の間に構築された集石遺構である。

第9号集石遺構(図133)

[位置]BE-25・26グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]長軸約150cm、短軸約120cmの範囲に5～25cm程の礫を密集するように配置している。

北東側にまばらに礫が配置されている。

[遺物]なし。

[小結]縄文時代前期から弥生時代の間に構築された集石遺構である。

第10号集石遺構(図134)

[位置]BC-19、BD-19グリッドに位置する。

[重複]なし。

[規模と形状]長軸約70cm、短軸約60cmの範囲に10～15cm程の礫が集められている。さらにその西側

に20～25cm程の角礫を直線状に配置している。

[遺物]なし。

[小結]縄文時代前期から弥生時代の間に構築された集石遺構である。

－216－

7 集石遺構

第 7号集石遺構（図133)

［位置] B E-19グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］長軸約90cm 、短軸約77cm の範囲に10~25cm程の礫を集積し、さらにその東側に10~25c:m

程の角礫及び扁平礫を直線状に配置する。

［遣物］土器片 5点が礫間から出土している，：，全て胴部破片である 0 (36)、(37)は単軸絡条体第 lA

類の縦位施文。 (38、）、 (39)、(40)は結束第 1種の横位施文がされている 3 詳細な時期を決定でぎない

ものの縄文時代前期の円筒下層 d式と思われる。

［小結］出土遺物と検出遣構が関係するものかは不明であるが、縄文時代前期から弥生時代の間に構

築された集石遺構である。

第 8号集石遣構（図133)

［位置] B H~25 グリソドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］北西軸約110cm 、北東軸約80cmのほぼ三角形状の範囲に5~20cm程の礫を中心を除いて

配置している。その北側と北東側には礫がまばらに配置されている。

［遺物］なし。

［小結］縄文時代前期から弥生時代の間に構築された集石遣溝である。

第9号集石遺構（図133)

［位置] B E-25・26グリソドに位置する 0

［重複］なし。

［規模と形状］長軸約150cm、短軸約120cmの範囲に5-25cm程の礫を密集するように配置している。

北東側にまばらに礫が配置されている。

［遺物］なしこ

［小結］縄文時代前期から弥生時代の間に構槃されだ集石遣構である 0

第10号集石遺構（図134)

［位置] B C-19、BD-19グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］長軸約70cm、短軸約60cmの範囲に10~15cm程の礫が集められている。さらにその西側

に20~25cm程の角礫を直線状に配置している。

［遺物］なし。

［小結］縄文時代前期から弥生時代の間に構築された集石遺構である。
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まとめ

集石遺構については、平成9年度の調査で4基の集石遺構が検出され、過去の検出数との合計は1

0基となった。時期については、第7号集石遺構から土器が出土しているものの不明な点が多い。第

8・9・10号集石遺構についても、同様に不明である。過去の第1～6号集石遺構は時期不明と報告

されている。しかし。第3・4号集石遺構については、第26号住居跡に重複して、新しいものである

との報告がされている(青森県教育委員会1997)。第26号住居跡は時期不明であるが、重複している

第140号土坑が縄文時代前期末に位置付けされている(青森県教育委員会1995)。このことから第3・

4号集石遺構の時期については縄文時代前期末以降としてもよいと思われる。また、第3・4号集石

遺構が位置するグリッドに近接している第1・2号集石遺構についてもおおむね同様な時期であると

思われる。

(齋藤正)

焼土・集石遺構出土土器観察表

－217－

まとめ

集石遺構については、平成 9年度の調査で 4基の集石遺構が検出され、過去の検出数との合計は 1

0基となった。時期については、第 7号集石遺構から土器が出土しているものの不明な点が多い。第

8・9・10号集石遺構についても、同様に不明である。過去の第 1~6号集石遺構は時期不明と報告

されている。しかし、第 3・4号集石遺構については、第26号住居跡に重複して、新しいものである

との報告がされている（青森県教育委員会 1997)。第26号住居跡は時期不明であるが、重複している

第140号土坑が縄文時代前期末に位置付けされている（青森県教育委員会 1995)。このことから第 3 • 

4号集石遺構の時期については縄文時代前期末以降としてもよいと思われる。また、第 3・4号集石

遺構が位置するグリッドに近接している第 1・2号集石遺構についてもおおむね同様な時期であると

思われる。

（齋藤正）

焼土・集石遺構出土土器観察表
図NO出土量欝 器種 錦位 口頸部文様 口屠鄭文攘 区画帯 胴部文様 底郎文攘 傭考

I 10焼 深鉢 胴部 撼文 単絡IRI餐回転 内面ミガキ調整

2 10焼 深鉢 胴部 LR横回転 粘板岩粒多量に含む

3 10焼 涙鉢 胴部 結節回転文 LR横回転 内面はけ目状調整

4 10焼 深鉢 胴椰 LR多条横回転

5 10焼 深鉢 胴部 LR斜め回転

6 10焼 深鉢 胴郎 単絡1縦回転

7 12焼 深鉢 胴部 結節回転文 内面ミガキ.整

8 18焼 深鉢 胴部 U め回転 内面すす付着， 17焼 深鉢 胴部 LR横回転 内面はけ目状躙整

10 18焼 深鉢 胴郎 LR縦回転

11 21焼 深鉢 胴鄭 LR横回転

12 21焼 深鉢 底部 LR横回転

13 33焼 深鉢 胴部 LR槙回転

J4 3磁 深鉢 胴部 LR横回転 内面ミガキ調整

15 34焼 深鉢 胴郎 LR横回転

16 35焼 深鉢 胴部 LR横回転

17 36焼 深鉢 底部 結節回転文 ..  鍮圧虞 内面ミガキ調整

18 37焼 深鉢 胴部 LR横回転 内面はけ目状調整

19 37焼 深鉢 願瑯 単絡lR斜め回転

20 38焼 深鉢 胴郎 結節回転文 単絡lR縦回転 内面ミガキ調整

21 39焼 深鉢 胴部 結節回転文

22 39焼 深鉢 胴部 LR11回転？ 内面煤付着

23 53焼 深鉢 胴部 LR横回転

24 61焼 深鉢 胴郎 LR横回転

20 63焼 深鉢 胴部 LR横回転 節祖い

26 63焼 深鉢 口縁部 LR横回転

27 63焼 深鉢 胴部 単軸絡条体第IA類C111'回転）

28 64焼 深鉢 胴部 LR横回転

29 67焼 不明 底部 多軸絡条体？ 摩滅激しい

30 67焼 深鉢 胴部 結東第1種（横回転）

31 67焼 深鉢 胴部 結節回転文(ff)

32 67焼 深鉢 胴部 単軸絡条jj:第!A類（縦回転）

33 67焼 深 ロ縁部 単輪絡条体第IA類償拒I転）

34 67焼 深鉢 胴部 LR横回転

35 67焼 深鉢 底部 単輪絡条体第lA類（縦回転）

36 7集石 深鉢 胴部 単軸絡条体第IA類傭難睛B
37 7集石 深鉢 胴部 単軸絡条体蜻IA類償疸庫3

38 7集石 濠 胴部 結東第1種（横位崖文）

39 7集石 深鉢 胴部 結東第1種（横位施文）

40 7集石 深鉢 胴部 結束第1種（横位施文）
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8 配石遺構

第 1号配石遺構（図134・135・136)

［位置] B B-40・41グリッドに位置する。

［重複］なし。

［規模と形状］花弁状の石組を中心とし、その外周に礫が弧状に巡り、中心の北側には四角形状の石

組を配置する形態をなす。主軸方位は、ほぼ南北方向を示す。規模は、花弁状の石組の長軸が約124cm、

短軸約80cmを計測し、外縁に20-40cm程の比較的長大な礫を並べ、内部には10-25cm程の扁平な礫を

立てている。中心北側の四角形状の石組は10-35cm程の角礫からなり、長軸約30cm、単軸約26cmであ

る。弧状に巡る礫は10-25cm程の大きさをなし、中心の西側だけに見られる。

中心から25゚ 前後の角度で放射状に広がる軸線上には弧状に巡る礫のうち、礫1・2・3・4・5・6が

配置され、さらに延長線上には本遺構の周囲から検出された大小70基のピットのうち、ピットN0.4・

14・19・23・32・50が位置していることから、花弁状の石組と弧状に巡る礫、及びピットは何らかの

関係があることが窺える。

［遺物］本遺構周辺から縄文時代後期の土器が若干出土しているが詳細な時期決定はできない。なお、

土器については次回以降に報告する予定である。

［小結］花弁状に礫を組み、弧状に礫を巡らせる形態の配石遺構は縄文時代後期の案内 II遺跡 （秋田

県鹿角市）から検出されていることから、本配石遺構は縄文時代後期に構築されたと思われる。

まとめ

今回の調査で検出された第 1号配石遺構は、花弁状に石組をして、北側にも礫を組む。その周囲に

礫を弧状に巡らせる形態をなす。主軸方位は、ほぼ南北方向を示す。類例を近接地域に求めると、秋

田県鹿角市案内 II遺跡（秋田県教育委員会 1982)の配石遺構が上記の特徴をすべて備えている点から、

最も酷似しているといえる。（図137)案内 II遺跡においては配石遺構下部の調査が行われたが土坑等

の施設は検出されなかった。本遺構下部の施設の有無は不明である。弧状に巡る礫のうち、数個の礫

は花弁状の石組の中心から25゚ 前後で放射状に広がる軸線上に位置する。また、その延長線上にピッ

トが確認されている。礫とピットが同一軸線上に見られることから、遺構に伴うものではないだろう

かと考えている。また、礫と大錦分のピット群が遺構の西側でしか確認が出来ないことから遺構と何

らかの関係があったことを示していると考えられる。

礫を花弁状に組みする形態に着目すると青森県階上町野場 (5)遺跡の第 5号配石遺構（青森県教

育委員会 1993)、秋田県小坂町大岱II遺跡の第 2号配石遺構（秋田県教育委員会 1984)が挙げられる。

これらの遺構下部には土坑が検出されており、東北地方北部地域に類例を見いだすことができる 。類

例として挙げた遺跡で検出された配石遺構の時期が縄文時代後期に位置付けられていることから、第

1号配石遺構の時期については縄文時代後期と判断したい。

（齋藤正）
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図133　第7・8・9号集石遺構
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図133 第 7・8・9号集石遺構
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図134　第10号集石、第1号配石
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図135　第1号配石周辺ピット(1)
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図136　第1号配石周辺ピット(2)

－222－

R P4 

゜~ 
◎ 

゜
\.::/~0 ヽ(J) 心＾

゜Pl9 
ij 

ヽ 麗 1I¥ "ヽ----'ヽ L―--

＋ BC-41 

~、礫zfさ"-~ぢ閣~ ¥ 

゜
゜
゜゚゚゚゚゜

'<;:::, 

゜
＋ BC-42 

゜ ◎ 
。。。

゜({) 

゜
◎ 

゜
() 

゜ ゜゚
゜゚

゜ ＋ BB-43 十BC-43 

゜゜(/) 

゜゜
゜

4m 

図136 第 1号配石周辺ピット (2)

- 222 -



図137　案内Ⅱ遺跡配石遺構・畑内遺跡第1号配石遺構
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第2節遺構外出土遺物

1 土器

弥生土器

平成 9年度の発掘調壺における遺構外出土遺物は段ボール箱にして約1,000箱である。 A捨て場延

長部（旧東捨て場）約300箱。 C捨て場（旧下層 d区）約400箱。 D捨て場約80箱。 E・F捨て場（旧

下層 a北・南区）約200箱。その他20箱である。本節ではBA-24付近からまとまって出土した弥生

時代前期初頭の遺物を中心に報告する。

弥生時代前期初頭の遺物は、 BA-24付近を中心に約mの概ね円形状に集中している。（図 ）遺

物の出土層位はW層を中心とする。 W層は第11I章第 2節で触れたとおり、土石流と思われる層の上に

確認される層である。この土石流の層 (V層）の下位には縄文時代前期中葉～末薬の土器を多量に含

む層 (VIからvn層）が確認されている。 N層は平坦部では安定した層厚を保ちながら分布しているが。

斜面部になると消えてしまう層であり、 C拾て場付近では確認されておらず、弥生土器と縄文時代前

期の土器が同一のレベルで出土している様子が確認されている。 (BD-BE-19-20付近）しかし

ながら、今回報告する遺物が主に出土した区域の土層は概ね安定しており、下層からの遺物の浮き上

がりはあまり確認されなかった。 （茅野嘉雄）

出土した土器群は若干の時間幅は、認められるものの概ね津軽地方の砂沢式土器および東北地方中

部太平洋側の大洞A'式土器新段階に併行するものと考えられる。畑内遺跡は、青森県の東南部内陸の

新井田川流域に位置する。岩手県北部域・青森県八戸地方を流れる馬淵川・新井田川流域には、当該

期の遺跡が数多く分布し、岩手県軽米町大H向II遺跡・君成田w遺跡・君成田下野場遺跡、二戸市金

田一川遺跡、浄法寺町上杉沢遺跡、青森県南郷村松石橋遺跡・畑内遺跡、名川町剣吉荒町遺跡、八戸

市是川中居遺跡・是川堀田遺跡・八幡遺跡・牛ヶ沢(4)遺跡などが知られている。組成比率こそ低い

ものの、遠賀川系士器を含む遺跡が多く認められることは、当該期当地方の出土土器の特徴である。

当地方出土土器の型式名は、三陸地方の岩手県大船渡市大洞貝塚出土土器を標識資料とした「大洞A'

式」（山内 1930)や津軽地方の青森県弘前市砂沢遺跡出土土器を標識資料とする「砂沢式」として扱わ

れている。大洞A'式は、東北地方中部宮城県一迫町山王囲遺跡の出土資料の分析の結果、須藤隆によ

って2段階に細分され（須藤 1984·1987) 、大洞A'式古段階•新段階と呼ばれる。最近では須藤はそれ

ぞれ山王w下層式・山王W上層式として用いている（須藤 1998)。砂沢式は、芹沢長介による型式設

定当初（芹沢 1958・1960)から、西H本弥生文化の影響が指摘されており、稲作の有無が議論されて

きたが、籾圧痕土器や遠賀川系士器の存在に加え、 1987年の砂沢遺跡における水田跡の検出によって、

追求の対象は水田による稲作の有無という問題から砂沢式期の生業または社会における稲作の位置付

け、さらに北東北諸地域または同一の上器型式分布域内の異なる環境（山間部・河川部・沿岸部）の変

革の様相に求められよう。砂沢式・大洞A'式新段階（山王W上層式）に併行する士器型式として、山形

県庄内地方で確認されている生石 2式があげられる。酒田市の生石 2遺跡出土土器群を標識資料とす

るもので、遠賀川系土器とその影曹の下に製作された折衷上器の組成比率が非常に高く、東北地方

H本海沿岸南部に位置することから、日本海ルートによる西日本からの弥生集団の移動を想定させる

遺跡である（伊藤 1984・須藤 1987・1990・ 佐原 1987)。炭化米と様圧痕士器が伴い、遠賀川系士器
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の諸特徴から畿内第一様式中段階併行と報告されている(安部1987)。生石2式は砂沢式との共通性

が指摘されているが、精製土器の胎土の粗さ、砂沢式に特有である「非常に丁寧なミガキ」があまり認

められないこと、完結型の変形工字文が多いこと、(浅)鉢は平坦口縁を主体とすること、高坏は有段

の器形を主体とすること、体部上半に膨らみを持つ筒形の土器の存在、遠賀川系土器の高い構成比率

などにこの地域の特色が認められる。

畑内遺跡はこれまでの調査報告により、砂沢式・大洞A'式新段階～青木畑式期にかけての居住域で

あることが明らかにされている(青森県教育委員会1994・1995・1997)。今回、報告する遺物は、「捨

て場」と考えられる遺物包含層出土土器であり、厳密な意味での「時間的に限定された一括資料」とは

言い難いが、型式学的特徴もほぼまとまりを持ち、大洞A'式新段階・砂沢式期の土器群ととらえ、器

形・装飾・推定される用途により分類を行う。

『変形工字文の分類』

当該期には、深鉢・鉢・浅鉢・高坏の口縁部～肩部や壷の肩部などに、変形工字文が主文様として

多用される。変形工字文は、一般に大洞A式に多用される工字文に系譜が辿れるものと理解されてい

 る。大洞A式の諸種の工字文や大洞A式～大洞A'式古段階のπ字文といった前段階の主文様を、その

構成要素に取り入れ、主に三角形を基本要素として展開している。この三角形の描出法により、砂沢

式期の変形工字文は、大きく3種類に分類できよう。

①ひとつの繋がった沈線により、三角形が構成されるもの

②幅広の波状文と底辺の組み合わせにより、三角形が構成されるもの。

③流水状の沈線により、三角形が構成されるもの。

さらに三角形の底角部の処理や描出法や重層の種類により、8種類11類型に分類できる。

 〔a〕完結型、〔b〕沈線連結型(A型・B型)、〔c〕π字状連結型(A型・B型)、〔d〕工字状連結

型(A型・B型)、〔e〕連続型、〔f〕上下重層型、〔g〕交互重層型〔h〕流水状文型、に分類した。

観察表には、それぞれの細分名で記載した。「変形工字文」と記してあるものは、分類は不明であるが、

変形工字文であるもの。「変形工字文?」と記してあるものは、変形工字文の一部の交点などから、変

形工字文であると推定したものである。

〔a〕完結型(204・367・387etc)

三角形の底角が反転し、横の三角形と接続しないもの。

〔b〕沈線連結型(結合手法によって、A型とB型の2種類に細分する)

(沈線連結A型)横走沈線によって、底角と隣の三角形の底角とが繋がるもの(260・261)

(沈線連結B型)三角形の底角沈線と隣の三角形の底角沈線が繋がるもの

 〔c〕π字状連結型(A型とB型に細分)

 三角形の底角と隣の三角形の底角が、π字状処理を施された隆線部で接するもの。三角形と隣の三

角形の間の(逆三角形状を呈する)部分が掘り込まれ、三角形外側の隆線が強調され、また三角形の斜

辺に平行する鈍角の『V』字状沈線が施文されることによって、三角形の斜辺が多条化したような文

 様効果を有する。底角部外側に粘土粒が貼付され、逆π字状の構成となるものが多い。三角形斜辺と

 底辺がかみ合うもの(一本の沈線で繋がる完結型モチーフ)をπ字状連結A型、斜辺と底辺が分離した

 ものをπ字状連結B型とする。7点確認された。
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が指摘されているが、精製土器の胎土の粗さ、砂沢式に特有である「非常に丁寧なミガキ」があまり認

められないこと、完結型の変形工字文が多いこと、（浅）鉢は平坦口縁を主体とすること、高杯は有段

の器形を主体とすること、体部上半に膨らみを持つ筒形の土器の存在、遠賀川系土器の高い構成比率

などにこの地域の特色が認められる。

畑内遺跡はこれまでの調査報告により、砂沢式・大洞A'式新段階～青木畑式期にかけての居住域で

あることが明らかにされている（青森県教育委員会 1994・1995・1997)。今回、報告する遺物は、「捨

て場」と考えられる遺物包含層出土土器であり、厳密な意味での「時間的に限定された一括資料」とは

言い難いが、型式学的特徴もほぼまとまりを持ち、大洞A'式新段階• 砂沢式期の土器群ととらえ、器

形・装飾・推定される用途により分類を行う。

『変形工字文の分類』

当該期には、深鉢．鉢・浅鉢・高杯の口縁部～肩部や壷の肩部などに、変形工字文が主文様として

多用される。変形工字文は、一般に大洞A式に多用されるエ字文に系譜が辿れるものと理解されてい

る。大洞A式の諸種のエ字文や大洞A式～大洞A'式古段階の記字文といった前段階の主文様を、その

構成要素に取り入れ、主に三角形を基本要素として展開している。この三角形の描出法により、砂沢

式期の変形工字文は、大きく 3種類に分類できよう。

①ひとつの繋がった沈線により、三角形が構成されるもの

②幅広の波状文と底辺の組み合わせにより、三角形が構成されるもの。

③流水状の沈線により、三角形が構成されるもの。

さらに三角形の底角部の処理や描出法や重層の種類により、 8種類11類型に分類できる。

〔a〕完結型、〔b〕沈線連結型(A型 ・B型）、〔c〕 7r字状連結型(A型 ・B型）、〔d〕工字状連結

型(A型 ・B型）、〔 e〕連続型、〔 f〕上下重層型、〔g〕交互重層型〔h〕流水状文型、に分類した。

観察表には、それぞれの細分名で記載した。「変形工字文」と記してあるものは、分類は不明であるが、

変形工字文であるもの。「変形工字文？」と記してあるものは、変形工字文の一部の交点などから、変

形工字文であると推定したものである。

〔a〕完結型(204・367・387etc) 

三角形の底角が反転し、横の三角形と接続しないもの。

〔b〕沈線連結型 （結合手法によって、 A型と B型の 2種類に細分する）

（沈線連結A型）横走沈線によって、底角と隣の三角形の底角とが繋がるもの (260・261)

（沈線連結B型）三角形の底角沈線と隣の三角形の底角沈線が繋がるもの

〔C〕冗字状連結型(A型と B型に細分）

三角形の底角と隣の三角形の底角が、 1r字状処理を施された隆線部で接するもの。三角形と隣の三

角形の間の（逆三角形状を呈する）部分が掘り込まれ、三角形外側の隆線が強調され、また三角形の斜

辺に平行する鈍角の『V』字状沈線が施文されることによって、三角形の斜辺が多条化したような文

様効果を有する。底角部外側に粘土粒が貼付され、逆r字状の構成となるものが多い。三角形斜辺と

底辺がかみ合うもの(-本の沈線で繋がる完結型モチーフ）を 1r字状連結A型、斜辺と底辺が分離した

ものを T字状連結B型とする。 7点確認された。
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〔d〕工字状連結型(A型とB型に細分)

 π字状連結型と同様に、三角形間の装飾により構成されるタイプである。三角形底角どうしが工字

文状の形態で接する。底角外側の隆線部に粘土粒が貼付されるものが多い。三角形斜辺と底辺がかみ

合うものを工字状連結A型、斜辺と底辺が分離したものを工字状連結B型とする。三角形斜辺に平行

する鈍角の『V』字状沈線や三角形の斜辺は直線的な形態が多く、三角形の斜辺と統合され、頂角部

や底角部付近で反転し、幅広の波状文を形成することによって、連続型が成立する可能性も考えられ

よう。

〔e〕連続型

三角形を構成する線である、斜辺と底辺が別々に描かれる。斜辺は横方向に幅広の波状文として描

かれる。三角形底辺は別個に描かれ、上記分類の②にあたる。新しい施文手順と考えられる。今回連

続型と分類できるものは皆無であったが、連続型の施文手順である三角形部頂角が文様描出時の始

点・終点ではなく、通過点となるものが多数存在しており、観察表に記載している。

〔f〕上下重層型(533)

砂沢式の(浅)鉢に多く用いられるモチーフである。当遺跡では、壷である533の1点のみであった。

〔g〕交互重層型(194・215・216・310・523・541etc>

上位の変形工字文の底角部交点を頂角として、下位の変形工字文が施されるタイプ。当遺跡の重層型

変形工字文のほとんどがこの交互重層型である。22点確認される。そのうち上位の変形工字文に工字

状連結型が施文されるものが、12点存在する。

〔h〕流水状文型(316)

流水状文を利用して、三角形モチーフを描出するもの。

『器種分類』

器形と装飾に加え、推定される用途で大別し、細別した。「Ⅰ類」非装飾的な深鉢類、「Ⅱ類」平行沈

線文・平行工字文が施される深鉢、「Ⅲ類」変形工字文が施される煮沸にも多く用いられたと推定され

る深鉢・鉢、「Ⅳ類」平行沈線・平行工字文・変形工字文が施される主に非煮沸用と推定される鉢、「Ⅴ

類」浅鉢、「Ⅵ類」浅鉢・高坏、「Ⅶ類」高坏、「Ⅷ類」壷、「Ⅸ類」遠賀川系土器に大別した。それぞれⅠ

類～Ⅸ類とし、各類内で装飾・器形をもとに細分した場合、アルファベットの大文字を与え、さらに

口縁部形態などで細分した場合数字を与えた(ⅡE1・ⅡE2・ⅡE3…など)。

多くが口頸部破片からの推定による分類となる為、特にⅢ類〔変形工字文が施される深鉢類・鉢〕

とⅥ類〔浅鉢・高坏〕は口頸部の形態や傾きが似ており判別が難しいものが多いが、胎土・焼成具合

や炭化物の付着や他遺跡の出土土器を参考にし、極力分類した。

『Ⅰ類』非装飾的な深鉢

無文・地文のみ・口縁部無文・頸部屈曲部で沈線または僅かな段を有するなどの非装飾的な深鉢。101

点中39点(約38.6%)に炭化物残存。ほとんどすべてが、縄文時代晩期からの伝統的な煮沸形態と考え

られるが、86は頸部で大きく外反し、甕形の可能性がある。

〔A〕無文または全体に縄文が施され、底部から口縁部までスムーズに移行するもの[1～5・7・8]

〔B〕口縁部または口頸部が無文で、頸部以下に縄文が施されるもの。[6・9～86]

口頸部で僅かに屈曲し、口頸部外面がミガキ調整を受けるものが多い。51～59は、口縁部厚を薄く
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(d)エ字状連結型(A型と B型に細分）

T字状連結型と同様に、三角形間の装飾により構成されるタイプである。三角形底角どうしがエ字

文状の形態で接する。底角外側の隆線部に粘上粒が貼付されるものが多い。三角形斜辺と底辺がかみ

合うものを工字状連結A型、斜辺と底辺が分離したものを工字状連結B型とする。三角形僻辺に平行

する鈍角の『V』字状沈線や三角形の斜辺は直線的な形態が多く、三角形の料辺と統合され、頂角部

や底角部付近で反転し、輻広の波状文を形成することによって、連続型が成立する可能性も考えられ

よう。

(e〕連続型

三角形を構成する線である、斜辺と底辺が別々に描かれる。斜辺は横方向に幅広の波状文として描

かれる。三角形底辺は別個に描かれ、上記分類の②にあたる。新しい施文手順と考えられる。今匝連

続型と分類できるものは皆無であったが、連続型の施文手/II頁である三角形部頂角が文様描出時の始

点・終点ではなく、通過点となるものが多数存在しており、観察表に記載している。

(f〕上下重層型(533)

炒沢式の（浅）鉢に多く用いられるモチーフであるっ当遺跡では、壺てある533の1点のみであった，9

[ g]交互重層型(194・215・216・310・523・541etc) 

上位の変形工字文の底角部交点を頂角として、下位の変形工字文が施されるタイプ。当遺跡の重層型

変形工字文のほとんどがこの交互重層型である。 22点確認される。そのうち上位の変形工字文にエ字

状連結型が施文されるものか、 12点存在する。

[h〕流水状文型(316)

流水状文を利用して、三角形モチーフを描出するもの。

『器種分類』

器形と装飾に加え、推定される用途で大別し、細別した。「 I類」非装飾的な深鉢類、「 II頷J平行沈

線文• 平行エ字文が施される深鉢、「rn類」変形工字文が施各れる煮沸にも多く用いられたと推定され

る深鉢．鉢、「W類」平行沈線・平行エ字文・変形工字文が施される主に非煮沸用と推定される鉢、「V

類」浅鉢、「VI類」浅鉢・高杯、「VII類」高杯、「VIII類」壷、「IX類」遠賀川系土器に大別しだ。それぞれ I

類-IX類とし、各類内で装飾・器形をもとに細分した場合、アルファベソトの大文字を与え、さらに

口縁部形態などで細分した場合数字を与えた (IIEl・IIE2・IIE3・・・ など）。

多くが口頸部破片からの推定による分類となる為、特に皿類〔変形工字文が施される深鉢類・鉢〕

とVI類［浅鉢・高杯〕は口頚部の形態や傾きが似ており判別か誰しいものが多いが、胎土・焼成具合

や炭化物の付着や他遺跡の出土土器を参考にし、極力分類した。

「I類」非装飾的な深鉢

無文・地文のみ・ロ縁部無文・頸部屈曲部で沈線または僅かな段を有するなどの非装飾的な深鉢。101

点中39点（約38.6%)に炭化物残存。ほとんどすべてが、縄文時代晩期からの伝統的な煮沸形態と考え

られるが、 86は頸部で大きく外反し、甕形の可能性がある。

〔A〕無文または全体に縄文が施され、底部から口縁部までスムーズに移行するもの [1-5・7・8]

〔B〕口縁部または口頸部が無文で、頸部以下に縄文が施されるもの。 [6・9-86]

口頸部で僅かに屈曲し、口頸部外面がミガキ調整を受けるものが多い。 51-59は、口縁部厚を薄く
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口唇部幅を狭く仕上げる。 74・75は、肩部で内湾し口頸部で直立する器形である。 79はLR縄文が施

され、底部から直線的に開き口頸部でやや外反する器形で、外面には炭化物が多く付着し、内面は粗

雑なナデ調整の土器であり、新しい時期の可能性もある。

〔C〕肩部で外側にやや張り出し、口縁部で短く外反し、頸部に1-2条の沈線または沈線状の窪みを

有するもの。 IA・B類に比べて、丁寧なつくりであるが炭化物の付着率は高い。 [94-108]16点中7

点(43.8%)に炭化物の付着が認められる。

〔その他の I類〕 [87・89-91] 

87は、甕の口縁部の可能性あり。

「II類」平行沈線・平行エ字文.Tr字文・流水工字文が施される深鉢

ITC類を除く 1I類全体では、 21点中8点(38.1%)に炭化物付着、赤色顔料残存は0点。

〔A〕口頸部に平行沈線文が施されるもの

(Al)肩部付近でやや内湾しながら、口縁部へとスムーズに移行するもの [109-113]

(A2)頸部で直立またはやや外反するもの [115-124・126-131]

(A3)口縁部で短く外反するもの [125・132-134]

125は頂部二又の突起が7単位付される。沈線施文時の粘土のはみ出しが明瞭に残り、内面も雑なミ

ガキではあるが、焼成は堅緻である。内外面に炭化物の付着が認められ、小型の土器ではあるが煮沸

に用いられたと考えられる。頂部二又の突起7単位の同様の形態は、頸部の屈曲が125の土器より弱い

が、秋田県大館市諏訪台C遺跡住居跡床面から出土している（秋田県教育委員会 1990 40図187)。

〔B〕口頸部に平行エ字文.7[字文・流水工字文が施される深鉢[135-136・138-142]

7点中1点のみ炭化物付着。

[CJ□縁～肩部にかけて横走沈線＋無文帯＋平行エ字文・流水工字文が施されるもの

当該期に特徴的なT寧なつくりの煮沸形態。個体数カウント対象の31点中9点（約29%)に赤色顔料

の残存が、 11点（約35.9%)に炭化物の残存が確認される。どちらも残存するものが4点（約12.9%)であ

る。平行沈線のみが施される他の II類では、赤色顔料残存が0点であるが、赤色顔料の残存が多い 1I

c類は、同じ煮沸に用いられる土器ではあるが、異なる使用目的も考えられよう。口頸部に無文帯と

平行沈線が施される IIC類は、飛び地的に生石 2遺跡にも存在するが、①秋田市以北、青森県津軽・

下北地方といった砂沢式土器の分布域、②馬淵川・新井田川流域の岩手県北部～青森県八戸地方に主

体的に分布する。①地域の IIC類は、口縁部に縄文が施されるものがほとんどであるが、②地域の II

c類は、口縁部が無文のものも多く認められる。当遭跡では28点中23点(82.1%)のものが、口縁部無

文と多数を占める。

(Cl) 口縁部で屈曲しないかまたは外反気味となるもの [143-164]

(C2)口縁部が外反・外傾するもの [165-167・170-173]

〔ITC類・体部破片〕 [174-177] 176は壷の肩部の可能性もある。

「m類」変形工字文・波状工字文が施される深鉢・鉢

113点中31点(27.4%)に赤色顔料が残存し、 114点中54点(47.4%)に炭化物付着が認められる。炭化

物の付着率が高い値を示し、赤色頻料の残存率も高い。変形工字文・波状工字文が施された深鉢．鉢

を赤彩し、煮沸に用いたものも多いと考えられる。
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〔A〕平坦口縁のもの[179-195・197-203]

〔B〕頂部二又の山形突起を有するもの [168-169・204-235]

〔c〕特殊突起を有するもの[236-256]

〔D〕向かい合う二又の突起を有するもの [257-264]

〔E〕波状エ字文が施されるもの。台付の可能性がある。 [319-322]

〔m類波状口縁〕 [196・265-279] 

〔m類体部破片〕 [280-307] 

「W類」胎土精良・焼成堅緻で、丁寧なつくりの鉢。主に非煮沸用と考えられるもの

27点中6点(22.2%)に赤色顔料が残存し、炭化物の付着は0点である。

〔A〕口頸部に平行沈線文•平行エ字文・流水工字文が施されるもの [324-330]

〔B〕口縁～肩部にかけて横走沈線＋無文帯＋平行エ字文が施されるもの [331-334]

331-334は、 ITC類と同様、平行沈線十無文帯＋平行エ字文が施される。

〔C〕その他の鉢類[308-318・337-340]

314は、エ字状連結A型が施される小型精製鉢。 316は外面10YR6/2(灰黄褐）、内面10YR4/l(褐灰）

である。断面実測では表現できていないが、下端部が僅かに内面側に屈曲している。器種分類の際に

迷ったが、鉢とした。 2個一対の突起の頂部をキザミで2分割し、突起上面に刺突を施す。沈線幅5mm、

断面半円状、文様内外の刺突充填が認められ、当遺跡で最も砂沢式的（津軽的）な土器である。この縦

型の流水文を基本線とする変形工字文内外に、刺突を充填するモチーフは、砂沢遺跡の注口土器（矢

島 1988 『砂沢遺跡ー図版編一』57図32)や宇田野(2)遺跡の台部（野村 1997 66図37)があげられる。

337-339は、肩部の横走沈線間に縄文帯を有する鉢である。

「V類」浅鉢 最大径よりも器高が小さいもので、明らかに台部を有さないと考えられるもの。

台形状の器形または向かい合う二個一対の突起を有するものはほぼ浅鉢と考えられるため、〔浅鉢〕

と分類した。台形状と頸部で屈曲する器形が認められ、平坦口縁のものと向かい合う二個一対の突起

を有するものがある。上半部または全面に変形工字文が施され、丁寧なミガキ調整が加えられる装飾

的な浅鉢で、砂沢式期に特徴的な形態である。

356-361のような向かい合う 2個一対の突起が比較的低いものは、台部が付される可能性はあるが、

突起の形態より、 VB2類に分類しておく。 32点中2点のみ、赤色顔料が残存。

〔A〕台形状の器形を呈し、上半部または全面に変形工字文や平行エ字文が施されるもの

(Al)平坦□緑のもの [341-344]

(A2)向かい合う二個一対の突起を有するもの [345-348]

(B〕頸部で屈曲し、口縁部が外傾または外反し、上半部または全面に変形工字文が施されるもの。

(Bl)上面に刺突が施される二又の突起を有するもの [363-364]

(B2)向かい合う二個一対の突起を有するもの。 [349-362・434・442]362は442と接合する。

(C〕頸部で屈曲し、口縁部で直立し肩部以下に変形工字文が施されるもの。口頸部または頸部付近

が無文になる。 ABに比べて最大径に対する器高の割合が大きく鉢形である。 [366-367]

［その他のV類） [365・368-376] 

「VI類」浅鉢・高坪
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口頸部破片からは浅鉢か高杯か不明であるもの。平坦口縁と波状□縁と突起が加えられるものがある。

75点中2点のみ赤色顔料が残存。

〔A〕杯部上半に平行エ字文・ ご字文・流水工字文が施されるもの。体部上半で内湾し口頸部に移行

するものが多い。 [377-382]

〔B〕杯部上半に変形工字文が施され、頸部で屈曲し口縁部で僅かに外反・直立するもの。

(B 1)平坦口縁のもの [383-428]

(BZ)波状口縁または突起を有するもの [430-433・435-441]

〔VI類体部〕 [429 -・443-460] 

「VII類」高坪 高杯特有の突起が施されるもの

466は、上面が横幅5cmX縦輻3.3cmの楕円形の大型円板状突起が施される高杯である。

〔A〕変形工字文の三角形部頂点上の口縁部に、キザミによる頂部二又の山形突起が付され、杯部上

半で屈曲し、口縁部で外傾または外反するもの [461-465]

(B〕変形工字文の三角形部頂点上の口縁部に、大型の円板状突起が付され、杯部上半で屈曲し、ロ

縁部で外傾または外反するもの。 [466-468]

『台部』浅鉢や鉢の台部である。台下端部に一条の沈線が施されるもの・台下半部に横位の流水状工

字文が施されるもの• 平行沈線間に 2-3条の波状文が施されるもの・縄文のみ施されるものが認め

られる。波状文は東北地方中部の太平洋側～山形県村山地方、岩手県の北上川流域・南三陸地方の青

木畑式～山王m層式期の高杯台部に多用される文様モチーフである。当遺跡では、岩手・宮城・山形

に多く分布する台部に波状文を有する高杯や円板状突起を有する高杯が、青森県西半部の津軽地方を

中心に分布する砂沢式的な土器と共に出土している。

〔A〕平行沈線文が施されるもの [469・471-477]

〔B〕流水状工字文が施されるもの [479-483]

〔C〕波状文が施されるもの。 [484-486]

〔DJ台部全体に縄文が施されるもの [487]

(E〕土器の脚部［図155-3] 

細長い三角形状を呈する。類例は、名川町剣吉荒町遺跡の出土例（鈴木 1988図58の9)があげられ、

「先端に向けて多少屈折してカーブし、両側面に2条の沈線文が施された、三角形の突起状の土製品」

と報告されている。剣吉荒町例は、突起状の部分のみの出土であるが、当遺跡の例は突起状部の末端

部が4.5cm X 3. 5cm程度の平面部（土器の底面側の剥離部分？）に接合する。剣吉荒町例同様の文様が

施文され、両側面部には稜線に沿って緩やかにカーブする2条の平行な沈線が施される。平面部には

突出部末端の付け根に沿って緩やかにカーブする3条の平行な沈線が施されている。外面は全体に丁

寧なミガキが施され、光沢を帯びる。

細い先端部に7mmX6mm程度の平坦面が確認でき、これを土器の脚部先端の着地面と考えると、中心

に向かって内傾する形態となろう。施文された文様は、九年橋遣跡で多く見られる大洞A式期の脚付

浅鉢の底部•脚部に施される、脚の付け根を巡る隅丸方形状の数条の平行沈線と脚部の側面にのびる 2

条の平行沈線に類似点を見出せる。また大洞A'式期の脚付土器は少数であるが、剣吉荒町遺跡（工藤

竹久 1984)、岩手県岩泉町光沢遺跡（羽柴 1994)、一関市谷起島遺跡（工藤武 1981)、秋田市地蔵

田B遺跡（秋田市教育委員会 1986)、河辺町石坂台VIII遺跡（秋田県教育委員会 1986) 出土例があげ
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られる。

剣吉荒町遺跡の例は、前述の類例とは異なるもので、無文の鉢形土器に無文の四脚が付される。光

沢遺跡例は流水工字文と縄文が施された深鉢に4単位(?)の脚状部が残る。実測図からの観察では、

それぞれが独立した脚であるのか、台部に手を加え、脚状の形態を呈するのかは不明である。脚状部

 には、2条の鋸歯状文が施されている。谷起島遺跡例は口頸部にπ字文と逆π字文が交互にそれぞれ4

単位計8個施される浅鉢の底面に、四脚分の剥落痕が認められ、それを外周と対角で結ぶ2種の沈線文

 が施され、大洞A式期の脚付浅鉢と同様の装飾である。またπ字文上の口縁部には上面に「S」字状の

沈線文と刺突が施される特殊突起が付され、同様の突起は畑内遺跡でも出土している(243)。地蔵田

B遺跡例は、口頸部に流水工字文が施される浅鉢に、外反気味の四脚が内傾して付される。脚剥落痕

を外周と対角で結ぶ2種の沈線文が底面に施される。石坂台Ⅷ遺跡例は、円板状の口縁部突起を有す

る浅鉢の底部に、3～4本の脚が付く。脚部外側はほぼ垂直に立ち上がるが、脚内側は斜めにやや内傾

する。浅鉢部の底部には、脚部の付け根の外側を2～3条以上の沈線文が隅丸方形状に巡るようであ

る。脚部は下端直上で一条の沈線が巡り、下端は丸みを帯びている。

いずれの出土例も大洞A'式の範疇と考えられ、大洞A式期に認められる4脚の外周と対角を結ぶ底

部文様を有する浅鉢は、秋田市周辺や岩手県南部では大洞A'式古段階までは少数ではあるが存続する

ものと考えられる。光沢遺跡と石坂台Ⅷ遺跡例は大洞A'式新段階の可能性もあろう。

畑内遺跡出土例の形態に類似したものは最初に述べた剣吉荒町遺跡出土の「三角形の突起状の土製

品」のみである為、土器脚とは断定できないが、可能性を指摘したい。調整・沈線の様相・胎土・焼成・

色調などは、今回の捨て場出土の土器群と共通するものであり、同時期と考えたい。

｢Ⅷ類」壷　壷類で赤色顔料の残存が認められたものは0点である。Ⅷ類総数62点中、ⅧA類が48

点(77.4%)とほとんどを占める。

〔A〕縄文時代晩期後葉から続く形態で、口頸部が直立または緩やかに外反して立ち上がり、肩部付

近に最大径を有するもの。口縁部に、匹字文・逆匹字文・平行工字文・平行沈線文が施される。

ⅧA類48点中23点(47.9%)に、金雲母が含まれる。また金雲母を含むⅧA類は橙色系の色調を帯

びる傾向にある。

(A1)平坦口縁のもの[488～497・514]

(A2)波状口縁となるもの[501～512・526～527・530・550～554]

(A類体部)[513・515～525・528～529・531～549・555]

〔B〕口頸部が、外反または外傾しながら開き、胴部中位付近に最大径を有するもの。[561～562]

〔C〕その他の壷[498・499～500・556～560・563～567]

｢Ⅸ類」遠賀川系土器　甕と壷が認められる。蓋は確認されなかった。西日本前期弥生土器に由来す

る土器製作技術が、認められるものをすべて遠賀川系土器と呼称する。

〔ⅨA〕甕。口縁部資料は5点出土している。今回掲載していないが、刷毛目が施される遠賀川系土

器の甕の体部破片と考えられるものが、少なくとも5個体分は出土しており、数量の最小値は10点で

ある。縄文が施される遠賀川系土器の甕の体部破片は、資料の抽出段階で見落としている可能性があ

る。569は88(底部)と同一個体である。口唇部に左下がりのキザミ、口頸部外面はヨコナデ、肩部以

下はLR斜行縄文が施される。572は口縁部上端部に左下がりのキザミ、口頸部外面はヨコナデ、頸部

以下は平行沈線間に横6mm×縦3～4mmの列点文が、12mm程度の間隔で施される。570は口唇部に左
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られる 0

剣吉荒町遺跡の例は、前述の類例とは異なるもので、無文の鉢形土器に無文の四脚か付される。光

沢遺跡冽は流水工字文と縄文が施された深鉢に 4単位（？）の脚状部が残る。実測図からの観察では、

それぞれが独立した脚であるのか、台部に手を加え、脚状の形態を呈するのかは不明であるこ，脚状部

には、 2条の鋸歯状文が施されている。谷起島遺跡例は口頸部に汀字文と逆冗字文が交互にそれぞれ4

単位計8個施される浅鉢の底面に、四脚分の剥落痕が認められ、それを外周と対角で結ふ2種の沈線文

が施され、大洞A式期の脚付浅鉢と同様の装飾である。また T字文上の口縁部には上面に「S」字状の

沈線文と刺突が施される特殊突起が付され、同様の突起ば畑内遣跡でも出上している (243い地蔵田

B遺跡例は、口頸部に流水工字文が施される浅鉢に、外反気味の四脚か内傾して付される。脚剥落痕

を外周と対角で結ぶ2種の沈線文が底面に施される）石坂台Vlil遺跨例は、円板状の口縁部突起を有す

る浅鉢の底部に、 3~4本の脚が付く。脚部外側はほぽ垂直に立ち上がるが、脚附側は斜めにやや内傾

する。浅鉢部の底部には、脚部の付け根の外側を 2~ 3条以上の沈線文が隅丸方形状に巡るようてあ

る。脚部は下端直上で一条の沈線が巡り、下端は丸みを帯びている。

いずれの出土例も大洞A"式の範疇と考えられ、大洞A式期に認められる4脚の外周と対角を結ぶ底

部文様を有する浅鉢は、秋田市周辺や岩手県南部ては大洞A'式古段階までは少数ではあるが存続する

ものと考えられる。光沢遺跡と石坂台VIII遺跡例は大洞A式新段隋の可能性もあろう）

畑内遺跡出土例の形態に類似しだものは最初に述べた剣古荒町逍跡出土の「三角形の突起状の土製

品」のみである為、土器脚とは断定できないが、可能性を指摘しだい。調整•沈線の様柑·胎上•焼成・

色調などは、今回の捨て場出土の土器群と共通するものであり、同時期と考えたい。

「Vll1類」壷 壷類で赤色韻料の残存が認められだものは0点であるくう v1II類総数62点中、 VlIIA頻が48

点(77.4%)とほとんどを占める。

[A〕縄文時代晩期後葉から続く形態で、［］頸部が直立または緩やかに外反して立ち上がり、肩部付

近に最大径を有するもの 0 □緑部に、匹字文・逆匹字文• 平行エ字文• 平行沈線文が施される。

VlIIA類48点中23点(47.9%)に、金雲母が含まれる。まだ金雲母を含むVIIIA類は橙色系の色調を帯

びる傾向にある。

(All平坦口縁のもの [488~497・514]

(A2)波状口級となるもの [501~512・526~S27・530・550~554] 

(A類休部） [513・515~525・528~529・531 ~549・555] 

(B〕口頸部が、外反まだは外傾しながら開き、胴部中位付近に最大径を有するものC [561 ~562] 

(CJ その他の壷[498・499~500・556~560・563~567]

「lX類」遠賀川系土器 甕と壷が認められる。蓋は確認されなかった。西日本前期弥生土器に由来す

る土器製作技術が、認められるものをすべて遠賀川系土器と呼称する。

〔IXA)甕。口縁部資料は 5点出土している。今回掲載していないが、刷毛目が施される遠賀JI!系土

器の甕の体部破片と考えられるものが、少なくとも 5個体分は出土しており、数量の最小値は10点で

ある。縄文が施される遠賀川系土器の甕の体部破片は、資料の抽出段階で見落としている可能性があ

る。 569は88(底部）と同一個体である。口唇部に左下がりのキザミ、口頸部外面はヨコナデ、肩部以

下はLR斜行縄文が施される。 572は口縁部上端部に左下がりのキザミ、口頸部外面はヨコナデ、頸部

以下は平行沈線間に横 6mmX縦 3~ 4mmの列点文が、 12mm程度の間隔で施される。 570は口唇部に左
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下がりのキザミ、口縁部外面は横方向のナデ、頸部に平行沈線3条を施し、肩部以下はLR斜行縄文が

施される。他の遠賀川系土器よりは比較的焼成は堅緻である。571は口唇部に左下がりのキザミ、口

縁部外面はヨコナデ、頸部には2条以上の平行沈線が施される。572は口唇部に左下がりのキザミ、

口縁部外面ヨコナデ、頸部は平行沈線間に横6mm×縦3～4mm横長の列点文が施され、それ以下の

部位にはやや右下がりの刷毛目調整が施される。なお列点文は、不明瞭ではあるが、木目列点文の可

能性もある。573は口唇部に左下がりのキザミ、頸部横方向のナデ、頸部に1条の沈線が施され、肩部

以下はやや右下がりまたは右下がりの刷毛目状の条線が、調整痕として残る。

〔ⅨB〕壷　[568,575～579]

ほぼ全体が把握できるものが2個体、底部のみが3個体分出土している。568は頸部に平行沈線と連

続刺突文が施される。574・575は頸部に平行沈線と列点文と縦区画沈線。肩部に平行沈線文が施され

る。また遠賀川系土器の壷の体部破片も1点出土している。これを含めると6点の遠賀川系土器の壷

が、確認されている。

『遺構外出土弥生土器まとめ』

以上、畑内遺跡の砂沢式期の土器群を概観してきた。新井田川流域に位置する畑内遺跡の出土土器は、

剣吉荒町・是川中居・堀田遺跡を代表とする八戸地方の土器と共通性を持つものと考えられる。今回

の、掲載遺物の個体総数は504点を数える。非掲載分の遠賀川系土器6点を加え、510点を個体総数に

用いる。体部破片を含めた非掲載遺物を合わせると、遠賀川系土器は甕10点、壷6点の計16点確認され、

全体の3.1%を占める。大別分類ごとの組成比率は、非装飾的な煮沸用の深鉢類がⅠ類102点(20.0%)、

装飾的な煮沸用の深鉢・鉢類が172点(33.7%){ⅡA類18点(3.5%)・ⅡB類7点(1.4%)・ⅡC類32点

(6.3%)・Ⅲ類115点(22.5%)}、非煮沸用の鉢・浅鉢類が60点(11.8%){Ⅳ類27点(5.3%)・Ⅴ類33点

(6.5%)}、非煮沸用の浅鉢・高坏類が99点(19.4%){Ⅵ類77点(15.1%)・Ⅶ類7点(1.4%)・台脚部15

点(2.9%)}、壷類がⅧ類61点(12.0%)、遠賀川系土器が16点(3.1%)である。煮沸用と推定される土

器が計274点(53.7%)、非煮沸の盛り付け用と推定される土器が計159点(31.2%)、壷類が61点

(12.0%)、遠賀川系土器が16点(3.1%)となる。

当遺跡の変形工字文の特徴として、変形工字文の三角形部分の頂角・頂角間中点・底角・底角内中

点・底角間中点の作出時に2点の刺突を施すことがあげられる。それらの交点部彫り込みの調整や粘

土粒のよせまたは明瞭なものは装飾の意図もあったものとおもわれる。今回このような技法を『交点

部の刺突処理』と呼び、この技法が認められる変形工字文は観察表の備考欄において、すべて記載し

ている。

変形工字文の分類については、三角形底角部の形状を主に分類の指標としたが、小破片であるため分

 類が困難なものも多く、特にπ字状連結型・工字状連結型は、実際には交互重層型の上位の変形工字

文に過ぎないものも含まれていると考えられる。変形工字文はⅢ類・Ⅴ類・Ⅵ類・Ⅶ類・Ⅷ類に多く

施される。Ⅲ類は変形工字文が施されるものが、95点あり、そのうち分類まで確認できるものが、35

点である。完結型が19点と最も多く、交互重層型が8点とこれに続く。Ⅴ類では25点に変形工字文が

施文され、分類確認が4点であり、完結型と交互重層型がそれぞれ2点ずつである。Ⅵ類は変形工字

文施文69点中、分類確認は20点、完結型が18点と圧倒的に多い。Ⅶ類は変形工字文施文6点中、分類

確認は完結型の2点のみである。ⅧA類は、変形工字文が施される肩部を有するものが24点あり、分

類確認が15点、交互重層型が11点と最も多く、完結型が2点でこれに続く。当遺跡の壷肩部に施され
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下がりのキザミ、口縁部外面は横方向のナデ、頸部に平行沈線 3条を施し、肩部以下はLR斜行縄文が

施される。他の遠賀川系土器よりは比較的焼成は堅緻である。 571は口唇部に左下がりのキサミ、ロ

縁部外面はヨコナデ、頸部には 2条以上の平行沈線が施される。 572は口唇都に左下がりのキザミ、

口縁部外面ヨコナデ、頸部は平行沈線間に横 6mmX縦 3-4 mmの横長の列点文が施され、それ以下の

部位にはやや右下がりの刷毛目調整が施される。なお列点文は、不明瞭ではあるが、木目列点文の可

能性もある。 573は口唇部に左下がりのキサミ、頸部横方向のナテ、頸部に1条の沈線が施され、肩部

以下はやや右下がりまたは右下がりの刷毛目状の条線が、調整痕として残る，）

[IX BJ壷 [568, 575-579] 

ほば全体が把握できるものか2個休、底部のみが3個体分出士している。 568は頸部に平行沈線と連

続刺突文が施される。 574・575は頸部に平行沈線と列点文と縦区画沈線、肩部に平行沈線文が施され

る。また遠賀川系士器の壷の体部破片も l点出土している。これを含めると 6点の遠賀川系土器の壷

が、確認されている。

『遺構外出土弥生土器まとめ』

以上、畑内遣跡の砂沢式期の土器群を概観してきた。新井田川流域に位置する畑内遺跡の出土士器は、

剣吉荒町・是川中居・堀田遺跡を代表とする八戸地方の上器と共通性を持つものと考えられる。今回

の、掲載遺物の個体総数は504点を数える。非掲載分の遠賀川系上器6点を加え、 510点を個体総数に

用いる。イ本部破片を含めた非掲載遺物を合わせると、遠賀川系土器は甕10点、壷6点の計16点確認され、

全体の3.1%を占める。大別分類ことの組成比率は、非装飾的な煮沸用の深鉢類が I類102点(20.0%)、

装飾的な煮沸用の深鉢．鉢類が172点(33.7%) IIIA類18点(3ぷ%)・IIB類7点(1.4%)・ITC類32点

(6.3%)・Ill類115点(22.5%) I、非賓沸用の鉢・浅鉢類が60点(11.8%) IN類27点(5.3%)・V類33点

(6. 5%) I、非賃沸用の浅鉢・高杯類が99点(」9.4%) lVI類77点(15.1%)・VII類7点(1.4 %)・台脚部15

点(2.9%) I、壷頻がVIII類61点(12.0%)、遠賀）II系t器が16点(3.1%)である。煮沸用と推定される土

謡が計274点 (53.7%)、非煮沸の盛り付け用と推定される士器が計159点 (31.2%)、壷類が61点

(12. 0%)、遠賀川系土器が16点(3.1%)となる。

当遺跡の変形工字文の特徴として、変形工字文の三角形部分の頂角・頂角間中点・底角・ 底角内中

点・底角側中点の作出時に 2点の刺突を施すことがあげられる。それらの交点部彫り込みの調整や粘

土粒のよせまだは明瞭なものは装飾の意図もあっだものとおもわれる。今回このような技法を『交点

部の刺突処坪』と呼び、この技法が認められる変形工字文は観察表の備者欄において、すべて記載し

ている。

変形工字文の分類については、三角形底角部の形状を主に分類の指標としたが、小破片であるため分

類が困難なものも多く、特に記字状連結型・エ字状連結型は、実際には交互重層型の上位の変形工字

文に過ぎないものも含まれていると考えられる。変形工字文は1II類 ・V類.VI類.VII類.VIII類に多く

施される。 1II類は変形工字文が施されるものが、 95点あり、そのうち分類まで確認できるものが、 35

点である。完結型が19点と最も多く、交互重層型が8点とこれに続く。 V類では25点に変形工字文が

施文され、分類確認が4点であり、完結型と交互重層型がそれぞれ 2点ずつである。 VI類は変形工字

文施文69点中、分類確認は20点、完結型が18点と圧倒的に多いo VII類は変形工字文施文6点中、分類

確認は完結型の 2点のみである。 VIIIA類は、変形工字文が施される肩部を有するものが24点あり、分

類確認が15点、交互重層型が11点と最も多く、完結型が 2点でこれに続く。当遺跡の壷肩部に施され
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る変形工字文は、交互重層型が圧倒的に優位を占めることが分かる。

遠賀川系土器では、八戸地方に特徴的な、体部に刷毛目調整を施す遠賀川系甕の存在が畑内遺跡で

も確認される。体部にLR縄文が施されるものも存在するが、生石2遺跡や秋田市周辺や津軽地方で多

く認められる、口縁部上端に縄文が施文され頸部にヨコナデ、体部に縄文が施されるタイプは、確認

されなかった。木目列点文は.明瞭なものは確認されなかった。甕口唇部または口縁部上端のキザミ

は、すべて上方から見たときに左下がりとなる。またすべての甕の口縁部外面に西日本弥生前期土器

に由来する明瞭なヨコナデやヨコナデほど明瞭ではない横方向のナデが確認できる。壷を含めたすべ

ての遠賀川系土器に、多量の砂粒の混和が認められ、器表面に浮き出た砂粒を中心として放射状のひ

び割れが見られる。568の壷に認められる刺突は、遠賀川系土器に一般的な横長の列点文風ではなく、

先端の尖った断面円形の工具でやや下または水平方向から施される。対して574・575に施される刺突

は、横長の列点文である。横長の列点の底に横方向の細い溝状の痕跡が認められる。破片の観察より、

2条一単位の縦区画沈線は、おそらく2～4単位に収まるものと考えられる。縦区画沈線は、生石2

遺跡や地蔵田B遺跡・湯ノ沢A遺跡、秋田県内陸北部の大館市諏訪台C遺跡(秋田県教育委員会

1990 61図636)、津軽地方の宇田野(2)遺跡で確認されている。八戸地方では畑内遺跡例が唯一の例

と考えられる。畑内遺跡の昨年報告分の逆転有軸羽状文が施された遠賀川系土器の壷(三林1997)の

存在とあわせ、砂沢式期・大洞A'式新段階の当地域の土器型式の成立・交流に関して興味深い資料

と言えよう。また今回の土器群には、津軽下北系の砂沢式的な土器(316・341・346・349・350・363・

364・365・512・545)、北上川流域を中心に山形・秋田県地方まで認められる大洞A'式新段階や青木

畑式的な土器(466～468・479～486)、遠賀川系土器が含まれる。それらを引き算することによって、

馬淵川・新井田川流域の当地域オリジナルの土器が浮かび上がるかは今後検討したいと思うが、この

多様な系統の土器が入り込み同時に製作(?)・使用されていたことが、変革期とされる当該期の八戸

地方の社会の様相を復元するひとつの手掛かりになるものと考える。当地方と砂沢式的色彩が濃い秋

田県内陸北部域との、津軽地方を介しない交流も考えられよう。遠賀川系土器の存在から東北地方日

本海側との交流を考えると共に、在地系土器とひとくくりにされていた土器の各地域でのあり方、他

の多種多様な遺物・遺跡の環境などの分析によってさらなる追求は可能であると考える。当地域での、

土器型式内でのさらなる細分は可能であろうし、東北地方中・北部太平洋側や山形県内陸部に分布す

る青木畑式土器は、資料数も増加し、青木畑式的な土器の分布は広く秋田県でもその地方の土器に混

ざって認められている。さらに青木畑式には生石2式に認められる体部上半に膨らみを有する筒形の

土器や有段の高坏の影響も認められる。山王Ⅳ上層式・青木畑式・砂沢式・生石2式の土器型式の併

行関係の再確認を行い、東北地方内での土器型式間での交流・相互関係を整理することによって、馬

淵川・新井田川流域の土器型式内容・社会の様相に迫り、西日本弥生社会との関係も見えてくるので

はないだろうか。(永嶋豊)

2土偶（図155)

1は弥生時代遺物出土集中区BA-26グリッド、第Ⅳ層から弥生時代前期初頭の土器群と共に出

土した土偶の頭部である。Y字形をした部分が頭髪部、その下部が頭部、頸部と考えられる。頭髪部・

頭部左右の一部、顔面部の全部を欠いている。頭髪部から頸部と考えられる部分までは残存部で10.5cm
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る変形工字文は、交互重層型が圧倒的に優位を占めることが分かる c

遠賀）II系土悩では、八戸地方に特徴的な、体部に刷毛目調整を施す遠賀）II系甕の存在が畑内遺跡で

も確認される。体部にLR縄文が施されるものも存在するが、生石2遺跡や秋田市周辺や津軽地方で多

く認められる、口縁部上端に縄文が施文され頸部にヨコナデ、体部に縄文が施されるタイプは、確認

されなかった。木目列点文は、明瞭なものは確認されなかった。甕口唇部または口縁音じ上端のキサミ

は、すべて上方から見たときに左下がりとなる。またすべての甕の口緑部外面に西日本弥生前期土器

に由来する叩瞭なヨコナデやヨコナデほど明瞭ではない横方向のナデか確認できる。壷を含めたすべ

ての遠賀川系土器に、多量の砂粒の混和が認められ、器表面に浮き出た砂粒を中心として放射状のひ

び割れが見られる。 568の蛋に認められる刺突は、遠賀川系士謡に一般的な横長の列点文風ではなく、

先端の尖った断面円形のエ具でやや下または水平方向から施される。対して574・575に施される刺突

は、横長の列点文であるし横長の列点の底に横方向の細い溝状の痕跡が認められる。破片の観察より、

2条ー単位の縦区画沈線は、おそらく 2-4単位に収まるものと考えられる。縦区画沈線は、生石 2

遺跡や地蔵田 B遺跡・湯ノ沢A遺跡、秋田県内陸北部の大館市諏訪台C遣跡（秋田県教育委員会

1990 61図636)、津軽地方の宇田野(2)遺跡で確認されている。八戸地方でば畑内遺跡例が唯一の例

と考えられる 0 畑内遺跡の昨年報告分の逆転有軸羽状文が施されだ遠賀川系土器の壷（三林 1997)の

存在とあわせ、砂沢式期・大洞A'式新段階の当地域の土器型式の成立・交流に関して興味深い資料

と言えよう。また今回の土謡群には、津軽下北系の砂沢式的な土器(316・341・346・349・350・363・

364・365・512・545)、北上川流域を中心に山形・秋田県地方まで認められる大洞A'式新段階や青木

畑式的な土器(466-468・479-486)、遠賀川系土謡が含まれる。それらを引き算することによって、

馬淵川・祈井田川流域の当地域オリジナルの土器が浮かび上がるかは今後検討したいと思うが、この

多様な系統の土器が入り込み同時に製作（？）・使用されていたことが、変革期とされる当該期の八戸

地方の社会の様相を復元するひとつの手掛かりになるものと考える。当地方と砂沢式的色彩が濃い秋

田県内陸北部域との、津軽地方を介しない交流も考えられようっ遠賀川系上器の存在から東北地方日

本海側との交流を考えると共に、在地系土器とひとくくりにされていだ土器の各地域でのあり方、他

の多種多様な遣物・遣跡の環境などの分析によってさらなる追求は可能であると考える（当地域での、

土器型式内でのさらなる細分は可能であろうし、東北地方中・北部太平洋側や山形県内陸部に分布す

る青木畑式土辟は、資料数も増加し、青木妍式的な土器の分布は広く秋田県でもその地方の土器に汎

ざって認められている。さらに青木畑式には生石 2式に認められる1本部上半に膨らみを有する筒形の

上器や有段の高坪の影響も認められる。山王w上層式• 青木畑式• 砂沢式• 生石2式の土器型式の併

行関係の再確認を行い、東北地方内での土器型式間での交流・相互関係を整理することによって、馬

淵川・新井田川流域の土器型式内容・社会の様相に迫り、西日本弥生社会との関係も見えてくるので

はないだろうか。 （永嶋豊）

2 土偶（図155)

1は弥生時代遺物出土集中区BA-26グリッド、第W層から弥生時代前期初頭の土器群と共に出

土した土偶の頭部である。 Y字形をした部分が頭髪部、その下部が頭部、頸部と考えられる。頭髪部・

頭部左右の一部、顔面部の全部を欠いている。頭髪部から頸部と考えられる部分までは残存部で10.5cm
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 を測る。

頭髪部分は中央がやや凹み、右側が欠落している。頂部上面に1条の沈線が施されている。背面側

にはX字状の沈線とその上部に沿うような弧状の沈線が見られ、沈線内には赤色顔料が残存している。

X字状の沈線の中心部分と、頭髪部と頭部の境には直径6mm程の長惰円形の刺突が施されている。ま

た、正面側の残存部にも弧状の沈線、X字状の沈線の端部と思われる沈線が見られることと、欠損部

にも同様な位置に直径3mm程の円形の刺突が2つあることから、頭髪部背面と同様の文様を施文して

いたと考えられる。頭髪部両側面には刺突が加えられ.斜め上方の方向に入り貫通はしていない。右

側面には直径3mm程の刺突が5個施文され、深さは5mm～3cmを測る。また、左側面には直径2.5～4mm

程の刺突が7個施文され、深さは3mm～3.3cmを測る。

頭髪部と頭部の間には隆帯状の高まり(以下、隆帯)が後頭部から両側頭部にかけて巡り、沈線と

刺突が施されている。後頭部隆帯上には沈線を挟むように長軸径1.5mm程の刺突が1列ずつ施文され

る。右側頭部隆帯上は沈線を挟み、上方2列と下方1列の刺突列があり、左側頭部隆帯上の刺突列は

上方、下方共に2列となる。後頭部隆帯から両側頭部隆帯にかけて施される刺突内には赤色顔料が残

存している。両側頭部隆帯の下部は欠落しているが、おそらく、みずらの様な頭髪を表現しているも

のと思われる。また、右側頭部の欠落面にはアスファルト状の黒色物質が付着している。後頭部を巡

る沈線に囲まれた部分には先の尖った施文具による長軸径2～3mm程の刺突が3～4個/cmfk程度の割

合で充填されており、刺突内には赤色顔料が残存している。

頭部内面及び欠落部分の観察から、頭部は粘土紐を輪積みした後、各所に粘土を貼り付けて成形さ

れていることがわかる。まず、頭髪部であるが、この部分は粘土紐を円筒形に輪積みした後、上端を

絞ってドーム状の頭部の原型を作り、そこに粘土を盛りつけて、Y字状の頭髪部を形成していると思

われる。次に頸部であるが、頸部内面を下方から観察すると、時計回りの渦巻き状のしわが見られる。

これは円筒形の粘土の下端を親指と人差し指とで握り、時計回りの方向に絞ったことにより頸部が形

成されたことを表している。最後に頭髪部隆帯であるが、ここはY字状頭髪部同様にドーム状の頭部

原型に粘土を盛りつけることにより整形していると考えられる。外面は各文様の施文後、全体にミガ

キ調整が行われている。色調は浅黄橙色である。

以上が詳細であるが、この土偶は、刺突と沈線によって飾られていること、Y字状の結髪部を持つ

ということ、中空であること、大型であること、などに特徴を見いだすことができる。類例としては

青森県程森遺跡の例が最も近似していると思われる。

2は弥生時代遺物集中区より離れたBF-26グリッド、第Ⅳ層より出土した土偶の左足部分であ

ると思われる。足裏が水平であるため自立できる形をなす。破損面から足裏までの高さは6cm、足の

大きさも長軸でおよそ6cmを測る。脚部は正面から見て外側はまっすぐ立ち上がり、内側は緩やかに

内湾し股部分につながるものと思われる。外側の破損面の付近には沈線が横方向に引かれている。

内面の観察からは、粘土紐輪積みをした後、内股側に粘土をもり付け、緩やかに内湾する脚を作っ

ているのが窺える。外面はミガキ調整が行われている。足裏の半分に焼成時の黒斑がみられる。焼成

はよく、胎土も緻密で雲母が見られる。色調はにぶい黄褐色である。

3は土器の節に記載している。(齋藤正)
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を測るの

頭髪部分は中央がやや凹み、右側が欠落している。頂部上面に 1条の沈線か施されている。背面側

には X字状の沈線とその上部に沿うような弧状の沈線が見られ、沈線内には赤色顔料が残存している Q

x字状の沈線の中心部分と、頭髪部と頭部の境には直径 6mm程の長惰円形の刺突が施されている。ま

た、正面側の残存部にも弧状の沈線、 X字状の沈線の端部と思われる沈線が見られることと、欠損部

にも同様な位置に直径 3mm程の円形の刺突が 2つあることから、頭髪部背面と同様の文様を施文して

いたと考えられる。頭髪部両側面には刺突が加えられ、斜め上方の方向に入り貫通はしていない。右

側面には直径 3mm程の刺突が 5個施文され、深さは 5mm-3 cmを測る。また、左側面には直径2.5-4 mm 

程の刺突が 7個施文され、深さは 3mm-3 . 3 cmを測る。

頭髪部と頭部の閻には隆帯状の高まり（以下、陸管）が後頭部から両側頭部にかけて巡り、沈線と

刺突が施されている c 後頭部隆帯上には沈線を挟むように長軸径1.5mm程の刺突が 1列ずつ施文され

る）右側頭昂陸幣上ば沈線を挟み、上方 2列と下方 1列の刺突列があり、左側頭部隆帯上の刺突列は

上方、下方共に 2列となる。後頭部隆帯から両側頭部隆帯にかけて施される刺突内には赤色顔料が残

存している,,両側頭部隆帯の下部は欠落しているが、おそらく、みずらの様な頭髪を表現しているも

のと思われる u また、右側頭部の欠落面にはアスファルト状の黒色物質が付着している。後頭部を巡

る沈線に囲まれた部分には先の尖った施文具による長軸径 2-3 mm程の刺突が 3-4個/cm程度の割

合で充填されており、刺突内には赤色顔料が残存している。

頭部内面及び欠落部分の観察から、頭部は粘土紐を輪積みした後、各所に枯士を貼り付けて成形さ

れていることがわかる C まず、頭髪部であるが、この部分は枯土紐を円筒形に輪積みした後、上端を

絞ってドーム状の頭部の原型を作り、そこに粘土を盛りつけて、 Y字状の頭髪部を形成していると思

われる。次に頸部であるが、頸部内面を下方から観察すると、時計厠りの渦巻き状のしわが見られるっ

これは円筒形の粘土の下端を親指と人差し指とで握り、時計回りの方向に絞ったことにより頸部か形

成されだことを表している。最後に頭髪部隆帯であるが、ここは Y字状頭髪祁同様にドーム状の頭部

原別に粕土を盛りつげることにより整形していると考えられる C』外面は各文様の施文後、全体にミガ

キ調整が行われているし色調は浅黄棺色である。

以上が詳細であるか、この土偶は、刺突と沈線によって飾られていること、 Y字状の結髪部を持つ

ということ、中空であること、大型であること、などに特徴を見いたすことがでぎる。煩例としては

青森県程森遺跡の例が最も近似していると思われる

2は肱生時代遺物集中区より離れたBF-26グリ J ド、第W層より出上した土偶の左足部方であ

ると思われる。足裏が水平であるため自立できる形をなす。破損面から足裏までの高さは 6cm、足の

大きさも長軸でおよそ 6cmを測る。脚部は正面から見て外側はまっすぐ立ち上がり、内側は緩やかに

内湾し股部分につながるものと思われる。外側の破損面の付近には沈線が横方向に引かれている。

内面の観察からは、粘土紐輪積みをした後、内股側に粘土をもり付け、緩やかに内湾する脚を作っ

ているのが窺える。外面はミガキ調整が行われている。足裏の半分に焼成時の黒斑がみられる。焼成

はよく、胎土も緻密で雲舟が見られる。色調はにぶい黄褐色である。

3は土器の節に記載している。 （齋藤正）
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図138　弥生時代遺物集中ブロック出土状況
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図139　遺構外出土　弥生土器1
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図140　遺構外出土　弥生土器2
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図141　遺構外出土　弥生土器3
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図142　遺構外出土　弥生土器4
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図143　遺構外出土　弥生土器5

－239－

／
亨 碍 ミf涛

お
c

ミヽ

嶺ヽ
翡ミ
:,

ii
ミヽ
、と
さ

ミヽ
；寺：

~!
/i
i鳳

恙~
mミ

,'し
、ぎ9、

,W'
,,\

庭
ヽゞ

!.
ii

ミ°
:ゞ:
,,

ぬ
s

|  2 3 9  |  

旦
包
＼
＼
二
三
巨

-•
-·

. 森
f..-,

泰蔑
'.
,

涵
雫；
戸_.

,!!,-
"';fi

"表
・華
が迩
•

：'-O
:・ 

-蒙
<・
羞

革
ー・ベ

・--
~

芸
'i$
.・:
.,

~
 

• 忍
：
心
.
:
:
;
-

:::
, 

.;-_;
.:-・

ド呈
苓•

圧
,,,,,. 
ニ
菟
:苓

-f
.
 

:~:
. 

ダ
；
叙
淡
:

'葵
・

廿
、-

.--.-
::. 
笠ぶ
-
.:・・ 
澤:
.~
象
攣

(I
-.. 

-:
-•
、

..,_
,, 

袋
．ヽ

•'
··

.
仝
ぷ
裕

・'•
t
•
-
. 

:・・ 
ぇ

~
 

~. 
• .. 

•. -i
;f.,

11
~~

~ 
怜~.

::*
-

.
 意
鱈
璽
忍

;
 I
 

巨

c
っ 1 0 c m  



図144　遺構外出土　弥生土器6
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図145　遺構外出土　弥生土器7
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図146　遺構外出土　弥生土器8
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図147　遺構外出土　弥生土器9
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図148　遺構外出土　弥生土器10
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図149　遺構外出土　弥生土器11
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図150　遺構外出土　弥生土器12
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図151　遺構外出土　弥生土器13
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図152　遺構外出土　弥生土器14
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図153　遺構外出土　弥生土器15
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図154　遺構外出土　弥生土器16
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3石器、石製品

1～8はBA-24付近の弥生時代遺物集中区からの出土であり、9,10は平成3年度に出土した

ものであり、9は44号住居跡から、10はBD-15グリッドからの出土である。

1は石鏃である。先端と基部を若干欠損している。器体表裏面共に側縁からの調整剥離により丁寧

に仕上げられている。基部付近は両側縁からノッチ状の調整剥離が施されており、茎部が作出されて

いる。先端部の角度は約30度であり、本遺跡から出土している縄文時代の石鏃と比べると細身で鋭い

感じがする。また、先端部の横断面形は菱形を呈している。2は石偶である。玉髄質の剥片を素材と

している。器体側縁から中央部に向かっての調整剥離によって人形の腋から足にかけての縁辺を作り

出している。また、先端部付近はノッチ状の剥離により作出されている。先端部はやや丸みを帯びて

いるが、調整剥離はきちんとなされていることから、石鏃のように先端を鋭利にするという意識はな

いもののと思われ、おそらくこの部分が頭部を表していると思われる。基部付近はやはり縁辺からの

調整剥離によりやや内側にカーブを描くように作出されこの部分が脚部を表すと考えられる。このよ

うな石器は県内では大畑町二枚橋遺跡から弥生時代前期の二枚橋式土器に伴って2点出土しているの

みである。しかし目をさらに北に向けるならば、北海道において紅葉山33号遺跡より続縄文時代の土

器に伴って出土している。さらに千島列島からカムチャッカ半島にかけては10例近くが確認されてお

り、分布の中心この地方にあるのであろう。

3は石核である。4～6は各種剥片に二次加工を施したものである。4は剥片の側縁に急斜な調整

剥離を施したものである。5は差側縁にノッチ状の抉りを持つ。6は横長剥片の上下両端に両面から

の調整加工を施したものである。7は側縁に両面からの剥離を加えた礫器状の石器であり、刃部?に

若干の敲打痕を持っている。8は器体の一側縁を両面からの加工により直線的に仕上げており、もう

片方の側縁はやはり直線的な側縁と同様な剥離が一部に施されている。

9,10は抉状耳飾りである。なお、この遺物は出土地点が上記遺物と異なっており、所属時期も縄

文時代前期と考えられる。9は蛇紋岩製である。全体にきれいに磨かれており、光沢を持っている。

欠損品であるが欠損部はきれいに磨かれており、器体には穿孔がなされている。

10は緑色細粒凝灰岩製である。美しい完形品であり、器体表面は磨かれているがその際の擦痕が観

察される。それらを観察すると以下のような製作工程がうかがえる。なお、以下の工程は完成品であ

る10の観察から得られるものであり、各工程の途中に様々な細かい工程が入り込むことが予想される。

1荒整形・表面のミガキ。→2、面取り→3、孔部穿孔→4切り目の擦り切り

10は工程4までで終了しているが9に関していえば、工程4終了後、すなわち完成した後に欠損し

たものであり、その後補修孔をあけ、修復した後に、折れ面を磨くことにより欠損した片方を垂飾品

のようにして使用したと考えられる資料である。(茅野嘉雄)

分類

石器・石製品

石器の分類についてはこれまでに刊行されている畑内遺跡Ⅰ～Ⅳを基本的に踏襲するが、必要に応

じて細分するなどの改変を行った。なお、今回の報告で該当しない機種や細別分類も記載しておく。

個々の石器がどの分類に属するのかは観察表に記載した。
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3 石器、石製品

1-8はBA-24付近の弥生時代遣物集中区からの出七であり、 9, 10は平成 3年度に出土した

ものであり、 9は44号住居跡から、 10はBD-1 5グリ J ドからの出土である。

1は石鏃であるの先端と基部を若干欠損している。器体表裏面共に側緑からの調整剥離により丁寧

に仕上げられている。基部付近は両側縁からノソチ状の調整剥離が施されており、茎部か作出されて

いる。先端部の角度は約30度であり、本遺跡から出士している縄文時代の石鏃と比べると細身で鋭い

感じがする。まだ、先端部の横断面形は菱形を呈している。 2は石偶である。玉髄質の剥片を素材と

している c 器体側縁から中央部に向かっての調整剖離によって人形の腋から足にかけての縁辺を作り

出している。また、先端部付近はノ；；チ状の剥離により作出されている。先端部はやや丸みを帯びて

いるか、調整剥離ばきちんとなされていることから、石鏃のように先端を鋭利にするという意識はな

いもののと思われ、おそらくこの部分が頭部を表していると思われる。基部付近はやはり縁辺からの

調整剥離によりやや内側にカーフを描くように作出されこの部分が脚部を表すと考えられる。このよ

うな石器は県内で（ま大畑町二枚橋遺跡から弥生時代前期の二枚橋式士器に伴って 2点出士しているの

みである。しかし目をさらに北に向けるならば、北海道において紅葉山33号遣跡より続縄文時代の土

器に伴って出上している（，さらに千島列島からカムチャッカ半島にかけては10例近くが確認されてお

り、分布の中心この地方にあるのであろう。

3は石核である。 4-6は各種剥片に二次加工を施したものてあるし 4は剥片の側綺に急斜な調整

刻離を施したものである。 5は差側縁にノッチ状の挟りを持つ。 6は横長剥片の上ド両譜に両面から

の調整加工を施したものである。 7は側緑に両面からの剥離を加えた礫器状の石器であり、刃部？に

若干の敲打痕を持っている。 8は器体の一側縁を両面からの加工により直線的に仕上げており、もう

片方の側縁はやはり直線的な側縁と阿様な泉lj離が一部に施されている c

9, 10は挟状耳飾りである。なお、この遺物は出土地点が上記遣物と異なっており、所属時期も縄

文時代前期と考えられる'9は蛇紋岩製である C 全体にきれいに磨かれており、光沢を持っている。

欠損品であるが欠損部はきれいに磨かれており、器休には穿孔がなされている。

10は緑色細粒凝灰岩製である。美しい完形品であり、器体表面は磨かれているがその際の擦痕が観

察される それらを観察すると以下のような製作工程がうかがえる。なお、以下の工程は完成品であ

る10の観察から得られるものであり、各工程の途中に様々な細かい工程が入り込むことが予想される。

1荒整形・表面のミガキ。→ 2、面取り→ 3、孔部穿孔→ 4切り目の擦り切り

10は工程 4まてで終了しているが 9に関していえば、工程 4終了後、すなわち完成した後に欠損し

たものであり、その後補修孔をあけ、修復した後に、折れ面を磨くことにより欠損した片方を垂飾品

のようにして使用したと考えられる資料である。 （茅野 嘉雄）

分類

石器・石製品

石器の分類についてはこれまでに刊行されている畑内遺跡 I-Nを基本的に踏襲するが、必要に応

じて細分するなどの改変を行った。なお、今回の報告で該当しない機種や細別分類も記載しておく。

個々の石器がどの分類に属するのかは観察表に記載した。
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①石鏃

Ⅰ類無茎のもの

a凹基のもの(今回は該当するものなし)

b平基であり全体形状が三角形～二等辺三角形のもの。

c基部がやや丸みを帯びるもの

d尖基のもの

Ⅱ類有茎のもの弥生時代遺物集中区から出土している。他の縄文時代の遺構から出土したもの

に比べて細身であり、先端部も鋭角である。また、断面形も菱形に近くなっている。

②石槍第55号住居跡から1点のみの出土である。

③石錐各種剥片を素材とし、表裏両面からの調整剥離により錐状の先端部を作出しているもの。

④石匙Ⅰ類いわゆる縦型のもの

Ⅱ類いわゆる横型のもの

⑤石箆

⑥不定形石器

Ⅰ類器体の一部に連続的な二次調整剥離を施したもの。

a調整剥離の角度が急角度なもの。スクレイパー類が含まれる。

b調整剥離の角度が浅いもの。

Ⅱ類明瞭な刃部等の加工が見られないが、側縁の一部に刃こぼれ等が見られるもの。

Ⅲ類その他の剥片類

⑦石核

⑧石斧

Ⅰ類磨製石斧

a擦り切りにより器体の整形を行っている石斧の類。

b敲打により器体の整形を行うもの。

ca・bのどちらか判然としないもの。

Ⅱ類打製石斧またはそれに類するもの

⑨半円状扁平打製石器

Ⅰ類板状節理により分割された礫または比較的厚さのない楕円礫等の片方の側縁を表裏両面から

の剥離により弧状に、もう片方の側縁を直線的に仕上げたもの。直線的な側縁の横断面さ鋭

角であり、その稜線上には使用による思われる摩滅痕が見られるものがある。半円状扁平打

製石器の代表的なものである。

Ⅱ類一側縁のみが、剥離により直線的になっているもの。もう片方の側縁は礫面をそのまま残す

か、整形剥離が側縁全体に及ばないもの。

⑩敲磨器類

Ⅰ類主として器体表面に1つないし複数の凹みの看取されるもの。

Ⅱ類主として敲打痕の看取されるもの。

a器体表面中央部付近にほぼ円形の敲打痕を1カ所ないし2カ所持つもの。
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①石鏃

I類無茎のもの

a 凹基のもの（今回は該当するものなし）

b 平基であり全体形状が三角形～二等辺三角形のもの。

c 基部がやや丸みを帯びるもの

d 尖基のもの

II類 有茎のもの 弥生時代遺物集中区から出土している。他の縄文時代の遺構から出土したもの

に比べて細身であり、先端部も鋭角である。また、断面形も菱形に近くなっている。

②石槍 第55号住居跡から 1点のみの出土である。

③石錐 各種剥片を素材とし、表裏両面からの調整剥離により錐状の先端部を作出しているもの。

④石匙 I頷 いわゆる縦型のもの

II類 いわゆる横型のもの

⑤石箆

⑥不定形石器

I類 器体の一部に連続的な二次調整剥離を施したもの。

a 調整剥離の角度が急角度なもの。スクレイパー類が含まれる。

b 調整剥離の角度が浅いものc

II類 明瞭な刃部等の加工が見られないが、側縁の一部に刃こぼれ等が見られるもの。

III類 その他の剥片類

⑦石核

⑧石斧

I類磨製石斧

a 擦り切りにより器体の整形を行っている石斧の類。

b 敲打により器体の整形を行うもの。

c a• bのどちらか判然としないものc

II類 打製石斧またはそれに類するもの

⑨半円状扁平打製石器

I類 板状節理により分割された礫または比較的厚さのない楕日礫等の片方の側縁を表裏両面から

の象り離により弧状に、もう片方の恨1J縁を直線的に仕上けたもの。直線的な恨lj縁の横断面さ鋭

角であり、その稜線上には使用による思われる摩滅痕が見られるものがある。半円状扁平打

製石器の代表的なものである。

II類 ー側縁のみが、剥離により直線的になっているもの。もう片方の側縁は礫面をそのまま残す

か、整形剥離が側縁全体に及ばないもの。

⑩敲磨器類

I類 主として器体表面に 1つないし複数の凹みの看取されるもの。

II類 主として敲打痕の看取されるもの。

a 器体表面中央部付近にほぼ円形の敲打痕を 1カ所ないし 2カ所持つもの。
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b 器体の側縁および端部に敲打による器面のあれを生じているもの。

皿類 主として比較的幅の広いスリ面を持つもの。

a 器体側縁への整形剥離により、正面形が半円状を呈するもの。

b 厚みのある楕円礫の側縁にスリ痕を持つもの。スリ面に剥離が伴うものがある。

c 厚みのある断面 3角形の礫の稜線上に平垣なスリ面を持つもの。

w類 その他の礫石器をまとめた。

a 1 主に板状節理により分割された礫の側縁に剥離を施したもので、正面形態に規格性の見ら

れないものをまとめている。

a 2 主に板状節理により分割された礫の側縁を施したもので、形態的にまとまりのあるものを

まとめた。

本類は既刊の畑内遺跡の報告害において剥離の見られる礫として一括されていたものであり、

その数は既に報告されたものだけで14個である。図 aに集成した。また、今回の報告では、第56

号竪穴住居跡より 1点、第70号竪穴住居跡より 1点出土している。 a2類の形態的特徴としては

剥片石器でいうと石槍や有茎の石鏃を模したようなものが多い。また、器体表面の一部や側面に

擦痕や摩滅が見られるものがあるという特徴もある。この摩滅は半円状扁平打製石器の側縁に見

られるものと似ているが、敲打やスリという痕跡というより、磨きに近い感じがする。石材はす

べて粘板岩であり、厚さ 1cm弱程度に分割した礫を素材としている。用途・性格等は今のところ

不明であるが、類似したものの例としては、南郷村水吉遺跡（遺構外）、岩手県軽米町大日向遺跡、

松尾村長者屋敷遺跡 (FN-4住居跡）などから出土しているが、あまり類例を見ない石器であ

る。長者屋敷の例に伴う土器は円筒下層 a式と思われる。

b 主にやや厚みのある楕円礫の側縁に両面から調整剥離を施したものもあり、礫器状のものも

あり、その側縁には摩滅の看取されるものもある。

⑪石錘今回は該当するものがなかった。

⑫石皿・台石類 今回は該当するものがなかった。

⑬石製品その他 棒状石製品が第70号竪穴住居跡より出土している。全体に荒い石磨がなされ、長軸

両端に尖頭部を作出している。また、尖頭部の先端は平垣である。類似した石器は松尾村長者屋敷追

跡のFII -1住居跡より出土しており、共伴する土器は円筒下層 a式と考えられている。

今回報告した遺物はほとんどが遺構内から出土したものである。したがって石器組成などの点につ

いては遺跡全体の様相を表してはいないと思うが、グラフにすると表 1のようになる。

また、石材組成は剥片石器において大半が珪質頁岩で占められており、それに玉髄や鉄石英が加わる

という周辺地域とほぽ同椋な石材組成を示している。礫石器についても粘板岩• 砂岩を中心として、

他の石材が若干加わるという様相である。

遺構外出土石器・石製品観察表

！図版NO出土位置 整理番号 眉 大分類 細分類長さ(mm)幅佃m)厚さ血叫 声量(mm)石質 傭考

I AZ-24 2N  石鏃 --II 31 10 4 1.1 珪質頁岩
2 BA-25 3N  石偶 32.5 16 5 2.1 モ髄
3 BA-24 4N  不定形 I b 35.5 34.5 ， 9珪 頁岩
4 BA-24 5N  不定形 I b 49 30 11 14.3 珪 頁岩
5 BA~24 IN  不定形 II 45.5 29 8 9.5 珪 頁岩
6 BA-25 6N層 石核 49.5 36 14 20 珪 頁岩
7 iBC-24 7N層 半円状 II ? 128 60 20 156 累 う'l-

8 BB-24 8N層 敲磨器類 Nb 76 80 20 133.2 砂 --- --" -~ ， 44H 9覆土 袂状耳飾り 55 30 28 16.4 蛇 r芸

10 BM-15 10 袂状耳飾り 46' 匝 4 17.7 緑色凝灰岩
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図156　遺構外出土遺物(石器)①
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図157　敲磨器Ⅳa2類集成図(報告済分)
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図157 敲磨器Na2類集成図（報告済分）
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第3節B捨場(西捨場)出土土器

1B捨場(西捨場)について

B捨場(西捨場)は、畑内遺跡の北西部に位置し、遺跡の北の台地状を呈する平場の北斜面にある。

発掘調査は、平成4年6月～11月、平成5年5月～8月までの2ヵ年にわたって行われた。斜面の

発掘調査前の斜度は12°～15°であったが、円筒下層式の遺物包含層の斜度は約25°で、地表の斜度

よりは10°程傾斜が急になっていた。遺物包含層は、第ⅩⅢ層から第ⅩⅦ層までが該当し、遺物の

包含の状況は、所にもよるが下層ほど濃密な状況であった。包含層の厚さとしては、平均して70cm

程である(「畑内遺跡Ⅲ』第Ⅲ章第1節「西捨場の状況について」)。

出土遺物の総量は段ボール箱で約1,400箱に上る。これらのほとんどは縄文時代前期の円筒下層式

土器であり、型式的にも円筒下層a式から円筒下層d2式まで認められている。中でも注目されるも

のとして動物骨の出土が上げられる。動物骨の出土はBD-4・3区、BE-3・2区、BF-3・

1区、BH-1区等で出土している。包含層としては、第ⅩⅦ中、特にその下部から第ⅩⅧ層直上

部にかけて多数の獣魚骨がみられた。獣骨としてはイノシシ・シカ・ウサギ・ムササビ・クマがあり、

魚骨としてはマダイ・タイ・ヒラメ・スズキ・サケ・サメ等が認められた(『畑内遣跡Ⅳ』第5章第

2節「畑内遺跡西捨場出土の動物遺存体」)。

2B捨場(西捨場)出土の土器について

B捨場(西捨場)出土の土器は、『畑内遺跡Ⅳ』第Ⅲ章第2節「西捨場出土の土器について」で復

元土器281個の紹介をしているが、今回その後の復元土器181個の土器を紹介する。胴部文様と口頸部

の文様を主体にして以下のように分類した。なお、B捨場(西捨場)出土遺物の残りの部分について

は次回報告でとりまとめる予定である。

なお、この分類は畑内遺跡の多の地区とは別にB捨場(西捨場)だけのもので「畑内遺跡Ⅲ』の土

器分類に若干追加したものである。

A1類　口頸部が結節回転で、胴部に太めの単節原体による斜縄文が施文されるもの。底面に文様の

みられるものもある。

A2類　口頸部に側面押圧がみられ、胴部は太めの単節原体による斜縄文が施文されるもの。

A3類　口頸部に結節回転、胴部に単軸絡条体第1類が施文されているもの。

A4類　口頸部から胴部まで単軸絡条体第1類が施文されるもの。

A5類　口頸部から胴部まで結束第1種の羽状縄文が施文されるもの。

A6類　口頸部から胴部まで斜縄文が施文されるもの。

A7類　口頸部から胴部まで結節回転が施文されるもの。

B1類　口頸部が結節回転で、隆帯を持ち、胴部に単節あるいは複節の斜縄文が施文されるもの。底

面に文様がみられるものもある。

B2類　口頸部が斜縄文で、隆帯を持ち、胴部に斜縄文が施文されるもの。

B3類　口頸部に斜縄文あるいは側面押圧がみられ、幅広で矢羽状の沈刻がみられる隆帯を持ち、胴
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第 3節 B捨場（西捨場）出土土器

1 B捨場（西拾場）について

B拾場（西棺場）は、畑内遺跡の北西部に位置し、遺跡の北の台地状を呈する平場の北斜面にある。

発掘調査は、平成 4年 6月-1 1月、平成 5年 5月-8月までの 2ヵ年にわたって行われた。斜面の

発掘調査前の斜度は12゚ -15゚ であったが、円筒下層式の遺物包含層の斜度は約25゚ で、地表の斜度

よりは10゚ 程傾斜が急になっていた。 遺物包含層は、第xm層から第XVII層までが該当し、遺物の

包合の状況は、所にもよるが下層ほど濃密な状況であった。包含層の厚さとしては、平均して70cm

程である（『姐内遺跡川』第川章第 1節「西拾場の状況について」）。

出土遺物の総量は段ボール箱で約1.400箱に上る。これらのほとんどは縄文時代前期の円筒下層式

土器であり、型式的にも円筒下層 a式から円筒下層 d2式まで認められている。中でも注目されるも

のとして動物骨の出土が上げられる，：，動物骨の出上は BD-4・3区、 BE-3・2区、 BF-3・

1区、 BH-1区等で出土している。包含層としては、第XVII層中、特にその下部から第 XVIII層直上

部にかけて多数の獣魚骨がみられた。獣骨としてはイノシシ・シカ・ウサギ・ムササビ・クマがあり、

魚骨としてはマダイ・タイ・ヒラメ・スズキ・サケ・サメ等が認められた（賢圃内遺跡w』第 5章第

2節「、J:IH円遺跡酉捨場出上の動物遺存体」）。

2 B拾場（西拾場）出土の土器について

B捨場（西捨場）出土の土器は、『畑内遺跡w』第川章第 2節「西捨場出土の土器について」で復

元土器281個の紹介をしているが、今回その後の復元土器181個の士器を紹介する。桐部文様と口頸部

の文様を主体にして以下のように分類した。なお、 B拾場（西捨場）出士遺物の残りの部分について

は次回報告でとりまとめる予定である。

なお、この分類は畑内遺跡の多の地区とは別にB拾場（西捨場）だけのもので『畑内遺跡m』の土

器分類に若干追加したものである。

A 1類 口頸部が結節回転で、胴部に太めの単節原体による斜縄文が施文されるもの。底面に文様の

みられるものもあるっ

A2類 口頸部に側面押圧がみられ、胴部は太めの単節原体による斜縄文か施文されるもの。

A3類 口頚部に結節皿転、胴部に単軸絡条体第 1類か施文されているもの。

A4類 口頸部から胴部まで単軸絡条体第 1類が施文されるもの。

A5類 口頸部から胴部まで結束第 1種の羽状縄文が施文されるもの。

A6類 口頸部から胴部まで斜縄文が施文されるもの。

A7類 口頸部から胴部まで結節回転が施文されるもの。

B 1類 口頸部が結節回転で、隆帯を持ち、胴部に単節あるいは複節の斜縄文が施文されるもの。底

面に文様がみられるものもある。

B2類 口頸部が斜縄文で、隆帯を持ち、胴部に斜縄文が施文されるもの。

B3類 口頸部に斜縄文あるいは側面押圧がみられ、幅広で矢羽状の沈刻がみられる隆帯を持ち、胴
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部に斜縄文が施文されるもの。

B4類　口頸部が結節回転で、胴部に斜縄文が施文されるもの。

B5類　口頸部に側面押圧と単軸絡条体第5類が施され、胴部に斜縄文が施文されるもの。

B6類　口頸部から胴部まで斜縄文が施文されるもの。

B7類　口頸部が単軸絡条体第1類で、胴部に斜縄文が施文されるもの。

B8類　口頸部に斜縄文と側面押圧がなされ、隆帯を持ち、胴部に斜縄文が施文されるもの。

B9類　口頸部に沈線が巡り、胴部に斜縄文が施文されるもの。底面に文様がみられるものもある。

B10類　口頸部に結節回転があり、隆帯を持ち、胴部に単軸絡条体第1類が施文されるもの。

B10b類　口頸部に結節回転があり、胴部に単軸絡条体第1類が施文されるもの。

B11類　口頸部に単軸絡条体第1類、隆帯を持ち、胴部に単軸絡条体第1類が施文されるもの。

B12類　口頸部に単軸絡条体第1類や第6類が横位にみられ、胴部は同じ単軸絡条体が縦位に施文さ

れるもの。

B13類　口頸部に結束第1種の横位回転、隆帯を持ち、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。

B14類　外面の文様は単軸絡条体第1類や第5類が施文されるもの。底面に文様がみられるものもあ

 る。

B15類　口頸部は斜縄文と原体側面押圧があり、隆帯を持ち、胴部は単軸絡条体第1類が施文される

もの。

B16類　口頸部は結束第1種、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

B17類　口頸部は斜縄文、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。底面に文様がみられる。

B18類　口頸部は沈線、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。

B19類　口頸部は結節回転、隆帯を持ち、胴部は結節回転が縦位に施文されるもの。

B20類　口頸部は結束第1種、隆帯を持ち、胴部は結束第1種が施文されるもの。

B21類　口頸部は結束第1種、頸部に側面押圧が巡り、胴部は結束第1種が施文されるもの。

B22類　口頸部から胴部まで結束第1種が施文されるもの。

B23類　口頸部は側面押圧、胴部は結束第1種や結節回転、単軸絡条体第1類が施文されるもの。

B24類　口頸部は側面押圧が巡り、胴部は斜縄文が施文されるもの。

B25類　口頸部は側面押圧が巡り、胴部は単軸絡条体第1類・第1A類、多軸絡条体が施文されるも

 の。

B26類　口頸部は単軸絡条体第1A類、胴部は単軸絡条体第1A類が施文されるもの。

C1類　口頸部は単軸絡条体第6A類、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。

C2類　口頸部は単軸絡条体第6A類、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

C3類　口頸部は単軸絡条体第6A類、胴部は単軸絡条体第1A類、結束第1種、多軸絡条体が施文

されるもの。

C4類　口頸部は幾何学状に側面押圧、隆帯を持ち、胴部は斜縄文が施文され、一部結節回転文もみ

られるもの。

C5類　口頸部は幾何学状に側面押圧、胴部は斜縄文が施文されるもの。

C6類　口頸部は幾何学状に側面押圧、隆帯を持ち、胴部は結束第1種が施文されるもの。
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部に斜縄文が施文されるもの。

B4類 □頸部が結節回転て、胴部に斜縄文が施文されるもの。

B 5類 口頸部に側面押圧と単軸絡条体第 5類が施され、胴部に斜縄文が施文されるもの。

B 6類 口頸部から胴部まで斜縄文が施文されるもの。

B 7類 口頸部が単軸絡条体第 1類で、胴部に斜縄文が施文されるもの。

B8類 口頸部に斜縄文と側面押圧がなされ、隆帯を持ち、胴部に斜縄文が施文されるもの。

B 9類 □頸部に沈線が巡り、胴部に斜縄文が施文されるもの。底面に文様がみられるものもある。

BlO類 □頸部に結節回転があり、隆帯を持ち、胴部に単軸絡条休第 1類か施文されるもの。

BlOb類口頸部に結節回転があり、胴部に単軸絡条休第 1類が施文されるもの。

B 11類 口頸部に単軸絡条休第 1類、隆帯を持ち、胴部に単軸絡条1本第 1類が施文されるもの。

Bl2類 口頸部に単軸絡条体第 1類や第 6類が横位にみられ、胴部は同じ単軸絡条休が縦位に施文さ

れるもの。

Bl3類 口頸部に結束第 1種の横位回転、隆帯を持ち、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるものc

Bl4類 外面の文様は単軸絡条体第 1類や第 5類が施文されるもの。底面に文様がみられるものもあ

る，：：

Bl5類 口頸部は斜縄文と原体側面押圧があり、隆帯を持ち、胴部は単軸絡条体第 1類が施文される

ものa

Bl6類 口頸部は結束第 1種、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

Bl7類 口頸部は斜縄文、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるもの。底面に文様がみられる。

Bl8類 口頸部は沈線、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるもの0

Bl9類 口頸部は結節回転、閤帯を持ち、胴部は結節回転が縦位に施文されるもの。

B20類 口頸部は結束第 1種、隆幣を持ち、胴部は結束第 1種が施文されるもの。

B21類 口頸部は結束第 1種、頸部に側面押圧が巡り、胴部は結束第 1種が施文されるもの。

B22類 口頸部から胴部まて結束第 1種が施文されるもの。

B23類 口頸部は側面押圧、胴部は結束第 1種や結節回転、単軸絡条体第 1頷が施文されるもの。

B24類 口頸部は側面押圧が巡り、胴部は余斗縄文が施文されるもの。

B25類 口頸部は側面押圧が巡り、胴部は単軸絡条体第 1 類• 第 lA類、多軸絡条体が施文されるも

の。

B26類 口頸部は単軸絡粂体第 lA類、胴部は単軸絡粂体第 lA類か施文されるもの。

Cl類 口頸部は単軸絡条体第 6A類、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるもの。

C2類 口頸部は単軸絡条体第 6A類、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

C3類 口頸部は単軸絡条体第 6A類、胴部は単軸絡条体第 lA類、結束第 1種、多軸絡条体が施文

されるもの。

C4類 口頸部は幾何学状に側面押圧、隆帯を持ち、胴部は斜縄文が施文され、一部結節回転文もみ

られるもの。

cs類 口頸部は幾何学状に側面押圧、胴部は斜縄文が施文されるもの。

C6類 口頸部は幾何学状に側面押圧、隆帯を持ち、胴部は結束第 1種が施文されるもの。
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C7類　口頸部は幾何学状に側面押圧、胴部は結束第1種が施文されるもの。

C8類　口頸部は幾何学状に側面押圧、隆帯を持ち、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。

C9類　口頸部は幾何学状に側面押圧、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。

C10類　口頸部は幾何学状に側面押圧、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

C11類　口頸部は幾何学状に側面押圧、隆帯を持ち、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

C12類　口頸部は幾何学状に側面押圧、隆帯を持ち、胴部は単軸絡条体第1A類が施文されるもの。

C13類　口頸部は平行に側面押圧、胴部は結束第1種が施文されるもの。

C14類　口頸部は平行に側面押圧、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。

C15類　口頸部は結節回転あるいは多軸絡条体、胴部は多軸絡条体が施文されるもの,

C16類　口頸部は結束第1種、胴部は斜縄文が施文されるもの。

C17類　口頸部は結束第1種、胴部は結束第1種が施文されるもの。

C18類　口頸部は斜縄文、胴部は斜縄文が施文されるもの。

D1類　口頸部は結節回転、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。

D2類　口頸部は側面押圧、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。

D3類　口頸部は単軸絡条体第1類、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。

D4類　口頸部は側面押圧あるいは側面押圧と結節回転、胴部は結束第1種あるいは第2種が施文さ

れるもの。

D5類　口頸部は側面押圧、胴部は結節回転が施文されるもの。

D6類　口頸部は側面押圧、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

D7類　口頸部は側面押圧、胴部は単軸絡条体第1A類が施文されるもの。

D8類　口頸部は幅広く側面押圧、胴部は結束第1種、単軸絡条体第1A類、単軸絡条体が施文され

るもの。

D9類　口頸部は側面押圧と貼付、胴部は単軸絡条体第1A類が施文されるもの。

D10類　口頸部は側面押圧と貼付、胴部は結束第1種・第2種が施文されるもの。

E1類　口頸部は沈線、胴部は単軸絡条体第1類が施文されるもの。

E2類　口頸部は沈線、胴部は単軸絡条体第1A類が施文されるもの。

E3類　口頸部は交互押圧の隆帯、胴部は結節回転と斜縄文が施文されるもの。

E4類　口頸部は貼付、胴部は結束第1種・結節回転が施文されるもの。

上記の分類を一応土器型式と対比すると、A1類からA7類は、円筒下層a式に、B1類からB26

類は、円筒下層b式に、C1類からC18類は円筒下層c式に、D1類からD8類は円筒下層d1式に、

D9類からD10類は円筒下層ｄ2式に対応するものではないかと思われる。

(木村鐵次郎)
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C7類 口頸部は幾何学状に側面押圧、胴部は結束第 1種が施文されるもの。

CB類 口頸部は幾何学状に側面押圧、隆帯を持ち、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるもの。

C9類 口頸部は幾何学状に側面押圧、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるもの。

ClO類 口頸部は幾何学状に側面押圧、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

C11類 口頸部は幾何学状に側面押圧、隆帯を持ち、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

C12類 口頸部は幾何学状に側面押圧、隆帯を持ち、胴部は単軸絡条体第 lA類が施文されるもの。

C13類 口頸部は平行に側面押圧、胴部は結束第 1種が施文されるもの。

C14類 口頸部は平行に側面押圧、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるもの。

C15類 口頸部は結節回転あるいは多軸絡条体、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

C16類 口頸部は結束第 1種、胴部は斜縄文が施文されるもの。

C17類 口頸部は結束第 1種、胴部は結束第 1種が施文されるもの。

C18類 口頸部は斜縄文、胴部は斜縄文が施文されるもの。

D1類 口頸部は結節回転、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるもの。

D2類 口頸部は側面押圧、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるもの。

D3類 口頸部は単軸絡条体第 1類、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるもの。

D4類 口頸部は側面押圧あるいは側面押圧と結節回転、胴部は結束第 1種あるいは第 2種が施文さ

れるもの。

D5類 口頸部は側面押圧、胴部は結節回転が施文されるもの。

D6類 口頸部は側面押圧、胴部は多軸絡条体が施文されるもの。

D7類 口頸部は側面押圧、胴部は単軸絡条体第 lA類が施文されるもの。

D8類 口頸部は幅広く側面押圧、胴部は結束第 1種、単軸絡条体第 lA類、単軸絡条体が施文され

るもの。

D9類 口頸部は側面押圧と貼付、胴部は単軸絡条体第 lA類が施文されるもの。

D10類 口頸部は側面押圧と貼付、胴部は結束第 1 種• 第2種が施文されるもの。

El類 口頸部は沈線、胴部は単軸絡条体第 1類が施文されるもの。

E2類 口頸部は沈線、胴部は単軸絡条体第 IA類が施文されるもの。

E3類 口頸部は交互押圧の隆帯、胴部は結節回転と斜縄文が施文されるもの。

E4類 口頸部は貼付、胴部は結束第 1種・結節回転が施文されるもの。

上記の分類を一応土器型式と対比すると、 Al類からA7類は、円筒下層 a式に、 Bl類から B26

類は、円筒下層 b式に、 Cl類から C18類は円筒下層 C式に、 Dl類からD8類は円筒下層 dl式に、

D9類から DlO類は円筒下層 d2式に対応するものではないかと思われる。

（木村鐵次郎）
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図158　B捨場(西捨場)出土土器①
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図158 B捨場（西捨場）出土土器①
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図159　B捨場(西捨場)出土土器②
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図159 B捨場（西捨場）出土土器②
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図160　B捨場(西捨場)出土土器③

－262－

ミ謳翠声髪 、

図160 B捨場（西捨場）出土土器③
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図161　B捨場(西捨場)出土土器④
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図161 B捨場（西捨場）出土土器④
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図162　B捨場(西捨場)出土土器⑤
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図163　B捨場(西捨場)出土土器⑥
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図164　B捨場(西捨場)出土土器⑦
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図165　B捨場(西捨場)出土土器⑧
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図165 B捨場（西捨場）出土土器⑧
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図166　B捨場(西捨場)出土土器⑨
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図166 B捨場（西捨場）出土土器⑨
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図167　B捨場(西捨場)出土土器⑩
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図167 B捨場（西捨場）出土土器⑩
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図168　B捨場(西捨場)出土土器⑪
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図168 B捨場（西捨場）出土土器⑪
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図169　B捨場(西捨場)出土土器⑫
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図169 B捨場（西捨場）出土土器⑫
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図170　B捨場(西捨場)出土土器⑬
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図171　B捨場(西捨場)出土土器⑭
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図171 B捨場（西捨場）出土土器⑭
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図172　B捨場(西捨場)出土土器⑮
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図173　B捨場(西捨場)出土土器⑯
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図174　B捨場(西捨場)出土土器⑰
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図175　B捨場(西捨場)出土土器⑱
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図176 B捨場（西捨場）出土土器⑲
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図177　B捨場(西捨場)出土土器⑳
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図178　B捨場(西捨場)出土土器21
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図179　B捨場(西捨場)出土土器22
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- 281 -



図180　B捨場(西捨場)出土土器23
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図181　B捨場(西捨場)出土土器24
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図181 B捨場（西捨場）出土土器⑭

- 283 -



図182　B捨場(西捨場)出土土器25
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図182 B捨場（西捨場）出土土器⑮
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図183　B捨場(西捨場)出土土器26
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図183 B捨場（西捨場）出土土器⑳
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図184　B捨場(西捨場)出土土器27
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図184 B捨場（西捨場）出土土器⑰
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図185　B捨場(西捨場)出土土器28
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図186　B捨場(西捨場)出土土器29
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図187　B捨場(西捨場)出土土器30
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図188　B捨場(西捨場)出土土器31
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図189　B捨場(西捨場)出土土器32
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図190　B捨場(西捨場)出土土器33
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図191　B捨場(西捨場)出土土器34
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図192　B捨場(西捨場)出土土器35
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図193　B捨場(西捨場)出土土器36

－295－

／／ 
ー

＼
 

I I 

゜

I I 3 

10cm I I 4 
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図194　B捨場(西捨場)出土土器37
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図194 B捨場（西捨場）出土土器⑰
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図195　B捨場(西捨場)出土土器38
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図196　B捨場(西捨場)出土土器39
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図196 B捨場（西捨場）出土土器⑲
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図197　B捨場(西捨場)出土土器40
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図198　B捨場(西捨場)出土土器41
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図199　B捨場(西捨場)出土土器42
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図200　B捨場(西捨場)出土土器43
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図200 B捨場（西捨場）出土土器⑬
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図201　B捨場(西捨場)出土土器44
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図202　B捨場(西捨場)出土土器45
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図203　B捨場(西捨場)出土土器46
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図204　B捨場(西捨場)出土土器47
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図205　B捨場(西捨場)出土土器48
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図206　B捨場(西捨場)出土土器49

－308－

1
山

ー

I I 

O 10cm 

図206 B捨場（西捨場）出土土器⑲
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第Ⅴ章　自然科学的分析

第1節　学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

青森県埋蔵文化財調査センター殿

1997年12月12日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告致し

ます。

なお年代値の算出には14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用しています。また付

 記した誤差はβ線の計数値の標準偏差σにもとずいて算出した年数で、標準偏差(ONESIGMA)に

 相当する年代です。また試料のβ線計数率の差が2σ以下のときは、3σに相当する年代を下限の年

 代値(B.P.)として表示してあります。また試料のβ線係数率と現在の標準炭素(MODERN　STAN

 DARD　CARBON)についての係数率との差が2σ以下のときには、Modernと表示し、δ14C%

を付記してあります。

記

CodeNo.　　　　　　　　　　試料　　　　　　　　　　　　　　年代(1950年よりの年数)

Gak-19881　　　　　　　　木炭from畑内遺跡　　　　　　4,630±490

　　　　　　　　　　　　　　　No1住居跡内の覆土中　　　 2,680B.C.

Gak-19882　　　　　　　　木炭from畑内遺跡　　　　　　3,820±200

　　　　　　　　　　　　　　　No2土坑の底面　　　　　　　　1,870B.C.

Gak-19883　　　　　　　　木炭from畑内遺跡　　　　　　1,830±210

　　　　　　　　　　　　　　　No3住居跡内の覆土中　　　 A.D.120

Gak-19882　　　　　　　　木炭from畑内遺跡　　　　　　4,770±210

　　　　　　　　　　　　　　　No4土坑の底面　　　　　　　　2,820B.C.

以上
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第V章 自然科学的分析

第 1節 学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

青森県埋蔵文化財調査センター殿

1 9 9 7年 1 2月12日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告致し

ます。

なお年代値の箕出には 14 Cの半減期として LIBBYの半減期 5570年を使用しています。また付

記した誤差はげ線の計数1直の標準偏差 5 にもとずいて算出しだ年数で、標準偏差 (ONESIGMA) に

相当する年代ですu まだ試科の j'3線計数率の差が2(J以下のときは、 3(J に相当する年代をド限の年

代値 (B.P.) として表示してあります。まだ試料の /5線係数率と現在の標準炭素 (MODERNSTAN-

DARD CARBON) についての係数率との差が 2<J以下のときには、 Modern と表示し、 31 4 C % 

を付記してあります。

記

Code No. 試料 年代 0950年よりの年数）

G ak-19881 木炭 from 畑内遺跡 4,630 ± 490 

No 1 住居跡内の覆土中 2 .680 B.C. 

G ak-19882 木炭 from 'f旧内遣跡 3.820 ± 200 

No 2 土坑の底面 1.870 B.C. 

G ak-19883 木炭 from 畑内遣跡 1,830 ± 210 

No 3 住居跡内の覆土中 A.D. 120 

Gak-19882 木炭 from 畑内遺跡 4,770 土 210 

No 4 土坑の底面 2,820 B.C. 

以上
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第2節　畑内遺跡出土炭化材の樹種同定

高橋利彦(木工舎「ゆい」)

1.試料

試料は3点で、性格の明らかにされていない遺構SX-01と、BD-20grid中央・同北西の注記のあ

る試料である。作業の便宜のためそれぞれNo.1～3の試料番号を付した(表1参照)。

本報文中では試料はすべてこの試料番号で表すこととする。

No.1の検出されたSX-01遺構の性格が明らかにされていないため試料の用途は不明であるが、こ

の炭化材は平安時代後半の噴出とされている白頭山苫小牧火出灰を多量に含む土層に覆われている。

また、No.2の検出層位は八戸火山灰層と記されている。

2.方法

試料を室内で自然乾燥させたのち木口・柾目・板目の3断面を作製、実体顕微鏡と走査型電子顕微

鏡(加速電圧10kV)で観察・同定した。同時に電子顕微鏡写真図版(図版1)も作製した。電子顕

微鏡観察に当たっては(株)ニッテツ・ファイン・プロダクツ釜石試験分析センターのご協力をいた

だいた。記して感謝致します。なお、ネガ・フィルムは木工舎「ゆい」に保管されている。残った炭

化材は青森県埋蔵文化財調査センターに返却された。

3.結果

No.1はニレ属の一種に、No.2.3はともにトウヒ属またはカラマツ属の一種に同定された。試料

の主な解剖学的特徴や一般的な性質は次のようなものである。なお、各Taxonの科名・学名・和名お

よびその配列は「日本の野生植物木本Ⅰ・Ⅱ」(佐竹ほか1989)にしたがい、一般的性質などについ

ては「木の事典第9巻～第17巻」(平井1979～1982)も参考にした。

・トウヒ属またはカラマツ属の一種(Picea/Larix sp.)マツ科No2,3

試料は小片のうえ、年輪界で割れていて十分観察できなかった。樹脂道をもつ針葉樹材で、放射仮

道管をもち、分野壁孔は小型の半有縁壁孔対であることからトウヒ属またはカラマツ属であることは

明かであるが、それ以上は識別できなかった。

トウヒ属はエゾマツ(Picea jezoensis)・ハリモミ(P.polita)など7種が自生する。北海道や本

州中部を中心に分布する種が多く、亜高山・寒冷地の代表的な針葉樹の一つである。カラマツ属は現

在カラマツ(Larixkaempferi)のみが本州(宮城・新潟県以南)の出地から亜高山の限られた地域

に自生し、また北海道・東北地方などで広く植裁されているが、最終氷期には現在サハリン以北に分

布するグイマツ(L, kamtschatica)が仙台市まで南下していたことが知られている(鈴木1992)。

なお、十和田火山の東側では十和田八戸火砕流(約1.3万年前)に飲み込まれた埋没林が各地で検

出され、カラマツ属やトウヒ属を主体とする亜寒帯性針葉樹林があったことが明らかにされてきてい

る(大池ほか1977、寺田ほか1994など)。
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第2節 畑内遺跡出土炭化材の樹種同定

高橋利彦（木工舎「ゆい」）

1. 試料

試料は 3点で、性格の明らかにされていない遺構SX-01と、 BD-20grid中央・同北西の注記のあ

る試料である。作業の便宜のためそれぞれNo.1:---3の試料番号を付した（表l参照）。

本報文中では試料はすべてこの試料番号で表すこととする．

No. 1の検出されたSX-01遺構の性格が明らかにされていないため試料の用途は不明であるが、こ

の炭化材は平安時代後半の噴出とされている白頭山苫小牧火山灰を多鼠に含む土層に覆われている 3

また、 No.2の検出層位は八戸火山灰層と記されている。

2. 方法

試料を室内で自然乾燥させたのち木ロ・柾目・板目の 3断面を作製、実体顕微鏡と走査型電子顕微

鏡（加速電圧lOkV) で観察・同定した。同時に電子顕微鏡写真図版（図版 1) も作製した。電子顕

微鈍観察に当たっては（株）ニソテツ・ファイン・プロダクツ釜石試験分析センターのご協力をいた

だいた。記して感謝致します。なお、ネガ・フィルムは木工舎「ゆい」に保管されている J 残った炭

化材は青森県埋蔵文化財調査センターに返却された。

3. 結果

No. 1はニレ属の一種に、 No.2. 3はともにトウヒ属またはカラマツ属の一種に同定された。試料

の主な解剖学的特徴や一般的な性質は次のようなものである。なお、各Taxonの科名・学名・和名お

よびその配列は「日本の野生植物木本 I・II」（佐竹ほか1989) にしたがい、一般的性質などについ

ては「木の事典第1巻～第17巻」（平井1979-1982) も参考にした。

・トウヒ属またはカラマツ属の一種 (Picea1Larix sp.) マッ科 No 2 . 3 

試料は小片のうえ、年輪料で割れていて十分観察できなかった。樹脂道をもつ針葉樹材で、放射仮

道管をもち、分野壁孔は小型の半有縁壁孔対であることからトウビ属まだはカラマツ属であることは

明かであるが、それ以上は識別でぎなかったくう

トウヒ属はエゾマツ (Piceajezoensis) ・ハリモミ (P. polita) など 7穂が自生する。北海道や本

，fl、|中部を中心に分布する種が多く、亜高山・寒冷地の代表的な針葉樹の一つである。カラマツ属は現

在カラマツ (Larixkaempferi) のみが本州（宮城・新潟県以南）の山地から亜高山の限られた地域

に自生し、また北海道・東北地方などで広く植裁されているが、最終氷期には現在サハリン以北に分

布するグイマツ (L.kamtschatica) が仙台市まで南下していたことが知られている（鈴木 1992)。

なお、十和田火山の東側では十和田八戸火砕流（約1.3万年前）に飲み込まれた埋没林が各地で検

出され、カラマツ属やトウピ属を主体とする亜寒帯性針葉樹林があったことが明らかにされてきてい

る（大池ほか 1977、寺田ほか 1994など）。
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・ニレ属の一種 (Ulmussp.) ニレ科 No.1 

環孔材で孔圏部は 1列、孔圏外で急激に管径を滅じたのち漸減、塊状に複合し接線～斜方向の紋様

をなす。大道管は横断面では楕円形、単独、小道管は横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単

穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、 1-

6細胞幅、 1-40細胞高。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ニレ属にはハルニレ (Ulmus davidiana var .japonica) ・オヒョウ (U.laciniata) ・アキニレ

(U. parvifolia) の3種がある。アキニレは本）、卜I(長野・静岡県以西） • 四国・九州・琉球に、ハルニ

レ・オヒョウは北海道・本州・四国・九朴1に生育するが、ハルニレは北海道・本州北部に多く、オヒ

ョウは北海道に多いが他の地域では少ない。ハルニレの材は中程度～やや重硬で、割裂性は小さく、

加工はやや困難、保存性は低い。

以上の同定結果を検出遺構とともに一覧表で示す（表 1)。

表 1 畑内遺跡出士炭化材の樹種

試料番号 検出遺構 種 名

1

2

3

 

SX-01 

BD-20grid中央

BD-20grid北西

ニレ属の一種

トウヒ属またはカラマツ属の一種

トウヒ属またはカラマツ属の一種

引用文献

平井信= 1979-1982 「木の事典第 1巻～第17巻」，かなえ書房．

大池昭二•松山 カ・竹内貞子 1977 八戸浮石層直下の埋没化石林の 14 C年代一日本の第四紀層の 14 C年代

(ll8) -, 地球科学， 31: 136-137. 

佐竹義輔・原 寛・亘理俊次・冨成忠夫（綱） 1989「日本の野生植物木本 I. JI」，平凡社， 321, 305pp. 

鈴木敬治 1992 大型植物化石，「仙台市文化財調査報告書第160集 富沢遺跡 ー第30次調査報告書 第1I分冊ー

旧石器時代編」，仙台市教育委員会， 244-273.

寺田和雄・太田貞明・鈴木三男・能城修一・辻 誠一郎 1994 十和田火山東麓における八戸テフラ直下の埋没林への

年輪年代学の適用，第四紀研究， 33 : 153-164. 
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第Ⅵ章　まとめ

畑内遺跡の平成9年度の調査では、縄文時代前期から中・後・晩期、弥生時代にかけての遺構・遺

物が検出され、次のような成果が得られた。

本遺跡は青森県と岩手県の県境、岩手県にその源を発する新井田川の右岸、標高80～97mの河岸段

丘上に位置する。

今回の調査は、平成7年度の調査で新たに見つかった捨場(C捨場)を中心に、順次周辺を拡幅し

て行っていった。

検出された遺構は、縄文時代前期と思われる竪穴住居跡20軒、フラスコ状土坑45基、土坑32基、土

器埋設遺構28基、焼土遺構60基、集石遺構4基、配石遺構1基、屋外炉2基、性格不明の遺構1基で

ある。また、現地形では分からない谷部にも新たな捨場が確認されている。捨場についてはこれまで

の調査で、東捨場・西捨場という2箇所の大規模な捨場が確認されていが、前回及び今回の調査で新

たに3箇所の捨場が確認されたため、東・西捨場も含めて確認された順にアルファベット大文字を付

して(東捨場=A、西捨場=B)いくこととした(C捨場以降は次回以降の報告)。

本報告での遺構を加えると竪穴住居跡74軒、フラスコ状土坑279基、土坑106基、土器埋設遺構57基、

焼土遺構63基、集石遺構10基、配石遺構1基、屋外炉14基等の整理が終了している。発掘調査の終了

した面積は遺跡全体の半分にも満たないため集落の全体像を語ることはできないが、これまでの成果

から予測を含めて縄文時代の集落の展開について若干まとめてみたい。

遺跡北側の調査区(0～25ライン)では住居が造られ始めたのは縄文時代前期初頭であり、現在の

ところ当該期の住居跡は1軒確認されている。他に円筒下層a式期が2軒、下層d1式期が2軒、下

層d2式期が1軒、中期円筒上層式期が4軒、後期が1軒、弥生時代前期が4軒検出されている。弥

生時代の住居跡を除くと時期決定を明確にできた数は少ない。しかし、縄文時代中期及び後期の住居

跡は西側に舌状に張り出す台地の縁辺部とその下(西側)の緩斜面部に位置していることが確認でき

ている。当該期の遺物量は縄文時代前期に比べてもかなり少ないことなどから、この地点には縄文時

代中・後期に関してはそれほど大規模な集落は形成されていなかったことが推察される。また、縄文

時代前期(円筒下層a～d式期)と明確な時期決定ができたのは5軒程であるが、土器埋設遺構やフ

ラスコ状土坑の検出数、捨場の遺物等から残りの大部分の住居跡も当該期に属するものと推察される。

円筒下層a～d式期の比率等は25ラインより南側の調査区の調査結果や、遺構の重複関係、捨場の遺

物の比率などを詳しく観察してみないと何とも言いがたいが、現時点では円筒下層d式期の割合が少

し高いものと推察される。一方、遺跡南西部の微高な調査区では円筒下層a式期を主体とした捨場(E

捨場)の下から大型竪穴住居跡等の遺構が検出されている。北東の丘陵部とは直線距離で約40m程し

か離れていないが、検出された土器埋設遺構の数には明確な違いが認められる。北東丘陵部では円筒

下層a式期の土器埋設遺構が1基の検出であるのに対し、南西部では計7基検出されている。調査し

た面積の割合から見ても南西部での密度は高く、逆に北東部では円筒下層d式期の密度が高い。精査

を終了した面積が少ないこともあり推測の域を出ないが、円筒下層a式期での限定された場(空間)

の利用、また、円筒下層a式期から時期が下るにしたがって、微高地から丘陵地に生活全体の場を移

していった可能性も考えられる。(調査担当者一同)
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第VI章 まとめ

畑内遺跡の平成 9年度の調査では、縄文時代前期から中・後・晩期、弥生時代にかけての遺構・遺

物が検出され、次のような成果が得られた。

本遺跡は青森県と岩手県の原境、岩手県にその源を発する新井田川の右岸、標高80-97mの河岸段

丘上に位置する c

今回の調査は、平成 7年度の調査で糾たに見つかっだ拾場 (C拾場）を巾心に、順次周辺を拡幅し

て行っていった。

検出されだ追構は、縄文時代前期と思われる竪穴住居跡20軒、フラスコ状土坑45基、上坑32基、十．

器罪設遺構28基、焼土遣構60基、集石遺構 4基、配石遺構 1基、屋外炉 2某、性格不明の遺構 l某で

ある。まだ、現地形では分からない谷部にも祈だな捨場が確認されているリオ舎場につし、てはこれまで

の調査で、東拾場・西拾場という 2箇所の大規模な捨場が確認されていが、前同及び今回の調査て祈

たに 3箇所の拾場が確認されたため、東・西捨場も含めて確詔されだ順にアルファベ J 卜大文字を付

して（東捨場=A、内す舎場=B) いくこととした (C捨場以降は次回以降の報告）。

本報告ての遺構を加えると竪穴住居跡74皐f、フラスコ状士坑279基、土坑106慧、土謡埋設遣構57基、

焼土造溝63基、集石遺構10基、配石遺構 1基、屋外炉14基等の整理か終了している u 発掘調査の終了

した面積は遺跡全体の半分にも満たないため集落の全休像を語ることはできないが、これまでの成果

から予測を含めて縄文時代の集落の展開について若干まとめてみだいし

遺跡北側の調査区 (0-25ライン）では住居が造られ始めたのは縄文時代前期初頭であり、現在の

ところ当該期の住居跡は 1軒確認されている。他に円筒 lヽ`層 a式期が 2阜f、下層dl式期が 2軒、

層d2式期が 1軒、中期円筒上層式期が 4軒、後期が 1軒、弥生時代前期か 4軒検出されている。弥

生時代の住居跡を除くと時期決定を明確にできた数は少ない。しかし、縄文時代中期及び後期の住居

跡は西側に舌状に張り出す台地の縁辺部とその下（西側）の緩斜面部に位置していることが確認でぎ

ているぐ当該期の遺物量は縄文時代前期に比べてもかなり少ないことなとから、この地点には縄文時

代中・後期に閃してはそれほど大規模な集落は形成されていなかったことが推察される。まだ、縄文

時代前期（円筒下層 a-d式期）と明確な時期決定がでぎだのは 5軒程であるが、土器埋設遺構やフ

ラスコ状土坑の検出数、す舎場の遺物等から残りの大部分の住居跡も当該期に属するものと推察される。

円筒下層 a-d式期の比率等は25ラインより南側の調査区の調査結果や、遺構の璽複関係、捨場の逍

物の比半なとを詳しく観察してみないと何とも言いがだいが、現時点ては円筒下層 d式期の割合が少

し高いものと推察される。一方、遺跡南西部の微高な調査区では円筒下層 a式期を主体とした捨場 (E

捨場）の下から大型竪穴住居跡等の遺構が検出されている。北東の丘陵部とは直線距離で約40m程し

か離れていないが、検出された土器埋設遺構の数には明確な違いが認められる。北東丘陵部では円筒

下層 a式期の土器埋設遺構が 1基の検出であるのに対し、南西部では計 7基検出されている。調査し

た面積の割合から見ても南西部での密度は高く、逆に北東部では円筒下層 d式期の密度が高い。精査

を終了した面積が少ないこともあり推測の域を出ないが、円筒下層 a式期での限定された場（空間）

の利用、また、円筒下層 a式期から時期が下るにしたがって、微高地から丘陵地に生活全体の場を移

していった可能性も考えられる。 （調査担当者一同）
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図207　遺構配置略図(1)
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図208　遺構配置略図(2)
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図209　遺構配置略図(3)
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住居内出土土器観察表①
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住居内出土土器観察表①
．．．． 出土竃壽 暮 部位 日讀部文樟 口疇部文様 区画帯 胴部文様 底部文織 傭考

1 55H 漂 略完形 結節回転文 L暉転 LR横回転

2 55H 讚 略完形 結節回転文 L晦転 LR横回転 撞順状圧董

3 55H 深鉢 底部欠損 結節回転文 L暉転 LR横回転 文欅帯普通の2倍

4 55H 深鉢 略完形 結節回転文 LR回転 LR横回転 編:i,衝 痕

5 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 L嘩転 LR横回転 内面指頭圧痕

6 55H 深 ロ縁部 結節回転文 LR横回転 LR構回転

7 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 L画転 LR横回転

8 55H 深鉢 完形 結節回転文 LR回転 LR横回転 補修孔

， 55H 漂鉢 略完形 結節回転文 L暉転 LR横回転 L暉転

10 55H 探 略完形 結飾回転文 L暉転 L暉回転

11 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 L廻転 LR横回転

12 55H 凜鉢 ロ縁部 結節回転文 L暉転 LR横回転

13 SSH 深鉢 ロ縁部 結節回転文 L暉転

14 55H 襟 ロ縁部 LR横回転→轄節回転文 L廻転 LR横回転 内面捌け目状調整

15 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 L暉転 LR横回転

16 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 L廻転

17 55H 深鉢 ロ縁部 結飾回転文 L寧転

18 55H 深鉢 ロ縁部 結飾回転文 L暉転 内iiiiミガキ鵬整

19 55H 探鉢 •口縁部 結節回転文 LR横回転 LR横回転

20 55H 深鉢 略完形 結飾回転文 L廻転 LR横回転

21 55H 深鋒 略完形 結節回転文 RLRffl言董璽錦にJ1¥状纏文具による綱賽 RLR横回転 U涸転 2単位の波状口縁

22 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 棒＊竃す具による口響を鉗，，に重たぐ鯛み LR横回転

23 55H 課鉢 口縁部 綸働糾伽す—RLtllE(慶遷） RL末蟷靡J突 RL横回転

24 SSH 深鉢 ロ縁部 結節回転文 ロ唇部をまたぐ棒状工具による刻み LR横回転

25 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 刻み LR横回転 内面ミガキ調整

26 55H 深鉢 略完形 結節回転文 板状崖文具による押し引き LR横回転 口 涸 転

27 55H 深鉢 ロ縁部 結飾回転文 爪状篇文具による斜めの刺突 LR横回転

28 55H 慄鉢 略完形 結節回転文 棒状施文具による刻み LR横回転

29 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 L暉転→沈線篇文 LR横回転 文様帯普通の2倍

30 55H 深鉢 略完形 結節回転文 棒篇文具による刻み LR横回転

31 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 LR横回転

32 55H 礫鉢 口縁部 結節回転文 刺突？

33 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 剌突？ ロ縁の外反きつい

34 SSH 深鉢 ロ縁部 結節回転文

35 55H 深鉢 口縁部 結節回転文 単絡？

36 55H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 単絡lR斜位回転

37 SSH 凜鉢 ロ縁部 結節回転文 小波状？

38 55H 深鉢 略完形 結節回転文 LR横回転 小型•山形突起

39 55H 源鉢 ロ縁部 結飾回転文 m 回転

40 55H 澤鉢 ロ縁部 LRli!I転 LR横回転

41 55H 澤 ロ縁部 L廻転 m 回転 小波状？

42 55H 深鉢 口縁部 LR横回転 LR横回転

43 55H 深鋒 略完形 結飾回転文 LR横回転

44 55H 深鉢 底部欠損 結節回転文 LR横回転

45 55H 深鉢 略完形 L暉転 LR横回転

46 55H 深鉢 ロ縁部 爪状篇文具による刻み 頃回転 47と同一個体

47 55H 澱鉢 口縁部 爪状鮨文具による刻み U貴回転 46と同一個体

48 55H 深鉢 胴部 U 転 LR横回転

49 55H 深鉢 ロ縁部 U 転 LR横回転

50 55H 深鋒 ロ縁部 LR横回転 小突起？

51 55H 澤 ロ縁部 LR横回転

52 55H 課鉢 ロ縁部 ロ暑戴を鍼めにまたぐ棒状工具による鶴み LR横回転 内面指頭圧痕・波状口縁

53 55H 深鉢 ロ縁錦～胴郎 断続的な沈縁 LR横回転 小型・波状口縁

54 55H 深鉢 略完形 LR横回転

55 55H 課鉢 ロ縁部 LR横回転

56 55H 深鉢 略完形 単絡lR@J転 単絡lR横位～斜位回転 盃んだ器形

57 55H 深鉢 口縁部 直前段撚り戻しR 内面に指頭圧痕

59 SSH 深鉢 ロ縁部 無文 指頭状崖文具による舅み 砂粒多い

60 56H 深鉢 ロ縁部 RL偏圧・単絡1鋼圧 内面ミガキ状調整

61 55H 深鉢 完形 横位平行沈線 LR横回転

62 55H 深鉢 ロ縁部 平行沈線間に斜行沈纏 棒状篇文具による斜めの刺突 LR横回転

63 55H 深鉢 ロ縁部 平行沈練 LRJlil転 LR槙回転

64 55H 課鉢 ロ縁部 平行沈練llllこ鱒菖状沈縁 LR横回転 山形突起？

65 55H 深鉢 胴部 LR横回転→結節回転文
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66 55H 深鉢 胆部 結節回転文 LR横回転

67 55H 深鉢 胴部 結節回転文 単絡IR縦回転

68 55H 深鉢 胴部 LR横回転

69 55H 深鉢 底部 LR横回転 霞み物圧喪

70 55H 深鉢 胴部～底部 LR横回転 編み＊圧痕 見込み部に炭化物付着

71 55H 深鉢 底部 LR横回転 LR回転 見込み部に炭化物付着

72 55H 深鉢 底部 LR横回転

73 55H 深鉢 朋部～底部 LR横回転→結節回転文 編み物圧痕 砂粒多し

74 55!-l 深鉢 底部 LR横回転 LR回転

75 55H 深鉢 底部 LR横回転 小型

76 55H 深鉢 底部 RL横回転

77 55H 深鉢 胴部～底部 LR横回転 小型

78 55H 深鉢 胴部～底部 LR横回転 L陶転

79 55H 深鉢 底部 LR横回転

80 55H 深鉢 底部 LR横回転

81 SSH 深鉢 底部 LR横回転 見込み部に炭化物付着

82 55H 深鉢 底部 LR横回転 内面抱け目状調整

83 55H 深鉢 底部 LR横回転

84 55H 深鉢 胆部～底部 結節回転文？ LR横回転

85 55H 深鉢 租部 LR横回転・結節回転文

86 55H 深鉢 底部 結節回転文 内面ミガキ調整

87 55H 深鉢 底部 結節回転文

88 SSH 深鉢 胴部 LR横回転

89 55H 深鉢 胴部 LR横固転→放射状沈線

90 55H 深鉢 桐部 LR横回転 内面ミガキ調整

91 55H 深鉢 胴部 LR横回転 内面に指頭圧痕

92 55H 深鉢 胴部 LR横回転 内面撹け目状調整

94 55H 深鉢 底部 LR横回転 LR回転 見込み部に炭化物付着

95 55H 深鉢 底部 LR噴回転 LR回転 内面に炭化物付着

96 55H 深鉢 底部 LR横回転 編み物圧痕

97 55H 深鉢 底部 LR横回転 LR回転 見込み部に炭化物付着

98 55H 深鉢 底部 LR横回転 鱚み物圧痕

99 55H 深鉢 胴部 LR斜め～縦回転 内面朋け目状調整

100 55H 深鉢 胴部 結節回転文ウ 陥帯上にLRL斜位側圧 LR斜位回転 内面捌け目状調整

101 SSH 深鉢 胴部 LR横回転

102 55H 深鉢 胴部 平行沈糠間に鋸菌状沈線 LR横回転

103 55H 深鉢 胴部 沈線 LR横回転

104 55H 深鉢 底部 単絡!RI紅回転

105 55H 深鉢 底部 単絡!Rl貸回転 ？ 

106 55H 深鉢 底部 単絡!LR斜位回転

107 55H 深鉢 底部 単絡lR斜め回転

108 55H 深鉢 胴部 多軸絡条体縦位～斜位回転

109 55H 深鉢 胴部 多軸絡条体斜位回転

110 55H 深鉢 底部 耀み物圧痕 底部内面に乳頭状の高まり

111 55H 深鉢 底部 L陶転 見込み部に炭化物付着

112 55H 円繋状土製品 LR回転 胴部片利用・縁辺スリ

113 55H 円盤状士製品 RL胴転 有孔・胴部片利用

114 55H 円盤状土製品 結節回転文•LR回転 有孔・胴部片利用・縁辺スリ

ll5 55H 球状士製品 沈簾による弧の狭い扇形

116 55H ミニチュ7土蘊 ロ縁部 無文 波状口縁

゜
SSH 深鉢 底部 LR横回転 LR回転 見込み部に炭化物付着

遺●号 出土遣構 器種 部位 層位 口頚部文様 区画帯 胴部文様 備考

1 56H 深 鉢 ロ縁綿～鯛椰 結節回転紋(R) LR 

2 56H 深 鉢 ロ縁部 結節回転文(R}

3 56H 深 鉢 ロ縁部 口唇部：刻目、結節回転文

4 56H 深 鉢 ロ縁部 結節回転文

5 56H 深 鉢 ロ縁部 口唇部（指頭押圧）、結節回転文(R)、LR

6 56H 深 鉢 ロ縁部 口唇部：側面圧痕（単節LR)、結節回転文(R) 単 節LR

7 56H 深 鉢 ロ縁部 口唇部：側面圧痕(R)、結節回転文(R) 単 軸 絡 条 体lA類

8 56H 深 鉢 ロ縁部 口唇部：側面圧痕(R)、偏面圧痕(R)、結飾回転文(R) 単軸絡条体1類

， 56H 深 鉢 ロ縁部 口唇部：縄文回転(R)、側面圧痕(R)、円形刺突 単 軸 絡 条 体1類

IO 56H 深 鉢 ロ縁部 口唇部：縄文回転(R)、側面圧痕： (R)、刺突 単 軸 絡 条 体lA類

11 56H 深 鉢 ロ縁部 口唇部：縄文回転(R)、側面圧痕(R)、刺突 単 軸 絡 条 体lA類
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遺物量吾 出土遺構 器種 部位 層位 ロ頚部文様 区画帯 胴部文様 備考

12 561-1 深鉢 ロ縁部 口唇部：側面圧痕(L)、刺突 結束第1種(RL・LR)

13 56H 深鉢 ロ縁部 刺突、側面/_f痕(L) 単軸絡条体l類

14 56H 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(R)、結節回転紋(R)

15 56H 深鉢 ロ縁部 側圧 (L・R)'隆帯、刺突 多軸絡条体

16 56H 深鉢 ロ縁部 口唇部：縄文回転(LR)、側面圧痕(LR) 隆帯翡柑ti/王痕(LR)

17 56H 深鉢 ロ縁部 RLョコ、曲線区画文（沈線）

18 56H 深鉢 胴部 単軸絡条体IA類

19 56H 深鉢 胴部 RL、横位沈線

20 56H 深鉢 底部 LR 底部：側面圧痕

21 56H 深鉢 胴部～底部 LR 

I 57H 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(LR)

2 57H 深鉢 胴部 RL 

3 57H 深鉢 胴部 LR 

4 57H 深鉢 胴部 嵐輪絡条体（直前段反鰤LLR)

5 57H 深鉢 底部 単軸絡条体l類

I 58H 深鉢 ロ縁部 口唇部・縄文回転(LR)、結節回転文(R)、LRヨコ

2 58H 深鉢 ロ縁部 日唇部指頭押圧、 LRョコ LRヨコ ',J03・7と同一個体

3 58H 深鉢 ロ縁部 口唇部指頭状押圧、 LRヨコ I¥07・9と同一個体

4 58H 深鉢 ロ緑部 ロ唇部•指頭押圧、 LRヨコ ¥03・9と同一個体

5 58H 深鉢 ロ縁部 口唇部外倒刺突（劣蔽竹管状施文具）、側面庄衰(LR)

6 58H 深鉢 胴部下半 ケズリ・ナデ

7 58H 深鉢 胴部 LRヨコ 内面：指頭状圧痕

8 58H 深鉢 租部上半 LRヨコ 隆帯 LRョコ

， 58H 深鉢 胴部 多軸絡条体

10 58H 深鉢 底部 LRヨコ

11 58H 深鉢 底部 LRョコ

1 59H 深鉢 口縁部 LR 

2 59H 深鉢 ロ縁部 結束第1種 (RL・LR)

3 59H 深鉢 ロ縁部 RL 粘土貼付

4 59H 深鉢 ロ縁部 側面圧痕 (R・R)・LR

5 59H 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(RL・LR) 結束第1種(RL・LR)

6 59H 深鉢 頚部 側面圧痕(LR) 内面指頭状圧須、胎土金雲母混入

7 59H 深鉢 胴部 結束第 l 種 (RL•直前段合懲j

8 59H 深鉢 胴部 RLヨコ 内面：RL3コ

， 59H 深鉢 底部 RLョコ

10 59H 深鉢 底部 単軸絡条体!A類

I 62H 深鉢 ロ縁部 LRヨコ 内面指頭壮庄濱、始土貨褐色浮石溌入

2 62H 深鉢 口縁部 口唇部．指頭状押圧、 LRヨコ

3 62H 深鉢 ロ緑部 口唇部指頭状押圧、 LRョコ 内面LR

4 62H 深鉢 ロ縁部 口縁端部縄文回転(LR)、LRヨコ LRヨコ

5 62H 深鉢 ロ縁部 口唇部：指頭状押圧、 LRヨコ 内面LR

6 62H 深鉢 ロ緑部 LRヨコ LRヨコ

7 62H 深鉢 頚部 結束第1種(RL・LR)

8 62H 深鉢 胴部 ケズリ・ナデ

， 62H 深鉢 胴部下半 LRヨコ、ケズリ・ナデ 内面：指頭状圧痕

10 62H 深鉢 底部 RLョコ 底面：RL・木薬痕

11 62H 深鉢 底部 LRョコ

12 62H 鉢 底部 整形痕（箆状工具） 胎土石英混入

13 62H 深鉢 胴部 Lヨコ

14 62H 深鉢 胴部 Lヨコ

15 62H 深鉢 胴部 Lヨコ

16 62H 深鉢 胴部 RLヨコ

17 62H 深鉢 胴部 LRヨコ

18 62H 深鉢 胴部 LRヨコ

19 62H 深鉢 胴部 LRヨコ

20 62H 深鉢 胴部 LRヨコ

21 62H 深鉢 胴部 LRヨコ

22 62H 深鉢 胴部 LRヨコ

23 62H 深鉢 胴部 結節回転文(R)

24 62H 深鉢 胴部 前々段合撚

25 62H 深鉢 胴部 前々段合撚

26 62H 深鉢 胴部 附加条(LR•R)

27 62H 深鉢 頚部～胴郎 債面圧痕(LR)

28 62H 深鉢 胴部 結束第1種(RL・LR)
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遺物醤号 出土遺清 器種 部位 層位 ロ頚部文様 区画帯 胴部文様 備考

29 62H 深鉢 胴部 結束第2種(LR・LR)

30 62H 深鉢 胴部 単軸絡条体第1類

31 62H 深鉢 n縁部～胴飩 前々段合撚

32 62H 深鉢 口緯部～胴部 口唇部指頭状押圧、結節回転文 LRヨコ

1 64H 深鉢 ロ縁部 口唇部押引文（竹管状施文具）、結節回転文 隆帯刺突（棒状施文具）

2 64H 深鉢 ロ緑部 口唇部押引文（箆状施文具）、 LRョコ、結節回転文(R)

3 64H 深鉢 ロ縁部 結節回転文

4 64H 深鉢 ロ縁部 結節巨転文

5 64H 深鉢 ロ縁部 口唇部側面圧痕(LR)、LRヨコ、並行沈線

6 64H 深鉢 ロ縁部 口唇部：側面圧痕(R)、結束第1種(RL・LR) no5と同一個体

7 64H 深鉢 ロ縁部 口唇部側面庄痕 (R)、結束第1種(RL・LR) 側面圧痕(LR) 結束第1種(RL・LR)no JOと同一個体

8 64H 深鉢 ロ緑部 側面圧痕{RL) 側面圧痕(RL)

， 641-! 深鉢 ロ縁部 口唇肥縄文回転 (LR) 、結束第 L種 (RL•LR) 、憫面圧痕（結東第 1 種） 側面圧痕(LR) 結束第1種(RL・LR)

10 64H 深鉢 ロ縁部 口唇部縄文固転(LR)、側面／王痕 (RL) 側面圧痕(RL) 多軸絡条体

11 64H 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(LR) 側面圧痕(R・LR)、押引文（竹管状施文具） 単軸絡条体lA類

12 64H 深鉢 ロ縁部 口唇部側面圧痕（多軸絡条体）、側面圧痕（単軸絡条体） 隆帯刺突（棒状施文具） 多軸絡条体クテ

13 64H 深鉢 ロ縁部 口唇部jl,J[ij圧痕(LR)、側面庄痕(R・L)、刺突（棒状施文具） 隆帯：刺突（棒状施文具） 結束第1種(RL・LR)

14 64H 深鉢 ロ縁部 口唇部縄文回転(LR)、側面庄康!L)、曲l突（棒状施文具） 微隆帯 多軸絡条体

15 64H 深鉢 口縁部 に唇部．縄文回転(RL)、単軸絡条体6A類 佃LOO圧痘（多軸絡条体）、刺突（棒状鹿文具） 単軸絡条体lA類

16 64H 深鉢 口縁部 口唇部：刻目（棒状施文具）、側面圧痕(LR) 側面圧痕(RL) 結束第1種（附加条）

17 64H 深鉢 ロ縁部 側面圧痕 (L)

18 64H 深鉢 頚部 刺突（竹管状施文具）、沈線

19 54H 深鉢 底部 多軸絡条体クテ

20 64H 深鉢 底部 結束第1種(RL・LR)

21 6411 深鉢 胴部 単軸絡条体第5頷

22 64H 深鉢 ロ縁節～底郭 口唇部：多軸絡条体、結束第1種(RL・LR) 区画帯債面圧痕（多軸絡条体）押~I 文（棒状繭文具） 多軸絡条体タテ

23 64H 深鉢 胴部～底部 多軸絡条体

24 64H 深鉢 胴部～底部 単軸絡条体lA類

1 65H 深鉢 口繰部～臓部 結節回転文(R) 隆帯：刺突（竹管状施文具） 単軸絡条体第1類

1 67H 深鉢 ロ縁部 ロ唇部・指頭状押／王、結節回転文(R)、LRヨコ

2 67H 深鉢 ロ縁郎 結節回転文(R)

3 67H 深鉢 ロ緑部 結節回転文(R)

4 6711 深鉢 ロ緑部 結節回転文(L)

5 67H 深鉢 ロ緑部 結節回転文 隆帯沈線・刺突（竹管状施文具）

6 67H 深鉢 ロ縁部 口唇部・側面圧痕(LR)、結節回転文

7 67H 深鉢 ロ縁蔀 Rヨコ Lヨコ

8 67H 深鉢 ロ縁部 LR3コ

， 67H 深鉢 ロ縁部 LRヨこl

10 67H 深鉢 ロ縁部 LR 

11 67H 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(LR)

12 67H 深鉢 口縁部 LRヨコ

13 67H 深鉢 ロ縁部 LR LRヨコ

14 67H 深鉢 ロ緑部 側面圧痕(LR) 側面圧痕(LR)

15 67H 深鉢 胴部下半 LR 尖底

16 67H 深鉢 頚部 結節回転文(R)、LRヨコ 隆帯：結節回転文 結節回転文(R)、LRヨコ

17 67H 深鉢 胴部 隆帯縄文J原体端部押圧、側面圧痕(LR)LRヨコ

18 67H 深鉢 胴部 単軸絡条体第1種(RIタテ

19 67H 深鉢 頚部 刺突（半戯竹管状施文具）、側面圧痕(LR)

20 67H 深鉢 底部 LR 

21 67H 深鉢 ロ縁部 LRヨコ

22 67H 深鉢 底部 LRヨコ

23 67H 深鉢 底部 LRヨコ

24 67H 深鉢 底部 結節回転紋(R)

I 68H 深鉢 口縁部 口唇部：指頭状押圧、結節回転文(R)、RLヨコ

2 68H 深鉢 ロ縁部 口唇部：側面圧痕(LR)、側面圧痕(LR} 側面圧痕(LR)

3 68H 深鉢 胴部 結節回転文

4 68H 深鉢 胴部下半 結節回転文 内面：指頭圧痕

5 68H 深鉢 頚部 結節回転文(R)、RL 隆帯(RL)

6 68H 深鉢 頚部 結節回転文(R)、LRヨコ

7 68H 深鉢 頚部～胴部 結節回転(R)、LRヨコ
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遭働書号 出土遭構 器種 部位 層位 ロ頚部文様 区繭帯 胴部文様 備考

8 68H 深鉢 胴部 LRョコ

， 68H 深鉢 胴部 LRヨコ

10 68H 深鉢 胴部 LRヨコ

11 68H 深鉢 胴部 RLRヨコ

12 68H 深鉢 胴部 単軸条1種(R)クテ

13 68H 深鉢 胴部 結束第1種(RL•LR)

遭..暑 ●●●n 器種 郷 ・位 口顕郷文撮 口唇部文楊 区画帯 胴部文様 底部文懺 傭考

I 70H 深鉢 ロ縁瑯 結節回転文

2 70H 深鉢 胴部・ l,R横～斜め回転

3 70H 源鉢 胴部 単絡ILR横回転

I 73H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 LR回転 LR横回転

2 73H 深鉢 口縁部 結節回転文 LR回転 LR横回転

3 73H 瀕鉢 ロ縁部 結節回転文 LR回転

4 73H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 LR回転 内面ミガキ調整

5 73H 深鉢 ロ縁部 結飾回転文 LR回転 内面捌け目状調豊

6 73H 深鉢 口縁部 結飾回転文 LR回転

7 73H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 LR末蟷偏圧

8 73H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 板状篇文具による押し引き 板状工具によるナデ？， 73H 深鉢 ロ縁部 結回転文 円形剌突（指頭状？）

10 78H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 円形剌突 LR横回転 繊維の抜けた痕鰭あり

11 73H 深鉢 口縁部 沈練・結節回転文 内面ミガキ躙整

12 73H 課鉢 ロ縁部 沈練・結節回転文 内面ミガキ躙整

13 73H 瀕鉢 口縁部 沈練・結節回転文 内面ミガキ.整•12と同一錮体

15 73H 深鉢 口縁部 慧文 単絡LR斜位回転 10号焼土出土遣物と接合

16 73H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 LR横回転

17 78H 深鉢 胴部 LR横回転

18 73H 深鉢 胴部 LR横回転 内面の一部にU韮睛云

19 73H 深鉢 胴部（隆帯） 鴫書上にfl冒札鳥文具による胴突噌.., こ沈繍 LR横回転

20 73H 探鉢 胴部（隆帯） 隆帯上に沈線 結節回転文 内面'i.J/キ調整

21 73H 深鉢 胴郷（隆帯） 隆帯上に口遠峨：傭圧 隆帯饗綿に単繕l欄圧

22 73H 深鉢 胴部（隆帯） 隆帯上に沈線

23 73H 深鉢 胴部（隆帯） 結節回転文 隆帯上に指頭圧痕 LR横回転

24 73H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 単絡lRL

25 73H 深鉢 胴部 RLR横回転 内面ミガキ調蔓

26 73H 深鉢 胴部 単絡lRL

28 73H 深鉢 底部 LR横回転 LR回転

29 73H 深鉢 胴部 刷毛目檬の細沈線

29 73H 深鉢 底部 LR欄回転 ●み鰤圧嘱

30 73H 深鉢 底部 U 回転

31 73H 深鋒 胴部 LR槙回転 内面捌け目状調整

32 73H 深鉢 底部 ．叫創モ痕

33 73H 探鉢 底郎 LR横回転 口台作出

34 73H Pl襲状土攣晶 LR回転 有孔・I員部片利用・縁辺スリ

74H ミ＝チュア土● ロ縁部 無文

1 76H 深鉢 口縁部 結節回転文 内面ミガキ調整

2 76H 深鉢 口縁部 結節回転文 LR横回転

3 76H 深鉢 口縁部 結節回転文

4 76H 深鉢 口縁部 結節回転文

5 76H 深鉢 ロ縁部 結節回転文 鴫帯上にLR績回転•撮邸にLR槙回転？ 結節回転文

6 76H 礫鉢 ロ縁部 結飾回転文 LR回転

8 76H 源鉢 ロ縁部 沈繍・結箇回転文 隆帯上に沈繍

10 76H 深鉢 口縁部 沈練・結節回転文

11 76H 深鉢 口縁部 ？ 刺突

12 76H 深鉢 ロ縁部 LR横回転

13 76H 深鉢 ロ縁部 単絡1横回転 単纏1纏m斬皐編l襴匿艦

14 76H 深鉢 ロ縁部 LR横回転？

14 76H 深鉢 ロ縁部 結節回転文

15 76H 深鉢 口縁部 板状施文具押し引きによる刻み 単絡1縦回転

16 76H 深鉢 ロ縁部 直前段より戻し？

＂ 
76H 深鉢 ロ縁部 単絡1横回転 単絡1回転 単絡6A横回転

18 76H 深鉢 ロ縁部 LR横回転

19 76H 深鉢 ロ縁部 LR横回転
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董物●号 ●●●暑 器種 部位 層位 a類部文咲 u唇部文様 区画帯 胴部文様 底部文咲 備考

20 76H 深鉢 ロ縁祝～胴部 LR慣回転

21 761! 深鉢 ロ縁部 LR横回転 内面指頭状庄痕

22 76H 深鉢 ロ縁部 単絡（木目状） 内面繊維抜け

23 76H 深鉢 ロ縁部 結節回転文

24 76H 深鉢 ロ縁部～胴部 結節回転文 LR慣回転

25 76H 深鉢 胴部 結節回転文 単絡IRL縦回転 内面ミガキ調整

26 76H 深鉢 ロ縁～胴部 沈線 繊維多し

27 76H 深鉢 朋部（隆帯） 結節回転文 隆帯上に沈線

28 76H 深鉢 眼部（隆帯） 薩帯上に矢羽状沈線

29 76H 深鉢 胴部 LR横回転 内面ミガキ調整

30 76H 深鉢 胴部 LR横回転 内面捌け目状調幣

31 76H 深鉢 胴部 LR横回転

32 76H 深鉢 桐部 LR横回転

33 76H 深鉢 朋部 LR墳回転

34 76H 深鉢 闘院～底郡付近 LR横回転 内面冽け目・見込み郎に傑化物付着

35 76H 深鉢 服部 LR項回転

36 76H 深鉢 胴部 LR噴回転

37 76H 深鉢 胴部 LR横回転 内面祝け目状調整

38 76H 深鉢 桐部 LR横回転

39 76H 深鉢 桐部 単絡IRL縦回転

40 76H 深鉢 胴部 単絡lRL縦回転"

42 76H 深鉢 胴部 単絡!LR縦回転

43 76H 深鉢 桐部 単絡!LR縦・斜め回転 繊維多し

44 76H 深鉢 桐部 単絡lRL縦回転

45 76H 深鉢 眼部 単絡IRL斜め回転

46 76H 深鉢 服部 単絡lRL縦回転

47 76H 深鉢 洞部 皐絡lL田霞→皐絡lLRl斜め 粘板岩片・繊維多量含む

48 76H 深鉢 阻部 単絡lRL縦回転 内面ミガキ調整

49 76H 深鉢 明部 単絡lRL斜め回転

51 76H 深鉢 胴部 ., 
52 76H 深鉢 底部 LR横回転 LR回転

53 76H 深鉢 底部 LR横回転

54 76H 深鉢 底部 LR横回転 •み圧痕

55 76H 深鉢 底部 LR慣回転

58 76H 深鉢 底部 編み物圧痕

59 76H 深鉢 底部 LR横回転 LR回転

60 76H 深鉢 底部 LR横回転 LR回転

60 76H 深鉢 底部 LR横回転 纏み鎗旺痕

61 76H 深鉢 底部 無文

62 76H ミニチュア土檻 底部 無文 底部上げ底

竃衝奮号 出土●檎 器種 部位 層位 u縁部 区面帯 胴部 侑考

1 318土 深鉢 ロ縁部 倒面圧痕(LRL)

2 318土 深鉢 口給郭 単軸絡条体6A種 側面庄痕 (R) 多軸絡条体

3 318七 深鉢 ロ縁部 側面庄痕(LR) 微隆帯刺突（埠状施文具）

4 :'.318土 深鉢 「l縁郎 側面圧痕（多軸絡条体） 側面庄痕（多軸絡条体）、刺突（竹管） 多軸絡条体

5 318土 深鉢 ロ縁部 口唇部外佛I・債l面圧痕(LR) 結束第1種（附加条）

6 318土 深鉢 ロ縁郭 側面庄痕 (R•L} 、 刺突 結束第1種（附加条）

7 318土 深鉢 朋部 LR 内面条痕

8 318土 深鉢 胴部 多軸絡条体

， 318土 深鉢 底部 LR 

10 318土 深鉢 底部 LR 底 部.LR

1l 318土 深鉢 底部 単軸絡条体IA種

I 319土 深鉢 ロ縁部 LR 

2 319土 深鉢 口縁部 側面圧痕(LR) 微隆帯：刺突 結束第1種(RL・LR)

3 319土 深鉢 ロ縁部 ナデ調整による無文帯 LR 櫨状口撮．内面炭化物付着

4 319土 深鉢 頚部 隆帯．刺突・沈線

5 319土 深鉢 頚部 側面圧痕(LRL) 微隆帯：刺突（半裁竹管状施文具） 結節回転文(R)、LR

6 319土 深鉢 底部 結節回転文(L)、LR

I 320土 深鉢 頚部～胴部 璽鵡層 結節回転文(R)、LR 隆帯：沈線（竹管状施文具） LR 

2 320士 深鉢 頚部～胴部 寛筏層 結節回転文(R)、LR 隆帯：沈線（竹管状施文具） LR 

I 322士 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R)

2 322土 深鉢 ロ縁部 結節回転文(L)

3 322土 深鉢 ロ縁部 ロ唇部：LI/、結節回転文(R)

4 322土 深鉢 口縁部 ロ唇部：RL、側面圧痕(R) 単軸絡条体第IA類

5 322土 深鉢 ロ縁部～底部 側面圧痕(L) 結束第1種(RL・LR) 単軸絡条体第IA類 小波状口縁(4単位）
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.... 出土竃• 器種 郎位 層位 ロ縁綿 区画帯 胴部 備考

I 323土 澱 ロ縁部 貫,..口唇綿：押圧（縄文原体蝙部）、結節回転文(R)、LR 直前段合撚

2 323士： 深鋒 ロ縁部 口饗部：LR、結節回転文(R)、LR

3 323土 深鉢 ロ縁 口唇部：LR、結節回転文、 LR

4 323士 課 ロ縁部 ロ唇部：押圧（鰭状施文具）.o段多条

5 323土 澤 ロ縁部 日暑部：LR、LR

6 323土 深綽 ロ縁部 側面圧痕'(LR)、LR

1 323土 深鉢 ロ縁部 口唇部：LR、LR

8 323士 深鉢 ロ縁部 偏iii圧痕(LR)、附加条

， 323士 深鉢 ロ縁部 下層 直前段合撼

10 323土 讚鉢 ロ縁部 単軸絡条体第1類 (R)

11 323土 濃 ロ縁部 単軸絡条体第1類 CR)

12 323士 深鉢 ロ縁部 附加条

13 323土 襟鉢 口縁部 単軸絡条体第1類(R}、側面圧痕(LR}

14 323土 深鉢 ロ縁部 単軸絡条体第1類(L)

15 323土 深鉢 ロ縁部 1128● LR 陽帯押圧（箆状施文具） LR 

16 323士 深鉢 ロ縁郷 LR 

17 323土 深鉢 ロ・・-鯛篇上半 結節回転文 隆帯：側面圧痕(L) 単輪絡え体第lA類

18 323士 深鉢 ロ縁部 ロ唇部：LR、側面圧痕(LR) 微隆帯：債面圧痕(LR) 結東第1種(RL•LR)

19 323土 深鉢 ロ縁部 璽震層 ロ唇部：LR、側面圧痕(L、 R•L) 微隆帯：刺突（棒状施文具） 結束第1種(RL•LR)

20 323士 深鉢 胴部上半 鵞 ll結節回転文(R) LR 

I 824土 深鉢 ロ縁部 ロ疇部：LR、結節回転文(R)、LR LR 

2 324土 深鉢 ロ縁部 口唇部：LR, 結節回転文(R)、LR LR 

3 324土 深鉢 ロ縁部 ロ唇部：押圧（縄文原体端部）、結節回転文(R)、LR

4 324土 礫鉢 ロ縁部 ロ唇部：LR、結節回転文(R)、LR

5 324土 深鉢 ロ縁輝 口唇部：LR. 結節回転文(R)、LR

6 324土 深鉢 ロ縁部・ 口唇部：押圧（覧状施文具）、結節回転文(R)

7 324土 深鉢 ロ縁部 口疇部．儒面圧痕(LR)、結節回転文(R)、LR

8 324土 深鉢 ロ縁郎 口唇部：RL, 結節回転文(R)

9 324士 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R)

JO 324士 深鉢 ロ縁部 口唇鄭：押圧（隻枯篇文具、縄文原体纏郎）、結鰤回転文(R)、口臼コ

11 324土 深鉢 口縁部 ロ唇部：指頭状押圧、結節回転文(R)、LR

12 324土 深鉢 ロ縁部 ロ零部：指頭状押圧、結節回転文(R)、LR LR 

13 324土 深鉢 ロ縁部 口唇部：LR, 結節回転文(R)、LR

14 324土 深鉢 口縁部 結節回転文(R) 隆帯（指頭状押圧） LR 

15 324土 深鉢 ロ縁部 口唇部：LR、結節回転文(R)、LR LR 内面：LR、補修孔

16 324土 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R) 結束第1種(RL•LR)

17 324士 探鉢 ロ縁部 ロ唇部：沈練、 LR、結節回転文(R)

18 324土 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R)

19 324土 深鉢 ロ縁部 結節回転文CR) LR 

20 324土 深鉢 ロ縁部 口層部：側面圧痕(R)、結節回転文(R)

21 324土 深鉢 胴部上半 口唇部：押圧（縄文原体靖部）、折返口縁：RL 結節回転紋(L)、RL

22 324土 深鉢 ロ縁部 口唇部：押圧（棒状施文具）、 LRL LRL 内面：条痕

23 324土 深紳 胴部上半 口唇部：刺突（箆状施文具）、 LR

24 324土 深鉢 口縁部 LR 

25 324土 醗鉢 ロ縁部 LR 

26 324土 探紳 口縁部 LR 

27 324土 深鉢 ロ縁部 LR 

28 324土 深鉢 ロ縁部 単軸絡条体(R)

29 324土 深鉢 ロ縁部 単軸絡条体第1種(R)

30 324土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(LRL)

31 324土 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R) LR 

32 324士 深鉢 口縁部 単軸絡条体第叫員

33 324士 深紳 ロ縁部 側面圧痕： (R) 側面圧痕： (R)、剌突（竹管状施文具） 結束第1種(RL・LR)

34 324土 深鉢 頚部 偏面圧痕(LR)、剌突（竹管状篇文具）

35 324土 深鋒 胴部上半 結節回転文(R) 隆帯：結節回転文(R) LR 

36 324土 礫鉢 胴部上半 結節回転文(R)、LR 隆帯：結節回転文(R) 結節回転文(R)、LR

37 324土 深鉢 II鶴下半～塵 LR 

38 324土 深鉢 胴部上半 隆帯：傭面圧痕(RL) LR 

39 324土 深鉢 ロ縁部～底部 ロ唇部：側面圧痕(R).側面圧痕（多軸絡条体） 微隆帯．剌突（劣戴竹管状施文具） 単輪絡条体第IA類、結束第1糧(RL・LR) 小披状口縁(4lll位）

” 324土 深鉢 胴部 LR 

41 324土 深鉢 胴部 直前段合撚

42 324士 1塑爛鑢 胴部～底部 LR 

43 324土 深鉢 11111下専～艦鄭 LR 

44 324土 深鉢 底部 LR 

45 324士 深鉢 底部 結節回転文(R)

46 324土 深鉢 鯛鰈下半～慮纏 LR、結節回転文(R)

- 324 -



－325－

遭＂薔号 出土董蠣 器種 部位 層位 ロ縁部 区画帯 桐部 備考

47 324士 深鉢 胴部下半～底部 結束第1種 (RL・LR)

48 324士 深鉢 底部 底面条痕

49 324士 -需_.,,底郎

l 325土 深鉢 ロ縁部 賽2311 口唇部LR、結節回転文(R)、LR LR 内面条痕

2 325士 深鉢 ロ緑部 上層 口唇部LR、結節回転文(RJ、LR LR 内面条痕

3 325± 深鉢 〇絨部 寛n層 口唇部側面圧痕 (LR)、結節回転文(R)、LR LR 

4 325士 深鉢 ロ縁部 上層 口唇部.LR,結節匝転文(R) LR 

5 325± 深鉢 口給部 口唇部LR、結節回転文(R)、LR

6 325士 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R)、LR

7 325土 深鉢 ロ縁部 聾2l層 口辱部.LR、結節回転文(R)、LR 小突起押EE(●文原体嶋郎）

8 325士 深鉢 ロ縁部 上層 口唇部刻目（棒状施文具）、結節回転文(R)、LR

9 325土 深鉢 ロ縁部 下層 口唇部刻目（捧状施文具）｀結節回転文 (R)、LR

10 325土 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、結節回転文(R)、LR

11 325土 深鉢 ロ縁部 繁23層 口唇部LR、結節回転文(R)

12 325上 深鉢 ロ縁部 上層 口唇部押圧（箆状施文具）、結節固転文(R)

13 325 t 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、結節回転文

14 325土 深鉢 ロ縁部 第23層 口唇部刻目（半赦竹管状施文具）、 LR

15 325七 深鉢 ロ縁部 u唇部LR,LR

16 :<25土 深鉢 ロ絨部 零,,.口唇部LR、LR

17 325土 深鉢 u縁部 鰐"層 LR 

18 325士 深鉢 ロ縁部 口唇部指頭状押圧、 LR

19 325士 深鉢 ロ縁部 意21層 LR 

20 325土 深鉢 ロ縁部 LR 

21 325土 深鉢 ロ禄部 聾2311LR LR 

22 CJ25土 深鉢 ロ縁部 結束第 1種(RL•LR)

23 325士 深鉢 ロ縁部 下層 結束第1種(RL・LR)

24 325士 深鉢 ロ縁部 笥23層 潅帯矢羽状沈線 単軸絡条体第IA類

25 325士 深鉢 [J縁部 口唇部LR、恨1111:il王痕

26 325七 深鉢 ロ縁部 第21層 口唇部LR、側面圧痕（多軸絡条体）

27 325土 深鉢 ロ縁部 鰐2l層 多軸絡条体 側面圧痕(RL)

28 325土 深鉢 ロ縁部 上層 口唇部LR、側面庄痕(LR) 結束第 1 種 (RL•LR)

29 325土 深鉢 ロ縁部 上層 側面圧痕(L)、刺突け睾状施文具） 結束第1種 (RL・LR)

30 325土 深鉢 ロ縁部 中層 口唇部LR,側面圧痕（単軸絡条体第1類），鵡1突（樟状施文真） ・轟庄員•鶴蝿贔髯冨；覇,. 劇高：亭●そ讐状II文鼻鳳杖綱t累 単軸絡条体第lA類

31 325土 深鉢 ロ緑部～底筋 口唇部RLR、{Ill]面圧痕(LR)、刺突（箆状施文具） 微隆帯刺突（箆状施文具） 頃軸絡条体第IA類 小波状口縁(4単位）

32 325土 深鉢 胴部下半～旺部 LR 

33 325七 深鉢 胴郭下半～底部 単軸絡条体第!A類

1 :326土 深鉢 ロ縁部 口菩部側面圧癌 (LR)、結束第］種

2 326土 深鉢 ロ縁部 結束第 1種 IRL•LR)

3 326土 深鉢 ロ縁部 LRヨコ

4 326士 深鉢 ロ縁部 結束第1積

5 326土 深鉢 ロ縁部 結束第1種(RL・LR) 側面庄痕(RL)

6 ~126土 深鉢 ロ縁部 LR 

7 :J26土 深鉢 ロ縁部 結束第1種 (RL•LR)

8 326士 深鉢 ロ縁部 結束第1種(RL・LR)

， 326士 深鉢 ロ縁部 口唇部側面圧痕(LR)、結束第1種(RL・LR) 側面圧痕(LR) 小波状口縁

10 326士 深鉢 ロ縁部 結束第 1 種 (RL•LR) 側面圧痕(RL)

11 326_t: 深鉢 ロ絵部 口唇部側面庄痕、側面圧痕

12 326士 深鉢 []縁部 側面圧痕(LR)

13 :326士 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(LR) 微隆帯刺突（竹状施又具） 多軸絡条体

14 326_七 深鉢 ロ緑部 側面圧痕(LR) 隆帯側面圧痕(LR)

15 '.J26土 深鉢 ロ縁部 側面1モ痕(LR) 隆裕側面圧痕(LR)

16 326土 深鉢 u紘乱 附加粂

17 326土 深鉢 ロ縁部 口唇部：側面圧痕(LR)、側面圧痕(LR)

18 320土 深鉢 口縁部 側面圧痕(LR)

19 326土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕

20 326土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(LR)、LR

21 326土 深鉢 口縁部 口唇部側面圧痕(LR)、側面圧痕(LR)、結節回転紋(L)

22 326士 深鉢 ロ縁部 側面圧痕

23 326士 深鉢 ロ縁部 ロ唇部.RL、側面圧痕(LR) 側面圧痕(LR) 馘輪絡条体第1類(Rl.結束第1種(RL・LRl 小波状口縁

24 326土 深鉢 ロ縁部 ロ唇部LR、側面圧痕(LR) 側面圧痕(LR} 単軸絡条体第1類 (R)

25 326上 深鉢 ロ縁部 口唇部.RL、側面圧痕(LR) 側面圧痕(LR) 単軸絡条体第1類 (R)

26 326土 深鉢 ロ縁部 口唇部・RL.側面圧痕(RL) 単軸絡条体第1類 (R)

27 326土 深鉢 ロ縁部 纏璽面 口唇部LR、側面圧痕(LR) 単軸絡条体第1類 (R)
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●螂書号 出土竃虜 器種 部位 層位 ロ縁部 区画苓 胴部 備考

28 326土 深鉢 ロ縁郭 側面圧痕（多軸絡条体） 偵l面圧痕（多軸絡条体） 多舶絡条体 小液状口縁

29 326士 深鉢 ロ縁部 口唇部・LR、側面圧痕(LR)、刺突（捧状施文具） 微隆帯刺突（捧状施文具） 単軸絡条体第IA類

30 326土 深鉢 ロ縁部 口唇部LRL、側面圧痕(RL・LR)、軸絡条体第5類 結束第1種(RL・LRL)

31 326士 深鉢 ロ緑部 口唇部LR、1111面圧痕(LR) 単軸絡条体第IA類

32 326土 深鉢 ロ縁部 側面庄痕(LR)、刺突（棒状施文具） 単軸絡条体第1類 (R)

33 326土 深鉢 n縁部 口唇部LR、側面庄痕(LR) 単軸絡条体第IA類

1 328士 深鉢 ロ縁部~!目部 絞位隆帯側面圧痕(LR)、側面圧痕（多軸絡条体〉 結節回転文(L) 結束第1種 (RL・LR)

2 328土 深鉢 ロ縁部～！目部 側面圧痕 IR)、押圧（縄文原体端部） 結節回転紋(R) 単軸絡条体第IA類 小突起

3 328士 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、LR、刺突（棒状施文具）

4 3"8土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕 側面圧痕 結束第 1種(RL•LR)

5 328士 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、111,1面圧痕(L)、RL

6 328± 深鉢 口縁部 側面庄痕、結笹回転文

l 330士 深鉢 ロ縁部 口唇部：LR、結節回転文(R)、LRヨコ

2 330土 深鉢 ロ縁部 口唇部.LR、側面庄痕(LR) 微隆帯刺突（棒状抱文具） 多軸絡条体、結節回転文(R)

3 330士 深鉢 ロ縁部 ロ唇部LR、側面圧痕(LR) 微隆帝刺突（棒状施文具） 単軸絡条体IA類、結節回転文(R)

4 3:JO土 深鉢 ロ縁部～胞院 側面圧痕(R) 微隆帯側面庄痕(R) 単軸絡条体第IA類

l 331± 深鉢 口級部 口唇部LR、結節回転文(R)

I 332土 深鉢 口縁部 LR 

2 332土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(LR)

1 333土 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、側面庄痕(RL・LR)、刺突（棒状施文具） 単軸絡条体第!A類

2 333士 深鉢 ロ縁部 口唇部刻目（棒状施文其）｀側面圧痕 (L),蔀I突（榛状施文貝） 微潅帝刺突（捧状施文具） 結束第1種 (RL・LR)、結節回転文(L)

3 333士 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、側面圧痕(R・L)、刺突（棒状施文具） 微隆帯側面圧痕(LR) 多軸絡条体

4 333士 深鉢 ロ縁部 測面圧痕(LR) 側面圧浪 (LR) 、微陽帯~,突（欅状蓮文具） 結束第1種(RL・LR.閉り0条l結節回転文(R)

5 333土 深鉢 ロ縁部 ロ唇部刻目（棒状施文具）、側面圧痕 (LR) 微隆苓刺突（棒状施文具） 結束第l種(RL-LR}、単軸絡条体第1種(R}

6 333士 深鉢 ロ縁部 側面圧痕{RL・単軸絡条体第6類） 微隆帯刺突（棒状施文具） 結束第 1種 (RL•LR)

7 333士 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、側面圧痕(R) 孫隆苓刺突（棒状施文具） 結束第1種 (LR・附加条）

8 333土 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、側面圧痕(RJ 微隆帯刺突（埠状庖文具） 結束第1種(LR・附加条）

， 333土 深鉢 ロ緑邸～底部 口唇部LR、側面圧痕(R,L、LR) 微嗜帯刺突（捧状鹿文具） 結束第1種 (RL・LR)、結節回転文(R) 小波状口縁

10 333土 深鉢 IIIIP,1上半へ順罰下半 結束第1種 (RL・LR)

l 334士 深鉢 ロ縁部 LR 

2 334土 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R)、LR

1 335.t 深鉢 底部 多軸絡条体(R)

2 335土 ,,,, 讚鉢 胴部下半～底郎 結束第1種 (LR・LR)

l 339士 深鉢 口縁部 L層 ロ唇部LR、側面庄痕(R) 内面指頭状庄痕

2 339士 深鉢 ロ縁部 下層 口唇部LR、結節回転文(R)、LR

' 339士 深鉢 ロ縁郭 上層 結節回転文(R)、LR

4 339士 深鉢 ロ縁部 ロ唇部LR、'結節回転文(R)

5 339土 深鉢 口縁部 上層 口唇部側面圧痕(R)、側面圧痕(R) 内面指頭状庄痕

6 339士 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R) LR 

7 339士 深鉢 口舷部 口唇部LR、結節回転文(R) 内面LR

8 339士 深鉢 口縁部 下層 口唇部LR、'結節回転文(R)

9 339士 深鉢 ロ縁部 上層 LR 

10 339士 深鉢 ロ縁部 LR 

11 339土 深鉢 ロ縁部 結節回転文(L) 波状口縁

12 339土 小甕瀬鋒 ロ縁部 上層 横位沈線

13 339土 深鉢 ロ縁部 LR 

14 339土 深鉢 ロ縁部 下層 側面圧痕 (RL•LR) 単軸絡条体第IA類

15 339士 深鉢 ロ縁部 下層 側面庄痕 (R) 微隆帯側面圧痕(R) 単軸絡条体第!A類

16 339±.: 深鉢 ロ縁部 側面圧痕 (RL) 単軸絡条体第lA類

17 339土 深鉢 口舷部 LR 

18 339士 深鉢 ロ縁部 下層 い唇部RL、側面圧痕(LR) 結束第1種(RL・LR)

19 339土 深鉢 日縁部 日唇部LR、側面1玉痕(LR) 附加条

20 339土 深鉢 ロ縁部 上層 側面圧痕(L)、結束第1種(RL•LR)

21 339土 深鉢 ロ縁椰～馴欝上半 上層 側面圧痕(RL•R) 結東第2種（附加条）

22 339士 深鉢 ロ縁部 口唇部・刻目（箆状施文具）、側面圧痕(LR) 門聞：彙謳（糞エ具｝鎗土：●●曇

23 339土 深鉢 ロ縁部 口唇部.RL、側面圧痕(R)、結節回転文(R) 微隆帯：刺突｛棒状工具）、側面圧痕{R) 結束第1種（附加条）

24 339土 深鉢 ロ縁部 口唇部.LR、側面圧痕（多軸絡条体） 微陽帯：刺突（半戴竹管状施文具） 多軸絡条体

25 339士 深鉢 口縁部 口唇部：側面圧痕(LR)、側面圧痕(LR)

26 339土 深鉢 ロ縁部 上層 単軸絡条体第6A類 側面圧痕(L) 結束第 1種(RL•LR)

27 339士 深鉢 ロ縁部 下層 口唇部・L凡側面圧痕(LR) 結束第2種(RL・LR)

28 339士 深鉢 ロ縁部 下層 口唇部LR、側面圧痕（単軸絡条体第5類）、刺突（棒状篇文具）

29 339土 深鉢 ロ縁部 ロ唇部：LR、側面圧痕(R) 微綸帯：刺突（棒状lli文具）、結節回転文(R) 結束第1種（附加条） 30と同一個体

30 339土 深鉢 口●鶴～鯛罷上半 下層 口唇部：LR、側面圧痕(R) 徽隆帯・剌突（棒状篇文具）、結節回転文(R) 結束第1種（附加条） 29 

31 339土 深鉢 ロ縁鶴～厠欝上亭 上層 口唇部：LR、側面圧痕(R) 結束第1種(RL•LR)

1 340土 深鉢 ロ縁部 口唇部：LR, 結節回転文(R)、LRヨコ LR 
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．．．． 出土” 醤 部 層位 ロ縁部 区画帯 胴部 傭考

2 S40士 課 口縁部 結節回転文(R)

3 340土 深鉢 ロ縁部 上層 ロ唇部：偏面圧痕(LR)、LR

4 340士 礫 口縁部 結節回転文(R)、LR

5 340土 襟鉢 口縁部 側面圧痕(LR)

6 340士 深鉢 口縁部 上層 偏面圧痕(LR) 微隆帯：押圧（縄文原体嬉部） 単軸絡条体第1類(R)

7 340.:I: 礫 口縁部 傭面圧痕(LR)

8 340土 深鉢 口縁部 結東第1糧(RL•LR)

， 340士 深鉢 ロ縁部 ロ響部：側面圧痕 (LR)、結東第1種(RL•LR) 結束第1種(RL•LR)

10 340土 澤鉢 口縁部 上層 ロ唇部：RL, 傭面圧痕(RL) 懺隆帯：側面圧痕(RL•LR) 単軸絡条体第1A類

11 340土 深 口縁部 ロ唇部：L凡働面圧蓬(LR) 懺隆帯：刺突（棒状施文具） 結東第1種(RL•LR)

12 340士 蝶鉢 口縁部 上層 口唇部：LR.I爾面圧痕（多軸絡条体） 徽隆帯側面圧痕（多軸絡え体） 結節回転文(R)、単軸絡条体第1類(Ri

13 340土 深紳 ロ縁部 欝13暑 ロ唇部：L凡欄面圧痕(LR) 結束第1種（附加条）

14 340土 深鉢 ロ縁部 上層 側面圧痕(LR) 微隆帯：刺突（半畿竹管状籍文具） 結東第1種(RL•LR)

15 340土 深 口縁部 上層 側面圧痕 (R•L)

16 340士 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(RL•LR) 微隆帯：押圧（縄文原体端部） 結節回転(R)

17 340士 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(R) 檬隆帯：刺突（劣畿竹管状施文具） LR 

18 340士 深鉢 口縁部 側面圧痕：単軸絡条体第1種(LR) 微隆帯．剌突（棒状施文具） 附加条

19 340土 深鉢 ll縁部 賣'"'口唇郎：側面圧痕 (LR)、結束第1種(RL•RL) 突起

20 340土 深鉢 口縁瑯 働面圧痕(LR) 結束纂1種(RL•LR)

21 340土 深鉢 口縁部 上層 ロ疇麟：綱賽（棒枡鰤"'具）．働ililf痛（多輪纏彙体）．瓢賽（欅サ鳥'"'具）

22 340土 深鉢 口艤鵬鯛囀...a,a,. ボタン状貼付、並行沈練、刺突（半戴竹管状筆文具） 並行沈線、ボタン状貼付 賓鑑u:•鉱>.ita,2*1111疇童文

23 340土 深鉢 ロ縁郷～底部 ロ唇部：L凡側面圧痕(R} 徽隆帯：刺突（竹管状施文具） 単軸絡条体第lA類 小被状口縁(5単位）

I 341士 深紳 ロ縁部 中層 口唇部：LR、結節回転文(R) 内面：LR 

2 341土 深鉢 ロ縁部 ロ唇部：LR、結節回転文(R)、LR

3 341土 深鉢 ロ縁部 中層 ロ疇部：LR.. 結節回転文(R)、LR

4 341土 深鉢 ロ縁部 上層 ロ唇部：LR、結節回転文(R)、LR

5 341土 深鉢 ロ縁部 ロ唇部：刻目（箆状施文具）、結節回転文(R)、LR

6 341土 深鉢 口縁部 口唇部・刻目（劣徽竹管状施文具）．結節回転文(R)、LR LR 

7 341土 深鉢 ロ縁部 中層 結節回転文(R) 17•!8と同一錮体

8 341土 深鋒 口縁部 中層 LR 

， 341土 環 ロ縁部 中層 LR 

10 341土 耀鉢 口縁郎 上 側面圧痕(LR)

II 341土 深鉢 口縁部 結節回転文(RJ

12 341土 深鉢 口縁部 上層 ロ唇部：LR 

13 341士 深鉢 ロ縁部 LR 

14 341土 深鉢 口縁郎 ロ唇部：LR、LR LR 

15 341土 深鉢 ロ縁部 中層 口唇部：LR、結節回転文(R)、LR

16 341土 深鉢 口縁部 上層 側面圧痕(LR)

17 341土 深鉢 口縁部 ロ唇部：結節回転文(R)、結節回転文(R) 7•18と同一個体

18 341土 深鉢 ロ縁郎 ロ唇部：結節回転文{R)、'結節回転文{R) 7•17と同一個体

19 341土 深紳 ロ縁郭 結節回転文(R)

20 341士 深 ロ縁部 上層 側面圧痕（多軸絡条体）

22 341土 深鉢 ロ縁部 底面 口唇部：LR、側面圧痕(LR) 微隆帯：側面圧痕(LR) 単軸絡条体第lA類

23 341土 深鉢 ロ縁部 口唇部.LR、傭面圧痕 (RL•LR) 微隆帯 単軸絡条体第IA類

24 341土 深鉢 口縁部 ロ唇部：RL、傭面圧痕(LR) 撮隆帯：側面圧痕(LR) 単軸絡粂体第IA類 赤色顔料塾布

25 341土 深鉢 ロ●戴・戴上亭 ロ唇部：LR、傭面圧痕(LR) 隆帯；刺突（棒状施文具） 単軸絡条体第lA類、結節回転文(L)、ru, 有孔

26 341土 深鉢 ロ縁郎 上層 側面圧痕(R) 微隆帯：押圧（縄文原体端部） 単軸絡条体第IA類

27 341土 深鉢 口縁部 上層 側面圧痕(R) 微隆帯：刺突（棒状施文具〉 単軸絡条体第!A類

28 341土 深鉢 ロ縁部 中層 口唇部：LR、饗面圧痕{LR) 結東第1種（附加条）

29 341土 深鉢 口縁部 結東第1種(RL•LR) 単軸絡条体第1A類

30 341土 深鉢 ロ縁部 中層 ロ屠部：LR. 側面圧痕(L)、刺突（棒状篇文具） 結東第1種(RL•LR)

31 341土 渫鉢 ロ縁部 ロ唇部：働面圧痕(R•L) 、側面圧痕(R•L) 隆帯：刺突（多戴竹管状施文具） RL 

32 341士 深紳 ロ縁部 ロ唇部：L凡側面圧痕(LR) 微隆帯：剌突（棒状篇文具） 結束第1種（附加条）

33 341土 深鉢 胴綿 単軸絡条体第IA類、 LR

34 341士 深 ロ縁部 下層 単軸絡条体第6A類 単軸絡条体第1類(L) 単軸絡条体第IA類

35 341土 探鉢 ロ縁部 単軸絡条体第1類(R) 側ilii圧痕(R)、刺突（竹管状施文具）

36 341土 深鉢 口縁部 口唇部：LR. illlililE痕単輪繕粂体鴛1瓢(R)、縮鰤回転文(R) 微隆帯：剌突（棒状施文具） 結束第1種(RL•LR)

37 341土 深鉢 日縁部 中層 ロ唇部： L凡結東第1糧(RL•LR) 織l!l!II,結東欝l糧(RL・LRl、肩突（棒状工具） 多軸絡条体

38 341土 深鉢 ロ縁郎 中層 ロ唇部：RL、結束第1種(RL•LR)

39 341土 深鉢 口縁部 中層 ロ唇部：側面圧痕（多軸絡条体).側面圧痕（多軸絡条体） 鶴鴫●：■iii庄痕（多輪繕条体）．載（鶴蒙重文具） 多軸絡条体

40 341土 深鉢 ロ縁部 上層 口唇部；側面圧痕（多軸絡条体）、側面圧痕（多軸繕条体） 徽隆帯：側面圧痕（多軸絡条体） 多軸絡条体

“ 
341士 深鉢 口縁部 口饗部：側面圧痕(R•L) 、側面圧痕 (R•L) 多軸絡条体

42 341土 深鉢 ロ縁蒻～底部 口唇部：L、側面圧痕(L) 微隆帯刺突（竹管状施文具） LR、単軸絡条体第IA類 小披状口縁(4単位）

43 341土 深鉢 ロ縁部～底蔀 口唇部：RL、側面圧痕（多軸絡条体）、結節回転文(R) 微隆帯：剌突（棒状施文具） 結束第1種(RL•LR)
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44 341土 深鉢 口縁部～底郭 ロ唇部LR、{ill[面／王痰 (L) 微隆帯刺突（竹管状庖文具） 糖車攣l糧(LRしい鑢賣回転文/LI,皐輪縁彙体賽!A. 小波状口縁(4単位）

45 :341士 深鉢 ロ縁師～底部 口唇部LR、{Jlljffij庄痕（多軸絡条体） 壽隕帯繹l突{'f-●竹警状蒐文具）、鋼面圧痕(LRl 単軸絡条体第IA類

341土

I 344土 深鉢 n縁部 側面圧痕(LR}_結束第1種(RL・LR)

2 344土 深鉢 ロ絃部 結束第1種(RL・LR)、結節回転文(L)

3 344土 深鉢 口縁部 LR LR 

I 345土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(R)

2 345土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕

3 345土 深鉢 ロ縁郭 側面庄痕 (RL)

4 345土 深鉢 胴部下'¥--底邪 単軸絡条体第1類(R)

I 348土 深鉢 ロ縁部 ロ唇部LR、側面圧痕(LR)、LR 7と同一個体

2 348土 深鉢 ロ縁部 ロ唇部LR、結節回転文(R)、LR LR 

3 348土 深鉢 ロ縁部 下層 結節回転文IR)

4 348土 深鉢 ロ縁部 口唇部LR.結節回転文(R)、LR

5 348土 深鉢 臼縁部 口君部LR、結節回転文(R)、LR

6 348土 深鉢 目縁部 結節回転文(R)、LR

7 348土 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、側面圧痕(LR)、LR 1と同一個体

8 348士 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R)

， 348士 深鉢 ロ縁部 ロ菩部LR、結節回転文(R)、LR

10 348土 深鉢 ロ縁部 下層 結節回転文(R) 薩苓指頭状押庄 LR 25•29と同一個体

ll 348七 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R) LR 

12 348土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(RLR) RLR 13と同一個体

13 348土 深鉢 ロ縁部 側面庄痕(RLR) RLR 12と同一個体

H 348土 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、結節回転文(R)

15 348士 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、結節回転文IR)、LR

16 348士 深鉢 ロ縁部 口唇部LR、結節回転文IR)、LR LR 

17 348土 深鉢 ロ縁部 ロ菩郭 LR、結節回転文IR)、LR

18 348土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(LR)、LR

19 348士 深鉢 ロ縁部 LR 

20 348士 深鉢 ロ縁部 口唇部指頭状押圧、結節回転文(R)、LR

21 348土 深鉢 ロ縁部 ロ唇郭押庄（縄文原体端部）、結節回転文(R)

22 348士 深鉢 ロ縁部 LR 

23 348士 深鉢 ロ縁部 LR 

24 :J48土 深鉢 ロ縁部 L 

25 348土 深鉢 ロ●罰～鯛罰上半 下層 結節回転文(R) 隆帯指頭状押圧 LR 10•29と同一個体

26 348土 深鉢 ロ縁郷_隕郭上半 下層 結節回転文(R) 隆帯指頭状押庄 LR 

27 :348士 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R)

27 348土 深鉢 ロ縁部 結節回転(R)

28 348土 深鉢 "舷部 結節回転文 (R) LR 

29 348士 深鉢 目縁部 下層 結節回転文(R) 陰帯指頭状押庄 10・25と同一個体

:lO 348土 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R) 隆帯側面庄痕(LR)、指頭状押圧 多軸絡条体 31と同一個体

31 348土 深鉢 胴部上半 結節回転文(R) 隆帯側OOLモ痕(LR)、指頭状押圧 多軸絡条体 30と同一個体

32 348士 深鉢 ロ縁部 LR 隆帯 LR 

33 348士 深鉢 ロ縁部～阻部 下層 口唇部刺突（半蝕竹管状施文具）、側面圧痕(LR) 恩寄押庄（縄文原体靖部）葬1突（竹管状施文具） 多軸絡条体

34 348土 深鉢 ロ縁部～底部 結節回転文(R)、LR {illj面圧痕(R) 単紬絡条体第1類(R)

35 348土 深鉢 ロ緑部 LR LR 

36 348土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(LR) 単紬絡条体第!A類

:37 348土 深鉢 胴部 多軸絡条体

I .349土 深鉢 口●飩～麟郎下キ 側面圧痕(L)、結節回転文(R) 粘束第 1 種 (RL•LR) 、結節回転文 (R)

2 349七 深鉢 ロ縁部～阻部 側面圧痕(LR) 多軸絡条体

3 349土 深鉢 胴部下半～底部 結束第1種(RL・LR)

4 349土 深鉢 は縁部~Jll部 目唇部LR、偏面圧浪(R) 結束第1種(R•LR)

5 349土 深鉢 ロ縁部～底部 側面圧痕(LR) 結束第1種(RL•LR)

6 349土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕：結束第1種 (RL•LR) 結束第1種 (RL•LR) 結束第1種(RL•LR)

7 349土 深鉢 口縁部 側面圧痕(RL)

8 349士 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(RL)

， 349土 深鉢 ロ縁部 単軸絡条体第6A類 側面圧痕：結束第1種(RL・LR) 単軸絡条体第lA類

I 361土 深鉢 ロ縁部 結節回転文(R) 隆帯（剥落） LR 

2 361土 深鉢 ロ縁部 LR、側面圧痕(R) 微隆帯・刺突（竹管状施文具） 結束第1種（附加条）

I 362士 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(RL)、円形刺突（棒状施文具） 微隕帯：刺突（棒状施文具） 結節回転文、結束第1種{RL•LR)

2 362士 深鉢 口縁部 側面圧痕(RL).円形刺突（棒状施文具） 微隆帯：剌突（棒状施文具） 結節回転文、結束第1種(RL・LR)

3 362土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(RL)、円形刺突（棒状施文具） 微隆帯：刺突（棒状施文具） 結節回転文、結束第1種 (RL•LR)

I 363士 深鉢 ロ縁部～底部 側面圧痕：単軸絡条体第5類 結束第1種（附加条）

2 363土 深鉢 ロ縁部 口唇部・押圧（半戴竹管状施文具）、結節回転文(R)、LR 小波状口縁
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3 363士 深鉢 ロ縁部 口唇部押圧（縄文原体端部）、結節回転文(R)

4 363士 深鉢 ロ縁部 口唇部LR,結節回転文(R)、LR 内面LR

5 363土 深鉢 ロ縁邪 結節回転文(R)、LR

6 363土 深鉢 ロ縁部 ロ辱部LR、結束第1種(RL・LR)、側面圧痕(LR)

7 363士 深鉢 ロ縁部 口唇部RL、側面圧痕(R)、刺突（竹管状施文具）

8 363士 深鉢 ロ縁部 ロ縁部内面隆帯貼付

， 363土 深鉢 ロ縁部～底部 ロ唇部刻目（樟状施文具）、側面圧痕(LR) 俳l面圧痕IRL) 結束第1種（附加条）

I 365土 深鉢 n縁部 結節回転文(R)、LR

2 :J65土 深鉢 ロ縁郎～鯛醗下半 結束第1種(RL・LR) 隆帯側面圧痕（単軸絡条体第1類） 結節回転文(R)、第1種〈RL・LR)

I 366土 深鉢 ロ縁罰～鯛郭下半 側面圧痕(R) 隆帯，刺突（棒状施文具） 結束第1 種 (RL•LR) 、結節回転文 (L) 波状口縁(4単位）

2 366七 深鉢 ロ縁部 下層 口唇部.LR、結節回転(R)、LR 内面LR

3 366士 深鉢 ロ縁部 側面圧痕(LR)

3 366士 深鉢 ロ縁部 下層 佃l面圧痕(RL) 9 ・ ll•l3•l7と同一個体

4 366士 深鉢 ロ縁部 測面圧痕結束第1種 (HL・LH) 微隆帯側面圧痕（結束第1種RL・LR) 結束第1種(RL・LR)

5 366土 深鉢 ロ縁部 債iI 面庄痕 (RL•LR)

6 366土 深鉢 口紘部 側面庄項 (LR)

7 366士 深鉢 口縁部 側面圧痕 (LR)

8 366土 深鉢 ロ緑部 側面庄痕(RL・LR)

， 366土 深鉢 ロ縁郊-Iii郭上半 ト層 側面圧痕（単軸絡条体第1類） 隆帯側面圧痕（単軸絡条体第］類） LR 3-ll 13-17と同一偉体

IO 366土 深鉢 ロ縁部 側面圧痕 (LR)

ll 366土 深鉢 ロ緑部 f層 側面圧痕（単軸絡条体第1類） :1-9・13・17と同一個体

12 366士 深鉢 口紘部 ロ唇部側面圧痕IRL)、11!1面圧痕(RL)

13 366士 深鉢 口縁部 下層 側面圧痕（単軸絡条体第1類） 3・9・II・17と同一個体

14 366土 深鉢 ロ縁部 中層 結束第1種(RL・LR)、側面庄痕(R)

16 366士 深鉢 ロ縁部 側面圧痕 (LR)

17 366士 深鉢 桐部上半 下層 側面圧痕（単軸絡条体第1類） 隆帯側面圧痕(ljl軸絡条体第1類） LR .3 9・11・13と同一個体

18 366土 深鉢 ロ縁部～底部 結節回転文 (R) 、結束第 1 種 (RL•LR) 結笹回転文IR)、結束第1種(RL・LR)

19 366 t-. 深鉢 ロ縁部～底部 結束第1種(RL・LR) 側面圧痕 (R) 結束第1種(RL・LR)

20 366土 深鉢 ロ縁部～底部 結束第1種(RL・LR) 結束第1種(RL・LR)

21 366士 深鉢 桐部下半～底飩 結束第1 種 (RL•LR)

12 366土 深鉢 ロ縁部 下層 No.3 7 ll l6と同一悟体

13 366土 深鉢 ロ縁部 恨11面圧痕 (LR)

14 366土 深鉢 ロ縁部 下層 口唇部：LR、結節回転(R)、LR3コ 内 面LR

15 366土 深鉢 口縁部 側面圧痕 (LR)

]6 366士 深鉢 口鼻鰐~・1111鰐上半 下層 側面庄痕（単軸絡条体第1類） 隆帯側面圧痕（単軸絡条体第1類） LR ふ3・7・1112と同一涵体

18 366土 深鉢 ロ緑部～底部 結節回転文(R)、結束第1種 (RL・LR) 結節匝転文(R)、結束第1種(RL・LR)

19 366土 深鉢 ロ縁部～底部 結束第1種 (RL・LR) 側面圧般(R) 結束第 1種 (RL•LR)

20 366土 深鉢 ロ縁部～底部

21 :J66土 深鉢 胴笞下半～底部

I 367土 深鉢 ロ縁部 口唇部 RLR、側面圧痕 (LR)、RLR印

2 367七 探鉢 ロ縁部 口唇部 LR、側面圧痕 (LR) 側面圧痕（単軸絡条体第 !A類） 単軸絡条体第 !A類

I 368士 探鉢 ロ縁部 側面圧痕 (LR)

2 368土 深鉢 [J縁部 口唇部 .RL、OO面圧痕 (L) 微隆帯側面圧痕（単軸絡条体第5類） 結束第 1種 (RL・LR)

l 369土 探鉢 ロ縁部 側面圧痕 (LR) 微隆帯側面圧痕 (RL)

2 369士 探鉢 ロ縁都～底郵 側面圧痕 (RL) 結束第 1種 (RL・LR)

3 369士 探鉢 ロ縁部～広部 1111面圧痕 (LR) 側面圧痕結束第 1種 (RL LR) 結束第 1種 (RL・LR) 波状日縁 (4単位）

4 369土 探鉢 胴郎L名～庄郎 結束第 1種 (RL・LR)

5 369土 深鉢 口蠍置～胴帳下半 側面圧痕 (R) OO面圧痕 (R) 結束第 1 種 (RL•LR)

6 369土： 探鉢 ロ縁部 側面圧痕 (LR) 結束第 1種 (RL・LR)

I 370七 探鉢 ロ縁部 結束第 1種 (RL・LR)

I 374土 探鉢 ロ縁部 結節回転文 (R)

2 374土 操鉢 ロ縁部 口唇部：指頃状押圧、しR LR  

3 374士 鉢 ロ縁部 併行沈練 LR  内直襴•象e鯛綱璽

I 376土 慄鉢 ロ縁部 口唇部：押圧（箆状篇文具）、結鰤回転文 (R)、LR LR  

2 376土 慄鉢 ロ縁部 結節回転文 (R)

3 376土 慄鉢 ロ縁部 沈線文

4 376土 探鉢 ロ縁部 口唇部： LR、結節回転文 (R)、LR

5 376土 探鉢 ロ縁部 結節回転文 (R)、LR

8 376土 慄鉢 ロ縁f111 結節回転文 (R)

7 376士 裸鉢 ロ縁部 口唇部：押圧（筐状篇文具）、結節回転文 (L)、RL、 内面：条痕

8 376土 慄鉢 ロ縁部 口唇部：押lE(棒状篤文具）、沈線、 LR LR  内面：条痕

， 376土 涜鉢 口縁部 LR  

10 376士 探鉢 ロ縁部 単軸絡条体第 1棗
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II 376士 礫鉢 ロ縁椰～塵瓢 偏iii圧震 (LR、多輪畠条体） 鑽朧帯：剌突（棒状崖文具） 結東傭 1 重 (RL• LR) 

12 376土 澱鉢 ロ縁螂 口唇慕： LR、鱒面圧痕（附加条） 結東第 1種 (RL・LR) 13と同一鋼体

12 376土 諏鎗 口縁部 口唇奉： LR、傭爾圧震 結東第1種 (RL・LR)

13 376土 澱鉢 ロ量鬱～肩・上皐 口唇部： LR、傭繭IE痕（附加条） 結東第1纏 (RL・LR) 12と同一偏体

14 376士 諏鋒 ロ縁部 口唇鄭： RL、側面圧痕 (LR) 微隆帯 結東第 1纏 (R・LR) 15• 17と同一鋼体

15 376士 諏鉢 ロ縁郵 口唇郵： LR、鐸ilii!E薦 (LR) 織塵帯 14・17と同一鋼体

16 376土 諏鉢 ロ縁椰 働lli圧震 (R・L) 鑽隆帯：刺突（檸状篇文具）

17 376土 慄鉢 ロ縁部 口唇郎： LR、側面圧痕 (LR) 鑽隆帯 LR 14・15同一鯛体

18 376土 諏鉢 ll縁部 口唇郷： R、側爾圧震 (R) 諏隆帯：刺突（棒状施文具） RL、結箇回転文 (R)

19 376土 衰鉢 ロ縁螂 口暑孤： JII加条｀働面圧痕 (L) 鑽饂帯：鋼面圧痕 (L) 綸•属伽文 CR) 、鎗車錆 1 ● CRL・LRJ 

20 376土 澱鉢 口縁鄭 口響鬱： LR、傭繭圧震 (R・Ll、肩受°'状●文具）

21 376土 擬鉢 胴部 単輪絡条体第6瓢

訟 376土 澱鉢 ロ縁部 口唇郵： L、単軸絡条体第5順 単軸絡条体第 IA震

ZS 376土 ill!鉢 口●● 鯛纏上旱 口唇1111:LR、鋼面圧震 (L) 微隆帯：刺突（棒状崖文具） 結東第1種 (RL・LR)

Z4 376土 礫鉢 ロ縁瑯 口唇繹： RL、鱒面圧痕 (LR) 結束第 1 糧 (RL• LR) 

Z6 376土 豪鉢 ロ縁部 結東第 1種 (RL・LR)

％ 376土 ill'鉢 ロ縁部 結東第1糧 (RL・LR)

Z7 376土 薇鉢 ロ縁部 並行沈艤文 並行沈糠文、鱚繭状沈艤文 羹屯匹a亭躙疇纏文

1 378土 澱鉢 ロ縁部 口唇部： LR、結節回転文 (R)

z 378土 呻 ロ縁郷 口唇郵：押圧（欅状亀文具）、結鰤回飯文 (R)、LR

3 378土 澱 ロ縁椰 鱒面圧痕 (LR) LR 

4 378土 課 ロ縁鄭 LR 

5 378土 豪鉢 ロ縁部 LR 

6 378土 澱鉢 ロ縁部 口響鶴：縄文回艦文 (Rl、lll!lllf冑 (Rl、刺賽 0騎り位紀鼠）

7 378土 凍鉢 ロ縁部 LR 側面圧痕 (R) 単軸絡条体第 1震 (R)

8 378土 澱鉢 ロ縁部 口唇郵： LR、傭面圧痕 CR・Ll、結東纂1糧 (RL・LR)

I , 379土 薇鉢 口縁睾～塵鶴 口唇瑯： LR、側面圧痕 (LR) 側面圧震 (LR) 鯖鰤回鮨文 (RJ、鎗東錆1糧 (RL・LR) 小懺状口縁 (4単位）

2 379士 課鉢 嗣憾下半～崖襲 単軸絡条体纂 1鯛 (R)

3 379土 、1頂霞欝 胴響下旱～塵纏 結東第1重 (RL・LR)

4 379土 慄鉢 ロ縁部 結東錆 1 種 (RL• LR) 

5 379土 豪鉢 ロ縁部 鱚面圧痕 (R)

I 380土 礫鉢 ロ縁部 上 口唇綿： LR、LR、横位沈織 LR 内面：条痕

2 380土 裏鉢 ロ縁螂 上層 鋼園圧痕 (LR). 戴隆帯：刺突（多戴竹管状篇文具） 鱚東欝1●(RL・LR)、攣輪鵬彙俸鱚IA貫 12と同一鯛体

3 380土 課鉢 口縁部 口唇募： LR、側面圧痕（単輪絡条体篤lA震） ... , 鍼賣嶋重＂曾蒙纏寛具 J'轟戴艶・償嶋..彙•いl_, 単軸絡条体第 IAIII

4 380土 揮鉢 口縁部 上層 偏面圧痕 (LR) 微朧帯：剌突（棒状施文具） 単軸鳥条体第lA順 1と同一個体

5 380土 礫鉢 ロ●● 胃●上阜 上層 傭面圧痕 (LR) 徽隆帯：剌突（緯状籠文具） 単軸絡条体錆 IA鋼 4と同一値体

6 380士 慄鉢 ロ縁部 上層 口唇親：側面圧痕 (R)、鯛面圧痕 (LR) 微隆帯：剌突（劣畿竹管状篇文具） 単軸絡条体第 IA順

7 380士 澱鉢 ロ縁部 上 口唇/Ill:LR、傭面圧痕 (R・LR) 微饉帯 結東第 1種 (RL・LR)

8 380土 裸鉢 口縁部 上層 側面圧痕 (I,)、刺突（棒状篇文具） 傭（皐..彙停.,景．綸重•1 ● (RL• LR) 
， 380土 課鉢 ロ縁部 中層 口響1111:LR、鱒園圧痕 (LR)、結東纂1● CRL・LR) 

10 380土 澱鉢 ロ縁部 上層 側面圧痕 (L) 微朧帯：剌突（半戴竹管状薦文具） 結東第1糧 (RL・LR)

11 380土 澱鉢 ロ縁部 側面EE痕 (LR) 結束第 1種 (RL・LR)

13 380土 課鉢 ロ●● 肩纏上半 上層 口暑響： RL,.ili圧 (j輪纏東体）、鶴賽（半亀竹讐U篇文具） .. 響：•賣（一·鯛賽（奮afJ管慎亀賣具） 多軸畠条体

14 380土 課鉢 ロ縁部 上層 LR 

15 380土 ill!鉢 口縁椰～慶鬱 結東第1種 (RL・LR) ... , llll!EII (鴨...纏直J.一庫•ヽ鴫1111 鎗宣篇1糧CRL・LRl、結1111!!1転文 CRJ

18 380土 課鉢 ロ縁部 中層 傭lliEE痕 (LR)、 鑽帯：刺突（多戴竹管状篇文具） 結東算1糧(RL・LR)、単輪絡条体第IA蠣 2と同一値体

16 380土 濠鉢 ロ縁藻～崖鶴 傭面圧痕：結東纂1種 (RI.・I.R) 結東第 1種 (RL・LR)

17 380土 澤鉢 ロ縁藁～塵親 口唇睾： LR、側面圧痕：結東第 1 糧 (RL• LR) 結東第 1種 (RL・LR) 小懺状口縁 (4単位）

18 380土 澱鉢 ロ縁郵～底鬱 側面圧痕：結束第1種 (RL・LR) 結東第1種 (RL・LR)

19 380土 澱鉢 ロN-11麟下半 側iiilE痕 (LR) 結束霞1種 (LR・LR) 小董状口縁 (4単位）

zo 380土 慄鉢 口量螂～崖 ・ ロ唇部： RL・LR、側面圧震 (RL・LR) 傭爾圧讀 (RL・LR)、綱賓（欅篇文具） 単軸絡条体第 !A贖 小讀口縁 (4皐位）

21 380土 澱鉢 ”下半～竃鬱 単軸絡粂体第 lAIII

訟 380土 澱鉢 ”下半～慶纏 単輪編集体纂 IA蠣｀結箇回輯文 (R)

I 387土 澱鉢 ロ縁部 鱒面圧痕 (LR)

z 387土 賽鉢 ロ縁部 傭面圧痕 (R)

3 387土 澱鉢 ロ縁部 ロ暑..LR.■■ 圧a(LR)• 麟重霧1●(RL•LR), 劇賽 UNりにに具） 結東第 1種 (RL・LR) 小讀状口縁、有孔

4 387土 澤鉢 ロ縁部 側面圧痕 (LR) 戴隆帯：剰突（棒状篇文具） 単軸絡条体第 lA鑽

5 387士 澱鉢 ロ縁部 口唇椰： L凡側面圧痕（単軸絡条体第 1震） 一9讀ーぬ●翼輝<•嶋 MlllAIO 単軸絡条体第 IA順

6 387土 ill!鉢 ロ縁郎 口唇鶉 .RL・LR、偏面IE纏：結東鱒1● (RL・LR) 結東寛1種 (RL・LR)

7 387土 澤鉢 ロ縁illl RL 小甑状口縁、有孔

B 387土 澤鉢 ロ縁部 結節回転文 (R)、LR

， 387士 裏鉢 ロ縁部 単輪絡条体第 1躙 (R)

10 387士 澤鉢 ロ縁部 側ilii圧痕 (R)、饉帯：側面圧痕 (R) 隆帯側面圧痕 (R) LR 

I 392土 襄鉢 ロ縁部 側面圧痕 (RL)

2 392士 澤鉢 ロ縁部 RL、鱒iii圧痕 <RL)

I 397土 課鉢 ロ縁～底暮 鱚面IE痕：結束第 1 種 (RL• LR) 結東第 1糧 (RL・LR) 結東第 1種 (RL・LR)
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ilH号 ．懺書号 器種 部位 層位 ロ頸部文様 区画帯 胴部文様 偏考

2 397土 深鉢 口縁部 口唇綿 傭面圧痕（冬軸絶条体）、側面圧痕（今軸絡条体） ..臀円摩鯛齊 (#tta:t属） 鯛爾圧攘（彙軸纏彙偉） 多軸絡条体、結節回転文 (R)

3 397土 深鉢 ロ縁部 口唇部 RL、側面圧痕 (LR) 微隆帯・ 円形剌突（棒状施文具） 結束第 1種 (RL・LR)

I 398土 深鉢 ロ縁部 RLR 

2 398士 探鉢 ロ縁部 口唇部押EE(縄文原体端部）、 RL 側面圧痕 (RL)、RL

3 398土 深鉢 ロ縁部 中層 oo面圧痕 (LR) 微隆帯剌突（棒状施文具） 単軸絡条体第 IA類 4と同一個体

4 398士： 探鉢 ロ縁部 中層 側面圧痕 (LR) 微隆帯 刺突（棒状施文具） 単軸絡条体第 IA類 3と同一個体

5 398士 探鉢 ロ縁部 口辱部 LR、OO面圧痕 (LR) 微隆帯側面圧痕 (LR) 単軸絡条体第 IA類

6 398 f 深鉢 LI縁祁～底槃 口唇部 ・LR、側面圧痕 (LR) 微隆帯刺突（棒状施文具） 単軸絡条体第 1類 (R)

7 398土 探鉢 ロ縁祁～底邪 口唇部 側面圧痕 (LR) 微隆帯交互剌突（棒状施文具） 単軸絡条体第 IA類 小波状□縁

8 398土 深鉢 胴部～底部 結束第 1種 (RL・LR)

l 399土 探鉢 胴部～底部 結束第 1種（附加条）

l 400土 探鉢 〇量鬱～胴響下工 LR、結節回転文 (R) LR 

2 400土 深鉢 ロ縁部 ロ唇部` 寛J目（棒状施文貝）｀結節回転文 (R)、並行沈縁文

3 400土 深鉢 口縁部 結節回転文

4 400土 深鉢 ロ縁怒～庄邪 側面圧痕 (LR) 微隆帯交互剌突（棒状施文具）

5 400土 探鉢 ロ縁部 側面圧痕 微陰帯剌突（棒状施文具）

6 400土 探鉢 口縁部 口唇都 LR、OO面圧痕 (LR)、剌突（檸状施文具） 微隆帯’剌突（棒状施文具） 単軸絡条体第 !A類

7 400土 探鉢 ロ縁部 山形状突起 剌突（棒状抱文具）、口唇蔀 LR、LR LR 

I 401土 深鉢 0縁部 LR、結節回転文 (R) LR 

2 401士 深鉢 口縁部 結束第 1種 (RL・LR)

3 401土 深鉢 ロ縁部 結束第 1種 (RL・LR)

4 401土 深鉢 n縁部 口唇部 LR、側面圧痕 (LR) 側面圧痕 (LR)、怠I突（檸状施文具） 皐軸紀条体納1順、結束第1種 (RL LR) 

5 401土 溌鉢 ロ縁部 口唇部 .LR、側面圧痕 (LR) 微隆帯交互剌突（棒状施文具） 結束第 1種 (RL・LR)

I 403士 探鉢 ロ縁部 口唇部・押圧（縄文原体端部）、結節回転文 (R) 内面 .LR

2 403士 深鉢 口縁部 側面圧痕、隆帯 RL 

3 403土 探鉢 胴部 結束第2種

I 405士 探鉢 ロ縁郁～底邪 口●饉 LR ●賽区.麟賽（鯛状算文●） 単輪鰐彙体讐r~•、飴●目転文 (A.) 微隆帯剌突（棒状施文具） 単軸絡条体第 IA類

2 405土 探鉢 口鳥聾～’＂璽上半 下層 口唇部 LR、債l面圧痕 (R・L、LR)、押,1文（筐状胞文真） 結束第 2種 (RL・LR)

3 405土 探鉢 口縁部 側面圧痕 (L) 4・5と同一偕体

4 405士 探鉢 ロ曇聾ー胴鴫上半 側面圧痕 (L) 結束第 1種 (RL・LR) 3・5と同一僧体

5 405土 深鉢 口＂～胴橿上半 側面圧痕 (L) 3・4と同一個体

6 405土 探鉢 ロ縁部 側面圧痕 (Rし・LR)押引文（半赦竹管状施文具） 微隆術 押引文（半戴竹管状麓文具） 結筍回転文 (R)、Iii東第1種 (RL・LR)

7 405土 探鉢 ロ縁部 側面圧痕 (R・L、LR) 結束第 1種（附加条）

8 405七 探鉢 ロ縁部 側面圧痕 (L) 結束第 1種 CRL・LR)

， 405土 探鉢 口H-!111螂l:半 口唇祀 関面圧憬 (R)、鳴帯： tll面圧濱 (LR).側面圧痕 (LRJ 隆帯側面圧痕 (LR) 側面圧痕 (LR)、巣軸絡条体第 1類 有孔, IIと同一個体

10 405士 探鉢 胴部上半 隆帯 t1IJ面圧痕 (LR) 1111面圧痕 (LR)、半軸絡条体第 1類

11 405土 深鉢 n籐鬱～胴聾上半 口唇祀 衡面圧痕 (R)• 濤帯 側面圧痕 (LR), 創面圧濱 (LR) 隆帯 OOoofE痕 (LR) 側面圧痕 (LR),単軸絡条体第 1類 9と同一個体

12 405土 深鉢 口彎懇ー胴帳J:.半 隆帯区國 Ill:書 円形劇突（竹管状蠅文具）、圏lilfE:11(LR L) 隆帯 円形剌突（竹管状施文具） 結節回転文 (L)、単軸絡条体 1A矩

13 405士 探鉢 胴蔀 冬軸絡条体

14 405土 深鉢 ロ縁部 口唇昂 綱安｛半・竹管状篇文具）、剌安文｛半●竹管状庫文具）、穿孔

出土董帽 器種 祁位 層位 ロ縁部 区画帯 胴部 備考

30埋 深 鉢 隕部上半～底部 単軸絡条体 (R・LR)、結節回転(LR)

31埋 深鉢 ロ縁部～底部 Il[層 口唇部.LR、側面圧痕（多軸絡条体） 微隆帯側面圧痕（多軸絡条体） 単軸絡条体第IA類 小数状口縁(4単位）

32埋 深 鉢 ロ縁部～底部 lil•IV層 側面圧痕（多軸絡条体） 微隆帯側面圧痕（多軸絡条体） 結束第 1種 (RL•LR) 小桜状口縁(4単位

33埋 深鉢 ロ縁部～底部 n層 n唇部 RL•LR、側面圧痕（単軸絡条体、 R·Ll 微隆帯側面圧痕（単軸絡条体） 単軸絡条体第IA類 小枝状口縁(4単位）

34埋 深 鉢 ロ縁illl~底部 llI層 口唇部．側面圧痕(LR入側面圧痕（単軸絡条体第5類） 微隆帯剌突（捧状施文具） 単軸絡条体第IA類 小改状口縁(4単位）

35埋 深鉢 日械部～底部 田層 ロ唇部LR、側面圧疸 (L) 微隆帯：刺突（棒状施文具） 結節回転文(R),結東算l種(RL-LR)、結束第2種(RLLR) 

36埋 深 鉢 ロ械部～底部 n層 口唇部：RL、側面圧辰 (R) 陽帯酌I突（捧状螂文具L倒面圧須{R) 多軸絡条体 小液状口縁(4単拉？）

37埋 深鉢 ロ縁部～底部 Il•fil層 口唇節Rl.隋帯攀J突（庫状論文具）、側面圧痕(RL)鐸I突（庫状逃文具） 刺突（捧状施文具） 多軸絡条体 小波状口縁(4単位）

39埋 深 鉢 ロ紘部～底部 IX層 ロ唇部.LR、LR LR 

41埋 深鉢 胴部下半～底部 l雇 単軸絡条体第1類 (R)

43埋 深 鉢 胴瓢下半～賑饒 11層 多軸絡条体

44埋 深 鉢 ロ・舞～鯛鼻上卓 11層 側面圧痕(LR) 微隆帯：側面圧痕(LR) 単軸絡条体第IA類

45埋 深 鉢 口縁郎～底部 11層 側面圧痕(R)、押弓l文（半戴竹管状施文具） 刺突（半戴竹管状施文具） 結束第1種（附加条）

48埋 深 鉢 ロ縁部～底部 11層 口唇部：RL、側面圧痕(R•L)、結節回転文 (R) 微隆帯：側面圧痕(R・L) 単軸絡条体第IA類

50埋 深 鉢 鯛饒下半～底鄭 m層 結束第1種（附加条）

51埋 深 鉢 ロ縁部～底部 n・ロ層 口唇部：LR、側面圧痕(LR) 微隆帯：刺突（棒状施文具） 結束第1種(RL•LR)

52埋 深 鉢 ロ縁部～底部 11・直層 側面圧痕（単軸絡条体第5類） 微隆帯 結束第1種（附加条） 小甑状口縁(4単位）

53埋 深 鉢 ロ縁部～底部 m層 口唇部：LR、側面圧痕(LR) 微隆帯：刺突（棒状施文具） 単軸絡条体第IA類 小滅状口縁(4単位）

54埋 深 鉢 ロ・欝～鯛戴上皐 m層 口唇郎：RL、単軸絡条体第6A類 "'"'"'賓,,綸饒集体）、胴突（緯状編文具） 波状口縁

55埋 深鉢 ”上半～鯛畢下亭 IV層 多軸絡条体

56埋 深 鉢 鯛綿下半～庫部 m層 結束第1種 (RL•LR)

57埋 深 鉢 厠綿下半～崖鄭 IV層 側面圧痕(R) 微隆帯：刺突（棒状施文具） 単軸絡条体第IA類

59埋 溌 ロ・欝～鯛戴下半 n層 口唇部；押引文（棒状施文具）、 LR LR 

60埋 深 鯛鄭上半～底鄭 LR 

61埋 深 鉢 口縁部～底部 口唇部：LR、側面圧痕(LR) 微隆帯：側面圧痕(LR) 単軸絡条体第IA類 小液状口縁(4単位）

62埋 深 鉢 ロ縁郎～底部 口唇部：R, 側面圧痕(R) 徽隆帯．刺突（半戴竹管状篇文具） 結束第1種 (RL・LR) 小披状口縁(4単位）
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遺構外出士弥生土器観察表l

NO 地区層分！且

1 BA25 3a I A 
2 I A 

3 BC22 4 I A 
`~ 一

4 BA25 3a I A 
5 BA24 4 I A 

6 BA25 3a I B 

7 BB24 4 I A 
8 BA25 4 I A 地文のみ LR斜行lナ デ

9 BA24 4 I B 無文＋地文 LR斜行［ ミガキ
---- 1---------

10 BA24 _4_ I B 無文＋地文 LR斜行 ナデ

『11 BA25, 4 I B _無文＋地文 LR斜行 ミガキ

12 BA2が3a I B 無文＋地文 LR斜行 ナデ

13 AZ24'4 I B 無文＋地文 LR斜行 ミガキ

14 BA24 4 I B 無文＋地文 LR縦走 ナデ

15位糾'4, I B 無文＋地文 LR斜行 ナデ

16 B024 4 I I B 無文t地文 LR斜行， ナ デ

17 BB25 4 I B 無文＋地文 'LR斜行 1 ナデ

18 BA25 4' I B 無文＋地文 I LR斜行i ミガキ

I 19 BA24 4旦 無文＋地文_'.LR斜行： ミガキ
I 20 BA25 41 I B 無文＋地文 ILR斜行iナデ

! 21 BA25 4 I I B 無文＋地文， LR斜行 ナデ

, 22 BA25 3a I B 無文＋地文 LR斜行！ ミガキ

: 23 B824 4: I B 無文＋地文 LR縦走i ミガキ

, 24 BC25 4 I B 無文＋地文 LR斜行， ミガキ

25 BB24 4 I B ! 無文＋地文 LR斜行；ケ炉J・ミがキ

26 AZ25 4 I B 無文＋地文 ： RL縦走 i ミガキ

27 BA25 3a I B , 無文＋地文 I LR斜行 ；—ーテ
; 28 BA24 4, I B 無文＋地文， LR斜行， ナ デ

29 B024 4 I B : 無文＋地文 ： LR斜行： ナーデ-+ 
30 BH25 4―五， 無文＋地文 LR斜行ークス"i)・ザ

Ll_~BA24 4 , I B' 無文＋地文， LR糾在 ミガキ

1 32 BA25 3a, I B : 無文＋地文 ； LR斜行iミガキ

33 BA25 3a+-J _ll 無文＋地文しR斜行 ナデ

34 BA25 3a, I' 無文 無 ： ナ デ

~35 BA25 4 , I Bニー無文＋地文 LR縦走ーナデ

I 36 BA24 4 1 I B : 無文＋地文 LR斜行，ーーナ デ

, ~7 AZ24 4 I B : 無文＋地文 LR斜行， ミガキ

38 B825 4 I B , 無文＋地文 LR斜行＇ ナデ

39饗44 ! I B 無文＋地文 ILR縦走 i ナ デ

I 40 BB25 4 , I B「無文＋地文 LR斜行 Iーミガキ

1 41 B024 4 ! I B , 無文＋地文 LR斜行， ナーゲ'.__ 

4釘B_A253al 旦j_無文＋地文 ，L屈卦一行1 ミガキ

43'BA24 4「IB 無文＋地文 LR ナデ

44 , BH24 4 I I B , 無文＋地文 LR斜行 ナデ

45'BC21 4 , I B 無文＋地文 LR斜行 ナデ
, I 

46 BB25 4 I B 無文＋地文― LR斜行 ナデ

（主）文様 ，地文 外面調整

無文 ，無 ナデ

無文 i無 ナデ

地文のみ _1! L聡行 ナデ

地文のみ LR斜行 ナデ

地文のみ 訊斜行 ナデ

無文＋地文 LR斜行 ナデ

地文のみ LR斜行 ナデ

~~ 巳堕隻赤1:::i~I全面無文、外面：合痕明瞭
ナデ '0' 
ミガキ ＇ 

臼□
ヶズ＇）・ミがキ

ナデ

ナデ

ナデ i

I 
ナデ i i 

~I 

ミガキ 炭

~ 
り

I 

1゚押圧による波状口縁

゜,d口唇部に斜位のキずミ（断面半円） [8] 

ナデ

'J,.,J・ナデ

ナデ

ミガキ

1,・')・ザ
I 

ミガキ ＇ l —←ヽ ・・....”• リ・1テ・ スス

ミガキ 1 炭

ナデ I炭

ケズ＇）・ミがキ

ナデ」スス

”・＇）・ミがキ

ミガキ”• リ・ミカ・ギ
ミガキ

n・ •J·tテ・

責
ケズ')・ナデ

”響リ・ナテ・

ミガキ

／
 

合筵姐

同と7

内

x
ー「臼
01ロ
号
喜
臼
5

口亨冒
10[
0
1
0
 0
 10 

多粒＿砂

”・＇）・ザ I 炭”• リ・ナデ
ナデ

ナデ

”’リ・ミがキ

ナデ

”• リ・ミカ・キ
～ ー・ 一

ミガキ

ナデ

ナデ・ミがギ

. :_= 
I 

!O' 
l 応

□喜／一—----------―-------

←ニ―- ! 

゜双 I I 
, 1 

炭＇炭 i+—•, 
I I 
--・ 十

゜二'0 
双双三ー[

ナデ

”• リ・ザ
”・リ・ナテ. I 双

ミガキ

xi内傾接合、 44と同一？

§ 

〇内傾接合三げ）回転
I ; 金雲母〇

四炭

47 BA25 3a I B 無文＋地文 ILR斜 行 ナ デ ナデ

48 4」［ 無文＋地文_LR斜横 ミガキ ケス'1J・ザ＇双

49, I B 無文＋地文 LR斜横 ミガキ ，ケス呵・ザ 炭 炭
――.  I 

50 I BA24 4 I B 無文＋地文 LR斜行 ミガキ
廿—
i 灯リ・ザ ＇ 

5 I I BC20 4 I B 無文＋地文 LR斜行ナデ ナデ 炭

52 BA25 3a I B 無又＋地文 LR斜行 ミガキ ミガキ

53 BC24 4 IB 無文＋地文 LR斜行 ナデ ミガキ

54 BA24 4 I B 無文＋地文 RL斜行 ミガキ ミガキ 双

無文＋地文
LR斜行

RL斜行
ミガキ ミガキ 炭

無文＋地文 L既料行 ミガキ ミガキ

無文＋地文 L臆斗行 ミガキ ミガキ

無文＋地文 L~ 料行 ミガキ ミガキ

無文＋地文 LR斜行 ミガキ ミガキ

無文＋地文 L昭斗行 ミガキ クス·•)・ナデ 双

無文＋地文 LR斜行 ミガキ ミガキ

無文＋地文 L臆斗行 ミガキ ミガキ

ー ！
I 

oi 
亨 部 に 幅5mmの横位の調整工具痕

〇内傾接合、二又突起? [29] 

〇！
' 〇口唇 6-7mm間隔_(I)!!~

〇口唇6mm間隔のキずミ

●^ - . —- - i 

55 BA IB 

56 B825 4 IB 
57 BC24 4 I B 
58 BA25 3a I B 
59 B824 4 I B 
60 8B24 4 I B 
61 BA26 4 I B 

62 AZ24 4 I B 

63 8B24 4 I B 

64 BA24 4 IB ~ 無文＋地文 LR斜行

ミガキ

ナデ

1x·•J ・ザ 1 炭

，，x・ リ・ナデ

炭

ターJl,

X 49と同一
I .. ,--·、-―~

゜
器高33.7・ ロ径(22.4)・頸部径(220)肩部径(25"4) i 

底径9.8 

X 49と同一

゜
----・-―→ ロr五―̂
名゚
乳

砂壁玉匝

゜竺内面、縦位の研デ痕（幅4mm)体部中位に炭化物多量に
付着

゜
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遺構外出士弥生土器観察表2

NO 地区 層分類 （主）文様 地文 外面調整 内面調整 外炭 内炭 赤含有物 数 傭 考

65 BA24 4 I B 無文＋地文 LR斜行 ナデ ケズリ・ザ・

゜66 BA24 4 I B 無文＋地文 LR斜行 ミガキ ミガキ スス :o 
67 i 8D24 4 I B 無文＋地文 LR斜行 ミガキ ＇ ケス・,;・ナデ スス

゜68 BC21 4 IB 無文＋地文 LR斜行 ミガキ ，，ス・')・ナテ・ i 

゜69 BA25 4 IB 無文＋地文 無節L ミガキ ミガキ

゜70 BA24 4 IB 無文＋地文 LR斜縦 ナデ ,,ス'IJ・ナテ・ 0 LR原体大小2種類使用

71 BB24 4 I B 無文＋地文 LR斜行 ミガキ ナデ スス

゜72 BA25 3a IB: 無文＋地文 , LR斜行 ミガキ ミガキ i 

゜73 BC22 4 I B 無文＋地文 i LR斜行 ナデ ナデ［ 0縄文末端部痕あり

74 BC22 4 I B 無文＋地文 LR横走 ナデ ナデ スス

゜
現高(16.3)・ロ径(20.8)・肩部径(224) 

75 AZ24 4 I B 無文＋地文 L暉行 ミガキ ，，ス'!)・ナデ スス ℃)現高(11.7)・ロ径13.0・胴部径14.8

76 BA24 4 I B 無文＋地文 LR斜行 ナデ ナデ スス 砂粒ク 0'
77 BA.25 3a I B 無文＋地文 LR斜行 ミガキ ミガキ X 52と同一

78 BA24 4 I B 無文＋地文 L暉行 ナデ ナデ

゜79 BA25 4 I B 無文＋地文 L暉走 ナデ 1 ナデ 炭 スス 〇体部外面に炭化物多量に付着。現高(219)・ 口径(240) 

80 BA25 3a I B 無文＋地文 LR横走 ナデ ，，ズリ・ナテ・

゜81 BA25 4 I B 無文＋地文 LR横走 ナデ ナデ 炭 0押圧波状口縁
； 

82 BA24 4 I B 無文＋地文 LR斜行 ナデ ，，ズリ・ナテ・ スス 0押圧波状口縁
： 

83 BA25 4 IB 無文＋地文 IL既料行 ミガキ ナデ

゜: 84 BA24 4 IB 無文＋地文 L暉 走 ミガキ ミガキ 炭

゜85 BA25 3a I B 無文＋地文 LR斜行 ナデ ミガキ I I 0頂部二又の山形突起

'86 BC24 4 I B 無文＋地文 LR横走 ミガキ 丁寧なミカ冷 〇口頸部屈曲大

87 BA24 4 I 平行沈線文 不明 ナデ・ミカ・キ ナデ・ミカ・キ 砂粒多 0甕？の口縁部

遠賀川系甕の底部。 569と同一。
88'BA24 4 IXA 地文のみ LR斜行 ナデ ナデ 砂粒多， x底部付近二次焼成による赤色化と器表面の剥落が認められ

る。現高(6.6)底径(7.6) 
89 • BA251 4 I 地文のみ LR斜行 ミガキ ミガキ 0 IC類または、壷の底部？。現高(43)・底径9.0 

90 BA24, 4 I 地文のみ LR斜行 ミガキ ミガキ 0 現高(5.0)・底径6.8

91 BB24 4 I 地文のみ LR横走 ナデ ナデ 〇現高(4.9)、・底径7.6

92 BB24 4 IC 1-2条沈線 LR斜行 ミガキ ，，ス・1）・ミカ・キ 炭

゜93 BA25 3a IC, 1・2条沈線 LR斜行 ミガキ ミガキ 0内傾接合

94 AZ24 4 IC 1・2条沈線 LR斜縦 ナデ ミガキ

゜
！ 

95 BA24 4 IC 1・2条沈線 ，LR斜行 ナデ ナデ I

゜96 BA24 4 IC l・2条沈線 I LR斜行 ナデ ナデ 砂粒多

゜97 BB24 4 IC l・2条沈線 LR斜行 ミガキ ”・リ・ミがキ＇ 双 i ! 

゜98 AZ24 4 IC 1・2条沈線 LR斜行 ミガキ ミガキ

゜99 AZ25 4 IC 1・2条沈線 RL縦走 ミガキ ミガキ

゜100 BA25 4 IC 1・2条沈線 L鴎行 ナデ ミガキ 炭

゜101 BA24 4 IC l・2条沈線 L暉縦，ナデ ミガキ

゜102 BA24 4 IC 1・2条沈線 L暉行 ミガキ• ミガキ 炭

゜103: BA24 4 IC 1'2条沈線 L蹄行！ ミガキ 奴・リ・ミカ・キ

゜104 BA24 4 IC 1・2条沈線 LR斜行 ミガキ ミガキ 炭

゜105 BA25 3a IC l・2条沈線 LR斜行 丁寧なミカ冷 ミガキ スス

゜I [06 IC l・2条沈線 LR斜行 ミガキ
ナミガキデ

スス

゜, 107 8824 4 IC' 1・2条沈線 LR斜行 ミガキ
- -+ -

゜
： 

I 108 IC・ 1・2条沈線 LR斜行 ミガキ ミガキ ：不明 ： 

゜109 BH25 4 II Al 平行沈線文 RL斜縦 ナデ ,,ズリ・ナデ 〇現高(6.7)・ロ径(18.0)

110 BA25 4 IIAI 平行沈線文 LR縦走 ミガキ ミガキ ：双 X 114と同一 (112)

Ill AZ24 4 II Al 平行沈線文 LR斜行 ミガキ ミガキ

゜112 BA24 4 !IA! 平行沈線文 L暉走 不明 不明 I X 114と同一、穿孔?[llOl 

113 AZ24 4 IIAl 平行沈線文 L臆縦 ミガキ ミガキ スス スス 0頂部二又の山形突起

114 BA25 4 IIAI 平行沈線文 L暉走 ミガキ ミガキ 0頂部二又の山形突起[!JO・llZ]
~ •一

115 BA25 3a'IIA2 平行沈線文 L鴎行 ナデ ケズリ・ミカ・キ

゜
-・・・----一

116 BA25 3a IIA2 平行沈線文 不明 ナデ ミガキ

゜117 AZ24 4 II A2 平行沈線文 不明 ナデ ナデ o! 
118 AZ25 4 IIA2 平行沈線文 LR斜横 ナデ ナデ o: 

「,119i し BA253a IIA2 平行沈線文 LR斜行 ナデ ナデ
沈線途中断絶。

1゚37は頂部内面にキずミを有す山形突起 [137]
， 

3゚84土坑と同一？頂部ー又の山形突起。約I.5cm単位の押引120 IIA2 平行沈線文 L鴎横 ナデ ナデ スス スス
沈線

121 IIA2 平行沈線文 L暉行 ミガキ ，，ズリ・ミカ・キ 0' 
122 BA24 4 IlA2 平行沈線文 LR横走 ナデ ナデ，双 金雲母

゜
[124] 

123 BA24 4 IIA2 平行沈線文 LR斜行 ナデ ナデ i X 126と同一

124 !IA25 4 IIA2 平行沈線文 LR横走 ナデ ナデ
..スス ' 

金雲母 X 122と同一

125 BA24 4 II A2 平行沈線文 ILR斜横 ナデ ナデ 炭，双 〇頂部二又の山形突起.7単位。現高04.2)・ 口径13.8

126 BB24 4 IIA2 平行沈線文 1LR斜行 ナデ ナデ スス

゜
[123・129] 

127 BB24 4 IIA2 平行沈線文 LR斜横 ナデ ナデ X 131と同一 [128•130] 
128 II A2 平行沈線文 LR斜横 ナデ ナデ スス X 131と同一 [127・130]
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NO 地区 層分類 （主）文様 地文 外面調整 内面調整 外炭内炭 赤含有物 数 備 考
' 

129 BA25 4 Il A2 乎行沈線文 LR斜行 iI ナデ ナデ ， X 126と同一 [123] i 
. - - -- -

双 i

一
130 BA25 3a II A2 乎行沈線文 LR斜横 不明 ナデ X }3]と同一 [127・128] 

131 BB24 4 i II A2 平行沈線文 LR斜横i 不明 ナデ 〇頂部二又の山形突起[127・128・130]

132 BA25 3a: II A3 平行沈線文 'LR横走： ミガキ ミガキ 炭：

゜
ー・

133 BA26 3a II A3 平行沈線文 ILR斜行！ ミガキ 1i・1)・ミがキ 炭 I 〇内傾接合

134 BA25 3a'II A3 平行エ字文 1LR斜行！ ナ デ ナデ・ミがキ 0粘土粒二個貼付

135 BC22 41 IIB 平行エ字文 'LR斜行 ナデ ナデ 砂粒多 〇「長十短＋長」沈線、粘土粒貼付
→ ~-炭--136 BA251 4. II B 平行エ字文 LR斜行！ ミガキ ミガキ 0粘土粒二個貼付

137 BA25: 3a II AZ 平行沈線文 LR斜行 ナデ ナデ X))9と同一、頂部内面側にキサ食を有す山形突起

138 
， 

IIB 平行沈線文 不明 ミガキ ナデ 炭 I 〇「長十短＋長」沈線、粘土粒貼付

139 i II B r字文 不明 ミガキ ミガキ I 。

140 BA2f 4 IIB 流水工字文？ 不明 ミガキ ミガキ ！ 

゜141 BA24 4 II B 流水工字文？ LR斜行 ナデ n・,J・ナデ I 

゜
i 

- -- ----
142 BA24 4 II B 流水工字文？ LR斜行 不明 ”• リ・ナデ I 

゜4 I ! II Cl , 
乎行沈線

143 BA25 無文帯 LR横走 ミガキ ＇ ミガキ 炭

゜平行エ字文 ＇ 
平行沈線

! ! : 

， ＇ 
144 BA25 4 II Cl 無文帯 不明 ミガキ ナデ 0平行エ字文

平行エ字文

平行沈線
---一ーマ---- 一-

一-

I 145 BA25'3a II Cl 無文帯 不明 ミガキ ミガキ 0平行エ字文

＋ 
平行エ字文

平行沈線

146 BA25 ！ 4 II Cl' 無文帯 不明 ミガキ ナデ

゜乎行エ字文

I , 147 ＇ 平行沈線 ， 
BA24. 4 II Cl I 無文帯 LR斜行 ミガキ ミガキ スス

゜乎行エ字文
， 平行沈線 I 

148 BA25 4 !IC] I I 無文帯 i LR斜行 ミガキ ミガキ ,, I 有

゜平行エ字文，
， 平行沈線

149 BA25'3a II Cl 無文帯 l 無 ナデ ミガキ 有

゜平行エ字文→
平行沈線

スス i 150 !IC!: 無文帯 LR横走 ミガキ ケズリ・ミがキ 0平行エ字文

平行エ字文 -- - --•~--s4 

平行沈線 I 

151 BA25,3a IICI 無文帯 不明 ミガキ ミガキ

゜乎行エ字文

平行沈線 ： 

152 BA24 4 II Cl 無文帯 LR ミガキ ミガキ

゜兜一行エ字文 ... 

五］、一
""—• 平行沈線 ！ 

153 BA25 4 IICI 無文帯 不明 丁寧なミがキ 丁寧なミがキ 有海骨針 0沈線内に赤色顔料残

＇ 
乎行エ字文

BA25:3a 
乎行沈線

I i海骨針
! 

154 IICI, 無文帯 LR斜行 ミガキ ミガキ

゜： i ， 平行エ字文 i i 
―- --- -

BA25： 13a 
， 平行沈線 ： ， 

； 

I 155 !IC! 無文帯 不明 ミガキ ミガキ

゜平行エ字文
→ 一

平行沈線 I 
156 BA24 4 IICI: 無文帯 'LR斜行 ナデ ナデ 有！ 0沈線内に赤色顔料残

1 乎平行行エ沈字線文 ， ： . . , - ・ ・ - -

157! B024 4: II Cl 無文帯 不明 ミガキ ミガキ 有

゜平行エ字文
I, ' 9 ， 平行沈線

I 158 BA24'4• ' II Cl 無文帯 不明 ミガキ ナデ 'O 
平行エ字文

I 

平行沈線
ナデ I＇炭

， 

159 BA25 3a1 IlCI 無文帯 LR斜行 ナデ 。；通常無文帯に縄文施文

平行エ字文

平行沈線

160 BA24 4 II Cl 無文帯 LR横走 ミガキ ミガキ スス スス 〇平行エ字文4単位。現高(10.7)・ロ径(17.4)・肩部径(18.6)
平行エ字文

平行沈線
冗゚字文、逆＂字文 4単位、沈線内赤色顔料残。器高17.I・ロ161 AZ24 4 IICI 無文帯 LR斜行 ミガキ ミガキ スス 有

平行エ字文
径(15.8)・肩部径(18.4)・底径7.2 

平行沈線

162 BA25 3a II Cl 無文帯 LR斜行 ミガキ ナデ

゜平行エ字文

平行沈線

163 BA24 4 IICI 無文帯 不明 ミガキ ミガキ 有

゜平行エ字文？

平行沈線
164 AZ24 4 II Cl 無文帯 不明 tデ・ミカ•さ ナデ

゜乎行エ字文？
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NO 地区層分類 （主）文様 地文 外面調整 内面調整 外炭 内炭 赤i含有物 数 備 考 ］ 

BA24i I 4I , II C2・ 平行沈線 ! 
i I I 165 無文帯 LR横走 ミガキ ”• リ・ミがキ 炭 炭

゜平行エ字文

166 BA24 4 II C2 
平乎マ無行●行行文エ文沈西字帯~鯨文 ' 不• ミガキ ヶズリ・ミカ令ギ 炭

有I 
〇

'-―  
- --- -

167 BA24 I 4 II C2 不明 ミガキ ミガキ

゜平行エ字文
----

'168 BA24 4, I IDB 
完結型or

不明 ミガキ ミガキ ! X 206と同一[169.205, 207] 
沈線連結型

← --- --- -

169 BA25I 4 皿B
完結型or l不明 ミガキ ,,, ・リ・ミがキ 炭 i海骨針 X 206と同一[168,205,207] 
沈線連結型

' 170 BA24 4 II C2 乎行エ字文 不明 ミガキ ミガキ 有！ 〇口縁内面沈線内にのみ赤色顔料残
： 平行沈線

! i 171 i I BA25 3a II C2 無文帯 LR斜行 1 ミガキ ミガキ
1I 0 

平行エ字文

1l72叫BA"'25~'' 4' ; ITC2 笠甲平行無行文エ沈帯字線文 ! LSla i ＇ ミガキ

I 砂 粒 多 〇ミガキ

．． '-- ・1＇ -゚―-• - -- •• - -―---- .. 一―
II C2 ミガキ ミガキ i ： I 

----・-・ 

i 174 AZ25I 1 4 
平行沈線

LR斜行 ミガキ 海骨針〇粘土粒？貼付による平行エ字文II C 無文帯 ミガキ スス
平行エ字文 ＇ 
平行沈線

， 

しIi 11―77― 5 6 

BA25 3a II C 無文帯

不R-斜1明行i ミミ ガキ ”• り~ ミミカが・ ,令□ ; ース,I・1'I， 1, ,0+--i粘 9粒ザミによる.平行上字文-- - I 
平行エ字文

平行沈線

BA25 4 II C 無文帯 L ガキ },.')・ 〇，粘土粒キがミによる平行エ字文
： 

乎行エ字文

I m  
平行沈線

LR横走！I ミガキ

， 

砂粒多 0粘土粒キずミによる平行エ字文II C 無文帯 ミガ~--Lしi―:

平行エ字文 110~ 王粒1点残存 ―、 -- 7 i 178 BA25 4 皿？ 不明 不明 ミガキ ミガキ

179 BA25 3a IDA 完結型 LR斜行 ミガキ 1,・')・ミがキ i炭 炭， 0 外面に炭化物多量に付着 [180·181 ・ 182]_~ロニニ］
'180RA254 ITTA 匹型 U罰＇ ミガ' ,,.,. ミが'l"' 炭 H'l1"と同一 11,1・悶1詑］ ー／
i 181 JJIA 完結型 LR斜行 ミガキ ケ炉）・ミがキ 炭 炭, X ]79と同一 [180 □ 183!BA2244! 1 4 4 IDA 完結型 LR斜行1 ミガキ _ケスミ・')ガ・ミキがキμ＇ LLL ― -----r, ,一0x —17-9-と同一 [180 

IBA 完結型 不明， ミガキ i

184 BA24 4 lIIA 変形工字文？ 無 ザ・ミがキ ナテ宜がキ 1炭 'o 

I 一:[-181818-寸567,', ,8BA BA ー認・5,i4 ~ illA I 流,水,完工結字型文 Iぶ横走 ミガキ'-" ミガキ 炭 炭 l・有金雲母I0 IlCと形●類似 I 

2が3a 皿AI 完結型~しR斜行 ミガキ ミガキ ！ ， 金雲母〇頂角間中点万字文。底角部刺突処理0 ~__I ； 

25[3a IDA.! , 完結型 ミガキ，ヶか）・ザ 〇

188 I BA24 4 皿A 変形工字文？，不明 丁寧なミがが丁寧なミがキ ス~スス＇スス ; 。'
189 ill A 工字状連結B LR斜縦 、ミ ガキ I ミガキ tt-ス 有 金 雲 母 X190と同一 (295,297)。沈線間刺突。金雲母多し。 ~ 
1901脳2514 ITTA 1ェ字状連結A¥,斜縦 ミガキ 1 ガキ 炭 双有会雲母 o:•突沈線内に赤色韻料"::;。母非常：口］i , [189・295・297 J □ 11992 1 BB --A25 3a ill A 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 双＇1 ~ 三角形頂角部は文様描出の粒間2点の刺突処理

A24 ! lilA I 変形工字文 : LR ザ・ミがキ ケか）・ミがキ 双 有砂粒多〇＇ 1押口圧縁小内波面状沈線口縁中にも赤色顔

I ]93 BA2f 4 皿A 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 炭＇

0゚1 （上） T字状連結型＋（下）完結型。頂角粘土粒内に刺突ー。・―ゴ194 三B.A25・I 4 ~lIIA 

交互重層型 ILR斜縦 ミガキ i ミガキ 炭 i双困+ 
1現高(77)・^^口径(16.4).2....

戸 • ll!A 変形工字文!LR横走 ミガキ 1 ミガキ 応l 01 

196 BA25 4 ill波 変形工字文，不明 ミガキ ミガキ 炭 炭！有

゜197.BA24 4 illA 変形工字文 不明 不明 ミガキ
I 

＇ IX 198と同一

198'AZ24 4'IDA_ 変形エ字文 不明 不．．明 ミガキ -e ,0 頂角-は文様描出の通-過点 [197] 

199 AZ24 4 IDA 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ スス 〇頂角間中点 1[字文

200 BH24 4 IIIA 変形工字文 LR斜行 ミガキ ナデ・ミカ•井 スス

゜201 BA25 4 IDA 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ スス

゜202 BA25 3a illA 変形工字文 不明 ミガキ "~·,, ・ミがキ 炭

゜203 BA25 4 illA 変形工字文 LR斜行 ミガキ ミガキ スス

゜204 皿B 完結型 LR斜縦 ミガキ ミガキ 炭 炭 有海骨針
口縁内面沈線内にも赤色顔料残。内面肩部～胴部中位にか

け゚て焦げ付き残。現高(16.7)・ロ径(17.8)・肩部径(18.8) 

205 BA25 3a 皿B
完結型or

不明 ミガキ ミガキ 海骨針 X 206と同一[168,169,207]完結型or連結型
沈線連結型

206 BA24 4 IDB 
完結型or

不明 ミガキ ミガキ 炭 海骨針 頸゚部文様帯に無文帯、 NC類と類似
沈線連結型 [168・169・205・206] 

207 BB 4 IDB 
完結型or

不明 ミガキ ミガキ 海骨針 x頂部二又山形突起、 206と同一 [168.169. 205] 
沈線連結型

208 BA24 4 皿B 完結型 LR斜行 ミガキ ミガキ 炭 炭 有 0 頂部二又山形突起、内面に焦げ付き、鉢形

209 BA24 4 皿B 完結型 不明 ミガキ ミガキ 炭 スス 有 0 頂部二又の山形突起

210 BA25 3a ma 完結型 LR斜行 ミガキ ナデ・ミカ・キ スス 0 頸部付近に焼成後穿孔あり
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NO 地区層分類 （主）文様 地文外面調整内面調整外炭内炭赤含有物数 備 考

！ ： I 
＇ 母 II 三角形部内縄文有り、三角形問は上半部の縄文を磨消。斜

211 皿B 11字状連結型 LR縦走 ミガキ ミガキ 炭 ! 炭有金雲 〇辺と底辺は別々に描かれる。斜辺は、隣の三角形の斜辺と
・・・・I . 連続する。現高(9.2)・ロ径(17.4) [212) 

i 212 mB rr字状連結型： LR縦走 ミガキ ミガキ 炭 炭有金雲母｀ 211と同一、 LR原体（左下）⇔（右上）回転

213 BA24 4 皿B --. 完結型 ［↑阿 ミガキ ミガキ I 5cm(縦） XI Ocm(横）の粘土粒2点貼付

!2l4AZ244 lIIB エ字状連結Aーーロ1不明 ミガキ ミガキ 0 連結部に縦畏の刺突あり

215 BA24 4 filB 交互重層型 LR斜行 ミガキ ケス.,)・ミがキ 1 ！ ! ゚ (J:.)エ字状連結B型＋（下）不明。
頂角間中点の粘土粒間刺突処理• ; ー2211ニ6 7I iBBAA225 5 i ！ 頂角問中点の粘士粒間刺突処理。口唇部沈線内に炭化物4 皿B 交互重層型 LR斜行 ミガキ ミガキ 炭 i I 炭 有 ， 0残。（上）エ字状連結B型＋（下）不明。
現高(70)・ロ径(190)・肩部(198) 

3a 皿B 11字状連結型 不明 ミガキ ミガキ 炭 1炭 有 ：0 文様間彫り込み。口縁内沈線にも赤色顔料残。

218: AZ24 4 皿B 変形工字文_[：不明 ミガキ ミガキ X 219と同一、頂角部間剌突処理

2191 BA24 4 JIIB 変形工字文mー，I LR斜行 ミガキ ミガキ スス l ,0頂角部問剌突処理 [218] 

'220, BA25 3a mB 変形工字文 i不明 ミガキ ケズリ・ミがキ ， 砂粒多！〇頂角部刺突処理

221'BA24 4 I皿B 変形工字文 I不明 ミガキ ミガキ 海骨針〇頂角は文様描出の終点

222 BA24 4 I illB 変形工字文 ILR斜行 ミガキ ケズリ・ミカ・キ ＇ 有 〇口縁内面沈線内・突起のキがミ内・ロ唇部沈線に赤色顔料残

223: BA24 4. ll!B 変形工字文＇不明 ミガキ ミガキ 金雲母 0

224 BA25 3a ill B 変形工字文 不明 ミガキ ケ,·•1 べがキ 双 〇頂角部剌突処理

225 BA25 3a ill B 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ I 有砂粒多 0 口縁内面沈線内に赤色顔料残

226 BH25 3a IDB 変形工字文 不明 ミガキ ケ,・,)・ミがキ 〇頂角粘土問刺突状処理

227 IIIB 変形工字文 不明 ミガキ ケス可・ミがキ！炭 〇頂角部は、文様描出通過点

228 BB24 4 IIIB 変形主字文 不明 ミガキ ミ ガキ！炭 炭 金雲母〇肩部内面に焦げ付き

翌亙堕~5 3a 皿B 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ ＇ 〇頂角部剌突処理 - -- 一←

i 230 BB25 4 , llI B 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ I Q頸部下に、焼成後穿孔あり

231 BA24 4 illB 変形工字文 RL斜行 ミガキ ミガキ ＇双 I 三゚角形部内に、 RL斜行縄文残。
＇ ＇ 頂角部は文様描出の通過点 ＇ 

i 232 BA24 4 皿B 変形工字文 不明 ミガキ i ミガキ Q I I 

l, 233 ― BA25 4 IIIB 変形工字文 不明 ミガキ i ミガキ 有「 0頂角間中点剌突処理 l 
234・BA25 4 皿B 1[字文 -or '不明- ミガキ ： ミガキ 炭 -- -' i0 二又山形突起に口唇と平行のキずミ（沈線）が入る。口唇沈線

＇ 変形工字文 1 内に炭化物残

235 BA25 3a ill B 不明 ミガキ i ミガキ 有 〖）外面沈線内に赤色顔料残

竺見＿-- 皿C rr字状連結型不明 ミガキ＇ ミガキ 双 炭有I I X 237と同一、特殊突起

237 BB241 4 皿C rr字状連結型 不明 ミガキ ミガキ 炭 炭 有一有ー 峙゚殊突起＋ー又山形突起。文様間彫り込み。現高(78)・ロ
I " ' 径056)・肩部径(17,6) [236] 

238 BA25 3a ill C 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 〇突起上剌突内・ロ縁内面にも赤色顔料残

239 AZ24 4-皿-C 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ ＇ 有 〇刺--突上-面---、-刺--突--内-、口唇部沈線内に赤顔---料残 -- -

240 BA25 4 皿に 不明 不明 ミガキ ミガキ， ゜
241, BA25 4 me 不明 不明 ミガキ ミガキ 〇 •.... .. ... . —ヽ
242 BC24 4 IIIC 不明 不明 丁寧なミがキ丁寧なミがキ 〇平行沈線を縦の短沈線でつなぐ、平行エ字文

I 243: BB24 4 皿C 不明 不明 ミガキ ミガキ， ゜
244 BA2513a ll!C 不明 不明 ミガキ ミガキ 金雲母 0 突起上面「8」字形

匹上 皿C, 不明 不明 ミガキ ミガキ 〇突起上面は、時計回りの渦巻き状 → -,  ， 

I 246'. llA26 3a m c• 不明 不明 ミガキ ミガキ ススス,' 0 

24 7, 8B24 1 4 III C 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 有金雲母〇

248' ; BA241 4 皿C• ， 不明 不明 ミガキ＇ナデ 0 ... 

~249; BA24 -4 皿c~不-明----~不明- ミガキ ミガキ -0-~ 起--上面は、前後に二又となる

250 BA24 4 皿C 不明 不明 ミガキ 不明 • --- 〇 ----・ --- - ＇ 

251叫 4 皿C 不明 し杢朋ー ミガキ ミガキ， ＇ ゜
252 BA24 4 IIIC 流水状文型 不明 ミガキ ナデ・ミがキ 炭 I Q 突起上刺突12個 [253] 

r —2'53 BA24 4 皿C 流水状文型 不明， ミガキ ナデ・ミがキ ' ---一jI，-、X一 : 突起上刺突11個。 252と同一

邸4阻瑚 4 Il!C 完結型..•三I LLRR斜斜行行ti ミガキ ケ~•11 ・ナデ >< 1255と同一 [256] 
255 BA24 4 IIIC 完結型 ミガキ ケズ')・ナデ ' 〇 [254・256] 

1 256 BB24 4 IIIC 完結型 ミガキ ケか）・ナデ ' X 255と同一 [254] 

, ← 25--7: BA24 4 皿DI変形工字文!LR斜行 ミガキ ミガキ 炭 I 有 0頂角粘土間刺突処理

258 mo 変形工字文 LR斜縦 ミガキ ミガキ 炭 炭有砂粒多 0 日唇部沈線内・ロ縁内面沈線内にも赤色顔料残。
[259-277] 

259 BA25 4 mo 変形工字文 LR斜縦 ミガキ ミガキ 炭 双有砂粒多 X 258と同一 [277] 

2so mo 沈線連結型 LR斜行 ミガキ’ ケズリ・ミがキ タ-)I, 夕-)I, 金雲母〇 内外面に炭化物多量に付着（焦げ付き・煮こぼれ）。金雲母
多量に含む。砂粒多。現高(15.6)・ロ径(38.8) (261] 

261 BD24 4 mo 沈線連結型 LR斜行 ミガキ ケス·•)・ミがキター）しタール 金雲母 X 260と同一。金雲母多量に含む。砂粒多。

262 BA24 4 mo 変冗形字文工字o文r 不明 ミガキ ミガキ 〇

263 BB24 4 皿D 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 有 0 頂角間中点粘土粒問剌突状処理

264 BA25 3a mo 変形工字文 LR斜行 ミガキ ナデ・ミカ冷 〇幅2mm程度の細い沈線

265 BA25 3a m波変形工字文 LR斜行 ミガキ ミガキ 海骨針 0LRl員文施文方向（上）⇔（下）回転

266 BA25 4 皿波 変形工字文 LR斜行 ミガキ ミガキ 炭 炭有 〇口唇部沈線内にも赤色顔料残

267 BB24 4 町波 変形工字文 LR斜行 ミガキ ミガキ 炭有 0 肩部内面に幅3mmの調整工具痕

268 BB24 4 ill波交互重層型 不明 ミガキ ミガキ 炭 炭 0(上）エ字状連結B型＋（下）不明

269 BA25 3a町波変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 炭 〇

270 BA25 3a m波 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 〇頂角粘土間刺突処理
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NO 地区 層分類 （主）文様 地文 外面調整 内面調整外炭 内炭 赤含有物 数 傭 考 ！ 
＇ 

271 BA25 3a m波 変形工字文 不明 不明 ミガキ i 
゜ .. 

272 8825 4 皿波 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 1炭 有
゜

273 BB24 4 m波 変形工字文 不明 1 ミガキ ミガキ :o 
274 8825 4 m波 交互重層型 不明 lミガキ ミガキ ＇砂粒多 01

275iBA24 4 皿波 交互重層型？ 不明 1 ミガキ ミガキ スス 有 01交互3段の重層変形工字文

276 BA25 3a lil波 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ
゜

277 BA25 3a mo 変形工字文 LR斜縦 ミガキ ミガキ ： 砂粒多 X 258と同一 [259] 

I 278 BA24 4 lII波 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 有 :01 
279 BA24 4, m波 変形工字文 不明 i ミガキ ナデ・ミカ・キ ， 双 0内傾接合

二280 BA25 3a1 m体 完結型 RL斜行＇ 不明 サ・ミがキ , I 0底角部刺突処理

281 BA25 3a m体 交互重層型 不明 i ミガキ ケズ 1） ・ミカ・キ 砂粒多 0 (J:.)完結型＋（下）不明

, 282 BA25 3a ill体 変形工字文 LR横走 ミガキ ミガキ
゜

283 AZ25 4 ill体 変形工字文？ LR斜行 ミガキ ミガキ 1炭 有 0゚ 中点刺突処理。平行線→刺突→粘土粒貼り付けの--順-に施文 I• 
284 BB24'. 4 皿体 交互重層型 LR縦走 ミガキ ミガキ I 

, 

285: BA251 4 m体 完結型 'i lLL暉R斜行行— i ミガキ ： ミガキ ， 砂粒多 0底角部に、縦長の刺突

286 BA2513a m体 完結型 ＇ミガキ ミガキ 炭 炭
し： 0o↓ 1: 内面焦げ付き、外面煮こぼれ。炭化物多量に付着

, 287 BA25 3a m体 完結型 無 ミガキ ミガキ l 
i 288 BA24 4 m体 完結型 不明 ミガキ ミガキ ！ ｝ 0底角部縦長の剌突処理 ~_ 

289i BA24 4 皿体 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ a ； 
゜

l29o BA24 4 皿体 完結型 , LR斜横1 ミガキ ミガキ i 炭 I ℃)隣り合う底角間に縦長の刺突

: 291 皿体 完結型 LR斜行 ミガキ ，，ス.,)・ミがキ i 有！砂粒灸多いQ遵漁部刺突処理 --
292 BC24 4 皿体 完結型 不明 ミガキ ミガキ l 双 I＇ I 1砂粒

293i BB24, 4 皿体 rr字状連結型 i’iLR斜無縦l ミガキ ミガキ ―-

゜
底角部刺突処理

! 294 AZ24 4 l11体 完結型 I ミガキ i ミガキ I , ,〇底角部縦長の剌突処理

~299 5 BA24 4 皿A 沈線連結型 謙斜縦 ミガキ ミガキ i ' ， 有金雲母 XI190と同一 [189・297] 

6! BA25 3a 皿体 変形工字文 不明 I ミガキ ミガキ ！炭［,双」i有-i 0底角内中点、刺突処理

~29 7 BC24, 4 IDA 沈線連結型 LR斜縦 ミガキ ＇ ミガキ ， 金雲母 XI!90と同一 [189・295] I 
8 BA25 4 皿体 変形工字文？ LR斜行！ ミガキ ミガキ OI 、一一I 

2991 BA24 4 m体 変形工字文？ ； 
゜

． 

300iBA26 3a m体 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ ＇ 砂粒多!o粘土粒縦キずミによる平行エ字文

301 BA24 4, m体 変形工字文？ LR斜行 不明 tデ・ミがキ ＇ 双 I 〇変形工字文の底角中点か？

302 BA24 4 m体 変形工字文？ LR斜行 ミガキ ミガキ スス 炭 〇変形工字文の底角中点か？

303 BA24 4 III体： 変形工字文? LR横走 不明 ミガキ ： I 0, 
304 BA24 4 皿体＇ 変形工字文?: LR斜横 ミガキ ミガキ 1 I 〇！変形工字文の底角中点か？ .. 

305 BA24 4 皿体 変形工字文 LR斜行 ミガキ ミガキ 冗ス スス 〇底角内中点は逆r字文

306 BA24 4 ill体 変形工字文7I LR斜行 ミガキ ミガキ スス I ， 2゚僭の粘土粒貼り付けによる乎行エ字文または変形工字文の
中点？

307 8825 4 四N佐CI, 流変形水工字文?, LR横走 ミガキ ナテ’・ミがキ
， 

〇底角内中点は逆 1[字文。現高(101)・底径(84) i 

01 
.. ・

308 BA25 3a エ字文？ 不明 ミガキ ミガキ

~ 
BA25 4 NC 変形工字文 RL斜行 丁寧なミカ'¥ 丁寧なミがキ 0 315と同じ器形？底角内中点刺突処理

口0(位上） エ字状連結B型土（下）不明

- -

BA2513a NC 交互重層型 LR横走 ミガキ ミガキ f 

交互重層型 iLR斜行BA25 3a NC ミガキ ミガキ 工字状連結B型＋（下）不明

1312 B8261 4 ! NC 完結型 不明 ミガキ ミガキ 0頂角部剌突処理

313 BA25 3a'NC 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ [ 
゜

: 314 BH24 4 NC 

'字状連紀A LRゴ不●明横！； 1―寧ミガキ

ミガキ [□i —-~ I叫'． ―．．謳, ！゜．戸1器2=類個:似高一外"';;"対面.．の・.にロii~切径殊古沢，＂突を起帯月品aび紐口た縁は●部l嵐見C閉邑径竪5霜径匹5の.0焼成後穿孔あり。 沈
3151 BA25 3a NC 万字状連結型 L ガキ ミガキ ！ 

I I 1316 BA24 I 4 ! NC 流水状文型 なミがキ 丁寧なミカ叶! 
3mm x 2mmの刺突を文

' 

ロの文様モチーフに

! 317 BA24 4 NC 平行エ字文 LR斜行 ミガキ ミガキ, I 有 0 。LR原体（左）⇔（右）・（上）⇔（下）回転 - ~, 

318 BB24 4 NC 平行沈線文 LR斜行 ミガキ 不明

3191 ’皿E 波状工字文 RL縦走 ミガキ ミガキ 双，炭 0 台付鉢?5mm x5mm程度の刺突充填
→ 9 

320 BA25 3a 皿E 波状工字文 LR斜行 ミガキ ミガキ 04皿 x2mmの縦長c刺突充填 [321] 

321 illE 波状工字文 L暉縦 ミガキ ミガキ X 320と同一

322 BA25 3a illE 波状工字文 不明 ミガキ tデ・ミカ・キ 0 5mmx21111の縦長の剌突充填

323 BA24 4 N ”字文 LR横走 ミガキ 丁寧なミがキ 0 口径(IO.8)・肩部径(21.4)・底径(7.2) 

324 BA24 4 NA 流水工字文 RL横走 ミガキ ミガキ 有 0流水文反転部剌突状処理 [325] 

325 BA24 4 NA 流水工字文 RL横走 ミガキ ミガキ 有 X 324と同一

326 BA25 3a NA 平行エ字文 LR斜行 ミガキ ミガキ 砂粒多 0粘土粒キずミによる平行エ字文

327 BC22 4 NA 乎行エ字文 LR斜行 ミガキ ミガキ 砂粒多 0 「長十短＋長」沈線による平行エ字文

328 BA25 4 NA r字文 LR横走 ミガキ ミガキ 0 

329 BA25 3a NA 流水工字文？ 不明 ミガキ ミガキ 0流水文反転部剌突状処理

330 BA25 3a NA 流水工字文？ 不明 ミガキ ミガキ
゜

平行沈線

331 BA25 4 NB 無文帯 L鴎行 丁寧なミカ・キ 丁寧なミカ・キ OLR原体（上）⇔（下）回転 [3321 
平行エ字文
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殴 1竺 1一層 1 分類 I (主）文様 1 地文’外面調整 内門国外炭内炭赤含有物数 傭．＿＿ 考
平行沈線

332 BA25 3a NB 1 無文帯 I LR斜行丁寧なミカ・キ丁寧なミがキ ーーニ~R原体（上）⇔（下）回転
平行エ字文＇'----・--
平行沈線

333 BA26, 3a NB , 無文帯 ，LR斜行 ミガキ ミガキ ， 有 〇粘土粒問刺突処理
l 乎行エ字文, I 

乎行沈線
334 BA25 3a1 NB 無文帯 LR斜行 ミガキ ミガキ l

ロ三戸戸~~キ有／

I !O LR原体（上）⇔(下）回転

~ 

ヽ—---- -
3391 BA24 4 NC' 乎行沈線文 LR斜行 ミガキ ミガキ

I I 

゜, 340 BC25 4 , NC 無文 ！無 ナデ ケ,'')・ナデ
I I ---

1 砂粒多〇肩部外面に低い張り出しがめぐる

341 AZ24 4 VAi, 完g型 無 丁寧なミがキ丁寧なミがキ
I ' 底角部剌突処理。沈線幅4-5mmと幅広、断面半円状。 ---
0 '  ----+-----I -~-→現面 (6. 9)・ロ径(226)底径(13.0) [343] _J 

342 BA25 3a V Al 変形工字文 T明 丁寧なミがギ丁寧なミがキ, ' I '0 . 
343 -V Al 完結型 」無 丁寧なミカ・ギ丁寧なミがキ， : X 34]と同一

, 344 AZ24 4 V Al 変形工字文 1 無 ミガキ 汀')・ミがキ 〇底外端部に3mm間隔のキずミ。（推）底径13.0 

'345 8B24 4 I V A2 交互重層型＇ 無 丁寧なミがキ丁寧なミがキ
------- I - - . -+ ___;_9→ _(_J:) 1'i_主状連結型＋（下）不明 ~ 
346 BA24 4'V A2 変形工字文 無 丁寧なミがキ丁寧なミがキ I Q 

347 B825 4 V A2 変形工字文 不明 丁寧なミがキ丁寧なミカ"'I : 0 

臣罪t呈且芸彗色号互]II 涅〗!1 _ -・・:-旦旦;~[;~! 三戸三ロニ~
353 AZ24 4 VB2 1変形工字文?_ 不明 丁寧なミがキ丁寧なミがキ 〇突起上方肥厚

354 BA24 4 ! VB2 1 変形工字文 不明 丁寧なミカ・キ丁寧なミがキ : :fi- 。
355 BA25 3a V B2 変彫工字文 → 不明：丁寧なミがヤ丁寧なミカ・さ1

I -
,o頂角間中点r字文

356 VB2 変形工字文 不明 ミガキ ケ,'')・ミがキ I 7 I O (357 . 358) 
・ ・- I --1-------一

357 BA24 4 V B2 変形工字文ー不明 ミガキ ケ炉）・ミがキ＇炭 1 X 356と同一。沈線内に炭化物? [358] 
- - -'-・  ・＿・ I. --

358 AZ24 4 V B2 変形工字文 不明 ミガキ ケズリ・ミがキ； 1 ' 'X 356と同一 [357] 

359 BA2513むVB2 変形主字文 不明 ミガキ ミガキ
------+--1 : I IQ頂角問中点剌突処理

．一
r字文 or 

3601 BA24 4; VB2 不明， ミガキ ミガキ・ 1 , ,0 I 
変形工字文

I l----1 
361 B824 4 VB2 変形工字文 i 不明 ミガキ ミガキ 0' 

ー」
362 BA24 4 V B2 変形工字文 無 ミガキ ミガキ ， I x'442と同一。頂部は文様描出の通過点。 [374] ' .. 

363 B825 4 1 VBI 変形工字文 不明 丁寧なミがキ丁寧なミがキ ， : O'二又の丸形突起。突起上面にはそれぞれ8個と9個の剌突
-・ 一ー

364 B825 4 V Bl 変形工字文？ 不明 l丁寧なミカ令キ丁寧なミがギ X 1363と同一？
, .'--- I . - ----- -

蒟 V i 変形工字文 不明 丁寧なミがキ丁寧なミがキ 〇沈線断面形半円状

3661BA25'4 1 vc 変形工字文 LR斜行丁寧なミがキ丁寧なミがキ 海骨針 0

367, BA26 3al V C 完結型 無 ミガキ ミガキ 0 
368 BA25 4 V 変形工字文？ 無 ＇丁寧なミがキ丁寧なミがキ 〇

ー "

369 BA24 4 I V 平行沈線文;LR斜行 ミガキ 丁寧なミカ'._'I O LR原体（上）⇔(下）回転

370 8B24 4 V 平行沈線文 無 ミガキ ミガキ 〇

371 BC24 4 V I 平行沈線文 i無 ミガキ ミガキ ，0 

3721BA24'4 V 
I 

平行沈線文＇ 無 丁寧なミカ・キ ミガキ

゜----―' .. 

-3 
3,73, BA24 4 __ V 乎行沈線文 無 丁寧なミがキ丁寧なミがキ ！ 〇

374 BA25 3a VB2 平行沈線文 無 ミガキ ミガキ i X 442と固ー。 [362] 

375. BA24 V 平行沈線文＇ 無 丁寧なミカ・キ丁寧なミがキ ー 。
ーし

376 BA25 4 V 1平行沈線文 無 丁寧なミカ"'I丁寧なミカ''I 0 
377 BC25 4 VI A 流水工字文 LR斜行 ナデ ナデ i 砂粒多 0LR原体（上）⇔（下）回転ロ翌坐_VIA n: 字文 不明 ミガキ ミガキ I Q ----+-... 
379 BA25 4 VIA r; 字文 無 ナデ・ミがキ ク入.')・ミが¥ 0 1'i字文、逆K字文が上下対称に施される

380 BA25 3a VIA 流水工字文？ 無 9ズ1)・ミがキ ケス・リ・ミカ・キ 〇

381 BA24 4 VIA 流水工字文 無 丁寧なミカ・キ丁寧なミがキ 〇

382 BA24 4 VI A 流水工字文 LR横走丁寧なミがキ丁寧なミカ・キ 〇器高6.4・ロ径(20.4)・肩部径(21.0)・底径(8.8) 

383 8B24 4 VIBI 沈線連結型 LR斜行 ミガキ ミガキ 〇
LR原体（左）⇔（右）、（上）⇔（下）回転。頂角部、底角内中点
剌突処理

LR横走 ナデ・ミがキ ナデ・ミカ'f 0 
LR斜行 ミガキ 丁寧なミカ・キ 0 LR原体（上）⇔（下）回転。底角部剌突処理。 [402] 

L鴎縦 ミガキ ミガキ 砂粒多〇頂角部と頂角間中点剌突処理

I LR斜行Iミガキ I ミガキ I I I砂粒多[0
頂角部・頂角間中点・底角部・底角内・底角間中点剌突処
1理。 [416]

゜゚01底角部刺突処理

゜

―― 

m 
完結型 LRI 

完結型 LRI 

完結型 Ll!j 

完結型 LR斜

変形工字文 不明 ミガキ

完結型 不明 ミガキ

完結型 不明 ミガキ

変形工字文 LR斜行 ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ
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NO I地区層分類

二3941 BA24 4, VIBI 3951 BA25 ha VIBI 

（主）文様

完結型

完結型

変形工字文

変形工字文

地文 I外面調整 備 考 I 

臼
碍
無
一
無

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

内sffi：キ整~ 
ミガキ ！〇

396 BA2513a'VIBI 完結型 不明 ミガキ

397 BA24 4 VIBI エ字状連結A型不明 ミガキ

398 BA24 4 VIBl 変形工字文 不明 ミガキ

399 BA24 4 , VI Bl 変形丁字文 不明 ミガキ

400 BC24 4 VIBI 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 〇頂角部刺突処理

401 BA24 i 4 VI Bl 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 〇

402 BA24 4 , VIBl 変形工字文 不明 ミガキ 丁寧なミがキ ， X 385と同一。頂角部刺突処理

403 BA241 41 VIBI 変形工字文 不明 丁寧なミカ-~ 丁寧なミがが 0 

404 B8251 4 ! VIBl "字状連結型 不明 丁寧なミがキ丁寧なミカ・キ
頸屈曲部下に焼成後穿孔2点あり。斜辺1条。

゜
現高(3.5)・ロ径(26.0) 

405 BA241 4 VIBI 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ
I 

゜406 BA25ぷ直 変形工字文 不明！ ミガキ 丁寧なミカ・斗 〇

407 BA24 4 VIBI , 変形工字文 不明 ミガキ―—ー ミガキー ' ' 0頂角部剌突処理

408 BA25 4 VIBl' 変形工字文 不明 ミガキ 丁寧なミカ・キ
不
明

海 骨 針 〇

4雌臥253a⑬ 1,~::r:: 宇文 不明 ミガキ ミガキ 〇口縁部に焼成後穿孔

410 BA24 4 VIBI' 変形工字文， LR横走..ミガキ ミガキ 0沈線幅4mm。断面形半円状

41_1賊244 VIBI 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ '' 〇

412 BA25, 4 VIBI 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 〇

413 8D24 4 VIBI 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ ' 0頂角部、底角内中点剌突処理

J.11_ BA24 4 VIBI : 変形工字文 LR斜行 ミガキ ミガキ 〇焼成後穿孔2点あり

_415 BA25 _4 _VIBl 変形工字文 不明＿ミガキ ミガキ ← 〇頂角部は、文様描出の通過点

416 BA25'4, VI Bl 完結型 不明 ミガキ ミガキ 砂粒多 X 387と同ー。頂角部刺突処理

417 BA25, 4 VIBI 変形エ字文＿ー不明 ミガキ ミガキ

j 
0頂角部剌突処理

418 BA24 4 VIBI 変形工字文不明 ミガキ ミガキ 砂 粒 多 〇

419 VIBI 変形工字文 不明 ミガキ 丁寧なミがキ， ' ,o 
420 BA25 3a1 V!Bl 変形工字文 不明＇丁寧なミがキ丁寧なミがキ 〇

421 BA_2_41 4 VI Bl 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ
--・-―t ---~ ~-

0頂角間中点刺突処理

422 , VIBI 変形工字文
, ---- , . I 

゜423 AZ24 4 VIBl 変形工字文 LR斜行 ミガキ ミガキ ' 10LR原体（上）⇔（下）回転。底角内中点刺突処理

424 BA24 4 , V!Bl 変形工字文 LR横走 ミガキ 丁寧なミがキ ，有L___+― 立縄吝竺節内に赤色良い哀＿＿一--- ---
425'8B26 3a VIBI 変形工字文 不明 ミガキ

I 

ミガキ 金雲母 0金雲母多量に含む

426 BA241 4 VIBl 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ t--』-—+—~- ,0 
427 BA祖..±+..YI阻＇変形工字文 不明 Iナデ ケス・,;・ザ 一→一—-~-----／一 l

: ，0 沈線幅4mm。断面形半円状

428BA24,41 VIBl 変形工字文 不明， ミガキ ミガキ I , , ―-・- --- • ・・-・・-- ,0 
429 BA25 3a VI体 変形工字文 不明 丁寧なミがキ丁寧なミカ冷 〇沈線幅5mm。断面形半円状

430 , BA24 4 VI 82 完結型 不明 ミガキ ミガキ I 'X 431と同一 [432・433] i 
I --竺 VIB2 ! 完結型 不明 ミガキ ミガキ 0 

口縁部外面から途中まで穿孔痕あるが、未貫通。頂角部・
， 頂角中点・底角部刺突処理。 [ 430・432・433] 

i 432 VIB2 完結型 不明 ミガキ ミガキ X 43¥と同一。頂部二又の山形突起 [430'433] I -—·--~- ---- --• • • —--·-—」
433 AZ24 4 , VI B2 完結型 ：不明 ミガキ ミガキ X 43]と同一。 [ 430・432] 

434 AZ24 4 1 VBZ 変形工字文＇不明 ミガキ ミガキ ， 0向かい合う二又の突起

435 BA24 4 VI B2 変形工字文 I不明 丁寧なミがキ丁寧なミがキ 〇
436 BA24 4, VIB2 I 変形工字文 I LR横走 T寧なミがキ丁寧なミがキ 〇

437 BA24 4 VI B2 , 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ
丁一一—

0頂角部剌突処理

438 BA24 4・VIB2, 変形工字文， LR横走丁寧なミがキ丁寧なミがキ 〇

439 BA25 3a VI B2 i変形工字文 不明 ミガキ 丁寧なミがキ 〇¢焼成後穿孔2点あり

440 BA241 4, VIB2 変形工字文 不明 丁寧なミがキ丁寧なミがキ 〇

441 BA25 3a'VI B2し変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 海骨針,01

442 BA25 4 VB2: 交互重層型 無 ミガキ 丁寧なミがキ ， 

443 BA24 4 VI体 完結型 L臆桁； ミガキ ミガキ

444 BA24 4 VI体 完結型 無 ミガキ ミガキ

445 BA25 3a VI体 完結型 不明 ケか）・ミカ冷丁寧なミがさ

446 BA24 4 VI体 完結型 LR斜横 ミガキ ミガキ

447 BA24 4 VI体 完結型 不明 ミガキ ミガキ

448 BA24 VI体 完結型 無 ミガキ ミガキ

449 AZ 4 VI体 変形工字文 不明 ミガキ T寧なミカ・ギ

450 BA24 4 VI体 完結型 無 丁寧なミカ・さ ミガキ

451 BA24 4 VI体 変形工字文? LR斜行丁寧なミカ・キ丁寧なミカ・ギ

452 BA24 4 VI体 完結型 不明 ミガキ ミガキ

453 B824 4 VI体変形工字文 不明 ミガキ ミガキ

454 8B24 4 VI体 変形工字文? LR斜行 ミガキ ミガキ

455 BA24 4 VI体変形工字文？ 無 ミガキ ミガキ

ミガキ 0底角部刺突処理

ミガキ 海骨針 0 j 
ミガキ 〇頂角間中点・底角部刺突処理

-- - _j 

ミガキ 〇

丁寧なーミがギ 〇
一--丁寧なミカ＇ヤ 有 0 - -1 

--—-~ ゴ

0(上）エ字状連結A型＋（下）不明。 [362. 374] 

0 LR原体（上）⇔（下）回転。底角部刺突処理

0底角部刺突処理

海骨針〇

LR原体（上）⇔（下）・（左上）⇔(右下）回転。

゜
底部縦長の剌突処理

0頂角間中点剌突処理。内傾接合

名

詈
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NO 地区 層分類 （主）文様 地文 外面調整 内面調整 外炭 内炭 赤含有物 数 備 考

456 AZ24 4 VI体 変形工字文？ LR横走 ミガキ 1r~·,) ・ミカ・キ

゜457 AZ24 4 ¥l: 体 変形工字文？ LR斜横 ミガキ ミガキ 砂粒多

゜458 BA24 4 VI体 変形工字文？ LR斜行 ミガキ ミガキ 0' 
459 BA24 4 VI体 変形工字文？ LR横走 ミガキ 丁寧なミがキ i 

゜ -—I I I 
460 BA25 4~ 体 平行沈線文 不明 ミガキ 丁寧なミがキ 0 4mm間隔の刺突列あり

461 BA24 4 WA 変形工字文 不明 丁寧なミカ冷 丁寧なミカ・キ 〇口繰部と肩部に焼成後穿孔。頂角部剌突処理
＇ 

462 B824 4 WA 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ

゜
， 

463 8D24 4 WA 変形工字文 LR横走 丁寧なミカ冷 丁寧なミカ・キ

゜464 BA25 3a Vl!A 変形工字文 不明 ミガキ 丁寧なミがキ 0内面沈線2本。頂角部剌突処理 ！ 

465 BA25 4 WA 変形工字文 不明 ミガキ ミガキ 金雲母 〇内面沈線2本。 [468] 

466 BA24 I 4 WB 完結型 LR斜横 ミガキ ミガキ 有金雲母
円゚板状突起。横幅5cmx縦幅3.3cmx高さ3.6cm程度。現高
(7 8)・ 口径(27.0)・肩部径(27.6) 

467 WB 不明 不明 ミガキ ， ミガキ 0円板状突起

468 BA25 3a VJIA 不明 不明 ミガキ i ミガキ 金雲母 X 465と同一

469 BA24 4台部A 1・2条沈線 無 ミガキ ミガキ
上端と下端に1条沈線。

台゚部高5.3・台部下端径(IO.0)・台部上端径7.6 

470 AZ24 4台部A 1・2条沈線 無 丁寧なミがキ ミガキ
台部径9.8Clllo上端と下端に I条沈線。

台゚部高5.4・台部下端径9.8・台部上端径7.8
471 BA25 3a台部A l・2条沈線 無 丁寧なミカ・キ 丁寧なミカ冷 0上端と下端に1条沈線

472 BA25 3a台部A l・2条沈線 無 ミガキ ミガキ 0上端と下端に1条沈線

473 BA24 4台部A l・2条沈線 無 ミガキ ミガキ 0上端と下端に1条沈線

474 BA24 4台部A 1・2条沈線 無 ミガキ ミガキ 0上端と下端に1条沈線

475 BA25 3a台部Ai 平行沈線文 無 ミガキ ミガキ 0上端と下端に1条沈線

476 BA24 4台部A 1・2条沈線 無 丁寧なミがキ 丁寧なミカ冷 0上端と下端に1条沈線

477 BA25 3a台部A 1・2条沈線 無 丁寧なミがキ 丁寧なミカ・キ !O 上端と下端に1条沈線

478 BJ25 3a台部 無文 無 ミガキ ミガキ 砂粒多,o台部径5.2cm 

479 ！台部B 流水工字文 無 ミガキ I ミガキ iO 推定台部径II.6cm. 焼成軟質 [480~483] 

480 i台部B 流水工字文 無 ミガキ ， ミガキ X 479と同一 [481~483) 

481 BA24 4'台部B 流水工字文 無 ミガキ ： ミガキ X 479と同一 [ 480・482・483] 

482 BA24 4台部B 流水工字文 無 ミガキ ミガキ X 479と同一 [480・481・483) 

483 BA24 4台部B 流水工字文 無 ミガキ ミガキ X 479と同一 [480~482] 

484 BA24 4台部C 波状文 無 ミガキ ミガキ I 金雲母 X 485と同一

485 BA24 4台部C 波状文 無 ミガキ ミガキ ! 金雲母 0波状沈線3本 [484] 

486 BC22 4台部C 波状文 無 ミガキ ミガキ 金雲母 0波状沈線3本。 (484,485とは別個体］

487 BB25 4台部D 地文のみ
L鴎行・

ナデ ナデ ＇ 0台付鉢？。台部高3.4・台部下端径6.2・台部上端径4.6Llti 

土偶
脚゚側面に2条の平行な沈線文。土器底面？側に 3条の沈線図版 脚？ 沈線文 無 ミガキ ミガキ

3 文。士製品の可能性もあり。

平行沈線
無 i丁寧なミカ冷488 BA25 3a VIIAI 無文帯 丁寧なミカ冷 金雲母 〇口縁部”字文。現高(3.5)・ 口径(84) 

平行エ字文

489 BA24 4 VIIAI 平行エ字文 無 I ミガキ ミガキ 金雲母

゜490 BA25 4 WAI 1C字文 無 i ミガキ ミガキ 金雲母 〇口縁部逆”字文。現高(4.0)・ロ径(8.2) 

491 BB24 4'11Al 冗字文 無 ミガキ ”・リ・ミがキ ！ ： 金雲母 0 口縁部逆冗字文 [495] 

492 BB24 4 W!Al 冗字文 ，無 ミガキ ミガキ ： 金雲母 0肩部以下無文。口縁部逆 1[字文

493 AZ24 4 ¥IIAI 1C字文 無 ミガキ ナデ・ミがキ 金雲母 〇口縁部逆r字文

494 BA25 3a ¥l!Al r字文 無 ミガキ ミガキ ！ I 金雲母 0口縁部逆 1[字文

495 BA25 3a WAI 冗字文 無 ミガキ ,,ズリ・ミカ・キ I 金雲母 X 49Jと同一

496 BA24 4 "WIAI r字文 ！無 ミガキ ミガキ ！ 0頸部に、上下2列の縦長の刺突列

497 BA25 3a渭Al 平行エ字文 無 ミガキ ミガキ 0平行エ字文の中心部剌突処理

498 BA24 4 VIIC 平行沈線文 無 ミガキ ミガキ

゜499 BA24 4 VIIC 平行沈線文 無 丁寧なミカ冷 丁寧なミカ冷 X 500と同一

500 BA26 3a WC 平行沈線文 無 丁寧なミカ・キ 丁寧なミカ冷 〇推定口径8.4cm [499) 

501 B825 4 VIIA2 冗字文 無 ミガキ ミガキ 金雲母 〇口縁部逆”字文

502 BA25 3a Vl!A2 冗字文 無 ミガキ ミガキ 金雲母 〇口縁部逆”字文

503, BA25 3a ¥IA2 ”字文 無 ミガキ ミガキ 1 金雲母 〇口縁部逆If字文
- -

504:BA25 3a VIIA2 冗字文 無 ミガキ ＇ ケス・ 1/•tデ X 505と同一。口縁部逆冗字文

505'BC24, 4 VIIA2 r字文 無 ミガキ ケス・ I)•ナデ 〇内面沈線2本。口縁部逆が字文 [504] 

506 BB25; 4 VIIA2 ”字文 無 ミガキ ！ ミガキ 金雲母 0 (507] 
507 BA25:3a VIIA2 冗字文 無 ミガキ ミガキ _, 金雲母 X 506と同一

508 BB24, 4 旧A2 不明 不明 ミガキ C ミガキ 金雲母

゜： 
VIIA2 ,平r行字エ文字文or

I 
ミガキ I し ミガキ509 BA24 4 無 1金雲母

゜
I 

510 BA25 3a VIA2 i 平行沈線文 無 丁寧なミカ冷 ミガキ 〇現高(3.8)・ロ径(IQ_6) 

511 BA24 4 VIIA2 乎行沈線文 無 ミガキ ミガキ 〇押圧による小波状口縁。現高(4.0)・ロ径10.2

512 BA24 4 VDA2 1 変形工字文 不明 丁寧なミカ冷 丁寧なミカ冷 0沈線幅4mm。沈線断面形半円状。砂沢式的. [547,548] ' I 

513 BA25 4 -WA体！ 1f字文 不明 丁寧なミカ・キ 丁寧なミがキ 海骨針 X 517と同一。口縁部に平行エ字文 [516~520] 

514 BA22 4 VIIAI : 平行沈線文 無 ミガキ ナデ・ミカ・キ 金雲母
体部下半に焼成後穿孔あり、その部分にタール状の物質付

着゚。器高7.5・ロ径4.4・頸部4.6・胴部7.8・底径3,8。
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NO 地区 層分類 （主）文様 地文 外面調整 内面調整 外炭 内炭 赤含有物 数 備 考

515 BA24 4 WA体 r字文 無 ミガキ ナデ・ミカ・キ 金雲母 金゚雲母多量に含む。口縁逆”字文(3単位）。
現高(20I)・頸部径80・胴部径21.0 

516 BA24 4 WA体 TC字状連結型 不明 丁寧なミカ・ギ 丁寧なミがキ 海骨針 X 517と同一。縦llmmx横8mmの粘土粒 [513・518~520] 

517 BA24 4 VDIA体 1C字状連結型 不明 丁寧なミカ・キ 丁寧なミカ・キ 海骨針 0沈線幅5mm。断面半円状 [513, 516, 518-520] 

518 BA26 3a VDIA体 1C字状連結型 不明 丁寧なミカ・キ 丁寧なミカ・キ 海骨針 X 517と同一 [513, 516, 519-520] 

519 BA25 3a VDIA体 r字状連結型 不明 丁寧なミカ・キ 丁寧なミカ・キ 海骨針 X 5¥7と同一 [513, 516, 518, 520] 

520 BA25 3a WA体 r字状連結型 不明 丁寧なミカ・キ 丁寧なミカ・キ 海骨針 X 517と同一 [513・516・518-519] 

521 BA24 4 WIA体 変形工字文 不明 丁寧なミがキ 丁寧なミカ・キ 0 517と文様・調整が類似しているが、別個体

522 BA24 4 VDIA体 交互重層型 不明 丁寧なミカ・キ 丁寧なミカ・キ X 523と同一 (524・525] 
（上）エ字状連結A型＋（下）完結。下段の変形工字文の底角

523 B824 4 VIIA体 交互重層型 不明 丁寧なミカ・キ 丁寧なミカ冷 0は剌突処理。口縁逆r字・ r字文が交互に描かれる。
(522. 524. 525) 

524 BA24 4 VIIA体 交互重層型 不明 丁寧なミカ・キ 丁寧なミカ・キ X 523と同一 (522・525] 

525 B824 4 VIIA体 交互重層型 不明 丁寧なミカ・キ 丁寧なミがキ X 523と同一 (522・524] 

526 B825 4 WIA2 交互重層型 不明 ミガキ ，，ズリ・ミカ・キ 頂゚角部は、文様描出の通過点。（上）不明＋（下）不明。突起
上面にキずミ3点。 [527] 

527 
BA 

4 VIIA2 交互重層型 不明 ミガキ ，，ズリ・ミカ・キ X 526と同一
24 

528 BC24 4 VBIA体 流水工字文 無 ，，ズリ・ミカ・キ ナデ・ミカ・キ 金雲母 0(上）不明＋（下）完結。流水工字文の可能性あり。

529 BA24 4 WIA体 完結型 不明 ミガキ ナデ 金雲母

゜530 BA24 4 VIIA2 交互重層型 LR横走 ミガキ ミガキ 海骨針 球゚（上胴）形エ。字二状又突起がさらにキずミで＿分割。
連結B型＋（下）不明

531 BA24 4 VIIA体 完結型 無 ~;1•1J ・ミカ・キ ナ デ 金雲母

゜532 BA25 3a WA体 交互重層型 不明 ミガキ ，，，．リ・ミカ・キ 砂粒多 0(上）不明＋（下）完結。

533 BB24 4 WA体 上下重層型 不明 ミガキ ナデ・ミカ・キ 0(上）底角部刺突処理

534 BA26 4 WA体 交互重層型 LR斜行 ミガキ ヶズリ・ミカ・キ 0 LR原体（上）⇔（下）回転。（上）エ字状連結A型＋（下）不明

535 BA25 3a VIA体 変形工字文 不明 ミガキ ナデ・ミカ・キ

゜536 BA24 4 VIIA体
流水工字文

不明 ミガキ ナデ 金雲母 0金雲母多量に含む。or完結型

537 BA25 4 VIIA体 変形工字文 不明 ミガキ ナデ・ミカ・キ 金雲母 0金雲母多量に含む。

538 BA25 3a VEA体 変形工字文 不明 ミガキ ナデ 金雲母 0金雲母多量に含む。

539 BA24 4 VIIA体 交互重層型 不明 ミガキ ミガキ 金雲母 0金雲母多量に含む。

540 BA24 4 VIIA体 変形工字文 不明 丁寧なミカ冷 丁寧なミカ・キ

゜541 BA26 3a VIIA体 交互重層型 不明 ミガキ ，，ス・リ・ミカ・キ 0完結型含む。

542 BC25 4 VIIA体 変形工字文 不明 ミガキ 丁寧なミカ・キ
（上）頂角部・底角内中点刺突処理

（゚下）頂角間中点・底角部刺突処理

543 BA25 3a VBIA体 交互重層型 不明 ミガキ ，，ズ1)・ミカ・キ 0(上）エ字状連結B型＋（下）不明

544 BA25 3a ¥lllA体 変形工字文 不明 丁寧なミがキ 丁寧なミがキ

゜545 BA24 4 VBIA体 交互重層型 不明 丁寧なミがキ ti・11・ミがキ 0(上）エ字状連結A型＋（下）完結。沈線幅4mm.断面半円状

546 BA24 4 VBIA体 交互重層型 不明 丁寧ミカ・キ 丁寧なミカ・キ 0(上）エ字状連結A型＋（下）不明。沈線幅4mm.断面半円状

547 AZ24 4 WA2 変形工字文 不明 丁寧ミカ・キ ミガキ X 512と同一。 [548] 

548 BA24 4 VIBA2 変形工字文 不明 丁寧ミカ・キ ミガキ X 5}2と同一。 (547] 

549 BA24 4 WA体 変形工字文 無 丁寧ミカ・キ ，，ズリ・ミがキ 0沈線幅4mm程度断面半円状。

550 BA25 3a VDIA2 
I 

1C字文 無 ミガキ ミガキ 金雲母 〇口縁部逆1C字文。内面沈線3本。頸部に穿孔2点 [551-553]

551 BA25 3a Vi!A2 r字文 無 ミガキ ミガキ 金雲母 X 550と同一。 [552-554] 

552 AZ24 4 VIIA2 完結型 無 ミガキ ミガキ 金雲母 X 550と同一。 [551・553・554] 

553 BA25 3a VIIA2 完結型 無 ミガキ ミガキ 金雲母 X 550と同一。 [551・552・554] 

554 BA25 4 WIA2 完結型 無 ミガキ ミガキ 金雲母 X 550と同一。 [551・552-553] 

555 BE2l 4 vnA体 無文 無 ナデ・ミカ・キ ナ デ ター}y 外面肩部以下に、タール状の物質付着。

現゚高(12.0)・肩部径12.8・ 底部64 
556 BC24 4 WIC 平行沈線文 不明 ミガキ ミガキ

゜557 BA25 3a WIC 平行沈線文 不明 ミガキ ミガキ 海骨針 〇口頸部の外反具合が、遠賀川系壷に類似

558 8B24 4 VIIC 平行沈線文 不明 ミガキ ミガキ

゜559 BA24 4 VIIC 平行沈線文 不明 ミガキ ミガキ

゜560 BA24 4 WC 
冗字文 or 

不明 ミガキ ミガキ 01C字文部または変形工字文の中点部刺突処理。
変形工字文

561 BA25 3a'11B 無文 無 ミガキ 丁寧なミカ・キ 〇現高(3.4)・ロ径74・頸部径6.0 

562 BA25 4 VIIB 乎行沈線文 無 ミガキ ナデ・ミカ・キ 〇現高(124)・ 口径68・頸部径56・胴部径165 

563 BD24 4 VIIC 平行沈線文 無 ナデ ・ミカ・キ ナデ・ミカ・キ 砂粒多 〇内傾接合。現高(4.8)・ロ径(4.6)・頸部径(5.0)胴部径(126) 

564 BB24 4 VIIC 平行エ字文 無 ミガキ ナデ 0頸部平行エ字文4単位。現高(4.0)・頸部径6.0 

565 BA24 4 VIIC 無文 無 ナデ・ミカ・キ ナデ 〇ソロバン形の胴部。現高04.I)・胴部径(21.6)・底径(9.2) 

566 BB24 4 VIIC 不明 LR横走 ナデ ナデ 〇現高(3.5)・底径7.2 

567 AZ24 4 VIIC 無文 無 ナデ ・ミカ・キ ナデ・ミカ・キ 金雲母 〇現高(7.7)・底径64 

ロ縁部内面に沈線一条。頸部の二条の平行沈線間に間隔3mm
の刺突列。剌突は縦3mmX横4mm程度の上側が狭い長楕円
形。先端の尖った直径2mm程度の繹状工具で横または斜め下

568 IXB 平行沈線文 無 ミガキ ミガキ 砂粒多
から、刺突を施す。底面は中央に向かいなだらかに上が
る゚。内外面共に、へうミカ・キは横方向が多い。口縁部内外面共
に横方向のミがキ。外面IOYR7/2(にぶい黄褐）と
7 5YR7/6(橙）。内面7.5YR7/4(にぶい橙）。器高178・ロ径
10. 0・頸部径9.2・胴部(18,2)・底径7.2 
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遺構外出土　弥生土器　観察表凡例
(主)文様変形工字文はその細分名のみを記した。「変形工字文」とのみ記したものは、その残存部からは細分不可能であったものである。

文様の一部のみが残存し、その文様が推定できるときには、可能性が高い文様を「変形工字文?」などと「?」を用いて記した。

地文地文の種類、縄文の場合は施文方向ではなく、条の向きを記した、「斜縦」と説したものは、条の向きが斜行とも縦走ともとれ

る傾きのもの、「斜横」と記したものは.斜行とも横走ともとれる傾きのものを表している。また特殊な施文方向の場合のみ備

考欄において記した。

外炭外面の炭化物残存状況。土器の器表面の一部にでも炭化物の残存が認められた場合には、その状態によって、スス・炭・タールと記し

た。「スス」と記したものは、明瞭な炭状ではないが、土器製作後に付着したと思われる炭素と考えられる薄い皮膜が器表面の一

部を被うもの.煮沸の痕跡であるかは不明である。「炭」と記したものは。焦げ付きや煮:ぼれと考えられる炭化物の残存が認

められるもの。煮沸の痕跡と考えられる。「タール」と記したものは、「炭」同様に煮沸時に付着したものと考えられるが.炭化物表

面が光沢を帯びるものである。

内炭内面の炭化物残存状況。表記方法は、外面調整と同様である。

赤赤色顔料の残存状。観察衰の欄には有無しか記していないが、備考欄においてその残存部について記したものもあるe

含有物砂粒を多く含む→「砂粒多」、海綿動物骨針→「海骨針」と略記した。

数量一個体としてカウントしたものには「○」、同一個体があるなどの理由で、カウント対象外としたものには「×」と記した。

備考その土器の特徴や観察される製作技法、使用の痕跡、土器の器高・現存部高さ(現高と略)・各部位の直径を記した。(　)内の数

値は、現高を除きすべて復元推定植である。[　]内の数値は、同一個体の番号を示している。
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NO 地区 層分類 （主）文檬 地文 外面調整 内面調整 外炭 内炭 赤含有物 数 傭 考

880A: 部）と同一。焼に成放は軟質で、器表面に浮き出た砂粒の

569 IXA 平行沈線文 LR斜行 ナデ ミガキ スス 砂粒多 周゚辺は、砂粒中心 放射状にひび割れが認められる。口唇
部5~81111間隔で左下がりの与ずも口縁部外面は横方向のナ
デ。口縁部～体部内面は績方向のヘラミカ冷。 [88] 

570 IXA 平行沈線文 LR斜行 ナデ ザ・・ミカ・午 砂粒多 体゚口唇部部内4面u横間方隔向でのさずミカ冷ミ。。口在縁地部的外器面形横。方向のザ・。 口縁部～

571 AZ24 4 lXA 平行沈縁文 不明 ナデ ミガキ 砂粒多 面゚口唇横部方6向1111の間ミカ隔.,.の_利・ミ。 口縁部外面横方向のザ・。 口縁部内

口唇部101111間隔のキがミ。頸部に3本の平行沈線。 1本目と2本
目の間に横&mx縦3~41111の横長の列点文が12mm程度の間隔

572 BA25 Sa IXA 平行沈線文 刷毛目 ナデ ミガキ スス 砂粒多 0で施される。口縁外面は、横方向のナデ。口縁部～肩部内面
は横方向のミカ冷。外面頸部文様以下には、横方向の細い、
刷毛目状の痕跡が認められる。

口唇部41111間隔の~,・ミ。頸部に幅Znll程度の細い一条の沈
線。口縁部外面横方向の竹・。肩部以下の外面はナデ調整の
後、刷毛目状の条線が（左上）⇔(右下）方向で施される。ロ

573 IXA 1・2条沈線 刷毛目 ナデ・T¥'メ ナデ・ミカ・ギ 砂粒多 0縁部に近い条線がそれより下位の条線よりも新しい。条線
の一単位の幅は10mm程度。内面は横方向を基本とするミが令
が行われるが、口縁部や肩部の一部に横・縦方向のtデの痕
跡が認められる。在地的器形。

頸部の2条の平行沈線間に列点文が施される。列点は横8~
J01111x縦3nn程度。頸部の縦平行沈沈線線がの最下部～肩部の蹟辺）
平沈線行沈施線文後の最上部を2条の 結ぶ。頸肩部の横走平行

に、縦沈線を施す。頸部付近では縦沈線は（下）
→（上）へ施されている。縦沈線の全体での単位数は不明．
口縁部外面は横方向のミカ冷。口縁部内面はミがさ。肩部以下
外面は横方向のミがキ痕が認められる。肩部～体部中位付近

575 BA24 4 IXB 平行沈線文 無 ミガキ 'fi"1J・ミカ冷 砂粒多
の内面のケか）は横方向。肩部内面付近には、縦方向のミカ・弁
痕゚が認められる。現高25.7口径(11.6)頸部径(IO.Z)肩部径
(27. 7)底部径(9.8) 
※拓本図674では同一破片を用いて、 4単位の場合の縦沈線
のイメージを示しているが、実際にはI• 2• 4単位が考えら
れよう。また拓本に描かれた同心円は拓本のレイアウトの
都合上描いたものであり、実際の頸部と肩部の平行沈線を
上方から見たものの 1/3ではない。 574の拓本は1/3であ
り、 575は1/3の推定復元図である。

576 IXB 無文 無 ナデ ミガキ 砂粒多

゜577 BA25 3a IXB 無文 無 ナデ ナデ 砂粒多 外゚面に二次焼成による赤色化が認められる。外面に縦方向
のザ痕。 [578] 

578 BA25 3a IXB 無文 無 ナデ ナデ 砂粒多 X 577と同一

579 IXB 無文 無 ナデ・ミカ・キ ザ・・ミカ冷 砂粒多

゜

遺構外出土弥生土器観察表凡例

（主）文様変形工字文はその細分名のみを記しt.:.「変形工字文」とのみ記したものは、その残存部からは細分不可能であったものである。

文様の一部のみが残存し、その文様が推定できるときには、可能性が高い文様を「変形工字文？」などと「？」を用いて記した

地文 地文の種棗，縄文の場合は施又hi~」ではなく、条の向きを記した。「斜縦」と記したものは、条の向きが斜行とも縦走ともとれ

る傾きのもの、「斜横」と記したものは、斜行とも横走ともとれる傾きのものを表している。まだ彬朱な施文力向の場缶が暉＇

考欄において記した。

外炭 外面の炭化物残存状況，土器の器表面の一部にでも炭化物の残存が認められた場合には、その状態によって、双・炭•ク哨と記し

t.:. 「双」と記したものは、明瞭な炭状ではないが、土器製作後に付着したと思われる炭素と考えられる薄い皮膜が器痴酉の一

部を被うもの。煮沸の痕跡であるかは不明である。「炭」と記したものは、焦げ付きや煮こぽれと考えられる炭化物の残存が認

められるもの。煮沸の痕跡と考えられる。「タール」と記したものは、「炭」同様に煮沸峙に付着したものと考えられるが、炭化物表

面が光沢を帯びるものである。

内炭 内面の炭｛拉椀財社~ 表記方法は、外面調整と同様である。

赤 赤色顔料の残存状況，観察表の欄には有無しか記していないが、備考瀾においてその残存部について記したものもある。

含有物砂粒を多く含む→「砂粒多」、海綿動物骨針→「海佑計」と略記した。

数量 一個体としてカウントしたものには「0」、同一個体があるなどの理由で、カウント対象外としたものには「X」と記した。

備考 その土器の特徴や観察される製作技法、使用の痕跡、土器の器高・現存部裔さ(ffl.高と略）・各部位の直径を記しt.:.( )内の数
値は、坑島を除きすべて復元推定値である。［］内の数値は同一個体の番号を示している。
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遺物番号 出土遺構 層 分類 （主）文様 地文 外調 内調 外炭 内炭 赤 含有物 数量 備 考

I 3 8 4土 ［甕 平行沈線文 講斜行 ミnナテ゚ 金雲母

゜
波状口縁の頂部に刻み

2 3 8 4土 ＼壺 平行沈線文 LR斜行 ミb・キ ~,-•J• ミがキ 海骨針

゜
波状口縁頂部刻み・頚部沈線

3384士 l甕 餡.,回転 ナデ 不明 ター）し状 海骨針

゜
胴部結節回転

4 3 8 4士 l甕 R斜行 ナデ n·•i• ミb・キ タール状 ター）H状 海骨針

゜
胴部R斜行

5 3 8 4士 l甕or鉢 LR斜行 ナデ ミがキ 金雲母

゜6 3 8 4士 l鉢 LR斜行 ナデ ミがキ 炭状 ター）し状

゜7 3 8 4士 l鉢 RL斜行 ナテゞ ミカ‘、キ 不明 金雲母

゜8 3 8 4土 1鉢 平行エ字文 LR斜行 ミがさ ミがキ ター）レ状 有

゜
変形工字文底角内中点？逆 7[字文

9 3 8 4土 l鉢 変形工字文 LR斜行 ミがキ ミカ`キ ター）i状 タ咄状 有

゜
波状口緑頂部刻み

10 384土 l鉢 変形工字文 ミがキ 不明 有

゜II 384士 l鉢 完結型 ミカ・ギ 不明 有

゜12 384土 l鉢 上下重層型 LR斜行 ミがキ ミがキ ター I~状 有

゜
枝状［］縁・ロ唇部刻み・波状エ字文間刺突充填

[3 384土 1鉢 ＂字状連結型 ミがキ ミがキ 有

゜
波状口縁・先端部平坦で肥厚する山形突起

14 384士 l鉢 平行沈線文 LR斜行 ミがキ ミカ`キ 有

゜15 384土 l鉢 変形工字文 無文 ミが午 ミがキ 有

゜
向かい合う二股の突起．口唇部沈線

16 384土 l鉢 平行沈線文 LR斜行 ミカ企キ ミがキ タール状 タ鳴状 有

゜
波状口縁

17 384士 l鉢 平行沈線文 LR斜行 ミカ・ギ ミカ`ギ ，，→V状 有

゜18 384土 1浅鉢 変形工字文 無文 ミがギ ミがキ

゜
乎坦口縁

19 384土 l鉢 完結型 ミb'キ7,・')+ミがキ タール状 ター／し状 有

゜
平坦口縁・（上）交互童層上完結型＋（卜）不明

20 384士 l浅鉢 変形工字文 ミb'キミがキ 有

゜21 384上 1浅鉢 変形工字文 不明 ミb"キミがキ 有 金雲母

゜
波状口緑

22 384上 l浅鉢 変形工字文 ミカ・キ ミカ‘`キ 金雲母

゜
平坦□縁

23 384土 l浅鉢 交互重層型 ミカ~ ギミがキ 不明 有

゜
交互重層・（上）完結型＋（下）不明

24 384士 l鉢 完結型 ミカ・ギ ミがキ 有

゜25 384土 l壺 交互重層型 ミカ・キ ミがキ 金雲母

゜
波状口縁

26 384土 l壺 変形工字文 ミがヤ n・,J,: がキ 有

゜27 384士 l壺 9字状連結型 ミb"キ1,・,1, ミがキ 有

゜28 384士 l壺 平行エ字文 訊斜行 ミカ・キ ミがキ 有

゜
LR原体上⇔下方向

29 384土 l壺 交互重層型 ミb"ギケス・リ＋ミカ・i 有

゜30 384上 I壺 乎行沈線文 無文 ミb・キ ケズ.,),ミカ・キ 金雲母

゜
頸部沈線問剌突

31 384土 1壺 r字文 ミカ・キ ケ，'')・ ミカ~キ 有 金雲母 X 沈線内剌突

32 384土 l壺 汀字文 無文 ミがキ n·•J• ミがキ 有 金雲母

゜33 384土 l壺 無文 無文 ミ~-キ ミがキ 金雲母

゜34 384土 l壺 不明 ミカ・キ n·•1• ミカ・キ 金雲母

゜
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畑内遺跡V B捨場（西捨場）出土土器観察表

図番 ク・リ ッド P番 口唇部文裸 ロ縁部文様 隆帯 頸部文様 胴部文様 底部 備考 分類 整理
方ロ 文様 番号

I 1 BD 4 17単絡1類 結節3コ LRヨコ ？ 内面単絡1類 A 1 1024 

I 2 BH 1 21 LRヨコ LRヨコ＋結節ョコ LR3コ ？ A I 1029 

l 3 BG 3 LR? 結節ョコ LRヨコ A I 1142 

l 4 BF 4 64 - LRヨコ＋結節ヨコ LR3コ A I 1086 

2 1 BH 0 7 LR LR3コ＋結節ヨコ LRヨコ ？ A I 1224 

2 2 PG 4 2 - LRヨコ＋結節ヨコ LRヨコ ？ A 1 1040 

2 3 BE 4 LRヨコ＋結節ヨコ LR3コ ？ A I 1008 

3 1 BE 5 44 RL側圧 LR3コ＋結節3コ LRヨコ ？ A I [079 

3 2 BF 4 14刻目 LRヨコ＋結節3コ LR3コ ？ A I !094 

3 3 BE 4 LR LRョコ＋結節3コ しRヨコ ？ A I 1164 

3 4 BG l 10 LR LRヨコ＋結節ョコ LRョコ A I 1124 

4 1 BE 4 275 LR LR3コ＋結節3コ LRヨコ ？ A I 1109 

4 2 BG 3 77 - LRヨコ＋結節ヨコ LRヨコ ？ A l 1112 

4 3 BE 3 8 - LRヨコ＋結節ヨコ LRヨコ ？ A I 1095 

4 4 BE l 17 - LRヨコ＋結節3コ しRヨコ ？ A I 1154 

5 1 BE 4 165 -、 LR LR3コ＋結節ョコ I- LRヨコ ？ A I 1052 

5 2 BF 5 3 LR 結節ョコ LRヨコ ？ A I 1067 

5 3 BF 4 92 LRヨコ LRヨコ＋結節ヨコ LR3コ ？ A I 1013 

5 4 BG 3 215~ LRヨコ＋結節ヨコ LR3コ ？ A I 1129 

6 I BF l 12刻目、 LR LRヨコ＋結節ヨコ しRヨコ ？ A I 1212 

6 2 BC 3 10 - LR3コ＋結節ョコ LRヨコ、結節ョコ A I 1072 

6 3 BH I 26 - 結節3コ LRヨコ＋結節和 LR3コ ウ A I 1185 

6 4 BF 2 13原体側庄 結節3コ LRヨコ ？ A I 1114 

7 1 BG I 12指頭押圧 結節ョコ 単絡1類斜・タテ ？ A 3 1228 

7 2 BE 3 結節ヨコ 単絡1類タテ、単絡1類ヨコ（底部近） ？ A 3 1239 

7 3 BE 2 剌突 LR3コ＋結節3コ LRヨコ ？ A I 1248 

7 4 AX 6 7 - 結節ョこ , — しRヨコ ？ A I 1165 

8 l BB 5 31 LR LRヨコ＋結節ョコ LRヨコ ？ A I 1100 

8 2 BG 2 14 - LRヨコ＋結節3コ LRヨコ ？ A I 1137 

8 3 BF 4 6 LR LRヨコ＋結節ョコ LRヨコ ？ A I 1246 

8 4 BF 3 RL側圧 LRヨコ＋結節ヨコ LRヨコ ？ A I 1078 

8 5 BF l 9 LR LRヨコ＋結節ヨコ LRヨこl ？ A I 1161 

9 1 BF 3 97 - LRヨコ十LR側圧 LRョコ ？ A 2 1106 

9 2 BF 4 II - LR印十LRlll!J圧 LRヨコ ？ A 2 1143 

9 3 BF 2 20押圧 LRヨコ十LR側圧 LRヨコ ？ A 2 1046 

9 4 BG 3 212 LR LRヨコ十LRl則圧 LRヨコ ？ A 2 1116 

10 l BD 5 307 - LRヨコ十LR側圧 LRヨコ " A 2 1214 

IO 2 BG 3 67 LR LRヨコ、 LRタテ LRクテ、 Rしタテ ？ A 6 1066 

10 3 BG 2 15 - 結節ヨコ LRヨコ 有 A 6 1155 

10 4 BC 4 45 - LRヨコ LRヨコ ？ A 6 1083 

11 1 BE fi 1 - LRヨこ LRヨコ A 6 1126 

11 2 BG 3 1 LR LRヨコ LRヨコ ？ A 6 1075 

l l 3 BG 2 II しRヨコ LR3コ LRヨコ ？ A 6 1007 

11 4 8D 5 87 - LRヨコ・斜 LRヨコ・斜 ウ A 6 1162 

11 5 BH 3 44 LR3コ LR3コ LRョコ ？ A 6 1001 

12 1 BG 4 55 LR LRヨコ LRヨコ ？ A 6 1087 

12 2 BF 4 27 - LRヨコ LRヨコ 有 A 6 1002 

12 3 BD 3 8 - 結節ョコ 有 刺突 LRヨコ ？ B I 1181 

12 4 BE 3 35 - LRヨコ＋結節ヨコ 有 LR測圧 LRヨコ ？ B I 1070 

13 I BG I 17 - 結節 有 刺突 LRヨコ B I 1027 

13 2 BC 3 12 - 結節3コ 有 刺突 LRヨコ ？ B 1 1202 

14 1 AZ 5 33 - LRヨコ＋結節ヨコ 有 LR LRヨコ ？ B I 1199 

14 2 AY 6 15 - 結節ョコ 有 LRヨコ ？ B 1 1167 

15 I BD 5 452 - 結節ョコ 有 指頭押圧 RLRヨコ ？ B I 1240 

15 2 BF 3 66 - 結節3コ 有 RLR側圧 RLRョコ ？ B I 1226 

15 3 BD 4 13 - 結節ヨコ 有 刺突 LRヨコ ？ B I 1130 

15 4 BE 3 結節ヨコ 有 指頭押圧 単絡1類クテ、結節ヨコ ？ B 10 1238 

16 I 8D 5 LRヨコ＋結節ヨコ 有 爪形 単絡1類タテ、結節3コ B 10 1104 

16 2 BG 2 17 - 結節3コ 有 指頭押圧 単絡1類タテ 有 B 10 1229 

16 3 BF 3 269 - 結節ョコ 有 沈線 結節ヨコ、単絡1類クテ ？ B 10 1244 

16 4 BF 3 llO - 結節3コ 有 沈線単絡1類ヨコ 単絡1類タテ B 10 1015 
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図 番 グリット＇ P番 口唇部文様 ロ縁部文様 隆帯 頸部文様 胴部文様 底部 備考 分類 整理
方ロ 文様 番号

17 1 BF I 20 - 結節ヨコ 有 指頭押圧 単絡1類タテ B 10 1231 

17 2 BE 5 60 - 結節 有 半竹押引 単絡1類クテ ？ B 10 1005 

17 3 AX 5 LRヨコ 有 LRヨコ ？ B 2 1166 

17 4 8D 5 117 - LRヨコ・斜 有 LR側圧 LRヨコ・斜 ？ B 2 1149 

18 I BA 6 66 ? LRヨコ 有 刻目 LRヨコ 有 B 2 1232 

18 2 Bl I 55 - LRヨコ 有 刺突 LRクテ B 2 1156 

18 3 BA 4 LRクテ 有 沈線 LRタテ ？ B 2 1065 

19 l BE 4 190 - LR斜 有 LRクテ・斜 ？ B 2 1227 

19 2 AY 5 ？ LRヨコ 有 LRヨコ B 2 1236 

19 3 BE 4 302 - LRクテ 有 LRヨコ LRタテ・ナナメ ？ B 2 1071 

20 1 BH 0 6- LRヨコ 有 LR側圧 LRヨコ 有 B 2 llOI 

20 2 BF 2 3- RLRヨコ 有 刺突 RLRヨコ ？ B 2 1128 

21 1 BD 5 393 - LRヨコ十LR側圧 1有 LRヨコ LRヨコ・タテ ？ B 8 1223 

21 2 BE 5 115 - 単絡IA類ヨコ I有 押圧 単絡1類ヨコ・タテ ？ B II 1074 

21 3 似 6 18 - LRヨコ LRヨコ B 6 1182 

21 4 BH I 2 3波状か LRヨコ LRヨコ ？ B 6 1189 

22 I BH 3 19 - LR側圧、 RL側圧 有 押圧 結束1種ヨコ ？ B 3 1062 

22 2 BH I 3 - LR側圧 有 刺突 LRヨコ ？ 8 3 1073 

22 3 AR 12 刻目 LR側圧 1有 LR側圧 LRヨコ B 3 1023 

22 4 BG l 2 - LR側圧、 LRタテ 単絡1類クテ B 23 1022 

23 l BC 3 52 - 結節ョコ 単絡1類クテ B !Ob 1206 

23 2 BE 3 30 - 結節ヨコ 単絡1類クテ ？ B !Ob 1272 

23 3 AY 6 4波状？ LRヨコ LRヨコ ？ B 6 1138 

23 4 BE 7 4 5波状、 RL側圧 結束1種ヨコ 結束1種ヨコ B 22 1080 

23 5 BD 7 520 4波状 結束1種ヨコ 結束1種ヨコ ？ B 22 1225 

24 I BO 6 456 4波状か、刻目 結束1種タテ 結束1種タテ B 22 1255 

24 2 BE 4 67 - LRヨコ＋単絡1類ヨコ LRヨコ単絡1類ヨコ（底部近く） B 7 1016 

24 3 BB 4 LRヨコ i有 刺突沈線 単絡1類クテ ？ B 15 1243 

24 4 BC 4 36 - 単絡1類タテ 1有 沈線、刺突 単絡1類クテ ？ B 11 1210 

25 I BC 4 18 - RLヨコ RL側圧 RLヨコ ？ B 6 1211 

25 2 AZ 5 20 - LRヨコ LR{則圧、刺突 LRヨコ、単絡1類クテ ？ B 17 1069 

25 3 BF 2 33 - 結束1種ヨコ LR・RL側圧 結束1種ヨコ 小有 B 21 1041 

25 4 BA 4 #VALUE! 結束1種ヨコ 側圧 結束1種ヨコ ？ B 21 1004 

26 I BC 6 92 4波状、 LR側圧 結束1種ヨコ RL側圧 結束1種ヨコ ？ B 21 1011 

26 2 BD 6 270 4波状 結束1種ヨコ 有 刺突、LR・RL側圧 結束1種ヨコ、多絡クテ ？ B 21 1099 

26 3 BF 2 39 - 結束1種ヨコ RL側圧 多絡クテ B 16 1123 

26 4 BH 0 4- 結束1種ヨコ 有 LR側圧 結束1種クテ ？ B 20 1044 

27 I BC 4 6 LR側圧 結束1種ヨコ 有 沈線 結束1種ヨコ・クテ ？ B 20 1025 

27 2 BC 3 2刻目 LR側圧、結束1種ヨコ 有 LR側圧 結束1種ヨコ結節クテ ？ B 20 1141 

27 3 BE 3 38 - 結束1種ヨコ RL•LR側圧、刺突 結束1種クテ、単絡1類タテ ？ B 21 1084 

28 l BH I 17 - 結節ヨコ十LR側圧 1有 刺突 結節ヨコ LR斜 ？ B 24 1186 

28 2 BC 5 13 - 結束1種ヨコ、 RL側圧 有 LR・RL側圧 結束1種ヨコ ？ B 23 1120 

28 3 BD 3 497 - RL・LR側圧 有 LR側圧 LRヨコ RLヨコ ？ B 24 1144 

29 I BE 3 34 - L・R側圧 有 刺突、 LR側圧 LRクテ・ヨコ RLクテ・ヨコ C 4 1103 

29 2 BE 2 2 - LR・RL側圧 刺突、結節 結束1種ョコ ？ C 7 1042 

29 3 BC 3 I 4波状 R側圧 R側圧 LRヨコ、結節ヨコ ？ C 5 1237 

29 4 BD 4 II LR刻目 LR側圧 LR側圧 結束1種ヨコ ？ C 7 1031 

30 I 8D 6 267 - LR側圧 有 結束1種ヨコ ？ C 6 1179 

30 2 BB 3 53 - LR側圧 結束1種ヨコ ？ C 7 1111 

30 3 BD 2 511 ? LR側圧 LR側圧 LRヨコ、結節3コ ？ C 5 1256 

31 1 BE 2 6 - LR側圧 有 刺突 I多絡タテ ？ C 11 1030 

31 2 BG 3 94 - LR側圧 LR側圧 結束1種ヨコ ？ C 7 1121 

31 3 BC 4 53 4波状 R側圧 単絡1類クテ ？ C 9 1222 

32 l BE 7 3 - LR側圧 LR側圧 結束1種ヨコ ？ C 7 1153 

32 2 BH 2 50 - LRヨコ十LR側圧 LR側圧 結束1種ヨコ ？ C 7 1012 

32 3 AS II 9 - LR側圧 LR側圧 LRヨコ C 5 1037 

32 4 BD 7 10 - R側圧結節3コ R側圧 I多絡ヨコ・タテ C 15 1102 

33 1 BG 4 53 - 単絡1類ヨコ十LR側圧 有 刺突 LRヨコ、結節タテ B 8 1068 

33 2 BH I 14 - 単絡1類タテ 単絡1類クテ B 14 1207 

33 3 BD 5 8 2波状？、刻目 単絡1類 単絡1類 ？ B 14 1247 

33 4 BF 3 71 4波状か I多絡クテ 多絡クテ C 15 1127 

33 5 BB 4 LRヨコ＋結節3コ LRヨコ・タテ、結節タテ ？ B 6 1105 

34 I BD 4 42 - 結束1種ヨコ LRヨコ ？ C 16 1184 
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－346－

図 番 グリット'P番 口唇部文様 ロ縁部文様 隆帯 頸部文様 胴部文様
方ロ

34 2 BG 2 225 - 単絡5類タテ 単絡5類クテ

3-l 3 BG I 16 - 単絡IA類タテ 単絡IA類クテ

35 I BD 4 217 - 結束1種ヨコ 結束1種ョコ

35 2 BD 3 584 4波状 結束1種ヨコ 結東1種3コ

35 3 BD 5 383 - 単絡lA類クテ 単絡lA類クテ

35 4 BC 5 127 - RLRョコ RLRヨコ

36 I BD 3 54波状か LRヨコ十結節3コ LR側圧 結節ョコ、 LRヨコ RL3コ

36 2 BC 6 97 4波状、一 単絡6A類ヨコ RL側圧 単絡1類タテ

36 3 BD 3 238 4被状 LR側圧 1有 I翻Iな 結節ョコ、結束1種ヨコ

36 4 BC & 68 - LR側圧、 R側圧 i有 刺突 1結束1種ヨコ

37 l BL 2 39 - LR側圧 i有 1刺突 結束1種ョコ

37 2 BD 6 284 4液状 LR・RL側圧 LR債l圧 姑古1種ヨコ

37 3 BE 2 34波状 LR側圧 R側圧 有 結節ヨコ、結束1種ヨコ

37 4 BD 3 233 4渡状 R側圧 R剌突 結節結束1種ヨコ

38 I 8D 6 48 4波状、 LR LR側圧、刺突 結束1種ヨコ

38 2 BD 6 282 4波状 LR LR・RL側圧 結束1種ヨコ

38 3 BD 3 235 - LR側圧 1有 刺突 結束1種ヨコ結箭ヨコ

38 4 BD 4 209 L R側圧 L側圧 結束1種ヨコ

39 I 8D 6 53 4波状、 LR LR側圧 結束1種ヨコ

39 2 BE 2 3 - R側圧、刺突 結東1種ヨコ

39 3 BD 6 46 4波状 LR側圧 LR側圧刺突 結束1種ヨコ、結節ヨコ

39 4 BD 6 52 4液状 L側圧 R側圧 結束1種ヨコ

40 I BC 4 24波状 単絡側圧 有 剌突 結節ョコ結東1種ヨコ

40 2 BC 6 42 4波状 LR側圧結節ョコ 結束1種ヨコ、結節ヨコ

40 3 BD 4 319 4波状か LR側圧結節ョコ LR側圧 結束1種ヨコ

40 4 8D 6 282 4波状 R側圧、結箭ョコ 結東1種ヨコ

41 I BE 2 44被状 LRヨコ LR側圧 有 刺突 結束2種クテ

41 2 BB 5 15 4波状， LR R側圧 有 刺突 結束2種3コ

41 3 BD 7 261 - LR側庄 単絡1類タテ結束1種3コ

41 4 BE 2 8- L側圧 有 曲I碑 結束2種ヨコ

42 I BE 3 291 4波状、 LR R側圧 有 刺突 単絡IA類タテ

42 2 AZ 5 19ー側圧 LR側圧 有 刺突 単絡!A類クテ

4~3 BD 2 411 4波状 LR LR側圧 刺 突 単絡IA類クテ

42 4 BD 3 332 4波状 LR側圧 有 LR側圧 単絡IA類 LRヨコ（小）

42 5 8D 3 22 L L•R•LR側圧 単絡1類タテ

43 I 8D 6 62 - LR側圧 RL側圧、刺突一 単絡IA類クテ

43 2 BE 3 293 LR LR側圧、 LRヨコ、結節 有 刺突 単絡IA類クテ

43 3 BD 5 103 4渡状 LRヨコ 単絡側圧 右 単絡側圧 単絡IA類タテ

44 1 BK 2 8- 単絡5類側圧剌突 有 単絡5類側圧 単絡IA類タテ

44 2 BD 4 259 4波状 単絡1類側圧 有 刺突 1単絡IA類タテ

44 3 BE 3 285 4波状、刺突 単絡5類側圧 有 刺突 単絡IA類クテ

45 I BA 4 34 4波状 LR側圧 有 曲12B I多絡

45 2 BC 5 20 4渡状 RL R側圧 有 剌突 1多絡クテ

45 3 8D 6 360 4波状 R側圧 1多絡クテ

45 4 8D 6 356 - LR・RL側圧 滲絡タテ

46 I BD 6 52 4波状 単絡1類側圧 阜絡1類側圧刺突 1多絡クテ

46 2 BD 4 151 4波状 LR 結節ョコ 1有 LR側圧 I多絡クテ

46 3 無し LR 単絡側圧 結束1種ヨコ多絡クテ

47 I BC 5 17 4波状 R側圧 有 刺突 姑僻ョコ結寮1種ヨコ

47 2 BA 4 36 - LR側圧、 R債l圧 結箭ョコ 結東1種ヨコ

47 3 BD 3 231 4波状 LR側圧隆帯＋刺突
,_ 

1結箭ョコ 結束1種ヨコ

47 4 BB 4 30 - LR側圧、 R側圧、刺突 1曲l牢 結束1種3コ(0段多条反撚）

48 I BD 3 249 4波状 LR側圧 貼 付 有孔結節ヨコ 結東1種ヨコ

48 2 BD 4 219 剌突 無文

48 3 BG 2 7 - 無文 蕪文

49 I BE 3 ？ ？ ？ 単絡lA類タテ

49 2 BD 7 5? ？ ？ 単絡1類タテ結節ヨコ

1項目の「図」の数字はB捨場（西捨場）の挿図図版の（）内の数字である。
2項目の「番号」の数字は挿図図版内の番号である．
3略称は以下のものである．
単絡＝単軸絡条体、多絡＝多軸絡条体、側圧＝側面押圧、ー＝無し、結節＝結節回転
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底部 備考 分類 整理
文様 番号

B 14 1122 

？ B 26 1113 

？ (D 4l 1064 

？ C 17 1107 

？ B 26 1151 

？ C 18 1245 

？ C 18 1131 

？ C 1 1009 

？ D 4 1135 

？ D 4 1152 

D 4 1091 

D 4 1039 

？ D 4 1055 

D 4 1006 

？ D 4 1057 

D 4 1054 

？ D 4 1089 

？ D 4 1096 

？ D 4 1077 

？ D 4 1051 

？ D 4 1139 

？ D 4 1178 

？ D 4 1117 

D 4 1021 

D 4 1020 

？ D 4 1098 

？ D 4 1014 

？ D 4 1188 

？ D 2 1053 

？ D 4 1196 

？ D 1 1118 

？ D 7 1010 

？ D 7 1050 

？ D 7 1038 

？ D 7 1090 

？ D 7 1063 

？ D 7 1097 

D 7 1017 

？ D 7 1060 

？ D 7 1076 

？ D 7 1088 

？ D 6 1233 

D 6 1147 

？ D 6 1140 

？ D 6 1043 

？ D 6 ll80 

？ D 6 1213 

？ D 6 1058 

？ D 8 1119 

？ '~ D 8 1092 

？ D 8 1061 

？ D 8 1209 

？ D 10 1242 

異形土器 E 5 1133 

E 5 1132 

(D 7) 1136 

？ (D 1) 1150 



写真図版写真図版





図版 l 1 . トウヒ属またはカラマツ属の一種 No. 3 

2. ニレ属の一種 No. l 

a : 木口 X40 b : 柾目 1 b ; X 150 2 b ; X 100 c : 板目 XlOO 

樹木の肥大生長方向は木口では画面下から上へ，柾目では左から右．
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第55号竪穴住居跡イ区横セクション東側 第55号竪穴住居跡イ区セクション西側

第55号竪穴住居跡上層遺物検出面 第55号竪穴住居跡ハ区中層遺物出土状況

第55号竪穴住居跡ハ区中層遺物出土状況（アップ） 第55号竪穴住居跡土製円盤出土状況

第55号竪穴住居跡球状土製品出土状況 第55号竪穴住居跡ベルト内遺物出土状況

図版 2 第55号竪穴住居跡
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第55号竪穴住居跡イ区南北セクション 第55号竪穴住居跡口区南北セクシ ョン

第55号竪穴住居跡ハ区南北セクション 第55号竪穴住居跡二区南北セクション

第55号竪穴住居跡ハ区セクシ ョン東側 第55号竪穴住居跡ハ区セクション西側

第55号竪穴住居跡口区セクション東側 第55号竪穴住居跡口区セクション西側

図版 3 第55号竪穴住居跡
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第55号竪穴住居跡炉 7・10確認状況 第55号竪穴住居跡炉 1確認状況

第55号竪穴住居跡55C期完掘状況

第55号竪穴住居跡完掘状況

第56号竪穴住居跡セクション 第56号竪穴住居跡セクシ ョン

第56号竪穴住居跡セクション 第56号竪穴住居跡完掘

図版 4 第55号•第56号竪穴住居跡
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第57号竪穴住居跡セクション 第57号竪穴住居跡セクション

第57号竪穴住居跡ピット確認状況 第57号竪穴住居跡完掘

第58・77号竪穴住居跡セクション 第58・77号竪穴住居跡セクション

第58・77号竪穴住居跡セクション 第58・77号竪穴住居跡完掘

図版 5 第57号・第58号・第77号竪穴住居跡
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第59号竪穴住居跡東西セクション 第59号竪穴住居跡完掘状況

第62・63号竪穴住居跡東西セクション 第62・63号竪穴住居跡遺物出土状況

第62・63号竪穴住居跡Pit検出状況 第62・63号竪穴住居跡完掘状況

第64号竪穴住居跡セクション 第64号竪穴住居跡完掘状況

図版 6 第59号・第62号・第63号・第64号竪穴住居跡

- 354 -



第65号竪穴住居跡セクシ ョン 第65号竪穴住居跡セクシ ョン

第65号竪穴住居跡完掘 第66号竪穴住居跡セクシ ョン

第66号竪穴住居跡完掘 第67号竪穴住居跡セクション

第67号竪穴住居跡セクシ ョン 第67号竪穴住居跡Pit1セクシ ョン

図版 7 第65号 ・第66号 • 第67号竪穴住居跡
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第67号竪穴住居跡完掘 第68号竪穴住居跡 第375号土坑セクシ ョン

第68号竪穴住居跡 第375号土坑セクション 第68号竪穴住居跡 第375号土坑完掘

第69号竪穴住居跡セクション 第69号竪穴住居跡遺物出土状況

第69号竪穴住居跡完掘 第70号竪穴住居跡セクション

図版 8 第67号・第68号・第69号・第70号竪穴住居跡
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第70号竪穴住居跡セ クション 第70号竪穴住居跡完掘

第71号竪穴住居跡セクション 第71号竪穴住居跡完掘

- ,,,.....,,,,、
ー --"'..

‘ 
．．泣・"",:: ~ "・ 

第73号竪穴住居跡セ クション 第73号竪穴住居跡セクション

第73号竪穴住居跡完掘 第73号竪穴住居跡完掘

図版 9 第70号・第71号・第73号竪穴住居跡
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第74号竪穴住居跡セクション 第74号竪穴住居跡完掘

第75号竪穴住居跡セクション 第75号竪穴住居跡完掘

第76号竪穴住居跡セクション 第76号竪穴住居跡セクション

第76号竪穴住居跡遺物出土状況 第76号竪穴住居跡完掘

図版10 第74号• 第75号・第76号竪穴住居跡
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第312号土坑セクション 第312号土坑炭化材

第312号土坑完掘 第318号土坑セクション

事

第318号土坑完掘 第319号土坑セクション

第319号土坑完掘 第321号土坑セクシ ョン

図版11 第312号• 第318号 ・第319号・第321号土坑
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第321・327号土坑完掘

第322号土坑完掘

第322号土坑セクシ ョン

第320・323号土坑セクシ ョン

第320・ 323号土坑完掘 第324号土坑セクシ ョン

Ì
 第324号土坑完掘 第325号土坑セクシ ョン

図版12 第320号• 第321 号• 第322号・第323号・第324号• 第325号土坑
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第326号土坑セクション 第326号土坑完掘状況
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第328号土坑南北セ クション 第328号土坑完掘状況

第329号土坑セクション 第329号土坑完掘状況

第330号土坑セクション 第330号土坑完掘

図版13 第326号・第328号• 第329号• 第330号土坑
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第332号土坑セクシ ョン 第332号土坑完掘

第333号土坑セクション 第333号土坑完掘

第334号土坑セクション 第334号土坑セクション

第335号土坑セ クシ ョン 第335号土坑完掘

図版14 第332号・第333号・第334号• 第335号土坑
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第336号土坑完掘状況

第337号土坑完掘状況

t、""'・—-, 

第338号土坑完掘状況 第343号土坑完掘状況

,. ~ • _;;. fl'" H'"-. f'_;"'i 

第339号土坑セクション 第339号土坑完掘状況

図版15 第336号・第337号・第338号・第339号・第343号土坑
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第340号土坑東西セクシ ョン

第341号土坑東西セクシ ョン

第342号土坑セクション

第340号土坑遺物出土状況

...-;, 

第341号土坑完掘
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第342号土坑完掘

第344号土坑セ クション 第344号土坑完掘

図版16 第340号 • 第341 号 ・ 第342号 • 第344号土坑
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第345号土坑セクシ ョン 第345号土坑遺物出土状況

第345号土坑完掘 第346号土坑セクション

第346号土坑完掘 第346号土坑完掘

~ 

幽

第348号土坑セクション

第348号土坑完掘

図版17 第345号・第346号・第348号土坑
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第349号土坑セクション 第349号土坑完掘

第350号土坑セクション 第350号土坑完掘

第354号土坑完掘 第355号土坑セクション

第355号土坑セクション 第356号土坑セクション

図版18 第349号・第350号• 第354号• 第355号・第356号土坑
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第355・356号 土坑完掘 第357号土坑セクション

第357号 土坑完掘 第358号土坑セクション

第358号土坑完掘 第359号土坑 セクション

第361号土坑セクション 第361号土坑完掘

図版19 第355号・第356号・第357号・第358号• 第359号・第361号土坑
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第362号土坑セクシ ョン

~ 

~ 亀

第363号土坑セクション

第362号土坑完掘

第363号土坑完掘

第365号土坑セクション 第365号土坑完掘

第366号土坑 セクション

第365号土坑完掘

図版20 第362号• 第363号・第365号• 第366号土坑
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第367号土坑セクション

第366号土坑完掘

第367号土坑完掘 第368号土坑セクション

第369号土坑南北セ クション 第369号土坑完掘

第370号土坑セクシ ョン 第370号土坑完掘

図版21 第366号• 第367号・第368号• 第369号・第370号土坑
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第371号土坑東西セクション 第374号土坑セクション

第374号土坑完掘状況 第376号土坑東西セクシ ョン

第376号土坑完掘状況 第376号土坑完掘状況②

第379号土坑セクション 第379号土坑完掘状況

図版22 第37 1 号 ・第374号• 第376号・第379号土坑
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第380号土坑セ クション 第380号土坑完掘状況

第381号土坑セクシ ョン 第382号土坑セクシ ョン

第381・382号土坑完掘状況 第384号土坑確認・遺物出土状況

第384号土坑遺物出土状況 第384号土坑完掘状況

図版23 第380号• 第381 号• 第382号• 第384号土坑
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第387・388号土坑セクション 第387・388号土坑完掘状況

第389号土坑セクシ ョン 第389号土坑完掘状況

第392号土坑 セクション 第392号土坑完掘状況

第393号土坑完掘状況 第395号土坑セクション

図版24 第387号 • 第388号・第389号 • 第392号• 第393号 ・第395号土坑
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第397号土坑南北セクション

第398号土坑 セクション

第399号土坑セクシ ョン
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第397号土坑完掘状況．
 

岱
置

第398号土坑完掘状況

第399号土坑完掘状況

第400号土坑セクシ ョン

...... .... 濾,._.

第400号土坑完掘状況

図版25 第397号・第398号• 第399号・第400号土坑
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第401号土坑セクション 第401号土坑完掘状況

第402号土坑セクション 第402号土坑完掘状況

--

第403号土坑セクション 第403号土坑完掘状況

第404号土坑セクション 第404号土坑完掘状況

図版26 第401 号• 第402号・第403号・第404号土坑
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第405号土坑セクション

第405号土坑完掘

第33号埋設土器 第31・34・35号埋設土器

第36号埋設土器 第36号埋設土器

-翌！ 4露鼠
～嘔苫~

第37号埋設土器 第39号埋設土器 セクション

図版27 第405号土坑、第31 号• 第33号• 第34号・第35号• 第36号・第37号・第39号埋設土器
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第41号埋設土器 出土状況 第41号埋設土器 出土状況（半歓）

第42号埋設土器 セクション 第44号埋設土器

第50号埋設土器セクション 第51号埋設土器

第52号埋設土器 第54・55号埋設土器

図版28 第41 号・第42号・第44号• 第50号・第51 号• 第52号・第54号・第55号埋設土器
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第56号埋設土器 第59号埋設土器

第60号埋設土器 AW~AX-41 焼土群

第 7号焼土範囲 東西セクション 第65号焼土セクション

第21号焼土内 ミニチュア土器 下層 a北区 焼土遺構群全景

図版29 第56号・第59号• 第60号埋設土器、焼土遺構
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第14号屋外炉 出土状況

第13号屋外炉セクション

性格不明遺構 炭化物セクション

第14号屋外炉 セクション

性格不明遺構 炭化物セクション

性格不明遺構完掘状況
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第 7号集石 出土状況 第8号集石確認状況

図版30 第13号• 第14号屋外炉、性格不明遺構、第 7号・第 8号集石
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第 9号集石確認状況 第10号集石確認状況

第 1号配石確認状況 第 1号配石確認状況

A V-49~50浮石混じり層下部 遺物出土状況 CE -18区皿層 水晶製石器出土状況

B D-25区W層上面遺物出土状況 B B25区土偶出土状況

図版31 第 9号・第10号集石、第 1号配石、遺物出土状況
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BA-24区遺物出土状況 遺物出土状況

す---, •. ~ 恐こぶ一るヽ

AZ -24~25・BA -24~25区W層遺物出土状況 B H -19~20区炭化木確認状況

BD -20区 炭化木確認状況 AU  -41 E捨て場トレンチ

BE -26区 西 壁 調査風景

図版32 遺物出土状況・調査風景
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図版33 第55号竪穴住居跡出土土器①
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55-9 

55-13 

図版34 第55号竪穴住居跡出土土器②
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55-19 

図版35 第55号竪穴住居跡出土土器③
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55-33 

55-36 

図版36 第55号竪穴住居跡出土土器④
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55-42 

55-47 

図版37 第55号竪穴住居跡出土土器⑤

- 385 -



55-60 

55-58 

55-63 

図版38 第55号竪穴住居跡出土土器⑥
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55-78 

図版39 第55号竪穴住居跡出土土器⑦
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55-97 

55-99 

55-101 

図版40 第55号竪穴住居跡出土土器⑧
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55-116 

図版41 第55号竪穴住居跡出土土器⑨
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73-3 

73-5 
73-6 ,:,_ 

73-12 

73-30 

73-23 
図版42 第73号竪穴住居跡出土土器①
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図版43 第73② ・7 4・76号①竪穴住居跡出土土器
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76-42 

76-47 

76-46 

76-48 

76-55 

図版44 第76号竪穴住居跡出土土器②
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318土ー1
318土ー4

318土ー5

319土ー1

319土ー2 319土ー3

322土ー3

322土ー2

323土ー3

323土ー15

図版45 土坑内出土土器 1
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324土ー1

324土ー4
324土ー7

324土ー2

324土ー8

324土ー9

324土ー15
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324土ー17
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324土ー14

324土ー31

324土ー25
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324土ー36

324土ー39

亀

324土ー47

324土ー35

324土ー42

324土ー40
324土ー43

324土ー49

図版46 土坑内出土土器 2
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325土ー6 325土ー7 325土ー8 325土ー9 325土ー10
325土ー11

325土ー13
325土ー12

325土ー15 325土ー16
325土ー17

325土ー22
325土ー25

325土ー26

325土ー33

325土ー27

326土ー3 326土ー4

326土ー11
326土ー10

326土ー14

326土ー15

図版47 土坑内出土土器 3
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326土ー19326土ー20
326土ー21326土ー22

326土ー27
326土ー24

326土ー25 326土ー26

326土ー28

326土ー31
326土ー32 326土ー33

328土ー3 328土ー5

328土ー4
328土ー6

330土ー1

330土ー2

332土ー2

331土ー1
332土ー1

333土ー3

333土ー5 333土ー6

図版48 土坑内出土土器 4
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図版49 土坑内出土土器 5
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図版50 土坑内出土土器 6
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341土ー31
341土ー30
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341土ー35 341土ー36
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341土ー37 341土ー38
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341土ー45
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図版51 土坑内出土土器 7
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図版52 土坑内出土土器 8
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図版53 土坑内出土土器 9
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図版54 土坑内出土土器10
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図版55 土坑内出土土器11 
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376土ー24

376土ー21 376土ー25 376土ー26

376土ー22
376土ー23

378土ー5 378土ー6
378土ー7 378土ー8

378土ー2
378土ー3 378土ー4

379土ー3

379土ー2

379土ー5

379土ー4

379土ー1

380土ー1 380土ー3

378土ーl

380土ー6 380土ー7

380土ー14

380土ー10
380土ー11

380土ー12

380土ー5
380土ー13

図版56 土坑内出土土器12
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図版57 土坑内出土土器13
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図版58 土坑内出土土器14
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図版59 土坑内出土土器15
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第30号埋設土器 第32号埋設土器

第35号埋設土器

第34号埋設土器

第31号埋設土器
図版60 埋設土器 1

第36号埋設土器
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第39号埋設土器

第43号埋設土器

”’ 第45号埋設土器

第48号埋設土器
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第51号埋設土器
第52号埋設土器

図版61 埋設土器 2
第53号埋設土器
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図版63 遺構外出土弥生土器①
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図版64 遺構外出土弥生土器②
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図版70 遺構外出土弥生土器⑧
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図版71 遺構外出土弥生土器⑨
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図版78 B捨場（西捨場）出土土器 1
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図版79 B捨場（西捨場）出土土器 2
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図版91 B捨場（西捨場）出土土器14

- 439 -



(24) -3 

(25) -1 

図版92 B捨場（西捨場）出土土器15
(26) - 1 

- 440 -



(27) -1 

(27) -2 

図版93 B捨場（西捨場）出土土器16

- 441 -



疇 4

直

町
迅

鵬
炉

t
 

(28) -2 

q
 

覧

隕！

(28) -3 

｀ 

(29) -3 

図版94 B捨場（西捨場）出土土器17
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図版95 B捨場（西捨場）出土土器18
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図版99 B捨場（西捨場）出土土器22

- 447 -



(39) -1 
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図版102 B捨場（西捨場）出土土器25
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図版103 B捨場（西捨場）出土土器26
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図版104 B捨場（西捨場）出土土器27
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図版105 B捨場（西捨場）出土土器28
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